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TSL へようこそ

TSL へようこそ。TSL は，Mercury のテスト・スクリプト言語です。

本書の使い方

本書は，Mercury のテスト・スクリプト言語（TSL）の総合ガイドです。本書

では，テスト・スクリプトでの TSL の使用方法について詳しく説明します。す

べての TSL 関数をアルファベット順とカテゴリ別の一覧で示し，各関数のパラ

メータ，戻り値，使用可能範囲について説明します。本書は WinRunner をすで

にお使いの方を対象としています。WinRunner の詳細については『WinRunner 
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

本書は，以下の章で構成されています。

はじめに

TSL の概要と TSL 関数の種類について説明します。この章を読んで，ご自分の

製品に適した TSL 関数群について理解してください。

言語

定数と変数，演算子と式，ステートメント，制御フロー，配列，入 / 出力と

いった，TSL プログラミング言語の基本要素について説明します。

TSL を使うためのガイドライン

直覚的で読みやすいテスト・スクリプトおよびライブラリの作成に役立つガイ

ドラインです。

カテゴリ別関数

TSL 関数を実行する処理の種類別に紹介する一覧表です。関数は，各カテゴリ

でアルファベット順に並んでおり，それぞれに簡単な解説が付いています。
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アルファベット順リファレンス

全 TSL 関数がアルファベット順に並んでいます。関数の名前が，関数の種類と

カテゴリと一緒に一覧表示されます。ここでは説明，完全な構文，関数のパラ

メータ定義，戻り値，使用可能範囲を説明します。

WinRunner の関連のマニュアル

本書のほかにも，WinRunner には次の印刷マニュアルが付属しています。

『WinRunner インストール・ガイド』：単独のコンピュータまたはネットワーク

に接続されているコンピュータに WinRunner をインストールする方法を説明し

ます。

『WinRunner チュートリアル』：WinRunner の基本的な使い方，およびアプリ

ケーションのテストを開始する方法について説明します。

『WinRunner 基本機能ユーザーズ・ガイド』：アプリケーションを対象にテスト

を作成し実行するための WinRunner の最も一般的な機能について説明します。

『WinRunner 上級機能ユーザーズ・ガイド』：アプリケーションの特別なテスト

要件を満たすための WinRunner の特別な機能の使用方法を説明します。

『TSL リファレンス・ガイド』：TSL（テスト・スクリプト言語）および TSL に
含まれる関数を説明します。

オンライン・リソース

WinRunner には，以下のオンライン・リソースがあります。

最初にお読みください：WinRunner に関する最新ニュースと情報を提供します。

WinRunner の新機能：最新バージョンの WinRunner の新機能を説明します。

印刷用ドキュメント：PDF 形式の全マニュアルへのリンクが表示されます。印

刷用ドキュメントは Adobe Acrobat Reader を使って表示および印刷できます。

Adobe Acrobat Reader の最新バージョンは，www.adobe.co.jp からダウンロー

ドできます。 

http://www.adobe.com
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WinRunner コンテキスト・センシティブ・ヘルプ：WinRunner の使用中に生じ

た疑問をすぐに解決できます。メニュー・コマンドとダイアログ・ボックスに

ついて説明し，WinRunner のタスクを実行する方法を示します。Mercury カス

タマー・サポート Web サイトで WinRunner ヘルプ・ファイルの最新版をご確認

ください。

TSL リファレンス・ヘルプ：各関数に関する追加情報と使用例を示します。

TSL リファレンス・ヘルプは，［スタート］メニューの［WinRunner］グループ

または WinRunner の［ヘルプ］メニューから開くことができます。特定の関数

のオンライン・リソースを開くには，コンテキスト・センシティブ・ヘルプ・

ボタンをクリックして，テスト・スクリプト内の TSL ステートメントをクリッ

クするか，テスト・スクリプト内の TSL ステートメント上にカーソルを置き，

F1 キーを押します。 .

WinRunner サンプル・テスト：ユーティリティとサンプル・テストが説明付き

で含まれています。 

オンライン・カスタマー・サポート：普段お使いの Web ブラウザで，Mercury 
のカスタマー・サポート Web サイトを開きます。

Mercury Web サイト：普段お使いの Web ブラウザで，Mercury のホームページ

を開きます。このサイトでは，Mercury とその製品，およびサービスに関する

最新情報を提供します。新しいソフトウェアのリリース，セミナー，展示会，

カスタマー・サポート，トレーニングなどの情報も含まれています。

表記規則

本書では，以下の表記規則に従います。

本書では次の表記規則に従います。

1，2，3 太字の数字は，操作手順を示します。

＞ 大なり記号はメニュー・レベルを区切ります（例 :［ファイ

ル］＞［開く］）。

［太字］ 全角の大括弧に太字は，インターフェイスの要素の名前

（例：［実行］ボタン）やその他の強調する項目を示します。

太字 太字のテキストは，メソッド名または関数名を示します。

また，メソッドまたは関数の引数，構文の記述中のファイ
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ル名，書名を示します。新しい用語を紹介する場合にも使

用します。

Italics Italic（斜体字）のテキストは，メソッドまたは関数の引

数，構文の記述中のファイル名，変数とパラメータ名を示

します。

＜＞ 山括弧は，ユーザの環境次第で変わる可能性のある，ファ

イル・パスや URL アドレスの一部分を囲みます（例：＜製

品のインストール・フォルダ＞ \bin）。

Arial Arial のフォントはそのまま入力する例やテキストに使用さ

れます。

Arial bold Arial bold のフォントはそのまま入力しなければならない構

文記述のテキストに使用されます。

SMALL CAPS SMALL CAPS のフォントは，キーボードのキーを示します。

... 構文内の 3 つの点は，同じ形式で項目をさらに含めること

ができることを意味します。プログラム例での 3 つの点は，

プログラム行が意図的に削除されていることを示します。

[  ] 半角の大括弧は，省略可能な引数を囲みます。

| 2 つの値のうちの 1 つを選択しなければならない場合，これ

らの値を垂直バーで区切ります。
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第 1 章
概要

WinRunner を使用して作成するスクリプトは，テスト・スクリプト言語（TSL）
で記述されます。TSL とは，テスト用に開発された，C 言語に似た強力なプロ

グラミング言語です。TSL は，従来のプログラミング言語のパワーと柔軟性

に，WinRunner 用に特別に開発された機能を組み合わせた高度な言語です。こ

れにより，記録されたスクリプトを修正したり，高度なテスト・スイートをプ

ログラミングしたりすることができます。

このオンライン・リファレンスは，TSL スクリプトの読み書きおよび編集を支

援するものです。ここでは，TSL のプログラミング言語としての可能性と TSL 
関数について説明します。

本章では，以下の項目を説明します。

➤ 関数の種類

➤ アナログ関数

➤ コンテキスト・センシティブ関数

➤ ユーザ定義関数

➤ 標準関数
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関数の種類

ここでは，4 種類の TSL 関数について説明します。関数は種類によってそれぞ

れ異なる役割を持ちます。

これらの関数は，現在使用しているテスト用製品によって使用できるものが異

なります。

WinRunner： WinRunner では，これらすべての種類の関数を使用できます。関

数の中には，PowerBuilder や Visual Basic など特別な開発環境で開発されたアプ

リケーションを使用する場合のみサポートされているものもあります。関数の

使用可能範囲を調べるには，その関数のヘルプ画面の一番上にある［使用可能

範囲］ボタンをクリックしてください。

PC プラットフォームでの LoadRunner GUI 仮想ユーザ：この種類の GUI 仮想

ユーザは，WinRunner を使ってシステムの負荷を作成します。そのため，どの

種類の関数も使用できます。『Mercury LoadRunner コントローラ・ユーザー

ズ・ガイド』の「LoadRunner での機能テスト・スクリプトの使用」の項で説明

している LoadRunner 関数を使うこともできます。

関数の種類 役割

アナログ マウスとキーボードの入力を実行します。

コンテキスト・セン

シティブ 
GUI オブジェクトでの操作を実行します。

標準 プログラミング言語の基本的な操作を実行します。

カスタマイズ ユーザの要件に従ってテスト・ツールを構成します。
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アナログ関数

「アナログ関数」は，指定された画面座標での操作を記録し，実行します。ア

ナログ・モードで記録をすると，マウス・クリック，キーボード入力，マウス

移動の正確な座標がこれらの関数を使った表現として記録されます。テストを

実行すると，アナログ関数によってマウスの軌跡がたどられ，記録した入力が

正確に再現されます。また，アナログ関数は，同期化，検証，テキスト操作な

ど，テストでの様々な操作をサポートします。 

座標と番号付けの規則

多くのアナログ関数は，画面座標を参照します。Mercury の製品で使用されて

いる座標系では，原点（0,0 座標）は，画面の左上角です。x の最大値はピクセ

ル単位での画面の幅から 1 を引いた値です。y の最大値はピクセル単位での画

面の高さから 1 を引いた値です。

コンテキスト・センシティブ関数

「コンテキストセンシティブ関数」は，テスト対象アプリケーションの GUI オ
ブジェクト（ウィンドウ，リスト，ボタンなど）に対して行われた操作を表現

します。その際，オブジェクトの画面上の物理的な位置は無視されます。 コン

テキスト・センシティブ・モードでは，テスト対象アプリケーション（AUT）
での操作を記録するたびに，操作対象オブジェクトと実行した操作を表す TSL 
ステートメントがテスト・スクリプト内に生成されます。 

コンテキスト・センシティブオブジェクトの命名規則 
コンテキスト・センシティブ関数の多くには，オブジェクトの論理名を参照す

るパラメータが含まれています。

オブジェクトの論理名は物理的記述で置き換えることができます。記録中は，

システムによって論理名が自動的に使用されます。しかし関数は，オブジェク

トの物理的記述でも正しく動作します。

例えば，button_press 関数の構文は次のとおりです。

button_press ( button [, mouse_button ] );

button パラメータはボタンの論理名です。例えば
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button_press("OK"); 

ですが，これは次のように物理的記述にすることもできます。

button_press("{class:push_button, label:\"OK\"}");

番号付けの規則

多くのコンテキスト・センシティブ関数では，番号付けは，0 から始まります。

例えば，関数 list_get_item は，指定されたリストの最初の項目に対して 0 を返

します。

edit_get_info などの edit 系コンテキスト・センシティブ関数の座標は，行とカ

ラムで示されます。1 行目は「0」と番号付けられます。カラムは，何文字目か

ではなく，挿入位置で示されます。つまり，どの行でも最初の文字の前の位置

は「0」，最初の文字と 2 番目の文字の間の位置は「1」という具合に表されま

す。

ユーザ定義関数

「ユーザ定義関数」 を使用すると，テスト・ツールを特定の目的に合わせて強化

できます。例えば，関数ジェネレータに関数を追加したり，ユーザ定義の GUI 
チェックポイントを作成したりできます。

ユーザ定義関数は WinRunner で使用できます。

標準関数

「標準関数 には，基本的な入出力，制御フロー，算術関数，配列関数などが含

まれます。これらの要素を，アナログ関数とコンテキスト・センシティブ関数

と組み合わせることによって，単純なテストを高度なテスト・プログラムに書

き換えることができます。
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第 2 章
言語

本章では，TSL プログラミング言語の基本要素について説明します。

➤ 変数と定数

➤ 演算子と式

➤ ステートメント

➤ フロー制御

➤ 配列

➤ 入出力

➤ 組み込み関数

➤ ユーザ定義関数

➤ 関数の extern 宣言

変数と定数 
変数と定数は，文字列か数値です。宣言は省略できます。変数を宣言しなかっ

た場合，その型はコンテキストに従って実行時に決定されます。

変数と定数は，文字列か数値です。宣言は省略できます。変数を宣言しなかっ

た場合，その型はコンテキストに従って実行時に決定されます。変数名には，

アルファベット（a-z および A-Z），数字およびアンダスコア（_）を含めること

ができます。最初の文字は，アルファベットかアンダスコアでなければなりま

せん。TSL では，大文字と小文字が区別されます。したがって，例えば y と Y
は異なる文字として認識されます。組み込み関数の名前やキーワード（if，
while，swich など）を変数名として使用することはできません。



第 2 章 • 言語

6

変数と定数の型

TSL は，2 種類の定数と変数をサポートします。「数値」と「文字列」です。数

値は整数か浮動少数点数です。指数表現も可能です。例えば，-17，.05，-3e2，
3E-2 はすべて有効な値です。

二重引用符（"）で囲まれた 0 個以上の文字の列です。バックスラッシュ（\） ま
たは二重引用符（"）を文字列の中に含める場合は，その前にバックスラッシュ

を置く必要があります。適切な表現を使えば特殊文字を文字列に組み込むこと

ができます。

8 進数表現では，ゼロの場所に任意の ASCII 文字コードを指定します。例えば，

「\126」は「v」という文字を表します。

例えば，「The values are:12   14   16」という文字列を表現するためには，

"\"The values are:\t12\t14\t16\"" と入力します。

定数あるいは変数の値は，任意の時点で文字列か数値かのどちらかになってい

ます。TSL インタープリタは，実行される操作に応じて型を決定します。

次に例を示します。

x = 123;
s = x & "Hello";
y = x + 1;

変数 x には，値 123 が代入されます。2 番目のステートメントは，演算子が連

結（&）なので x は文字列として扱われます。したがって，解釈される s の値

は 123Hello となります。3 行目では，演算子が加算なので x は数値として扱わ

れます。したがって，変数 y には 124 という値が代入されます。

バックスペース \b 垂直タブ \v
復帰 \r 改行 \n
フォームフィード \f 8 進数 \ooo
水平タブ \t
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次の例のように，文字列に対して次のように算術演算を行うとどうでしょう。

"6RED87" + 0

文字列の中で，数字として評価可能な最初の部分が文字列の数値となります。

したがって，上の式の数値は 6 となります。

関係演算子は文字列と数値との両方で使えるため，両方のオペランドが数字と

して評価できる場合には数値比較が行われます。次の例を考えてみましょう。

"0.01" == "1e-2"

どちらの定数も，二重引用符で囲まれているので文字列のようですが，どちら

も有効な数値であるため数値比較が行われます。しかし，次の例を考えてみま

しょう。

"0.01" == "1f-2"

2 つ目の式が数値でないため，文字列比較が行われます。

未宣言変数

宣言されていない変数は，その変数が式の中で使われたり，値が代入されたり

したときに，暗黙のうちに実体が生成されます。変数が初期化されていない場

合は，実行時に文字列値 ""（NULL 値）が指定されます。

宣言されていない変数は，呼び出し先のテストの正式なパラメータ・リストで

ある場合を除けば，すべてグローバル変数です。パラメータの詳細について

は，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』を参照してください

変数宣言

定数や変数の宣言はテストでは任意ですが，ユーザ定義関数では必要です。変

数宣言の構文は次のとおりです。

class variable [ = init_expression ];

宣言された変数（variable）に代入される init_expression は，任意の有効な式で

す。init_expression が設定されていない場合，変数には空の文字列が代入されま

す。変数クラス（class）は，次のいずれか 1 つです。
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auto：auto 変数は関数の中でのみ宣言でき，その有効範囲は宣言された関数内

に限られています。この変数は，関数が実行されている間だけ存在します。関

数が呼び出されるたびに新しい auto 変数が生成されます。

static：static 変数の有効範囲は，変数が宣言された関数，テストあるいはコン

パイル済みのモジュール内に限られています。static 変数は，［停止］コマンド

でテストが終了されるまでその値を保持します。

public：public 変数は，テストあるいはモジュールの中でのみ宣言でき，どの関

数，テストおよびコンパイル済みモジュールからも参照できます。

extern：extern 宣言は現在のテストあるいはモジュールの外で宣言された public 
変数への参照を示します。 

auto 変数以外のすべての変数は，［停止］コマンドが実行されるまで保持され

ます。

次に例を示します。

static a=175, b=get_time( ), c = 2.235;

3 つの変数（a，b および c）を定義して，それぞれに初期値を代入します。こ

の値は，テストを呼び出している間は保持されます。次のスクリプトのセグメ

ントは， static 変数を使用してテスト T_2 が最初に呼び出されたときにだけメッ

セージを表示する方法を示します。

static first = 1;
pause ("first = " & first);
if (first == 1) 

{
first = 0;
report_msg ("Test T_2 was called.");

}
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次の表は，それぞれのクラスの種類の有効範囲，有効期間および宣言できる場

所をまとめたものです。 

定数宣言 
const 指定子は，宣言した値を変更できないことを示します。定数宣言の構文

は次のとおりです。

[ class ] const name [ = expression ];

定数のクラス（class）は，public か static です（クラスが明示的に宣言されてい

ないときには，定数には標準のクラスとして public が割り当てられます）。定

数は，いったん定義すると WinRunner を終了するまで有効です。

例えば，TMP_DIR という定数を定義する以下の宣言を考えてみましょう。

const TMP_DIR = "/tmp";

これは，上記の宣言で代入された /tmp という値を変更できないことを示してい

ます（この値を変更するには，明示的に新しい TMP_DIR という定数を宣言し

なければなりません）。

演算子と式 
TSL は，6 つの種類の演算子をサポートします。サポートされているのは，算

術演算子，連結演算子，関係演算子，論理演算子，条件演算子，代入演算子で

す。演算子は，基本要素を組み合わせて式を生成する際に使います。 TSL では，

式は，定数，変数，関数呼び出し，およびその他の式から成り立っています。

宣言 有効範囲 有効期間 宣言できる場所

auto ローカル 関数の終わり 関数内のおいてのみ可能

static ローカル ［停止］コマンドが

実行されるまで

関数，テストあるいはモジュール

で可能

public グローバル ［停止］コマンドが

実行されるまで

テストまたはモジュール

extern グローバル ［停止］コマンドが

実行されるまで

関数，テスト，またはモジュール
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算術演算子 
TSL は次の算術演算子をサポートします。

+ 加算

- 減算（単項）

- 減算（二項）

* 乗算

/ 除算

% 剰余算

^ or ** 指数

++ インクリメント（そのオペランドに 1 を加算する－単項

演算子）

-- デクリメント（そのオペランドから 1 を減算する－単項

演算子）

剰余算演算子の結果には，割られる方の数の符号が割り当てられます。例えば

次のようになります。

7 % -4 = 3
-4.5 % 4 = -0.5

インクリメントおよびデクリメント演算子は，変数の前（++n）か変数の後

（n++）に付けることができます。その結果，変数はその値が使用される前かあ

とにインクリメントまたはデクリメントされます。次の例を考えてみましょ

う。

i = 5;
j = i++;
k = ++i;
print(i & j & k);

上記の例は，7，5，7 という値を表示します。インクリメント演算子とデクリ

メント演算子は，変数にのみ適用され（a+b）のような式には適用されないこ

とに注意してください。
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連結演算子 
文字列の連結にはアンパサンド（&）を使います。次のステートメントの例を

考えてみましょう。

x = "ab" & "cd";

これは文字列値 abcd を変数 x に代入します。

関係演算子 
TSL で使用できる，関係演算子は次のとおりです。

> より大きい

>= より大きいか等しい

< より小さい

<= より小さいか等しい

== 等しい

!= 等しくない

関係式は真であれば 1，偽なら 0 と評価されます。式の値が NULL かゼロであ

るときは，偽と評価されます。その他のすべての値は，真とみなされます。

文字列は，ASCII コード値に基づいて文字単位で比較されます。文字列はアル

ファベット順で評価されます。アルファベット順で先に現れる文字が，より小

さく評価されます。例えば，「galactic」＜「galaxy」となります。

論理演算子

論理演算子は，2 つ以上の基本の式をつなげて，論理式を生成するのに使いま

す。 TSL では次の論理演算子をサポートします。

&& AND （論理積：かつ）

|| OR （論理和：あるいは）

! NOT （否定：でない）（単項）

論理式には，真であれば 1，偽なら 0 が代入されます。式の値が NULL かゼロ

であるときは，偽とみなされます。その他のすべての値は，真とみなされま



第 2 章 • 言語

12

す。論理演算子は，左から右へ評価され，式の値が決まるとそれ以上の解釈は

行いません。例えば，次の式を考えてみましょう。

(g != 0) && (d/g > 17)

最初の式が偽であれば，2 番目の式は評価されません。

条件演算子

条件演算子は ? （疑問符）です。条件演算子の構文は次のとおりです。

expression1 ? expression2 : expression3

まず expression1 が評価され，それが真であれば expression2 が評価され，この式

の値となります。expression1 が偽（ゼロか NULL）であれば，expression3 が実

行され，この式の値となります。次の例を見てください。

(g != 0) ? 17 : 18;

最初の式が真であれば（つまり g がゼロでなければ），条件式の値は 17 になり

ます。最初の式が偽であれば，条件式の値は 18 になります。

詳細については，14 ページ「フロー制御」を参照してください。

代入演算子

代入演算子は変数や配列に値を代入するために使います。二項算術演算子には

すべて対応する代入演算子があります。

演算子 使用例 意味

= a = b b の値を a に代入する

+ = a += b a に b を加算した値を a に代入する

- = a -= b a から b 減算した値を a に代入する

* = a *= b a に b を乗算した値を a に代入する

/ = a /= b a を b で除算した値を a に代入する

% = a %= b a と b の剰余算の値を a に代入する

^= or **= a ^ = b a を b 乗倍した値を a に代入する
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例えば，次のテスト・スクリプトの一部を見てください。

for (i=0; i<200; i+=20)
move_locator_abs(i,i);

i の値はループの繰り返しごとに 20 ずつインクリメントされます。マウス・ポ

インタは i によって指定された新しい位置に移動します。ループの詳細につい

ては 14 ページ「フロー制御」を参照してください。

演算子の優先順位と結合規則

式の中に 2 つ以上の演算子があるときには，演算子の優先順位と結合規則に

よって演算の実行順位が決定されます。より高い優先順位を持つ演算子が，そ

れより低い優先順位の演算子より先に評価されます。例えば，乗算は加算より

先に実行されます。

1 つの式の中に同じレベルの優先順位を持つ演算子が 2 つ以上ある場合は，結

合規則で評価順位が決まります。次の例を見てください。

x / 2 + i - q

ここでは除算が最初に実行され，加算が減算より先に実行されます。その理由

は，同レベルの優先順位を持つ演算子の結合規則は，「左から右」だからです。

次の表は，演算子の降順の優先順位と結合規則を示します。次の表は，演算子

の降順の優先順位と結合規則を示します。

演算子（優先順位の順番で）結合規則

( ) （括弧） なし

++   -- なし

^   ** 右から左

!   -   + （単項） なし

*   /   % 左から右

+   - （二項） 左から右

& 左から右

<    <=    >    >=    ==    != なし

in （配列演算子） なし
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&& 左から右

|| 左から右

? 右から左

=    +=    -=    *=    /=    %=    ^=    **=右から左

ステートメント

終わりにセミコロン（;）が付いた式はすべてステートメントです。ステートメ

ントは複数の行にわたって記述することができます。

フロー制御構造において，1 つのステートメントをステートメントのグループ

あるいはブロックに置き換えることができます。ステートメントは，中括弧 {} 
で囲んでグループ化できます。括弧の間にある各ステートメントにはセミコロ

ンが付きますが，括弧それ自体にはセミコロンはありません。下に例を示しま

す。

for (i = 0; i < 10; i++) 
{

st = "Iteration number " & i;
type (st);

}

フロー制御

TSL フロー制御ステートメントには次が含まれています。

➤ 条件判断のための if/else と switch

➤ ループのための while， for，do

➤ ループ変更のための break と continue

If/Else ステートメント

TSL には条件判断のための if/else ステートメントがあります。else 句は省略す

ることができます。このステートメントの構文は次のとおりです。

if ( expression ) 
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statement1
[ else

statement2 ] 

expression が評価され，その値が真（ゼロでも NULL でもない）であれば 
statement1 が実行されます。値が偽（ゼロか NULL）の場合，[else statement2] 
が省略されていなければ，statement2 が実行されます。

if ステートメントが入れ子になっている場合には，TSL インタープリタは，各 
else をそれと 1 番近い if と関連付けます。例えば，次のステートメントを見て

ください。

if (b1) if (b2) s1; else s2;

これは次のように解釈されます。

if (b1) 
{

if (b2)
s1;

else
s2;

}

次の例は，複数の TSL ステートメントに if/else ステートメントを使用する方法

を示しています。

if ( win_exists(...) == E_OK)
{

win_activate(...);
set_window(...);

}
else

invoke_application(...);

Switch ステートメント

switch ステートメントは，いくつかの条件によって分岐するようなメカニズム

を提供します。この構造の構文は次のとおりです。

switch ( expression ) 
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{
case case_expr1: 

statement(s)
case case_expr2:

statement(s)
case case_exprn: 

statement(s)
[ default: statement(s) ]
}

switch ステートメントでは，列挙された各 case 式（case_expr1，case_expr2，
....case_exprn）が，最初に与えられた式（expression）と等しいものが見つかる

まで，順次評価されていきます。指定された expression と等しいものがなけれ

ば，既定のステートメント（任意）が実行されます。

指定された expression と一致する case 式があると，それ以降の case 式は評価さ

れません。ただし，case の中でループを終了させる break ステートメントを

使っていなければ，その後に続くすべての case 式のステートメントが評価され

ます。

例えば，次の例を見てください。

switch (a) 
{
case"xyz":

b = a & "tw";
break;

case"uv":
pause ("hello");
x = a;
break;

default:
x = a;

}

最初の expression には，任意の有効な正規表現を指定できますが，case 式は定

数か変数でなくてはなりません。
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ループ・ステートメント

TSL にはループを可能にするいくつかのステートメントがあります。 

while ( expression ) 
statement

式（expression）が真である間，ステートメント（statement）が繰り返し実行さ

れます。ループの各繰り返しの最初に，expression が評価されます。それが真

（ゼロでもなく，NULL でもない）であれば statement が実行された後，

expression が再評価されます。ループは expression の値が偽になったときに終了

します。

例えば，次の例を見てください。

i = 1;
while (i < 21)

type (i++);

ここでは i の値が 20 回タイプされます。

for ( [ expression1 ]; [ expression2 ]; [ expression3 ]; ) 
statement 

expression1 は開始条件です。expression2 が真である間，ステートメント

（statement）が実行され，expression3 が評価されます。ループは expression2 が
偽となるまで繰り返されます。このステートメントは次のステートメントと同

じ意味になります。

expression1 # 初期条件を指定する。
while (expression2) { # これが真ならば

statement # このステートメントを実行する。
expression3 # この式を評価する。

}

次の for ループは上の while ループと同じように動作します。

for (i=1; i<21; i++)
type (i);

expression2 がない場合は，常に真とみなされます。したがって，
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for (i=1;i++)
type (i);

上の例は無限ループになります。

do 
statement 

while ( expression );

ステートメント（statement）が実行された後，式（expression）が評価されま

す。expression が真であれば，さらに繰り返されます。このステートメントは 
while や for というステートメントとは，expression が一番最後に評価される点

が違っています。つまり，ループは少なくとも 1 回は必ず実行されるわけで

す。 例えば，次のステートメントのループ構造では，

i = 20;
do

type (i++);
while (i < 17);

i の値は少なくとも 1 回はタイプされることになります。

ループ変更

次のステートメントは，ループを抜け出すためか，あるいは次の繰り返しに

ジャンプするために使われます。

break;
break ステートメントによってループの中から抜け出します。ループが入れ子

になっている場合は，これを囲む最も内側の for，while または do ループから抜

け出します。

例えば，expression2 が定義されていない for ループは，break を使うことで終了

させることができます

for (i = 1;; i++) 
{

type (i);
if (i > 29)

break;
}
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continue;

continue ステートメントは，ループの次のサイクルを開始します。do/while ルー

プにおいては，テスト式から実行が再開されます。for ループの場合は，

expression3 から再開されます。次の例を見てください。

for (i = 1; i<=300; i++) 
{

if (i % 3 != 0) 
{

continue; # 次の番号へ
}
... # 長い処理
type(i & "<kReturn>");

}

ここでは，ある処理が 3 回ごとに実行されます。したがって，i が 3 で割り切れ

なければ，ループの次の繰り返しが実行されます。

配列

TSL は，連想配列をサポートします。TSL の配列には，次の特徴があります。

➤ 配列の宣言と初期化は任意

➤ 各要素には，ユーザ定義文字列の添字があります。

数値の添字を持つ固定長の配列に比べ，TSL の配列は要素の数を定義しなくて

よく，それぞれの要素はユーザ定義文字列の添字を持ちます。例えば，次のス

テートメントを見てください。

capitals["Ohio"] = "Columbus";

このステートメントは，「Columbus」という値を capitals という配列の中の

「Ohio」という添字を持った要素に代入します。配列の要素が宣言されていな

ければ，それが初めて使われるときに生成され，配列の中の要素の順番は定義

されません。初期化されていない配列の要素はすべて，数値のゼロと文字の 
NULL （""）になっています。
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配列には数値と文字列のいずれも格納できます。次のテスト・スクリプトで

は，配列を使用して，一連の日付と時間を格納しています。

for (i=0; i<5; i++) 
{

date = time_str();
date_array[i] = date;
wait(5);

}

ここでは，各配列要素には time_str 関数を呼び出して得られた日付（date）と

時刻（time）が含まれます。i の値が配列要素の添字となります。

配列宣言

配列の宣言はテストの中では任意ですが，ユーザ定義関数では必要です（初期

化は任意）。以下の構文を使って，配列のクラスと初期の式を定義できます。

TSL では配列のサイズを定義する必要はありません。

class array_name [ ] [ =init_expression ]

配列の class は「変数宣言」の節で示した一覧に含まれている任意のクラスを

指定できます。init 式は次の 2 つの形式から 1 つを使います。C 言語構文か各要

素の文字列の添字です。

配列の初期化には C 言語の構文を使います。次の例を見てください。

public hosts [ ] = {"lithium", "silver", "bronze"};

このステートメントは次のような要素を持つ配列を生成します。

hosts[0]="lithium"
hosts[1]="silver"
hosts[2]="bronze"

C 言語と同様，auto クラスの配列は初期化できません。

さらに，各要素に対して文字列の添字を使って配列を初期化することもできま

す。文字列の添字は，TSL の任意の有効な式です。値はコンパイル時に評価さ

れます。

例：
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static gui_item [ ]=
{

"class"="push_button",
"label"="OK",
"X_class"="XmPushButtonGadget",
"X"=10,
"Y"=60
};

このステートメントは以下のような要素を持つ配列を生成します。

gui_item ["class"]="push_button"
gui_item ["label"]="OK"
gui_item ["X_class"]="XmPushButtonGadget"
gui_item ["X"]=10
gui_item ["Y"]=60

配列の初期化

配列はテスト実行中に 1 度は初期化されます。TSL インタープリタは最初の初

期化値をテスト実行中も維持します。配列の初期化値を編集しても，編集後の

値は実行中のテストには反映されません。配列を新しい初期化値にリセットす

るには，次のうちのどれか 1 つを実行します。

➤ テスト実行の停止 / 中止

➤ 配列要素の明示的な定義

テスト実行を中止すると，スクリプトの変数はすべて廃棄されます。次にスク

リプトを実行するときには，配列は新しい値に初期化されます。

配列の要素を明示的に定義することもできます。各配列要素に値を代入すると

きには，テストの実行のたびに，必ず配列を新しい値に更新してください。次

の例では，通常の配列の初期化は明示的な定義に置き換えられます。

通常の初期化 明示的な定義

public array[] = {1,2,3}; array[0] = 1;
array[1] = 2;
array[2] = 3;
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多次元配列

TSL は a[i, j, k] のような多次元配列をサポートします。多次元配列は，他の言

語にあるようなレコードや構造体のように使用できます。例えば，以下のスク

リプトは多次元配列を使用して，日付と時刻を格納します。

for (i = 0;i < 10; i++) 
{

date=time_str();
split(date,array," ");
multi_array[i, "day"] = array[1];
multi_array[i, "time"] = array[4];
wait(5);

}

TSL は，多次元配列を 1 次元配列を使用してシミュレートします。

multi_array[i1, i2,...in] の要素は multi_array という名前の 1 次元の配列の中に格納

されます。この配列の要素の内容は，[i1 & SUBSEP & i2 & SUBSEP... & in] です

（変数 SUBSEP の初期値は「\034」ですが，変更可能です）。 

多次元配列は，先の例のように宣言および初期化することもできます。例え

ば，多次元配列は次のように初期化できます。

static rectangles [ ] = 
{
 {153, 212, 214, 437},
 {72, 112, 88, 126},
 {351, 312, 399, 356}
}

in 演算子

in 演算子は，ある添字が配列の中にあるかどうかを確認するために使います。

このステートメントは，添字があれば値 1 を返し，なければ値 0 を返します。

この演算子は，条件ステートメントの中でも使用できます。例えば，次の例で

は新しく存在する添字を持つ要素が，menu_array という配列の中にあるかどう

かを検査します。

if ("new" in menu_array)
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次のようなステートメントを記述するより，in 演算子を使うべきです。

if (menu_array["new"] != "")...

なぜなら，このステートメントは要素が存在していない場合，その要素を生成

してしまうからです（配列の要素はそれが最初に記述されたところで生成され

ることを思い出してください）。

in 演算子は多次元配列にも使用できます。要素の添字は以下のステートメント

のように括弧で囲んで指定します。

if (("new.doc", 12) in multi_array)...
for ( element in array ) statement

このスクリプトによって，要素（element）には配列（array）の中の各要素の添

字が設定されます。ステートメント（statement）は，配列の各要素について 1 
回実行され，すべての要素が評価されるとループは終了します。添字を読む順

番は定義されていません。次のスクリプトの例は，各要素が日付と時間を表す

文字列である配列を読み込みます。for ループは，配列の各要素の値を画面に出

力するのに使います。

for (i in date_array)
print ("the date was " & date_array[i]); 

開始添字の指定

TSL は指定した特定の添字番号から始まる配列要素に値を代入できるようにし

ます。開始添字は，配列の初期化のときに指定します。配列の添字はゼロから

始まるので，先頭の要素の添字番号は 0 になります。

abc[ ] = { 開始添字 = value1, value2, value3... }

例えば，配列のサイズが 10 の場合，次のようにして配列の中の最後の 5 つの要

素に値を代入できます。

public abc[ ] = {5 = 100,101,102,103,104}

結果として，配列 abc は次の値を受け取ります。

abc[5]=100
abc[6]=101
abc[7]=102
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abc[8]=103
abc[9]=104

配列関数

TSL には 2 つの配列関数，delete と split があります。delete 関数は配列から要

素を削除し，split 関数は文字列をフィールドに分割して，それぞれのフィール

ドを配列に代入します。TSL 配列は連結配列なので，要素を 1 つ削除しても他

の要素に影響を与えません。例えば，a[2] を 3 つの要素の配列から削除した場

合でも，a[1] と a[3] には影響しません。詳細については，第 7 章「アルファ

ベット順リファレンス」を参照してください。

入出力

TSL には，ファイルや画面への読み書きができる多くの組み込み関数が用意さ

れています。

UNIX 製品では，sprintf 関数は形式化された文字列を変数に返します。

WinRunner および他の PC 製品では，file_open 関数を使って，読み書き用の

ファイルを開きます。file_printf 関数はファイルへの書き込みを行い，

file_getline はファイルからの読み込みを行います。file_close 関数は file_open で
開いたファイルを閉じます。

テスト環境で出力を生成する 3 つの関数があります。report_msg 関数はユーザ

定義文字列式をテスト実行レポートへ出力します。pause 関数はテストの実行

を停止し，画面上のメッセージ・ボックスに文字列式を表示します。

email_send_msg 関数は，指定した内容の電子メールを 1 人または複数の受信者

に送信します。

TSL 組み込み関数の詳細については，「TSL リファレンス・ヘルプ」を参照し

てください。

組み込み関数

TSL には広範囲のタスクを実行する多くの組み込み関数があります。テスト・

スクリプトの中から組み込み関数を呼び出すには，次の構文を使います。

function ( [ parameters ] );
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TSL 関数の多くは，アプリケーション内のオブジェクトに対する操作を実行し

ます。 TSL 関数では，関数パラメータの 1 つが，関数による操作の実行対象で

あるオブジェクトを表します。オブジェクトが GUI マップにある場合は，オブ

ジェクトを論理名で指定することができます。 オブジェクトの記述においてオ

ブジェクトのプロパティと値を定義することで，オブジェクトを指定すること

もできます。これを「記述的プログラミング」といいます 。詳細については，

25 ページ「記述的プログラミング」を参照してください。

組み込み関数の多くは値を返します。この値は，変数に代入することができま

す。次に例を示します。

x = int(12.42);

int 関数は，正の実数の整数部分を返します。x はここでは 12 になります。

組み込み関数の戻り値は式の一部としても使えます。関数が 0 を返せば，式の

値は偽と評価されます。それ以外のすべての値は真と評価されます。次の例を

見てください。

while (getline address < "clients.doc")
type (address "<kReturn>");

getline 関数は，成功すると 1 を返し，ファイルの終りに達していると 0 を返し

ます。したがって，上の例の while ループは，ファイルの終りに達するまで（0 
が返されるまで）繰り返されます。 

各 TSL 関数の詳細については，「TSL リファレンス・ヘルプ」を参照してくだ

さい。

記述的プログラミング

GUI マップにオブジェクトを追加すると，WinRunner は，そのオブジェクトに

対して論理名を割り当てます。このようなオブジェクトに対し関数を実行する

ステートメントをテストに追加できます。ステートメントを追加する際，通常

はオブジェクトの論理名を入力します。 

例えば，以下のステートメントにおいては，「Flight Reservation」はウィンドウ

の論理名，「File;Open Order」はメニューの論理名です。

set_window ("Flight Reservation", 5);
menu_select_item ("File;Open Order...");
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GUI マップを参照せずに，ステートメントを追加することによりオブジェクト

に対して関数を実行することもできます。そのためには，WinRunner がテスト

の実行中にオブジェクトを特定できるように，オブジェクトの記述の中にオブ

ジェクトを一意に特定できるようにする情報を追加しなければなりません。こ

れを「記述的プログラミング」といいます。

例えば，フライト予約アプリケーションの注文を記録した場合を考えてみま

す。テストを作成した後，追加のラジオ・ボタン群が記録された注文に追加さ

れます。オブジェクトを GUI マップに追加するために既存のテストに新しいス

テップを記録しなくても，選択するラジオ・ボタンを記述してラジオ・ボタン

の状態を ON に設定するステートメントをスクリプトに追加できます。

オブジェクト・クラス MSW_class とオブジェクトを一意に特定するために必要

なだけのプロパティと値の組を定義することにより，オブジェクトを記述しま

す。

一般的な構文を次に示します。

function_name ("{ class: class_value , MSW_class: MSW_value , property3: 
value , ... , propertyX: value }" , other_function_parameters ) ;

function_name: オブジェクトに対して実行する関数。 

property:value: オブジェクトのプロパティと値。プロパティと

値の各組はカンマで区切ります。

other_function_parameters: その他の必須のあるいは任意の関数パラメータ

をステートメントに含めます。使用する関数パ

ラメータは，オブジェクトのパラメータに論理

名を使う場合と同じにします。

オブジェクトの記述全体を， 「{ 記述 }」のように中括弧と引用符を使って囲み

ます。

オブジェクトを特定するためのプロパティと値がわからない場合は，GUI スパ

イを使ってオブジェクトの現在のプロパティと値を表示します。 

注：また，内部プロパティに基づき，属性またはプロパティによる表記法を

使って Internet Explorer のオブジェクトを記述できます。詳細については，27 
ページ「属性または＜プロパティ名＞表記法」を参照してください。
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以下のステートメントは，記述的プログラミングにより，ラジオ・ボタンに対

して button_set 関数を実行し，飛行機のビジネスクラスの席を選択します。テ

ストを実行すると，WinRunner は，プロパティ値が一致するラジオ・ボタン・

オブジェクトを見つけ，それを選択します。

set_window ("Flight Reservation", 3);
button_set ("{class: radio_button, MSW_class: Button, label: Business}", ON);

属性または＜プロパティ名＞表記法

内部プロパティに基づき，属性と＜プロパティ名＞による表記法を使って 
Internet Explorer の Web オブジェクトを特定できます。

例えば，Web ページ上の 2 箇所にロゴの画像がある場合を考えてみます。

<IMG src="logo.gif" LogoID="122">
<IMG src="logo.gif" LogoID="123"> 

記述的プログラミングを使い，次のようにオブジェクトの記述にユーザ定義の 
LogoID プロパティを含めることにより，クリックする画像を特定できます。

web_image_click("{class: object, MSW_class: html_rect, logoID: 123}" , 164 , 
253 )

ユーザ定義関数

用意されている組み込み関数に加えて，TSL ではテスト・スクリプトの中で自

分の独自の関数を設計し，実装できます。ユーザ定義関数の構造は次のとおり

です。

[class] function name ( [mode] parameter... )
{
declarations;
statements;
}

関数のクラス 
関数のクラスは public か static です。クラスが明示的に宣言されていない場合，

標準設定のクラスである public が割り当てられます。public 関数はどのテスト
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からも利用できます。static 関数は関数が定義されたテストあるいはコンパイル

済みモジュールの中でのみ利用できます。

パラメータ

関数のパラメータは，in，out あるいは inout のいずれかのモードになります。

配列パラメータ以外のパラメータの標準設定モードは in です。各パラメータの

タイプの意味は次のとおりです。

in：関数の外からの値が代入されるパラメータ。

out：関数の中から値を渡すパラメータ。

inout：関数の外から値が代入されると同時に，関数の外へ値を渡すパラメー

タ。

out あるいは inout に指定するパラメータは，式ではなく，変数名でなくてはな

りません。変数のみが式ではなく関数呼び出しにおいて，値を割り当てられま

す。例えば，次の形式で定義された関数を考えてみてください。

function my_func (out p) {... }

関数呼び出しの正しい使用法：my_func (var_1); 関数呼び出しの不正な使用

法： my_func (arr[i] ); my_func (a+b); これは，arr[i] と a+b が式だからです。

配列パラメータは大括弧を使って示します。例えば，次のパラメータ・リスト

は，変数 a が配列であることを示しています。

function my_func (a[], b, c)
{
...
}

配列パラメータは out か inout になります。クラスが指定されていなければ，標

準設定の inout とみなされます。

関数内で使用される変数は明示的に宣言されなければなりませんが，パラメー

タはその限りではありません。
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宣言

関数で使われる変数は，宣言しなければなりません。変数の宣言は関数の中，

あるいはテストやモジュールの中のどこでもできます。構文については，7
ページ「変数宣言」を参照してください。

return ステートメント

TSL テスト・スクリプトの中で使われる任意の有効なステートメントは，関数

の中でも使用できます。しかし，return ステートメントは，関数の中でのみ使

用します。

return [ expression ];

このステートメントにより，呼び出し先の関数の実行が停止し，呼び出し元の

関数あるいはテストへ制御が戻されます。このステートメントはまた，評価さ

れた式（expression）の値を呼び出し元の関数あるいはテストに返します（return
ステートメントに式が指定されていなければ，空の文字列が返されます）。関数

の詳細については，「TSL リファレンス・ヘルプ」を参照してください。 

関数の extern 宣言

関数の extern 宣言は TSL に含まれていない，外部の C 言語ライブラリの中にあ

る関数を宣言するのに使います。外部 dll（ダイナミック・リンク・ライブラ

リ）に含まれている C 言語関数の使用法の詳細については，『WinRunner ユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。

extern 宣言は，対象となる関数を呼び出す前に宣言しなければなりません。

extern 関数宣言の構文は次のとおりです。

extern type function_name ( param1, param2,...);

type は関数の戻り値の型です。型は次のいずれか 1 つです。

➤ char （符号付きと符号なし）float

➤ short （符号付きと符号なし）double

➤ int （符号付きと符号なし）string （C 言語の char* と同じ）

➤ long （符号付きと符号なし）
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各パラメータには次の情報を含めなくてはなりません。

[mode] type [name] [< size >]

mode mode は，in，out あるいは inout です。標準設定は in で
す。これらの値は小文字で指定しなければならないこと

に注意してください。 

type type には上にリストした任意の型を指定できます。

name 任意の name には，可読性をよくするためにパラメータ

の名前を指定できます。

size この情報は，パラメータのタイプが out か inout の場合に

のみ必要です（下記参照）。

例えば，時計アプリケーションの中で時刻を設定する set_clock という名前の関

数を宣言するには，次のように書きます。

extern int set_clock ( string name, int time );

この set_clock 関数は 2 つのパラメータを受け取ります。2 つのパラメータは，

どちらも入力パラメータなので，モードを指定する必要はありません。最初の

パラメータである文字列には，時計ウィンドウの名前を指定しています。2 番
目のパラメータには時計に設定する時刻を指定しています。関数は操作が成功

したか否かを示す整数を返します。

いったん関数の extern 宣言が解釈されると，TSL の組み込み関数を呼び出すの

と同じ方法で，set_clock 関数を呼び出すことができます。

result = set_clock ( "clock v. 3.0", 3 );

extern 宣言に string 型の out あるいは inout パラメータが含まれている場合は，

文字列の最大長を予測して，パラメータの型（type）あるいは任意の名前

（name）の後にサイズ（size）として整数を指定しなくてはなりません。例え

ば，次のステートメントは get_clock_string 関数を宣言しています。これは，時

計アプリケーションに表示されている時刻を，「The time is...」という文字列の

形式で返します。

extern int get_clock_string ( string clock, out string time <20> );
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size にはオーバーフローが生じないようなサイズを指定しなければなりません。

size の値が指定されていなければ，標準設定の 127 となります。最大値はあり

ません。

TSL は C コードの関数を名前だけで識別します。TSL から C の関数へは，正し

いパラメータ情報を渡さなくてはなりません。TSL はパラメータをチェックし

ないので，情報が正しくない場合は操作は失敗します。

また，C の関数は次の規則に従わなければなりません。

➤ TSL で文字列として指定されたパラメータはすべて，C では char* 型のパラ

メータと関連付けなくてはなりません。

➤ TSL でモードが out あるいは inout として指定されたパラメータはすべて，C で
はポインタと関連付けなくてはなりません。例えば，TSL で out int として指定

されたパラメータは，C の関数においては int* と対応しなければなりません

➤ WinRunner では，extern 関数は標準の Pascal 呼び出し規約である export far 
Pascal に従わなければなりません。 

例えば，次の TSL 宣言を見てください。

extern int set_clock (string name, inout int time);

これは，C では次のようになります。

int _far _pascal _export [_loads] set_clock (
char* name,
int* time

)
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第 3 章
TSL を使うためのガイドライン

本章では，直覚的で読みやすいテスト・スクリプトおよびライブラリを作成す

るためのガイドラインについて説明します。このガイドラインを使用すると，

次の点で効果があります。

➤ 一貫性 － 経験の浅いテスト技術者も，テストの作成方法を効果的に学習でき

ます。

➤ 明瞭さ－ 分かりやすく，保守およびデバッグのしやすいスクリプトと関数を作

成できます。

➤ カスタマー・サポート － Mercury のカスタマー・サポート担当技術者がスクリ

プトを理解しやすくなるため，サポートもより迅速に行えます。

以下のガイドラインは 1 つの提案です。テストの作成形式は数限りなくありま

す。気に入った形式が別にある場合は，最も使いやすい形式を使用してくださ

い。

本章では，次の各項目で TSL を使うためのガイドラインを紹介します。

➤ テスト・スクリプト

➤ フロー制御

➤ 戻り値

➤ パス名

➤ tl_step 関数

➤ GUI マップ

➤ ライブラリと関数
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テスト・スクリプト

WinRunner テスト・スクリプトには，本項で説明する要素のいくつかまたはす

べてを含めることができます。

テスト・ヘッダ

テスト・ヘッダは，実際は，# 記号で囲まれた一連のコメントであり，一般に

テストに関する次の情報が含まれています。

➤ テスト名

➤ 対象

➤ テスト作成者

➤ 作成日 / 更新日

➤ テストの目的

➤ 重要な情報（初期条件，変数情報，テスト対象アプリケーションの状態など）

以下に，テスト・ヘッダの例を示します。

定数の宣言

定数（const）は，テストの先頭で定義します。特定のテストで定数を定義する

ときの構文は，次のとおりです。

static const < 定数名 > = < 定数の値 >;

###############################################################

# TEST NAME: Open Order

# DATE: 12/12/95

# DATE OF LAST REVISION: 2/14/96

# CREATED BY: John Smith

# 

# PURPOSE: Verify that the correct orders are retrieved from the database

# INITIAL STATE: Application’s main window is open, all others are closed.

# PARAMETERS: None

###############################################################
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定数名は，大文字とアンダースコアで指定しなければなりません。 空白文字は

使用できません。例えば，次のように指定します。

static const NUMBER_OF_FILES = 3;
static const PATH_OF_FILES = "C:\\TESTS\\FILES";

テストで定義された定数は，それ以降に別のテストで別の値として使用できる

ので，定数を public として定義する必要はありません。public として宣言され

た定数は，ライブラリまたは初期化テストで定義しなければなりません。ライ

ブラリまたは初期化テストで定義された定数は，テスト・セッションまたは

バッチで実行されるすべてのテストで使用できます。

変数の宣言

テストで使用される変数は，定数の宣言とテスト・ヘッダの下で宣言します。

TSL はインタプリタ型言語なので，変数は割り当てられたときに自動的に定義

されます。したがって，変数の宣言は，テスト実行者がテストの実行を成功さ

せるために変更しなければならない情報を保持する目的で使用します。

変数を定義するときの構文は，次のとおりです。

[static/public] < 変数名 > = [< 変数の値 >];

変数名は，文字，アンダースコア，数字で指定します。次に例を示します。

public my_first_variable = 7;
public MyFirstVariable; 
static myFirstVariable = "Hello World!";

アンダースコアと大文字を組み合わせて使用することはできません。

変数の初期化には，次の 2 つの方法があります。

➤ [static/public] x = 1; 

➤ [static/public] x; 
x = 1;

この 2 つの方法は機能的には同一ですが，最初の方法（例 1，1 行にすべて指

定）では，変数 x を再初期化できない点が異なります。変数を再初期化できる

ようにするには，2 つ目の方法（例 2）を使用します。

次に例を示します。
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テスト A：

public x = 1;
x = 5 + y; 
...
テスト B：

call A();
call A();

テスト B を実行した場合，テスト A の 2 回目の呼び出しで，x は再初期化され

ないので，例 2 を使用してください。

テストでの変数の初期化方法に注意してください。バッチを実行する場合，複

数のテストに同じ変数名が含まれていることがあります。各テストに対してこ

れらの変数名が確実に再初期化されることが重要です。再初期化されないと，

テストを正しく再生できません。

配列の宣言

配列の宣言は，変数の宣言とともに必要になります。TSL はインタプリタ型言

語なので，配列の宣言は任意です。テスト実行者が各テストの実行時に変更す

る情報を格納する場合に，配列を宣言する必要があります。

インデックスが 0，1，2．．．，n である標準配列を宣言する構文は，次のとおり

です。

[static/public] < 配列名 > [0]= < 値 0>;
< 配列名 >[1] = < 値 1>; 
...
< 配列名 >[n] = < 値 n>;

次に例を示します。

public capital[0] = "Sacramento";
capital[1] = "Austin";
capital[2] = "Albany";

関連する複数の配列を宣言する場合も，同じ構文を使用します。

[static/public] < 配列名 >["string_1"] = < 値 1>;
...
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< 配列名 >["string_n"] = < 値 2>;

次に例を示します。

public capital["California"] = "Sacramento";
capital["Texas"] = "Austin";
capital["New York"] = "Albany";

ユーザ定義関数の定義

ユーザ定義関数は，変数を宣言した後に定義します。関数は static として宣言

します。関数は，それが含まれるテストでのみ使用できます。public として宣

言された関数は，関数ライブラリで定義する必要があります。詳細について

は，45 ページ「ライブラリと関数」を参照してください。

コメント

テスト・スクリプトを明瞭で直覚的なものにするために，コメントは欠かせま

せん。# 記号は，そこから行末までのすべてのテキストがコメントであること

を示します。コメントは，複数行にまたがるステートメントの中に挿入した

り，テスト・スクリプトの 1 行に単独で挿入したりできます。コメントは常

に，そのコメントが対象としているスクリプトの行と同じカラムから始まらな

ければなりません。テストの実行時に，TSL インタプリタはコメントを処理し

ません。次に例を示します。

# 日付を入力
i=1
while (i<=31)

# 月の日数
type ("The date is January " & i++ & ", 1994");
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文字列定数の中に現れる数字記号（#）は，コメントとはみなされません。

例：a="#3"

注：ビジネス・プロセス・テスティングのスクリプト化コンポーネントで作業

する場合は，#’# 形式の特別なコメントを追加できます。 これらのコメントは，

Quality Center でコンポーネントを表示するときに読み取り専用形式で表示され

ます。# で始まる通常のコメントは，Quality Center のコンポーネント・ビュー

には表示されません。ビジネス・プロセス・テスティングのスクリプト化コン

ポーネントを使った作業の詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』

の「ビジネス・プロセス・テスティングを使った作業」の章と『ビジネス・プ

ロセス・テスティング・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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フロー制御

スクリプトを分かりやすくするために，フロー制御ステートメントはタブ 1 つ
分だけ字下げします。

If / Else
TSL には，意思決定のための if/else ステートメントがあります。else 節は任意

です。

構文は次のとおりです。

if   ( ＜条件＞ ) 
{
statement_1;
...
statement_n;
}

else 
{
statement_1;
...
statement_n;
}

For ループ

For ループの構文は，次のとおりです。

for (< 初期条件 >; < 最終条件 >, < インデックスの増分 / 減分 >) {
{
statement_1;
statement_n;
}

While ループ

While ループの構文は，次のとおりです。

while (< 条件 >) 
{
statement_1;
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...
statement_n;
}

Do ループ 
Do ループは，少なくとも 1 回実行されます。構文は次のとおりです。

do 
{
statement_1;
...
statement_n;
}

while (<condition>)
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戻り値

TSL ステートメントはすべて「戻り値」を生成します。戻り値には，エラー・

コードや特別な関数によって返される特別な値を含めることができます。

エラー・コード

テスト・スクリプト内のステートメントが正しく実行されたかどうかは，特定

のエラー・コードの有無を確認することによって検査できます。戻り値に応じ

て，テストを拡張できます。

戻り値を検査するときは，数値ではなく名前を使用します。

次のスクリプトは，いずれも同じ機能を持ちます。

a) if (win_exists ("Window_Name") == 0)
{
set_window ("Window_Name");
...

b) if (!win_exists ("Window_Name")) 
{
set_window ("Window_Name");
...

c) if (win_exists ("Window_Name") == E_OK)
{
set_window ("Window_Name");
...

win_exists() ステートメントは，正しく実行されると値 0 を返します。スクリプ

トを分かりやすくするために，例 c を使用することをお勧めします。検査され

る戻り値は定数 E_OK です。E_OK の値は 0 に相当します。

生成されるエラー・コードの戻り値の一覧は，第 6 章「戻り値」にあります。

さらに TSL では，次の規則に従って，独自のエラー・コードを作成することも

できます。

➤ エラー・コードは大文字で指定します。
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➤ エラー・コードの 1 文字目は「E」，2 文字目はアンダースコアです（例： 
E_MY_ERROR）。

➤ エラー・コード番号は，ハイフン「-」の後に 5 桁で指定します（例： -31001）。

➤ エラー・コードは，ライブラリまたは初期化テストで public として定義します

（例： public const E_MY_ERROR = -31001）。

戻りコード

変数 rc は，TSL ステートメントの戻りコードを検査するために使用します。次

に例を示します。

rc = activate_window ("Window Name");
if (rc!= E_OK)
report_message ("Could not activate Window Name");

この例では，戻りコードを検査することによって activate_window() 関数の成否

を検証します。戻り値は E_OK です。

パス名

パス名については，絶対パス名（ハードコード化されたパス名）を使用しては

いけないという簡単な規則があります。パス名は非常に動的であるため，テス

ト・スクリプトではパス名を保持する変数を常に使用します。次に例を示しま

す。

GUI_load ("c:\\files\\my_file.gui");

この行は，次のスクリプトに置き換えます。

path = "c:\\files\\";
GUI_load (path & "my_file.gui");

パス名がパラメータでない場合，変数を置き換えるには，別の処理が必要で

す。次に例を示します。

call "c:\\tests\\my_test" ();
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この行には，パラメータでないパス名が含まれています。ハードコード化され

たパス名を変数に置き換えるには，次のように eval ステートメントを使用しま

す。

pathname = "\"c:\\\\tmp\\\\";
eval ("call " & pathname & "my_test\" ();");

tl_step 関数

tl_step は，次の 2 つの点で非常に役立つ関数です。

➤ テスト・レポートを拡張できます。ステップを指定し，テスト・レポートにそ

の成否のステータスを表示できます。成否の理由も示されます。

➤ check_gui または check_window を使用せずに，テスト全体が失敗したことを表

示できます。

テスト・スクリプト内のすべての検証ポイントの後で，tl_step 関数を使用しま

す。また，tl_step が含まれるテストは，Quality Center テスト・セットに直ちに

インポートできます。 

tl_step ステートメントは，次の構成で使用することをお勧めします。

rc = check_gui (5, "Open Order", "list1.ckl", "gui_1"); 
# 検証ポイント

if (rc != E_OK)
{
tl_step ("Init state", 1, "Initial state of Open Order window was incorrect");
}

else 
{
tl_step ("Init state", 0, "Initial state of Open Order window was correct");
}

この例では，tl_step ステートメントが失敗した場合と成功した場合の 2 回使用

されています。分かりやすく，十分な情報が含まれるテスト・レポートを作成

するために，この構成を使用してください。
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GUI マップ

コンテキスト・センシティブ・モードの WinRunner で生成されたスクリプト

は，どちらかといえば直覚的ですが，GUI マップを使うと，さらに直覚的なテ

ストを作成できます。

テスト・スクリプトに現れたオブジェクトの論理名は，より明確にするために

変更できます。例えば，WinRunner でスクリプトを記録すると，次のようなス

テートメントが生成されます。

button_press ("ThunderSSCommand_0");

このステートメントは次のように変更できます。

button_press ("NewOrder");

これで，このステートメントが実行されたときにどのボタンが押されるかが分

かります。新しい論理名のほうが，分かりやすく直感的です。分かりやすく論

理的な名前がスクリプトに記録されるように，記録の前に GUI マップを作成し

ます。作業の途中で必要に応じて論理名を変更してください。

スクリプトが作成される前 に GUI マップを作成し，編集しておけば，既存の

スクリプトを変更する必要がなくなります。
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ライブラリと関数

ライブラリは，定数の宣言とユーザ定義関数の宣言で構成されるテストです。

テストは完成後に，コンパイルとメモリへのロードが可能なモジュールに変換

されます。これによって，すべてのテストから public でそのライブラリに含ま

れる宣言と関数にアクセスできるようになります。

ライブラリ・ヘッダ

ヘッダの形式は，テスト・スクリプトのヘッダとよく似ています。ヘッダは # 
記号で囲まれており，次の情報で構成されます。

➤ ライブラリ名

➤ 関数のリスト

次に例を示します。

定数

ライブラリ・ヘッダの後には，定数の宣言が続きます。定数は，ライブラリで

定義されているときは必ず public として宣言します。次に例を示します。

###############################################################

# COMPLIED MODULE: flt_lib

# 

# FUNCTION:

# -STATIC

# - get_flight_from_table()

# - set_table_fields ()

# - set_working_dir ()

#

# -PUBLIC

# - open_order ()

# - delete_order ()

# - insert_order ()

###############################################################
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public const < 定数名 > = < 定数の値 >;

public として宣言された定数は，すべてのテストで使用できます。

関数ヘッダ

関数ヘッダは，ユーザ定義関数の上に置きます。テスト・ヘッダと同様に，関

数ヘッダは # 記号で囲まれており，以下に示す関数情報で構成されます。

➤ 関数名

➤ 関数の説明または目的

➤ 入力パラメータ

➤ 出力パラメータ

➤ 戻り値

次に例を示します。 

ユーザ定義関数

ユーザ定義関数は，関数ヘッダの直後に指定します。関数を宣言するときは，

関数の見出しで開始します。関数の見出しの形式は，次のとおりです。

[class] function < 関数名 > ([mode] < パラメータ・リスト >)

################################################################ 

# FUNCTION: get_flight_from_table

# PURPOSE: This function is static only to this file. It selects a flight from the

# flight table using a given flight number. Also uses split() function to access the

# flight number from the table.

# 

# INPUT PARAMS: flight_num   The flight number to be selected.

# OUTPUT PARAMS:   none 

# RETURN VALUES: Standard return values. 

###############################################################

static function get_flight_from_table (in flight_num){...
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関数には，次の 2 つのクラスがあります。

➤ Static － 現在のモジュールでのみ使用でき，このモジュール以外からは使用で

きません。関数がライブラリに含まれている別の関数でのみ使用される場合

は，static として宣言します。

➤ Public （標準） － すべてのテストおよびライブラリに含まれていない関数で使

用できます。ライブラリ内のほとんどの関数は，public として宣言されます。

関数のクラスの後には，予約語 function と関数名が続きます。

関数名は，「insert_order」など，直覚的に意味が分かるものにします。関数名の 
1 文字目は，文字またはアンダースコアにします。

パラメータには，次の 3 つのモードがあります。

➤ In （標準） － 関数の外部から値が割り当てられる。

➤ Out － 関数の中から値が割り当てられる。

➤ Inout － 関数の外から値が割り当てられ，値を外部に渡すことができる。

配列パラメータは，大括弧（[ ]）で指定します。out または inout （標準）とし

てのみ宣言できます。

関数の本体は，次のように関数の見出しの後に続きます。

[class] function < 関数名 > ([mode] < パラメータ・リスト >)
{
declarations;
statement_1;
statement_n;
}

関数の本体は，中括弧（{ }）で囲まれます。開き中括弧（{）は，見出しの最

初のカラムに揃えます。閉じ中括弧（}）は，開き中括弧と同じカラムに揃え

ます。

テスト・スクリプトでは，変数の宣言は任意です（35 ページ「変数の宣言」を

参照してください）。ただし，関数では，変数，定数，配列をすべて宣言しな

ければなりません。変数には，次の 2 種類があります。

➤ Static － 変数を実行する範囲が関数，テスト，またはモジュールに制限されま

す。
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➤ Auto （標準） － 「automatic （自動）」の略語です（C 言語の規則）。変数をどち

らの種類として宣言すべきか分からない場合は，auto として宣言します。変数

は auto として宣言されると，特定の範囲で使用され，その関数の実行中にのみ

存在することになります。

次に例を示します。

public function issue_report_line (in line_to_print)
{

static internal_line_count;
auto tmp_line;
tmp_line = internal_line_count & ":" line_to_print;
report_msg (line_to_print);
internal_line_count++;

}

変数 internal_line_count は，コントロールが関数の本体から渡された後もその値

を保持します。この変数は，テストの実行を通して報告された行数を表す値を

保持します。値は，関数がメモリに残っている限り保持されます。ただし，

tmp_line の値は，issue_report_line が呼び出されるたびに再定義され，前回呼び

出されたときの値は失われます。

関数本体の宣言の後に続くのは，ユーザ定義関数のステートメントです。有効

な TSL ステートメントを指定できます。ステートメントは，分かりやすいよう

にタブ 1 つ分だけ字下げします。
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すべての関数が， E_OK または E_GENERAL_ERROR などの標準の戻り値を返すよう

にします。エラー・コードを返すには，return ステートメントを使用します。

return ステートメントは値を返し，呼び出し元のテストまたは関数にコント

ロールを返します。次に例を示します。

public function open_order (in OrderNum)
{

set_window ("Open Order"); 
button_set ("Order Num:", ON);
edit_set ("Order Num:", OrderNum);
button_press ("OK");
if (win_exists ("Flight Reservation System") == E_OK)
{

set_window ("Flight Reservation System");
button_press ("OK");
return (E_COULD_NOT_OPEN);

}
# 以下の場合，終了する。
else
return (E_OK); 
# 関数が正しく実行された。
}

open_order 関数は，注文が存在しないときに E_COULD_NOT_OPEN を返し，関数

が正しく実行されたときに E_OK を返します。関数はエラー・コードの値では

なく，エラー・コードを返します。
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第 4 章
予約語

WinRunner には予約語があります。下の一覧に示すものだけでなく，TSL 関数

はすべて，WinRunner では予約語です。

WinRunner のスクリプト・エディタでは，予約語の色や表示方法を変えること

ができます。詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「テス

ト・スクリプト・エディタのカスタマイズ」の章を参照してください。

auto button_check_enabled

button_get_value case

char check_file

check_wid const

continue default

display_date_result display_euro_result

double edit_check_content

edit_check_format else

endif exception_on_print

exit extern

float function

get_lang get_obj_record_method

get_runner_str getline

grab gsub

GUI_buf_get_data GUI_buf_get_data_attr

GUI_buf_set_data_attr GUI_data_get_attr
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GUI_data_set_attr GUI_list_data_attrs

GUI_mark GUI_point_to

GUI_replay_wizard if

in inout

input_to_description_int list_check_multi_selection

list_check_row_num list_check_selection

list_get_items_count list_get_multi_selected

long menu_get_items_count

menu_verify move_mouse_abs

move_mouse_rel move_window

next obj_check_attr

obj_check_enabled obj_check_focused

obj_check_label obj_check_pos

obj_check_size obj_check_style

obj_set_focus obj_verify

out pause_test

printf process_return_value

prvars public

quad_click report_event

report_param_msg reset_filter

reset_internals return

save_report_info scroll_get_value

set_filter set_obj_record_method

short signed

static string

sub tab_get_page
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tab_get_selected_page tab_select_page

tbl_get_cell_coords tbl_synchronize

tech tl_get_status

tl_set_status tl_setvar

toolbar_get_info toolbar_wait_info

treturn trpl_click

tsl_set_module_mark tsl_test_is_module

ungrab unsigned

vendor vuser_status_message

wait_stable_window win_check_attr

win_check_label win_check_pos

win_check_size win_press_cancel

win_press_ok win_press_return

win_set_focus win_verify
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第 5 章
カテゴリ別関数

本章では，すべての TSL 関数を実行する処理の種類別に紹介します。関数は，

各カテゴリ内でアルファベット順に並べられ，それぞれに簡単な解説が付いて

います。関数によっては，複数のカテゴリに含まれているものがあります。

関数には次の 4 つの種類があります。

➤ アナログ関数

➤ コンテキスト・センシティブ関数

➤ ユーザ定義関数

➤ 標準関数
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アナログ関数

アナログ関数は，指定された画面座標での操作を記録し，実行します。アナロ

グ・モードで記録をすると，マウス・クリック，キーボード入力，マウス移動

の正確な座標がこれらの関数を使った表現として記録されます。テストを実行

すると，アナログ関数によってマウスの軌跡がたどられ，記録した入力が正確

に再現されます。また，アナログ関数は，同期化，検証，テキスト操作など，

テストでの様々な操作をサポートします。

アナログ関数は次のカテゴリに分類されています。

➤ ビットマップ・チェックポイント関数

➤ 入力デバイス関数

➤ 同期化関数

➤ テーブル関数

➤ テキスト・チェックポイント関数

ビットマップ・チェックポイント関数

入力デバイス関数

関数 説明 ページ

check_window AUT（テスト対象アプリケーション）ウィン

ドウのビットマップと期待ビットマップを比

較します

143

関数 説明 ページ

click マウス・ボタンをクリックします。 145

click_on_text 文字列の上でマウス・ボタンをクリックしま

す。

145

dbl_click マウス・ボタンをダブル・クリックします。 159

get_x マウス・ポインタの現在の x 座標を返します。 207

get_y マウス・ポインタの現在の y 座標を返します。 208
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同期化関数

テーブル関数

move_locator_abs 新しい絶対位置へマウスを移動します。 261

move_locator_rel 新しい相対位置へマウスを移動します。 261

move_locator_text マウスを文字列まで移動します。 262

move_locator_track あらかじめ記録されている軌跡に沿ってマウ

スを移動します。

262

mtype 1 つまたは複数のマウス・ボタンをクリック

します。

263

type キーボード入力を指定します。 419

関数 説明 ページ

wait_window テストの実行を同期化するために，ウィンド

ウのビットマップが現れるのを待機します。

423

関数 説明 ページ

tbl_click_cell JFC JTable オブジェクトのセルをクリックしま

す。

341

tbl_dbl_click_cell JFC JTable オブジェクトのセルをダブルクリッ

クします。

342

tbl_drag JFC JTable オブジェクト内の別の場所にセルを

ドラッグします。

347

関数 説明 ページ
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テキスト・チェックポイント関数 

コンテキスト・センシティブ関数

コンテキスト・センシティブ関数は，テスト対象アプリケーションの GUI オブ

ジェクトに対して行われた操作を表現します。その際，オブジェクトの画面上

の物理的な位置は無視されます。コンテキスト・センシティブ・モードで記録

すると，操作対象オブジェクトと実行した操作を表す TSL ステートメントがテ

スト・スクリプト内に生成されます。コンテキスト・センシティブ関数は次の

カテゴリに分類されています。

➤ ActiveBar 関数

➤ ActiveX/Visual Basic 関数

➤ ビットマップ・チェックポイント関数

➤ ボタン・オブジェクト関数

➤ カレンダ関数

➤ データベース関数

➤ データ駆動型テスト関数 

➤ Delphi 関数

➤ 編集オブジェクト関数

➤ GUI チェックポイント関数

➤ GUI マップ構成設定関数

➤ GUI マップ・エディタ関数

➤ アイコン・オブジェクト関数

関数 説明 ページ

click_on_text 文字列の上でクリックします。 145

find_text 文字列を検索します。 198

get_text 画面からテキストを読み取ります。 205

move_locator_text マウスを文字列まで移動します。 262
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➤ Java/Oracle 関数

➤ リスト・オブジェクト関数 

➤ メニュー・オブジェクト関数

➤ オブジェクト関数

➤ Oracle Developer 関数

➤ PowerBuilder 関数

➤ スクロール・オブジェクト関数

➤ Siebel 関数

➤ スピン・オブジェクト関数

➤ 静的テキスト・オブジェクト関数 

➤ ステータスバー関数

➤ 同期化関数

➤ タブ・オブジェクト関数

➤ テーブル関数

➤ 端末エミュレータ関数

➤ テキスト・チェックポイント関数

➤ ツールバー・オブジェクト関数

➤ WAP 関数

➤ Web 関数

➤ Web テスト用テーブル関数

➤ ウィンドウ・オブジェクト関数
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ActiveBar 関数

ActiveX/Visual Basic 関数

次の関数は，ActiveX または Visual Basic アドインがインストールされている場

合に限り使用できます。

関数 説明 ページ

ActiveBar_combo_select_item ComboBox ツールの項目を選択し

ます。

122

ActiveBar_dump  ActiveBar バンドとツールに関する

情報を格納します。この情報には 
caption，name，type，ID が含まれ

ています。

122

ActiveBar_select_menu ツールバーのメニュー項目を選択

します。

123

ActiveBar_select_tool ツールバーのツールを選択します。 124

関数 説明 ページ

ActiveX_activate_method ActiveX コントロールの ActiveX メソッ

ドを呼び出します。

124

ActiveX_get_info ActiveX/Visual Basic コントロールのプロ

パティ値を返します。

125

ActiveX_set_info ActiveX/Visual Basic コントロールのプロ

パティ値を設定します。

127

optionset_select Infragistics (Sheridan) Data Widgets コント

ロールでいずれかのオプション・ボタ

ンを選択します。

279

vb_get_label_names 指定されたフォーム・ウィンドウです

べてのラベル・コントロールの名前を

取得します。名前が配列の添え字とし

て格納されます。

422
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ビットマップ・チェックポイント関数 

ボタン・オブジェクト関数

カレンダ関数

次の関数は，Visual Studio バージョン 6 とそれ以上および Internet Explorer Active 
Desktop バージョン 4 とそれ以上に含まれているカレンダで使用できます。

関数 説明 ページ

obj_check_bitmap 現在のウィンドウ・ビットマップと期待ビッ

トマップを比較します。

263

win_check_bitmap 現在のウィンドウ・ビットマップと期待ビッ

トマップを比較します。

445

関数 説明 ページ

button_check_info ボタンのプロパティ値を検査します。 131

button_check_state ラジオ・ボタンまたはチェック・ボタンの状

態を検査します。

132

button_get_info ボタンのプロパティ値を返します。 132

button_get_state ラジオ・ボタンまたはチェック・ボタンの状

態を返します。

133

button_press プッシュボタンをクリックします。 133

button_set ラジオ・ボタンまたはチェック・ボタンの状

態を設定します。

133

button_wait_info ボタンのプロパティ値を待機します。 134

関数 説明 ページ

calendar_activate_date カレンダ内の指定された日付をダブル・

クリックします。

135

calendar_get_selected カレンダ内で選択された日付を取得し，

数えます。

135
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データベース関数

calendar_get_status 日付の妥当性の状態を返します。 136

calendar_get_valid_range 日付の範囲を返します。 136

calendar_select_date カレンダ内の指定された日付をクリッ

クします。

137

calendar_select_range カレンダ内の指定された日付の範囲を

クリックします。

137

calendar_select_time 時刻を HH:MM:SS 形式で選択します。 138

calendar_set_status 選択の状態を有効または無効に設定し

ます。

138

関数 説明 ページ

db_check 現在のデータベースのデータを期待データ

ベースのデータと比較します。

152

db_connect 新しいデータベース・セッションを作成し，

ODBC データベースへの接続を確立します。

153

db_disconnect データベースとの接続を切断し，データベー

ス・セッションを終了します。

154

db_execute_query SQL 文に基づいたクエリーを実行し，レコー

ド・セットを作成します。

155

db_get_field_value データベースの単一フィールドの値を返しま

す。

155

db_get_headers クエリーのカラム・ヘッダ数とカラム・ヘッ

ダの内容を返します。カラム・ヘッダの内容

は連結されタブで区切られています。

156

db_get_last_error 最新の ODBC または Data Junction 処理の最新

のエラー・メッセージを返します。

156

db_get_row 行の内容を返します。行の内容は連結されタ

ブで区切られています。

157

関数 説明 ページ



第 5 章 • カテゴリ別関数

63

63

Data Junction で作業するためのデータベース関数

データ駆動型テスト関数

db_record_check データベースで対応する記録の現在の値を

使ってテストを実行している間に，テストの

アプリケーションに現れる情報を比較します。

157

db_write_records レコード・セットをタブで区切りテキスト・

ファイルに書き込みます。

158

関数 説明 ページ

db_dj_convert Data Junction エキスポート・ファイルを実行し

ます（.djs ファイル）。

154

関数 説明 ページ

ddt_close データ・テーブル・ファイルを閉じます。 159

ddt_export テーブル・ファイル内の情報を別のテーブ

ル・ファイルにエクスポートします。

160

ddt_get_current_row データ・テーブル内のアクティブな行を取得

します。

161

ddt_get_parameters データ・テーブルのすべてのパラメータの一

覧を返します。

162

ddt_get_row_count データ・テーブル内の行数を取得します。 162

ddt_is_parameter データ・テーブル内のパラメータが有効であ

るかどうかを返します。

163

ddt_next_row データ・テーブル内のアクティブな行を次の

行に変更します。

163

ddt_open WinRunner でアクセスできるようにデータ・

テーブル・ファイルを作成，または開きま

す。

164

関数 説明 ページ
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Delphi 関数

次の関数は，Delphi をサポートする WinRunner がインストールおよびロードさ

れている場合に限り使用できます。

ddt_report_row データ・テーブル内のアクティブな行をテス

ト結果に報告します。

164

ddt_save データ・テーブル内に情報を保存します。 165

ddt_set_row データ・テーブル内にアクティブな行を設定

します。

165

ddt_set_val データ・テーブルの現在の行に値を設定しま

す。

166

ddt_set_val_by_row データ・テーブル内の指定された行に値を設

定します。

167

ddt_show 指定されたデータ・テーブルのテーブル・エ

ディタを表示または非表示にします。

167

ddt_sort 指定したデータ・テーブルのセルを最大 3 つ
のキーに従ってソートします。

168

ddt_update_from_db データをデータベースからデータ・テーブル

にインポートします。

169

ddt_val データ・テーブル内のアクティブな行のパラ

メータの値を返します。

170

ddt_val_by_row データ・テーブル内の指定された行のパラ

メータの値を返します。

170

関数 説明 ページ

add_dlph_obj Delphi オブジェクトを追加します。 129

dlph_edit_set Delphi 編集オブジェクトの全内容を置換

します。

176

dlph_list_select_item Delphi リスト項目を選択します。 176

dlph_obj_get_info Delphi オブジェクトの値を取得します。 177

関数 説明 ページ
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編集オブジェクト関数

dlph_obj_set_info Delphi オブジェクトの値を設定します。 177

dlph_panel_button_press Delphi パネル内のボタンをクリックしま

す。

178

関数 説明 ページ

edit_activate Oracle アプリケーションまたは Java アプリ

ケーションでオブジェクトをダブルクリッ

クします。

180

edit_check_info 編集オブジェクトのプロパティ値を検査し

ます。

180

edit_check_selection 文字列が選択されていることを検査しま

す。

181

edit_check_text 編集オブジェクトの内容を検査します。 181

edit_delete 編集オブジェクトの内容を削除します。 182

edit_delete_block 編集オブジェクトからテキストのブロック

を削除します。

182

edit_get_block 編集オブジェクトからテキストのブロック

を返します。

183

edit_get_info 編集オブジェクトのプロパティ値を返しま

す。

183

edit_get_row_length 編集オブジェクト内の行の長さを返しま

す。

184

edit_get_rows_count 編集オブジェクトに書き込まれた行番号を

返します。

184

edit_get_selection 編集オブジェクト内で選択された文字列を

返します。 
185

edit_get_selection_pos 選択されたブロックの開始と終了の位置を

返します。

185

関数 説明 ページ



第 5 章 • カテゴリ別関数

66

GUI チェックポイント関数 

edit_get_text 編集オブジェクト内のテキストを返しま

す。

186

edit_insert 編集オブジェクトにテキストを挿入しま

す。

186

edit_insert_block 複数行の編集オブジェクトにテキストを挿

入します。

187

edit_replace 編集オブジェクトの内容の一部を置換しま

す。

187

edit_replace_block 複数行の編集オブジェクトでテキストのブ

ロックを置換します。

188

edit_set 編集オブジェクトの全内容を置換します。 188

edit_set_focus Oracle，Java，または Oracle Developer アプ

リケーションのオブジェクトにフォーカス

を置きます。

189

edit_set_insert_pos 編集オブジェクトの指定したポイントに

カーソルを置きます。

189

edit_set_selection 編集オブジェクト内のテキストを選択しま

す。

189

edit_type 編集オブジェクトに文字列を入力します。 190

edit_wait_info 編集オブジェクトのプロパティ値を待機し

ます。

190

関数 説明 ページ

obj_check_gui オブジェクトのどのクラスについても現在の 
GUI オブジェクトのデータと期待 GUI データ

を比較します。

264

win_check_gui ウィンドウの現在の GUI データと期待 GUI 
データを比較します。

446

関数 説明 ページ
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GUI マップ構成設定関数

GUI マップ・エディタ関数

関数 説明 ページ

get_class_map カスタム・クラスに関連付けられている標準

クラスを返します。

203

get_record_attr オブジェクト・クラスに記録されたプロパ

ティを返します。

204

get_record_method オブジェクト・クラスで使用する記録方法を

返します。

205

set_class_map カスタム・クラスを標準クラスに関連付けま

す。

304

set_record_attr 1 つのオブジェクト・クラスに記録されるプロ

パティを設定します。

305

set_record_method クラスの記録方法を指定します。 305

unset_class_map 標準クラスとカスタム・クラスの関連付けを

解除します。

421

関数 説明 ページ

GUI_add オブジェクトを GUI マップ・ファイ

ルに追加します。

209

GUI_buf_get_desc GUI マップ・ファイル内のオブジェ

クトの物理的記述を返します。

210

GUI_buf_get_desc_attr GUI マップ・ファイル内のオブジェ

クトのプロパティ値を返します。

210

GUI_buf_get_logical_name GUI マップ・ファイル内のオブジェ

クトの論理名を返します。

211

GUI_buf_new 新しい GUI マップ・ファイルを作成

します。

211

GUI_buf_set_desc_attr GUI マップ・ファイル内のプロパ

ティ値を設定します。

212
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GUI_close GUI マップ・ファイルを閉じます。 212

GUI_close_all すべての GUI マップ・ファイルを閉

じます。

213

GUI_delete GUI マップ・ファイルからオブジェ

クトを削除します。

213

GUI_desc_compare 2 つの物理的記述を比較します。 213

GUI_desc_get_attr 物理的記述からプロパティ値を取得

します。

214

GUI_desc_set_attr プロパティ値を設定します。 214

GUI_get_name テスト対象アプリケーションの GUI 
の種類を返します。

215

GUI_get_window GUI マップのアクティブなウィンド

ウを返します。

215

GUI_list_buf_windows GUI マップ・ファイル内のすべての

ウィンドウの一覧を表示します。

216

GUI_list_buffers 開いているすべての GUI マップ・

ファイルの一覧を表示します。

216

GUI_list_desc_attrs オブジェクトのプロパティ値の全リ

ストを返します。

217

GUI_list_map_buffers ロードされているすべての GUI マッ

プ・ファイルをリストします。

217

GUI_list_win_objects ウィンドウ内のすべてのオブジェク

トをリストします。

218

GUI_load GUI マップ・ファイルをロードしま

す。

218

GUI_map_get_desc GUI マップ内のオブジェクトの記述

を返します。

219

GUI_map_get_logical_name GUI マップ内のオブジェクトの論理

名を返します。

220

GUI_open GUI マップ・ファイルを開きます。 220

関数 説明 ページ
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アイコン・オブジェクト関数

Java/Oracle 関数

次の関数は，Java または Oracle をサポートする WinRunner がインストールおよ

びロードされている場合に限り使用できます。

GUI_save GUI マップ・ファイルを保存します。 221

GUI_save_as GUI マップ・ファイルを新しい名前

で保存します。

221

GUI_set_window GUI マップの中でオブジェクトを識

別する範囲を設定します。

222

GUI_unload GUI マップ・ファイルをアンロード

します。

222

GUI_unload_all ロードされているすべての GUI マッ

プ・ファイルをアンロードします。

222

関数 説明 ページ

icon_move 新しい位置にアイコンを移動します。 225

icon_select アイコンをクリックします。 226

関数 説明 ページ

java_activate_method 指定したオブジェクトに対して要求した 
Java メソッドを呼び出します。

228

java_activate_static 任意の Java クラスの静的メソッドを呼び出

します。

229

java_fire_event Java オブジェクト上のイベントをシミュ

レートします。

229

java_get_field オブジェクトのフィールドの現在値を取得

します。

230

java_get_static 静的フィールドの現在値を取得します。 231

関数 説明 ページ
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java_link_click Java エディタ・オブジェクトのリンクをク

リックします。

231

java_set_field オブジェクト・フィールドの特定の値を設

定します。

232

java_set_static 静的フィールドの特定の値を設定します。 232

jco_create アプリケーションやアプレット内，または

アプリケーションやアプレットにある既存

のオブジェクトやアプレットのコンテキス

ト内に Java オブジェクトを作成します。

233

jco_free メモリから指定の jco オブジェクトを開放

します。

233

jco_free_all メモリからすべての jco オブジェクトを開

放します。

234

jdc_aut_connect WinRunner と Java/Oracle アプリケーション

の接続を確立します。

234

method_wizard アプリケーションまたはアプレットの jco 
オブジェクトに関連するメソッドを参照

し，表示されたいずれかのメソッドに対す

る正確な java_activate_method ステートメ

ントを作成するための［Java メソッド］

ウィザードを起動します。

260

obj_key_type KeyEvents を Java コンポーネントに送信し

ます。

272

obj_set_info オブジェクト・プロパティの値を設定しま

す。

276

popup_select_item Java ポップアップ・メニューの項目を選択

します。

286

関数 説明 ページ
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リスト・オブジェクト関数

関数 説明 ページ

list_activate_item 項目をアクティブにします。 235

list_check_info リストのプロパティ値を検査します。 236

list_check_item リスト内の項目の内容を検査します。 236

list_check_selected 指定された項目が選択されているかどう

かを検査します。

237

list_collapse_item ツリー・ビュー・オブジェクト内の項目

を非表示にします。

237

list_deselect_item 項目の選択を解除します。 238

list_deselect_range 指定された 2 つの項目の間のすべての項

目の選択を解除します。

238

list_drag_item ソース・リストから項目をドラッグしま

す。

239

list_drop_on item 目的のリスト項目上にオブジェクトをド

ロップします。

239

list_expand_item ツリー・ビュー・オブジェクト内の非表

示の項目を表示します。

240

list_extend_item すでにリストから選択されている項目に

項目を 1 つ追加します。

240

list_extend_multi_items すでにリストから選択されている項目に

複数の項目を追加します。

241

list_extend_range 項目の範囲を選択し，それらを現在選択

されている項目に追加します。

242

list_get_checked_items マークされている検査項目の値を返しま

す。

242

list_get_column_header リスト・ビューのカラム・ヘッダの値を

返します。

243

list_get_info リストのプロパティ値を返します。 243

list_get_item 項目の内容を返します。 244
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メニュー・オブジェクト関数

list_get_item_coord リスト項目の配列および座標を返しま

す。

244

list_get_item_info リスト項目の状態を返します。 245

list_get_item_num 項目の位置を返します。 246

list_get_items_count リストの項目数を返します。 246

list_get_selected 現在選択されている項目を返します。 247

list_get_subitem リスト・ビューの副項目の値を返しま

す。

247

list_rename_item 項目の編集モードをアクティブにし，名

前を変えます。

248

list_select_item リスト内の項目を選択します。 249

list_select_multi_items 複数選択コンテナのオブジェクトで項目

を選択します。

249

list_select_range 2 つの指定項目の間のすべての項目を選

択します。

250

list_set_item_state 指定したリスト・ビューまたはツリー・

ビューのアイコンの状態を設定します。

251

list_wait_info リストのプロパティ値を待機します。 251

関数 説明 ページ

menu_get_desc メニューの物理的記述を返します。 257

menu_get_info メニューのプロパティ値を返します。 258

menu_get_item 項目の内容を返します。 258

menu_get_item_num 項目の位置を返します。 259

menu_select_item 項目を選択します。 259

menu_wait_info メニューのプロパティ値を待機します。 260

関数 説明 ページ
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オブジェクト関数

関数 説明 ページ

obj_check_bitmap 現在のオブジェクト・ビットマップと期待

ビットマップを比較します。

263

obj_check_gui 現在の GUI データと期待 GUI データを比較

します。

264

obj_check_info オブジェクトのプロパティ値を検査します。 265

obj_check_text オブジェクトまたは領域のテキストを指定

した期待テキストと比較して検査します。

265

obj_click_on_text オブジェクト内のテキストをクリックしま

す。

266

obj_drag オブジェクトのドラッグを開始します。 267

obj_drop オブジェクトのドラッグを終了します。 268

obj_exists オブジェクトが表示されているかどうか検

査します。

268

obj_find_text オブジェクト内の文字列の位置を返します。 269

obj_get_desc オブジェクトの物理的記述を返します。 270

obj_get_info オブジェクトのプロパティ値を返します。 270

obj_get_text オブジェクトからテキストを読み取ります。 271

obj_highlight オブジェクトを強調表示します。 272

obj_mouse_click オブジェクトをクリックします。 272

obj_mouse_dbl_click オブジェクトをダブル・クリックします。 273

obj_mouse_drag オブジェクト内でマウスをドラッグします。 274

obj_mouse_move オブジェクト内でマウスを移動します。 275

obj_move_locator_text オブジェクト内の文字列にマウスを移動し

ます。

275

obj_type キーボード入力をオブジェクトに送ります。 277
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Oracle Developer 関数

次の関数は，Oracle Developer 2000 をサポートする WinRunner がインストール

およびロードされている場合に限り使用できます。

PowerBuilder 関数

次の関数は，PowerBuilder をサポートする WinRunner がインストールおよび

ロードされている場合に限り使用できます。

obj_wait_bitmap オブジェクト・ビットマップを待機します。 278

obj_wait_info オブジェクトのプロパティ値を待機します。 278

関数 説明 ページ

lov_get_item Oracle アプリケーション内の値のリストから項目

を取得します。

255

lov_select_item Oracle アプリケーション内の値のリストから項目

を選択します。

255

ora_obj_get_info 指定された項目の値を取得します。 280

関数 説明 ページ

datawindow_button_press 指定された DataWindow のボタンを押

します。

150

datawindow_get_info DataWindow オブジェクト・プロパ

ティ値を取得します。

150

datawindow_text_click DataWindow テキスト・オブジェクト

をクリックします。

151

datawindow_text_dbl_click DataWindow テキスト・オブジェクト

をダブルクリックします。

152

関数 説明 ページ
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スクロール・オブジェクト関数

関数 説明 ページ

scroll_check_info スクロールのプロパティ値を検査します。 297

scroll_check_pos スクロールの現在位置を検査します。 297

scroll_drag スクロールを指定した位置までドラッグし

ます。

297

scroll_drag_from_min 最小の位置から指定した距離だけスクロー

ルします。

298

scroll_get_info スクロールのプロパティ値を返します。 299

scroll_get_max 最大（終了）位置にあるときのスクロール

の値を返します。

299

scroll_get_min 最小（開始）位置にあるときのスクロール

の値を返します。

300

scroll_get_pos スクロールの現在位置を返します。 300

scroll_get_selected スライダの選択された範囲の最小値と最大

値を返します。

301

scroll_line 指定した行数をスクロールします。 301

scroll_max スクロールを最大（終了）位置に設定しま

す。

302

scroll_min スクロールを最小（開始）位置に設定しま

す。

302

scroll_page スクロールを指定したページ数だけ動かし

ます。

303

scroll_wait_info スクロールのプロパティ値を待機します。 303



第 5 章 • カテゴリ別関数

76

Siebel 関数

次の関数は，Siebel をサポートする WinRunner がインストールおよびロードさ

れている場合に限り使用できます。

関数 説明 ページ

siebel_click_history 履歴ボタンをクリックします。 308

siebel_connect_repository Siebel のリポジトリ・データベースに

接続します。

308

siebel_get_active_applet アクティブなアプレットの名前を返し

ます。

309

siebel_get_active_buscomp アクティブなビジネス・コンポーネン

トの名前を返します。

309

siebel_get_active_busobj アクティブなビジネス・オブジェクト

の名前を返します。

310

siebel_get_active_control アクティブなコントロールの名前を返

します。

310

siebel_get_active_view アクティブなビューの名前を返しま

す。

311

siebel_get_chart_data 指定したチャートの凡例のデータと値

を返します。

312

siebel_get_control_value アクティブなコントロールの値を返し

ます。

312

siebel_goto_record 指定したレコードに移動します。 313

siebel_navigate_view 指定したビューに移動します。 313

siebel_obj_get_info Siebel リポジトリ・データベースから

1 つの Siebel オブジェクト・プロパ

ティの値を返します。

314

siebel_obj_get_properties Siebel リポジトリ・データベース内の

指定した siebel オブジェクトのプロパ

ティをすべて返します。

315

siebel_select_alpha アルファ・タブ・バーから文字キーを

選択します。

315
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スピン・オブジェクト関数

静的テキスト・オブジェクト関数

siebel_set_active_applet 指定したアプレットをアクティブなア

プレットとして設定します。

316

siebel_set_active_control 指定したコントロールをアクティブな

コントロールとして設定します。

316

siebel_set_control_value アクティブなコントロールの値を設定

します。

317

siebel_terminate Siebel アプリケーションを閉じます。 317

関数 説明 ページ

spin_get_info スピンのプロパティ値を返します。 299

spin_get_pos スピン・オブジェクトの位置を返します。 319

spin_get_range スピンの最小の位置と最大の位置を返します。 319

spin_max スピンを最大値に設定します。 320

spin_min スピンを最小値に設定します。 320

spin_next スピンを次の値に設定します。 321

spin_prev スピンを直前の値に設定します。 321

spin_set スピンを指定した値に設定します。 321

spin_wait_info スピンのプロパティ値を待機します。 322

関数 説明 ページ

static_check_info 静的テキスト・オブジェクトのプロパティ値を

検査します。

325

static_check_text 静的テキスト・オブジェクトの内容を検査しま

す。

325

関数 説明 ページ
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ステータスバー関数

同期化関数

static_get_info 静的テキストのプロパティ値を返します。 326

static_get_text 静的テキスト・オブジェクトの内容を返します。 326

static_wait_info 静的テキストのプロパティ値を待機します。 327

関数 説明 ページ

statusbar_get_field_num ステータス・バーのフィールドの数値イ

ンデックスを返します。

327

statusbar_get_info ステータス・バーのプロパティ値を返し

ます。

328

statusbar_get_text ステータス・バーのフィールドからテキ

ストを読み取ります。

328

statusbar_wait_info ステータス・バーのプロパティ値を待機

します。

329

関数 説明 ページ

button_wait_info ボタン・プロパティの値を待機します。 134

edit_wait_info 編集プロパティの値を待機します。 190

list_wait_info リスト・プロパティの値を待機します。 251

menu_wait_info メニュー・プロパティの値を待機します。 260

obj_wait_info オブジェクト・プロパティの値を待機します。 278

scroll_wait_info スクロール・プロパティの値を待機します。 303

spin_wait_info スピン・プロパティの値を待機します。 322

static_wait_info 静的テキストのプロパティの値を待機します。 327

関数 説明 ページ
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タブ・オブジェクト関数

テーブル関数

statusbar_wait_info ステータス・バーのプロパティ値を待機しま

す。

329 

tab_wait_info タブのプロパティ値を待機します。 334

win_wait_info ウィンドウのプロパティ値を待機します。 462

関数 説明 ページ

tab_get_info タブのプロパティ値を返します。 332

tab_get_item タブ項目の名前を返します。 332

tab_get_selected 選択されたタブ項目の名前を返します。 333

tab_select_item タブ項目を選択します。 333

tab_wait_info タブのプロパティの値を待機します 334

関数 説明 ページ

tbl_activate_cell テーブル内の指定されたセルをダブル

クリックします。

335

tbl_activate_col 指定されたカラムをダブルクリックし

ます。

337

tbl_activate_header テーブル内の指定されたカラム・ヘッ

ダをダブルクリックします。

338

tbl_activate_row 指定された行をダブルクリックします。 341

tbl_deselect_col 指定されたカラムの選択を解除します。 343

tbl_deselect_cols_range 指定された範囲のカラムの選択を解除

します。

344

tbl_deselect_row 指定された行の選択を解除します。 345

関数 説明 ページ
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tbl_deselect_rows_range 指定された範囲の行の選択を解除しま

す。

346

tbl_extend_col カラムを現在選択されているカラムに

追加します。

348

tbl_extend_cols_range カラムを現在選択されている範囲のカ

ラムに追加します。

348

tbl_extend_row 行を現在選択されている行に追加しま

す。

349

tbl_extend_rows_range 行を現在選択されている範囲の行に追

加します。

350

tbl_get_cell_data テーブルから指定されたセルの内容を

取得します。

351

tbl_get_cols_count テーブル内のカラムの数を取得します。 354

tbl_get_column_name テーブル内の指定したカラムのカラ

ム・ヘッダ名を取得します。

356

tbl_get_column_names PowerBuilder アプリケーションのテー

ブル内のカラムの名前と数を返します。

358

tbl_get_rows_count 指定したテーブルの行数を取得します。 358

tbl_get_selected_cell テーブルで現在フォーカスされている

セルを返します。

360

tbl_get_selected_row テーブルで現在選択されている行を返

します。

363

tbl_select_cells_range 指定された範囲のセルを選択します。 365

tbl_select_col_header テーブルの指定されたカラム・ヘッダ

を選択します。

366

tbl_select_cols_range 指定された範囲のカラムを選択します。 368

tbl_select_rows_range 指定された範囲の行を選択します。 369

tbl_set_cell_data テーブル内の指定したテキストにセル

の内容を設定します。

369

関数 説明 ページ
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端末エミュレータ関数

次の関数は，端末エミュレータ用の WinRunner サポートをインストールおよび

ロードしている場合にのみ使用可能です。

tbl_set_cell_focus テーブル内で指定したセルにフォーカ

スを当てます。

373

tbl_set_selected_cell テーブル内の指定したセルを選択しま

す。

373

tbl_set_selected_col テーブルの指定されたカラムを選択し

ます。

376

tbl_set_selected_row テーブル内の指定した行を選択します。 377

関数 説明 ページ

TE_add_screen_name_location 画面の論理名を座標中のどこで

探すかを WinRunner に対して指

定します。

379

TE_bms2gui WinRunner に BMS ファイルから

ユーザ・インタフェースを学習

させます。

380

TE_check_text 端末エミュレータ・ウィンドウ

内のテキストをキャプチャして

比較します。

380

TE_create_filter テスト・データベースにフィル

タを作成します。

381

TE_date_check 端末エミュレータ・アプリケー

ションの現在の画面にあるすべ

ての日付を検査します。

382

TE_date_set_attr フィールドの記録設定モードを

設定します。

382

TE_date_set_capture_mode WinRunner が端末エミュレータ・

アプリケーションで日付をキャ

プチャする方法を指定します。

383

関数 説明 ページ
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TE_define_sync_keys type，win_type，obj_type のコ

マンドの自動同期化を有効にす

るキーを設定します。 

383

TE_delete_filter 指定したフィルタをテスト・

データベースから削除します。

384

TE_edit_field 書き込み保護されていない

フィールドにテキストを挿入し

ます。

385

TE_edit_hidden_field 非表示のフィールドにテキスト

を挿入します。

385

TE_edit_screen 画面で指定した場所に文字列を

入力します。

386

TE_find_text 指定した文字列の場所を返しま

す。

386

TE_force_send_key 画面を変更するキーを定義しま

す。

387

TE_get_active_filter 指定されたアクティブなフィル

タの座標を返します。 
387

TE_get_auto_reset_filters テスト実行の最後でフィルタを

自動的に無効になるかどうかを

示します。

388

TE_get_auto_verify 自動テキスト検証が設定されて

いるかどうかを示します。

389

TE_get_cursor_position カーソル位置を返します。 389

TE_get_field_content フィールドの内容を変数に返し

ます。

390

TE_get_filter 指定したフィルタのプロパティ

を返します。

390

TE_get_merge_rule フィールドをマージするための

規則を取得します。

391

関数 説明 ページ
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TE_get_refresh_time 画面をリフレッシュするまで 
WinRunner が待機する時間を返

します。

392

TE_get_screen_name_location 画面の名前の位置を返します。 392

TE_get_screen_size 画面上の行番号と列番号を返し

ます。

393

TE_get_sync_time システムの同期時間を返します。 393

TE_get_text 画面からテキストを読み取り，

文字列に格納します。

394

TE_get_timeout 現在の同期時間を返します。 394

TE_merge_fields フィールドをマージするための

規則を設定します。

395

TE_reset_all_filters テスト内のすべてのフィルタを

無効にします。

395

TE_reset_all_force_send_key TE_force_send_key 関数の実行を

無効にします。

396

TE_reset_all_merged_fields フィールドのマージを無効にし

ます。

396

TE_reset_filter 指定されたフィルタを無効にし

ます。

397

TE_reset_screen_name_location 画面の名前のある場所を 0 にリ

セットします。

397

TE_send_key 指定されたファンクション・

キー機能をメインフレームに送

ります。

398

TE_set_auto_date_verify 端末エミュレータ・アプリケー

ション内の現在の画面の日付

チェックポイントを自動的に生

成します。 

398

関数 説明 ページ
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TE_set_auto_reset_filters テスト実行が完了したらフィル

タの自動リセットを無効にしま

す。

399

TE_set_auto_transaction 記録済みの TE_wait_sync ステー

トメントをトランザクションと

して定義します。

399

TE_set_auto_verify 自動テキスト検証を有効 / 無効

にします。

400

TE_set_BMS_name_tag BMS ファイル内の名前タグを変

更します。

401

TE_set_cursor_position カーソル位置を定義します。 401

TE_set_field 以降の入力を受け取るフィール

ドを指定します。

402

TE_set_filter フィルタを作成し，有効にしま

す。

402

TE_set_filter_mode すべての画面または現在の画面

のどちらにフィルタを適用する

か指定します。

403

TE_set_record_method 端末エミュレータのオブジェク

トを対象とした操作の記録方法

を指定します。

404

TE_set_refresh_time 画面がリフレッシュされるまで 
WinRunner が待機するインター

バルを設定します。

405

TE_set_screen_name_location 画面の名前のある位置を 0 にリ

セットしてから，画面の論理名

を検索する場所を WinRunner に
指示します。

405

TE_set_sync_time システムの同期時間を定義しま

す。

406

TE_set_timeout WinRunner がサーバからの応答

を待機する最大時間を設定しま

す。

406

関数 説明 ページ
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テキスト・チェックポイント関数

TE_set_trailing テスト実行中に WinRunner が
フィールドにスペースやタブを

入力するかどうかを指定します。

407

TE_user_attr_comment GUI マップにあるフィールドの

物理的記述にユーザ定義のコメ

ント・プロパティを追加できる

ようにします。

407

TE_user_reset_all_attr_comment ユーザ定義のコメント・プロパ

ティをすべてリセットします。

408

TE_wait_field 画面上で指定したフィールドに

指定した文字列が表示されるま

で待機します。

408

TE_wait_string 文字列が画面上に表示されるま

で待機します。

409

TE_wait_sync ホストからの応答を WinRunner 
に待機させます。 

410

関数 説明 ページ

obj_click_on_text オブジェクトの中のテキストをクリックし

ます。

266

obj_find_text オブジェクトの中の文字列の位置を返しま

す。

269

obj_get_text オブジェクトからテキストを読み取りま

す。

271

obj_move_locator_text マウスをオブジェクトの中の文字列に移動

します。

275

win_find_text ウィンドウ内の文字列の位置を返します。 451

win_click_on_text ウィンドウ内のテキストをクリックしま

す。

448

関数 説明 ページ
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ツールバー・オブジェクト関数

WAP 関数

次の関数は，WAP アプリケーションをサポートする WinRunner がインストール

およびロードされている場合に限り使用できます。

win_get_text ウィンドウからテキストを読み取ります。 453

win_move_locator_text ウィンドウ内の文字列にマウスを移動しま

す。

458

関数 説明 ページ

toolbar_button_press ツールバー・ボタンをクリックしま

す。

414

toolbar_get_button ツールバー・ボタンの名前を返しま

す。

414

toolbar_get_button_info ツールバー・ボタンのプロパティ値を

返します。

415

toolbar_get_button_num ツールバー・ボタンの位置を返しま

す。

415

toolbar_get_buttons_count ツールバーのボタンの数を返します。 416

toolbar_select_item Microsoft Internet Explorer に類似する

ツールバーから項目を選択します。

417

関数 説明 ページ

phone_append_text 指定されたテキスト文字列を電話エディタの

現在の内容に付記します。

283

phone_edit_set 電話エディタの内容を指定されたテキスト文

字列に置換します。

283

phone_get_name 電話のモデル名を返します。 284

関数 説明 ページ
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Web 関数

次の関数は WebTest のアドインがインストールおよびロードされている場合に

限り使用できます。

phone_GUI_load 指定された Phone.com フォンに GUI マップを

ロードします。

284

phone_key_click 電話キーをクリックします。 285

phone_navigate 指定されたサイトへの接続を電話に指示しま

す。

285

phone_sync Nokia エミュレータでの電話ナビゲート後に記

録され，次の処理の準備ができるまで

WinRunner に待機するよう指示します。

286

関数 説明 ページ

_web_set_tag_attr WinRunner に，指定した Web オ
ブジェクト・クラスの論理名に指

定した属性を使用するよう指示し

ます。

424

web_browser_invoke ブラウザを起動し，指定されたサ

イトを開きます。

424

web_cursor_to_image ページのイメージにカーソルを移

動します。 
425

web_cursor_to_label ページのラベルにカーソルを移動

します。

425

web_cursor_to_link ページのリンクにカーソルを移動

します。

426

web_cursor_to_obj ページのオブジェクトにカーソル

を移動します。

426

web_event 指定されたオブジェクトでイベン

トを実行します。

427

web_file_browse 参照ボタンをクリックします。 428

関数 説明 ページ
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web_file_set ファイル形式のオブジェクトでテ

キストの値を設定します。

428

web_find_text ページ内のテキストの位置を返し

ます。

429

web_frame_get_text ページのテキストの内容を取得し

ます。

430

web_frame_get_text_count ページ内で正規表現が使われてい

る数を返します。

430

web_frame_text_exists フレーム内にテキストの値が見つ

かったらそれを返します。

431

web_get_run_event_mode 現在の実行モードを返します。 431

web_get_timeout WinRunner が Web からの応答を

待機する最大の時間を返します。

432

web_image_click ハイパーグラフィックのリンクま

たはイメージをクリックします。

432

web_label_click 指定されたラベルをクリックしま

す。 
433

web_link_click ハイパーテキストのリンクをク

リックします。

433

web_link_valid リンクの URL 名が有効（壊れて

いない）かどうか検査します。 
433

web_obj_click フレーム内のオブジェクトをク

リックします。

434

web_obj_get_child_item オブジェクト内の子の記述を返し

ます。

434

web_obj_get_child_item_count オブジェクト内の子の数を返しま

す。

434

web_obj_get_info オブジェクトのプロパティ値を返

します。

436

web_obj_get_text オブジェクトからテキスト文字列

を返します。

436

関数 説明 ページ
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Web テスト用テーブル関数

web_obj_get_text_count オブジェクト内で使用されている

正規表現文字列の数を返します。

437

web_obj_text_exists オブジェクト内にテキストの値が

見つかったらそれを返します。

438

web_password_encrypt Web ページのパスワードを暗号化

します。

438

web_refresh すべてのイベントを標準設定に戻

します。

439

web_restore_event_default すべてのイベントを標準設定に戻

します。

439

web_set_event イベントの状態を設定します。 440

web_set_run_event_mode イベントの実行モードを設定しま

す。

441

web_set_timeout WinRunner が Web からの応答を

待機する最大の時間を設定しま

す。

442

web_set_tooltip_color WebTest ツールチップの色を設定

します。

442

web_sync 完了するフレームのナビゲーショ

ンを待機します。

443

web_tbl_get_cell_data 指定された文字で始まるセルの内

容を Web のテーブルから取得し

ます。 

443

web_url_valid URL が有効かどうか調べます。 444

関数 説明 ページ

tbl_get_cell_data テーブルから指定されたセルの内容を取得し

ます。

351

tbl_get_cols_count テーブル内のカラム数を取得します。 354

関数 説明 ページ



第 5 章 • カテゴリ別関数

90

ウィンドウ・オブジェクト関数

tbl_get_column_name 指定されたカラムのカラム・ヘッダの名前を

取得します。

356

tbl_get_rows_count 指定されたテーブル内の行数を取得します。 358

関数 説明 ページ

desktop_capture_bitmap デスクトップ全体またはデスクトップの選

択した領域のビットマップをキャプチャし

ます。

175

set_window ウィンドウの論理名に基づいて入力を受け

取るウィンドウを指定します。

306

_set_window ウィンドウの物理的記述に基づいて入力を

受け取るウィンドウを指定します。

307

win_activate ウィンドウをアクティブにします。 444

win_capture_bitmap アクティブなウィンドウまたは指定した

ウィンドウ，あるいはウィンドウの選択領

域のビットマップをキャプチャします。

445

win_check_bitmap 現在のウィンドウ・ビットマップと期待

ビットマップを比較します。

445

win_check_gui 現在の GUI データと期待 GUI データを比

較します。

446

win_check_info 要求されたウィンドウのプロパティを検査

します。

447

win_check_text ウィンドウまたはウィンドウ内の選択領域

のテキストを指定した期待テキストと比較

します。

447

win_click_help ウィンドウのタイトル・バーにあるヘル

プ・ボタンをクリックします。

448

win_click_on_text ウィンドウ内のテキストをクリックしま

す。

448

関数 説明 ページ
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win_close ウィンドウを閉じます。 449

win_drag ソース・ウィンドウからオブジェクトをド

ラッグします。

450

win_drop ターゲット・ウィンドウにオブジェクトを

ドロップします。

450

win_exists ウィンドウが画面に表示されているかどう

か検査します。 
451

win_find_text ウィンドウ内の文字列の位置を返します。 451

win_get_desc ウィンドウの物理的記述を返します。 452

win_get_info ウィンドウのプロパティ値を返します。 453

win_get_text ウィンドウからテキストを読み取ります。 453

win_highlight ウィンドウを強調表示します。 454

win_max ウィンドウを最大化します。 454

win_min ウィンドウをアイコンに最小化します。 455

win_mouse_click ウィンドウ内でクリックします。 455

win_mouse_dbl_click ウィンドウ内でダブルクリックします。 456

win_mouse_drag ウィンドウ内でマウスをドラッグします。 456

win_mouse_move ウィンドウ内でマウスを移動します。 457

win_move ウィンドウを新しい絶対位置に移動しま

す。

458

win_move_locator_text ウィンドウ内の文字列にマウスを移動しま

す。

458

win_open ウィンドウを開きます。 459

win_resize ウィンドウのサイズを変更します。 459

win_restore 最小化または最大化された状態のウィンド

ウを元のサイズに戻します。

460

win_type キーボード入力をウィンドウに送ります。 460

関数 説明 ページ
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ユーザ定義関数

ユーザ定義関数を使用すると，テスト・ツールを特定の目的に合わせて強化で

きます。例えば，関数ジェネレータに関数を追加したり，カスタムの GUI 
チェックポイントを作成したりできます。

ユーザ定義関数は次のカテゴリに分類されます。

➤ カスタム記録関数

➤ カスタム・ユーザ・インタフェース関数

➤ 関数ジェネレータ関数

➤ GUI チェックポイント関数

カスタム記録関数

win_wait_bitmap ウィンドウ・ビットマップを待機します。 461

win_wait_info ウィンドウのプロパティ値を待機します。 462

関数 説明 ページ

add_cust_record_class カスタムの記録関数または論理名関数を登

録します。

128

add_record_attr カスタム・プロパティを登録します。 129

add_record_message WinRunner が処理する Windows のメッセー

ジのリストにメッセージを追加します。

130

delete_record_attr カスタム・プロパティを削除します。 175

関数 説明 ページ
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カスタム・ユーザ・インタフェース関数

関数ジェネレータ関数

関数 説明 ページ

create_browse_file_dialog ユーザがファイルを選択する参照ダイ

アログ・ボックスを表示します。

147

create_custom_dialog カスタムのダイアログ・ボックスを作

成します。 
147

create_input_dialog 編集フィールドで，対話型テスト実行

用のダイアログ・ボックスを作成しま

す。

148

create_list_dialog 項目のリストで，対話型テスト実行用

のダイアログ・ボックスを作成しま

す。

149

create_password_dialog パスワード用のダイアログ・ボックス

を作成します。

149

関数 説明 ページ

generator_add_category 関数ジェネレータにカテゴ

リを追加します。

200

generator_add_function 関数ジェネレータに関数を

追加します。

200

generator_add_function_to_category 関数ジェネレータで定義さ

れた関数をカテゴリに追加

します。

201

generator_add_subcategory 関数ジェネレータのカテゴ

リにサブカテゴリを追加し

ます。

201

generator_set_default_function 関数ジェネレータ・カテゴ

リに対して標準の関数を設

定します。

202
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GUI チェックポイント関数

標準関数

標準関数には，基本的な入出力，制御フロー，算術関数，配列関数など，プロ

グラミング言語の一般要素がすべて含まれています。

標準関数は次のカテゴリに分類されています。

➤ 算術関数

➤ 配列関数

➤ 呼び出しステートメント

➤ コンパイル済みモジュール

➤ 例外処理関数

➤ I/O 関数

➤ 負荷テスト関数

➤ その他の関数

➤ オペレーティング・システム関数

➤ パスワード関数

関数 説明 ページ

gui_ver_add_check GUI チェックポイントのための新し

いチェックを登録します。

223

gui_ver_add_check_to_class オブジェクト・クラスに検査を追加

します。これは，［GUI チェック］

ダイアログ・ボックスで表示できま

す。

224

gui_ver_add_class 新しいオブジェクト・クラスに

チェックポイントを追加します。

224

gui_ver_set_default_checks GUI オブジェクト・クラスに標準の

検査を設定します。

225
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➤ QuickTest 2000 関数

➤ 文字列関数

➤ Quality Center API 関数

➤ テスト・オプション関数

➤ Quality Center 関数

➤ 時間関連の関数

算術関数

配列関数

関数 説明 ページ

atan2 y/x のアークタンジェント（逆正接）をラジアンと

して返します。

131

cos ラジアンで表された角度のコサイン（余弦）を返

します。

146

exp ex の指数関数を計算します。 195

int 正の実数値の整数部分を返します。 226

log 自然対数を返します。 255

rand 擬似乱数を返します。 292

sin 角度のサイン（正弦）を計算します。 318

sqrt 引数の平方根を返します。 323

srand rand 関数のシード・パラメータを定義します。 324

関数 説明 ページ

delete 配列から要素を削除します。 174

split 入力文字列をフィールドに分割して，配列の中に格

納し，生成したフィールドの数を示します。

322
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呼び出しステートメント

コンパイル済みモジュール

関数 説明 ページ

call 別のテスト・スクリプト内からテストを呼

び出します。

139

call_chain_get_attr 現在の呼び出しチェーン内のテストまたは

関数に関する情報を取得します。

140

call_chain_get_depth 現在の呼び出しチェーン内の項目数を返し

ます。 
141

call_close スクリプトからテストを起動し，テストが

終了したらそのテストを閉じます。

141

call_ex WinRunner のテスト・スクリプトから 
QuickTest テストを起動します。

142

return 呼び出し元の関数またはテストに値を返し

ます。

295

texit 現在のテストの実行を停止します。 410

treturn 呼び出し先のテストを停止し，コントロー

ルを呼び出し元のテストに返します。 
418

関数 説明 ページ

load コンパイル済みモジュールをメモリに

ロードします。

252

reload メモリからコンパイル済みモジュール

を削除し，再びロードします。

293

unload メモリからコンパイル済みモジュール

または選択された関数を削除します。

420
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例外処理関数

I/O 関数

関数 説明 ページ

define_object_exception GUI オブジェクトの例外を定義します。 172

define_popup_exception ポップアップ・ウィンドウの例外を定

義します。

173

define_tsl_exception TSL の例外を定義します。 174

exception_off 例外処理を無効にします。 194

exception_off_all すべての例外の処理を無効にします。 194

exception_on あらかじめ定義された例外の検出と処

理を有効にします。

194

関数 説明 ページ

file_close file_open で開いたファイルを閉じま

す。

195

file_compare 2 つのファイルの内容を比較します。 195

file_getline ファイルから行を読み取ります。 196

file_open ファイルを読み取りまたは出力用に開

きます。あるいは新しいファイルを作

成します。

196

file_printf 書式化された出力をファイルに出力し

ます。

197

pause テストを一時停止して，メッセージを

表示します。

282

report_msg テスト・レポートにメッセージを挿入

します。

294
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負荷テスト関数

次の関数は LoadRunner の GUI 仮想ユーザのみ使用できます。

sprintf 書式化された文字列を変数に返しま

す。

323

str_map_logical_to_visual 論理文字列をビジュアル文字列に変換

します。またはビジュアル文字列を論

理文字列に変換します。

330

関数 説明 ページ

declare_rendezvous ランデブーを宣言します。 171

declare_transaction トランザクションを宣言します。 171

end_transaction パフォーマンス分析のためにトランザク

ションの終わりを示します。

192

error_message コントローラにエラー・メッセージを送信

します。

193

get_host_name ホストの名前を返します。 203

get_master_host_name コントローラのホスト名を返します。 204

output_message コントローラにメッセージを送信します。 281

rendezvous 仮想ユーザ・スクリプトにランデブー・ポ

イントを設定します。

294

start_transaction パフォーマンス分析のためにトランザク

ションの開始を示します。

324

user_data_point ユーザ定義データ・サンプルを記録しま

す。

421

関数 説明 ページ
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その他の関数

関数 説明 ページ

email_send_msg 1 人または複数の受信者へ電子メールを送信します 191

eval かっこで囲まれた TSL ステートメントを評価し，実

行します。

193

get_unique_file
name

指定された接頭辞に基づいて，指定のフォルダ内で

一意のファイル名を生成します。

207

getenv wrun.ini の [WrCfg] のセクションまたは WinRunner 
実行時関数で定義されているように，任意の環境変

数の値を返します。

208

load_16_dll 16 ビットのダイナミック・リンク・ライブラリの実

行時にロードします。

252

nargs 関数またはテストに渡された引数の数を返します 263

tl_step テスト・スクリプトをセクションに分割し，前のセ

クションのテスト結果にステータス・メッセージを

挿入します。WinRunner が Quality Center プロジェク

トに接続されている場合，メッセージはステートメ

ントごとに Quality Center の「step」テーブルに挿入

されます。

411

tl_step_once テスト・スクリプトをセクションに分割し，前のセ

クションのテスト結果にステータス・メッセージを

挿入します。WinRunner が Quality Center プロジェク

トに接続されている場合，メッセージはステップ名

ごとに 1 度だけ Quality Center の「step」テーブルに

挿入されます。

412

unload_dll DLL をメモリからアンロードします。 421
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オペレーティング・システム関数

パスワード関数

QuickTest 2000 関数 
次の関数は，QuickTest 2000 のユーザ専用です。

文字列関数

関数 説明 ページ

dos_system DOS のシステム・コマンドを実行します。 178

invoke_application テスト・スクリプト内からウィンドウ・アプ

リケーションを呼び出します。

227

関数 説明 ページ

password_edit_set パスワードの編集フィールドの値を指定した

値に設定します。

281

password_encrypt 平文のパスワードを暗号化します。 282

関数 説明 ページ

qt_force_send_key 情報を挿入すると画面が変

わる編集フィールドを認識

するよう WinRunner に指定

します。

291

qt_reset_all_force_send_key 前回 qt_force_send_key 関
数を使って設定された画面

の変更の設定を取り消しま

す。

291

関数 説明 ページ

ascii 文字列の先頭文字の ASCII コードを返します。 130

compare_text 2 つの文字列を比較します。 146 
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Quality Center API 関数

Quality Center API 関数を WinRunner の関数ジェネレータに追加するには，

WinRunner のインストール・ディレクトリの lib フォルダ内の qcapi テストを実

行します。

すべての QCAPI 関数の説明と例については，『Quality Center オープン・テス

ト・アーキテクチャ・ガイド』を参照してください。

プロジェクト接続関数

プロジェクト接続関数で，Quality Center リモート・エージェントと接続するプ

ロジェクトを選択できます。Quality Center API には，次のプロジェクト接続関

数が含まれています。

index 特定の文字列の中にある別の文字列の位置を示しま

す。

226

length 文字列の中の文字数を数えます。 235

match 正規表現に一致するものを文字列の中で探します。 256

split 入力文字列をフィールドに分割して，配列に格納し

ます。

322

sprintf 書式化済みの文字列を変数に返します。 323

substr 指定した文字列から部分文字列を抽出します。 330

tolower 大文字を小文字に変換します。 413

toupper 小文字を大文字に変換します。 418

関数 説明

TDServerInitInstance Quality Center リモート・エージェン

トとの接続を作成します。

TDServerRelease Quality Center リモート・エージェン

トとの接続を解除します。

TDAPI_Connect 指定したプロジェクトとの接続を行

います。

関数 説明 ページ
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テスト関数

テスト関数により，Quality Center のテスト・リポジトリに格納されているテス

トの関連情報を取得できます。Quality Center API には，次のテスト関数が含ま

れています。

TDAPI_Disconnect 現在接続しているプロジェクトとの

接続を切ります。

TDAPI_CreateTDDatabasesList プロジェクトのリストを作成します。

TDAPI_GetDatabaseNameFromList プロジェクト・リストからプロジェ

クト名を検索します。

関数 説明

TDAPI_CreateTest 新しいテスト・スクリプトを作成します。

TDAPI_CreateTestList プロジェクト・データベース内のすべてのテスト

のリストを作成します。

TDAPI_DeleteTest テストを削除します。

TDAPI_FindTestByPath ファイル・システム・パスを使ってテスト場所を

見つけます。

TDAPI_FindTestBySubjectPath サブジェクト・パスを使ってテストの場所を見つ

けます。

TDAPI_GetTestFieldSize テストのフィールドのサイズを返します。

TDAPI_GetTestFullPath テストの完全パスを検索します。

TDAPI_GetTestSubjectPath テストのサブジェクト・パスを返します。

TDAPI_GetTestValue テスト内のフィールドの値を取得します。

TDAPI_SetTestValue テスト・フィールドを更新します。

TDAPI_TestExists テスト・スクリプトの場所を見つけます。

TDAPI_TestListMove テスト・スクリプトのリスト内を順に移動しま

す。

関数 説明
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デザイン・ステップ関数

Quality Center テストはいくつかのデザイン・ステップに分類されます。これら

はテスト実行時にテスト担当者やテスト・ツールが実行しなければならないア

クションを記述した，詳細なステップごとの指示です。 Quality Center API には

次のデザイン・ステップ関数があります。

不具合追跡関数

不具合記録にはテスト実行中に発見されたエラーが含まれます。不具合追跡関

数では，プロジェクト内の不具合情報を追加，配置，更新できます。Quality 
Center API には次の不具合追跡関数が含まれています。

関数 説明

TDAPI_CreateDesStep テストにデザイン・ステップを作成します。

TDAPI_CreateDesStepList デザイン・ステップのリストを作成します。

TDAPI_DeleteDesStep テスト内のデザイン・ステップを削除します。

TDAPI_DesStepListMove デザイン・ステップのリスト内を順に移動します。

TDAPI_GetDesStepFieldSize デザイン・ステップ・フィールドのサイズを返し

ます。

TDAPI_GetDesStepValue デザイン・ステップのフィールドの値を取得しま

す。

TDAPI_SetDesStepValue デザイン・ステップの記録にあるフィールドを更

新します。

関数 説明

TDAPI_BugListMove 不具合リストの中を順に移動します。

TDAPI_CreateBug 新規不具合を作成します。

TDAPI_CreateBugList プロジェクト・データベースに不具合のリストを作成

します。

TDAPI_DeleteBug Quality Center プロジェクトから不具合を削除します。

TDAPI_GetBugFieldSize 不具合の発生したフィールドのサイズを返します。
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テスト・セット関数

テスト・セットは特定のテスト目標を満たすように作成されたテストのグルー

プです。例えば， テスト中のアプリケーションが機能的で安定していることを

検証するには，アプリケーションの基本機能を検査する動作テスト・セットを

作成します。Quality Center API には，テスト・セットの構築と保守を支援する

次の関数が含まれています。

TDAPI_GetBugValue 不具合の記録のフィールドの値を取得します。

TDAPI_SetBugValue 不具合のフィールドを更新します。

関数 説明

TDAPI_AddTestToCycle テスト・セットにテストを追加します。

TDAPI_CreateCycle 新規のテスト・セットを作成します。

TDAPI_CreateCycleList プロジェクト・データベースにテスト・セット

のリストを作成します。

TDAPI_CreateTestinCycleList プロジェクトのテスト・セットのリストを作成

します。

TDAPI_CycleExists テスト・セットの有無をチェックします。

TDAPI_CycleListMove テスト・セットのリスト内を順に移動します。

TDAPI_DeleteCycle 指定したテストを削除します。

TDAPI_DeleteTestFromCycle テスト・セットからテストを削除します。

TDAPI_GetCyclesForTest 対象のテストが含まれているテスト・セットの

名前を取得します。

TDAPI_GetCycleValue テスト・セットのフィールドの値を取得しま

す。

TDAPI_GetCycleFieldSize テスト・セットのフィールドのサイズを返しま

す。

TDAPI_GetTestInCycleFieldSize テスト・セット内のテストのフィールドのサイ

ズをバイト単位で返します。

関数 説明
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テスト実行関数

テスト実行には，テスト実行中，各テストをどのように実行するかについて情

報を格納します。Quality Center API には次の関数が含まれており，テスト実行

の作成や管理を支援します。

テスト・ステップ関数

テスト・ステップは，テスト実行中の各テスト・ステップの動作を記録しま

す。各テスト・ステップには， 各テスト実行中にどのように動作が実行された

か，その詳細が含まれます。ここにはテストとテスト実行の ID，ステップの名

前，ステップの状態，テスト・スクリプト内でステップが表示される行番号な

TDAPI_GetTestInCycleValue テスト・スクリプトのフィールドの値を取得し

ます。

TDAPI_SetCycleValue テスト・セットのレコードのフィールドを新し

い値に更新します。

TDAPI_SetTestInCycleValue テスト・セットのレコードの指定したフィール

ドを更新します。

TDAPI_TestInCycleExists テスト・セット内のテスト・スクリプトを検索

します。

TDAPI_TestInCycleListMove テスト・セット内のテストのリストを移動しま

す。

関数 説明

TDAPI_CreateRun テスト実行を作成します。

TDAPI_CreateRunList テスト実行のリストを作成します。

TDAPI_DeleteRun テスト実行を削除します。

TDAPI_GetRunFieldSize テスト実行のフィールドのサイズを返します。

TDAPI_GetRunValue テスト実行のフィールドの値を検索します。

TDAPI_RunListMove テスト実行のリスト内を移動します。

TDAPI_SetRunValue テスト実行の記録のフィールドを更新します。

関数 説明
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どが含まれます。Quality Center API には次の関数が含まれており，テスト実行

の作成や管理を支援します。

テスト計画ツリー関数

テスト計画ツリーは， プロジェクトにどのように情報が格納されているか表示

します。プロジェクトにアクセスし，ツリーを使ってプロジェクト内に情報を

配置します。Quality Center API には次の関数が含まれており，テスト計画ツ

リーの作成や管理を支援します。

関数 説明

TDAPI_AddStepToRun テスト実行時のステップを作成します。

TDAPI_CreateStepList ステップのリストを作成します。

TDAPI_DeleteStep テスト実行のステップを削除します。

TDAPI_GetStepFieldSize ステップ内のフィールドのサイズを取得します。

TDAPI_GetStepValue ステップ内のフィールドの値を返します。

TDAPI_SetStepValue ステップを新しい値に更新します。

TDAPI_StepListMove 不具合リストの中を移動します。

関数 説明

TDAPI_GetCategoryTreeRoot テスト計画ツリーの主要フォルダの ID を

返します。

TDAPI_TreeAddNode フォルダをテスト計画ツリーに追加しま

す。

TDAPI_TreeChanged ツリーに変更が加えられたかどうかを示し

ます。

TDAPI_TreeCreateRoot テスト計画ツリーの親フォルダを設定しま

す。

TDAPI_TreeGetChild テスト計画ツリー・フォルダのサブフォル

ダの ID を返します。

TDAPI_TreeGetNodeAttribute テスト計画ツリーのサブフォルダの ID を
返します。
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プロジェクト管理関数

プロジェクト管理関数では，プロジェクトのユーザを作成して管理し，内部プ

ロジェクトのエラー情報を返し，プロジェクトの統計値を表示します。Quality 
Center API には，次のプロジェクト管理関数が含まれています。

TDAPI_TreeGetNumberOfChildren フォルダに含まれているサブフォルダの数

を返します。

TDAPI_TreeGetRoot 現在の親フォルダの ID を返します。

TDAPI_TreeGetSubjectIDFromPath 現在のテスト計画ツリー・フォルダの ID 
を返します。

関数 説明

TDAPI_CreateUser 新規ユーザを作成します。

TDAPI_CreateUserList Quality Center ユーザのリストを作成します。

TDAPI_DeleteUser 指定されたユーザを削除します。

TDAPI_GetFieldProperty System_fields テーブルから情報を返します。

TDAPI_GetFunctionStatistics Quality Center 関数のパフォーマンス統計を返しま

す。

TDAPI_GetLastErrorString エラーの説明を返します。

TDAPI_GetStackErrorString エラー・スタック内のすべてのエラーを返しま

す。

TDAPI_GetUserFieldSize ユーザ記録内のフィールドのサイズを返します。

TDAPI_GetUserValue ユーザ記録のフィールドの値を返します。

TDAPI_SetUserValue ユーザ記録のフィールドを更新します。

TDAPI_UserExists ユーザが存在するかどうかをチェックします。

TDAPI_UserListMove 現在のユーザ名を返します。

関数 説明
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テスト・オプション関数

Quality Center 関数

次の関数は Quality Center を動作している場合に限り使用できます。

関数 説明 ページ

get_aut_var WinRunner のオブジェクトの記述の学習方法，

テストの記録方法，Java/Oracle アプレットま

たはアプリケーションでのテストの実行方法

を決める変数の値を返します。

202

getvar テスト・オプションの値を返します。 209 

set_aut_var WinRunner がオブジェクトの記述を学習した

り，テストを記録したり，Java/Oracle アプ

レットまたはアプリケーションでテストを実

行したりする方法を設定します。

304

setvar テスト・オプションの値を設定します。 307

関数 説明 ページ

qcdb_add_defect Quality Center プロジェクト・データベース

内の「test」テーブルのフィールド値を返

します。

288

qcdb_get_step_value Quality Center データベースの「dessteps」
テーブル内のフィールドの値を返します。

288

qcdb_get_test_value Quality Center データベースの「test」テー

ブル内のフィールドの値を返します。

289

qcdb_get_testset_value Quality Center データベースの「testcycl」
テーブル内のフィールドの値を返します。

290

qcdb_load_attachment テストの付属ファイルをロードし，ロード

された場所のファイル・システム・パスを

返します。

290
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時間関連の関数

tl_step テスト・スクリプトをセクションに分割し

ます。

411

tl_step_once テスト・スクリプトをセクションに分割

し，前のセクションに対するテスト結果に

状態のメッセージを挿入します。

412

関数 説明 ページ

end_transaction パフォーマンス分析のためのトランザクショ

ンの終わりを示します。

192

get_time 現在のシステム時刻を返します。 206

pause テストの実行を一時停止し，メッセージを表

示します。

282

start_transaction パフォーマンス分析のために，トランザク

ションの開始を示します。

324

time_str get_time によって返される整数を文字列に変

換します。

411

wait 指定された時間だけテストの実行を停止しま

す。

422

関数 説明 ページ



第 5 章 • カテゴリ別関数

110



111

第 6 章
戻り値

指定されていない限り，この関数は一般的な戻り値のいずれかを返します。ま

た，特別な戻り値を返す関数もあります。

本章では，次の項目について説明します。

➤ 一般的な戻り値

➤ データベース関数の戻り値

➤ PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値

➤ 端末エミュレータ関数の戻り値

➤ 端末エミュレータ関数（TE_）については，120 ページ「端末エミュレータ関

数の戻り値」を参照してください。
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一般的な戻り値

指定されていない限り，この関数は，以下の戻り値のいずれかを返します。 

エラー・コード 番号 説明

E_OK          0 操作が成功しました。

E_FILE_OK          0 操作が成功しました。

FAIL          -1 操作が失敗しました。

E_GENERAL_ERROR -10001 一般的なエラーが発生しまし

た。

E_NOT_FOUND -10002 ウィンドウ / オブジェクトが見

つかりません。

E_NOT_UNIQUE -10003 物理的記述に一致するウィンド

ウ / オブジェクトが複数のあり

ます。

E_ILLEGAL_OPERATION -10004 オブジェクトに対する操作が無

効です。詳細については， 117
ページの注意を参照。

E_OUT_OF_RANGE -10005 パラメータが範囲外です。

E_ILLEGAL_PARAMETER -10006 1 つ以上のパラメータに指定し

た値が無効です。

E_FILE_OPEN -10007 ファイルを開けませんでした。

ファイルは既に開いています。

E_ILLEGAL_ARGLIST -10009 不正な引数のリスト。

E_NOT_IN_MAPPING -10011 ウィンドウ / オブジェクトが 
GUI マップにありません。

E_EXIST -10012 オブジェクトはすでに存在しま

す。

E_OPERATION_ABORT -10014 操作が中止されました。

E_OPERATION_NOT_PERFORMED -10018 リクエストされた操作を実行で

きません。
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E_FUNCTION_NOT_LOADED -10019 指定された関数が現在ロードさ

れていません。例外処理関数の

場合，例外が定義されていませ

ん。

E_NO_FONT -10024 フォントがロードされていませ

ん。

E_SYNTAX -10025 TSL ステートメントの構文エ

ラーです。

E_NO_SVC -10026 呼び出し先の関数が存在しませ

ん。

E_FUNCTION_NOT_IMPLEMENTED -10028 呼び出し先の関数は実装されて

いません。

E_ATTR_IN_DESC -10029 指定されたプロパティは，GUI 
マップのオブジェクトの物理的

記述で使用されています。

E_NO_LABEL -10030 Label プロパティが GUI マップ

のウィンドウの物理的記述で使

用されていません。

E_USING_WIN_TITLE -10031 ウィンドウのタイトル使用でエ

ラーが発生しました。

E_FILE_NOT_OPEN -10032 ファイルが開いていません。

E_FILE_NOT_FOUND -10033 ファイルが見つかりません。

E_FILE_LINE_TRUNC -10034 ファイルが切り詰められまし

た。

E_FILE_EOF -10035 ファイルの最後です。

E_FILE_NOT_READ_MODE -10036 ファイルが読み取りモードに

なっていないためファイルを読

み取ることができません。 

E_FILE_READ_MODE -10037 ファイルが読み取りモードに

なっているため，ファイルに書

き込むことができません。

エラー・コード 番号 説明
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E_BAD_PATH -10038 パスが不正です。

E_ACCESS_DENIED -10039 アクセスを拒否されました。

E_DISK_FULL -10040 ディスクがいっぱいです。

E_SHARING_VIOLATION -10041 共有違反です。

E_FILE_ERROR -10042 一般的なファイル・エラーです

E_NOT_PARAMETER -10044 パラメータが無効です。

E_MAX_COLUMNS_EXCEEDED -10045 データテーブルには既に最大数

のカラムが含まれているため，

データテーブルにカラムを追加

できません。

E_NOT_DISPLAYED -10101 ウィンドウまたはオブジェクト

が表示されていません。

E_DISABLED -10102 ウィンドウまたはオブジェクト

が無効です。 

E_IMPROPER_CLASS -10103 このオブジェクト・クラスで操

作を実行できません。

E_ILLEGAL_KEY -10104 キーまたはマウス・ボタンの名

前が間違っています。

E_ITEM_NOT_FOUND -10105 リストまたはメニュー内の項目

が見つかりません。

E_NOT_RESPONDING -10106 指定されたタイムアウト中にア

プリケーションが応答しません

でした。

E_OBJECT_SYNTAX -10107 不正な構文が使用されていま

す。

E_ILLEGAL_NUM_OF_PARAMS -10112 パラメータの数がコマンドで定

義されている数と一致しませ

ん。

E_AUT_DISCONNECTED -10114 テスト対象アプリケーションが

接続されていません。

エラー・コード 番号 説明
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E_ATTR_NOT_SUPPORTED -10115 関数のプロパティがサポートさ

れていません。

E_MISMATCH -10116 検証で不一致が見つかりまし

た。

E_ITEM_NOT_UNIQUE -10117 この名前を持つリスト項目また

はメニュー項目が複数ありま

す。

E_TEXT_TOO_LONG -10118 挿入されるテキストが文字列の

許容量を超えています。文字列

が適当な長さに切り捨てられま

す。

E_DIFF -10119 GUI チェックポイントの不一致

が見つかりました。

E_CMP_FAILED -10120 比較が失敗しました。

E_CAPT_FAILED -10121 キャプチャが失敗しました。

E_SET_WIN -10123 ウィンドウ設定パラメータがあ

りません。

E_BITMAP_TIMEOUT -10124 wait_bitmap が指定された待機

時間を超えました。

E_BAD_CHECK_NAME -10125 リクエストした検査に構文のエ

ラーがあります。

E_OBJ_CAPT_FAILED -10126 指定されたオブジェクトのキャ

プチャに失敗しました。

E_UNEXP_WIN -10127 チェックリストのウィンドウが

コマンドのウィンドウと異なり

ます。

E_CAPT_FUNC_NOT_FOUND -10128 キャプチャ関数が定義されてい

ません。

E_CMP_FUNC_NOT_FOUND -10129 比較関数が定義されていませ

ん。

E_TSL_ERR -10130 構文エラーが検出されました。

エラー・コード 番号 説明
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E_TOOLKIT_MISMATCH -10131 間違ったツールキットが検出さ

れました。

E_RECT_COVERED -10132 対象矩形領域が隠れています。

E_RECT_OUT -10133 対象矩形領域が画面に表示され

ません。

E_AREA_COVERED -10134 対象領域が隠れています。

E_AREA_OUT -10135 対象領域が画面に表示されませ

ん。

E_STR_NOT_FOUND -10136 テキスト文字列が見つかりませ

ん。

E_WAIT_INFO_TIMEOUT -10137 wait_info が指定された待機時間

を超えました。

E_DIFF_SIZE -10139 期待ビットマップと実際のビッ

トマップのサイズが異なりま

す。

E_DROP_WITHOUT_DRAG -10141 ドラッグ操作が行われる前にド

ロップ操作が実行されました。

E_VIR_OBJ -10142 仮想オブジェクトではサポート

されていない関数です。

E_MISSING_ATTR -10143 仮想オブジェクトの記述に x 座
標，y 座標，高さ，幅の座標が

ありません。

E_EDIT_SET_FAILED -10144 edit_set 操作が失敗しました。

E_ANY_ERROR -10999 関数がエラーを返しました

（E_OK または E_FILE_OK 以外

の戻り値を返しました）。 
注：この戻り値は、回復シナリ

オでのみ使用されます。詳細に

ついては，、『WinRunner ユー

ザーズ・ガイド』を参照してく

ださい。

エラー・コード 番号 説明
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E_ILLEGAL_OPERATION に関する注意：関数は，関数が存在しない，パラ

メータ番号が違う，パラメータの型が間違っているなどの理由で失敗すること

があります。失敗に関する詳細を得るには，次のステートメントを挿入してか

ら関数を再実行してください。こうすることでさらに詳しい情報が得られます

set_aut_var("DEBUG_GCALL", ON); 
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データベース関数の戻り値

関数の説明で指定されていない限り，データベース関数（db）は通常の戻り値

のほかに次のいずれかの値を返します。

エラー・コード 番号 説明

E_SESSION_NOT_STARTED -10160 データベース・セッションが始まって

いませんでした。

E_CONNECTION_FAILED -10161 データベースへの接続に失敗しまし

た。

E_SQL_SYNTAX_ERROR -10162 SQL 文の構文エラーです。

E_PASSED_LAST_ROW -10163 行番号がテーブルの最後の行番号を超

えました。

E_QUERY_CAPTURE_FAILED  -10164        データの取得中一般的なエラーが発生

しました。



第 6 章 • 戻り値

119

119

PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値

関数の説明で指定されていない限り，PowerBuilder 関数（tbl_ と datawindow_）
は通常の戻り値のほかに次のいずれかの値を返します。

エラー・コード 番号 説明

PB_E_NO_PBTAPI -10145 内部エラーです。

PB_E_ROW_COL_INVALID -10146 パラメータが範囲外です。

PB_E_ROW_INVALID -10147 パラメータが範囲外です。

PB_E_DESC_OVERFLOW -10149 内部エラーです。

PB_E_DW_LIST_ITEM_NOT_FOUND -10150 項目が見つかりません。

PB_E_DESC_NOT_FOUND -10151 内部エラーです。

PB_E_CELL_NOT_VISIBLE -10152 セルが見えません。

PB_E_PARSE_ERROR -10153 内部エラーです。

PB_E_TAPI_ERROR -10154 内部エラーです。

PB_E_BUF_NOT_INIT -10155 内部エラーです。

PB_E_CELL_NOT_FOUND -10156 セルが見つかりません。

PB_E_API_ERROR -10157 一般的なエラーです。

PB_E_INVALID_COL_TYPE -10158 未知のカラム・タイプです。

PB_E_ILLEGAL_COORDS -10159 無効な座標です。
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端末エミュレータ関数の戻り値

関数の説明で特に記述のない限り，TE_ 関数は通常の戻り値のほかに，以下の

いずれかの戻り値を返します。

WinRunner/TE のエラー・
コード

番号 説明

E_PROT_FIELD -10400 フィールドはプロテクトされており，入

力を受け取れません。

E_TERM_ DISCONNECTED -10401 端末が接続されていないと思われます。

E_TERM_LOCKED -10402 端末がロックされています。対話的な実

行では，ユーザは処理の続行，一時停

止，または端末のロックの解除を行えま

す。バッチ実行では，WinRunner は端末

のロックを解除し，レポート・メッセー

ジを送ります。

E_TERM_BUSY -10403 端末が同期しています。対話的な実行で

は，ユーザは処理の続行，一時停止，ま

たは wait_sync を実行できます。バッチ

実行では，WinRunner は同期を取り，レ

ポート・メッセージを送ります。 

E_RULE_NOT_FOUND -10405 マージしたすべてのフィールドをリセッ

トした後では，マージしたフィールドに

書き込めません。

EM_SESSION_NOT_
VALID

-11007 有効な端末エミュレータ・セッションを

見つけることができません。（端末エ

ミュレータが動作していなかったり，

サーバ接続していなかったりする場合な

ど）。
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第 7 章
アルファベット順リファレンス

この章には， WinRunner のすべての TSL 関数のアルファベット順リファレンスが含ま

れています。関数の属す種類とカテゴリを一緒に紹介されています。各関数に対して

以下の追加情報が記載されています。

➤ 説明

➤ 完全な構文

➤ パラメータ定義

➤ 戻り値

➤ 使用可能範囲

追加情報と使用例については，「TSL リファレンス・ヘルプ」を参照してください。

「TSL リファレンス・ヘルプ」は，スタート・メニューの WinRunner グループ，また

は WinRunner のヘルプメニューから開くことができます。特定の関数のオンライン・

リファレンスを開くには，コンテキスト・センシティブの［ヘルプ］ボタンをクリッ

クしてテスト・スクリプト内の TSL ステートメントをクリックするか，テスト・スク

リプト内の TSL ステートメントにカーソルを置いて，F1 キーを押します。「TSL リ
ファレンス・ヘルプ」の更新については，Mercury のカスタマー・サポート Web サイ

トをご覧ください。
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ActiveBar_combo_select_item コンテキスト・センシティブ／ Active Bar

コンボ・ボックス・ツール内の項目を選択します。

ActiveBar_combo_select_item ( band_tool , item_name );

band_tool バンド識別子（Name または Caption）およびツール識別子

（Name，Caption または ToolID）を含む，セミコロン（;）で

区切られた文字列。

バンド識別子には，Name または Caption を指定できます。

ツール識別子には，Name，Caption または ToolID を指定でき

ます。Caption のアンド記号（&）は無視されます。

item_name 項目のテキストまたは「#」形式の番号。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，DataDynamics ActiveBar 1.0 でサポートされています。

注：この関数は記録できません。

ActiveBar_dump コンテキスト・センシティブ／ Active Bar

ActiveBar のバンドとツールに関する情報を格納します。この情報には，caption，name，type お
よび ID が含まれます。

ActiveBar_dump ( file_name );

file_name ActiveBar の情報をダンプするファイルのパス名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，DataDynamics ActiveBar 1.0 および Infragistics (Sheridan) ActiveToolbars 
1.01 でサポートされています。 

注：この関数は記録できません。

ActiveBar_select_menu コンテキスト・センシティブ／ Active Bar

ツールバーのメニュー項目を選択します。

ActiveBar_select_menu ( band_tool [ , events_only ] );

band_tool バンド識別子（Name または Caption）およびツール識別子

（Name，Caption または ToolID）を含む，セミコロン（;）で

区切られた文字列。

バンド識別子には，Name または Caption を指定できます。

ツール識別子には，Name，Caption または ToolID を指定でき

ます。Caption のアンド記号（&）は無視されます。

events_only TRUE または FALSE。 

このパラメータを TRUE に指定すると，テスト実行中にこの

関数を実行する場合，イベントが使われます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 108 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，DataDynamics ActiveBar 1.0 および Infragistics (Sheridan) ActiveToolbars 
1.01 でサポートされています。 

注：events_only パラメータは，DataDynamics ActiveBar でのみサポートされています。
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ActiveBar_select_tool コンテキスト・センシティブ／ Active Bar

ツールバーのツールを選択します。

ActiveBar_select_tool ( band_tool [ , events_only ] );

band_tool バンド識別子（Name または Caption）およびツール識別子

（Name，Caption または ToolID）を含む，セミコロン（;）で

区切られた文字列。

バンド識別子には，Name または Caption を指定できます。

ツール識別子には，Name，Caption または ToolID を指定でき

ます。Caption のアンド記号（&）は無視されます。

events_only TRUE または FALSE。

このパラメータを TRUE に指定すると，テスト実行中にこの

関数を実行する場合，イベントが使われます。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，DataDynamics ActiveBar 1.0 および Infragistics (Sheridan) ActiveToolbars 
1.01 でサポートされています。 

注：events_only パラメータは，DataDynamics ActiveBar でのみサポートされています。

ActiveX_activate_method コンテキスト・センシティブ ActiveX ／ Visual Basic

ActiveX コントロールの ActiveX メソッドを呼び出します。

ActiveX_activate_method ( object, ActiveX_method, return_value 
[,param4,…,param8 ] );

object オブジェクト名。
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ActiveX_method 呼び出す ActiveX コントロール・メソッド。

ヒント：［GUI スパイ］の［ActiveX］タブを使って ActiveX コントロール・メ

ソッドを参照できます。

return_value メソッドの戻り値。

param4,…,param8 メソッドのパラメータ（任意）。定数は指定できません。パ

ラメータとして指定できるのは呼び出し変数だけです。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，ActiveX，PowerBuilder，または Visual Basic アドインでのみ使用できま

す。

ActiveX_get_info コンテキスト・センシティブ／ ActiveX/Visual Basic

ActiveX/Visual Basic コントロールのプロパティの値を返します。このプロパティはパラメータ

や，一次元またはニ次元配列を含むことはできません。また，プロパティはネストすることが

できます。

パラメータのない ActiveX のプロパティに対する構文は次のようになります。

ActiveX_get_info ( ObjectName, PropertyName, OutValue [ , IsWindow ] );

一次元配列の ActiveX プロパティに対する構文は次のようになります。

ActiveX_get_info ( ObjectName， PropertyName(X)， OutValue [ ,IsWindow] );

二次元配列の ActiveX プロパティに対する構文は次のようになります。

ActiveX_get_info ( ObjectName, PropertyName ( X , Y ) , OutValue [ , IsWindow ] );

ObjectName ActiveX/Visual Basic コントロールの名前。
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PropertyName ActiveX/Visual Basic コントロールの任意のプロパティ。

ヒント：［GUI スパイ］の［ActiveX］タブを使って ActiveX コントロールのプ

ロパティを参照できます。

OutValue プロパティの値を格納する出力変数。

IsWindow ウィンドウ上で操作が行われるかどうかを示します。行われ

る場合は，このパラメータを「TRUE」に設定します。

注：IsWindow パラメータは，この関数が Visual Basic フォームに適用されている場合

のみ，フォームのプロパティまたはそのサブ・オブジェクトのプロパティを取得する

のに使用できます。ラベル・コントロールのプロパティを取得するには，このパラ

メータを「TRUE」に設定してください。

注：ネストされたプロパティの値を取得するには，インデックス付きの，またはイン

デックスが付いていないプロパティの組合せをドットで区切って使います。以下に例

を示します。

ActiveX_get_info("Grid", "Cell(10,14).Text", Text);

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，ActiveX，PowerBuilder，または Visual Basic のアドインでのみ使用でき

ます。
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ActiveX_set_info コンテキスト・センシティブ／ ActiveX/Visual Basic

ActiveX/Visual Basic コントロールのプロパティの値を設定します。このプロパティはパラメー

タや，一次元またはニ次元配列を含むことはできません。また，このプロパティはネストする

ことができます。

パラメータのない ActiveX のプロパティに対する構文は次のようになります。

ActiveX_set_info ( ObjectName, PropertyName, Value [ , Type [ , IsWindow ] ] );

一次元配列の ActiveX のプロパティに対する構文は次のようになります。

ActiveX_set_info ( ObjectName, PropertyName（X）, Value [ , Type [ , IsWindow ] ] );

二次元配列の ActiveX のプロパティに対する構文は次のようになります。

ActiveX_set_info ( ObjectName, PropertyName ( X , Y ) , Value [ , Type [ , IsWindow ] 
] );

ObjectName ActiveX/Visual Basic コントロールの名前。

PropertyName ActiveX/Visual Basic コントロールの任意のプロパティ。

ヒント：［GUI スパイ］の［ActiveX］タブを使って ActiveX コントロールのプ

ロパティを参照できます。

Value プロパティに適用する値。

Type プロパティに適用する値の型。次の型を指定できます。

IsWindow ウィンドウ上で操作が行われるかどうかを示します。行われ

る場合は，このパラメータを「TRUE」に設定します。

VT_I2 (short) VT_I4 (long) VT_R4 (float)

VT_R8 (float double) VT_DATE (date) VT_BSTR (string)

VT_ERROR (S code) VT_BOOL (boolean) VT_UI1 (unsigned char)
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注：IsWindow パラメータは，この関数が Visual Basic フォームに適用されている場合

のみ，フォームのプロパティまたはそのサブ・オブジェクトのプロパティを設定する

のに使用できます。ラベル・コントロールのプロパティを取得するには，このパラ

メータを「TRUE」に設定してください。

ネストされたプロパティの値を設定するには，インデックス付きの，またはインデッ

クスが付いていないプロパティの組合せをドットで区切って使います。以下に例を示

します。

ActiveX_set_info("Book", "Chapter(7).Page(2).Caption", "SomeText");

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，ActiveX，PowerBuilder，および Visual Basic のアドイン専用です。

add_cust_record_class ユーザ定義／カスタム記録

カスタム記録関数または論理名関数をカスタム・クラスと関連付けます。

add_cust_record_class ( MSW_class, dll_name [ , rec_func [ , log_name_func ] ] );

MSW_class 関数を関連付ける対象となるカスタム・クラス。

dll_name 関数が含まれている DLL の完全パス。

rec_func DLL 内で定義されているカスタム記録関数の名前。このカス

タム記録関数はテスト・スクリプト内で記録されたステート

メントを返します。

log_name_func DLL 内で定義されている論理名関数の名前。この論理名関数

はカスタム・クラスの MSW_class 内の各 GUI オブジェクト

のカスタムの論理名を返します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

add_dlph_obj コンテキスト・センシティブ／ Delphi

Delphi オブジェクトを追加します。

add_dlph_obj ( MSW_class, class, oblig_attr, optional_attr, default_check_prop, item );

MSW_class 関数が関連付けられているカスタム・クラス。

class Mercury クラスの名前。MSW_class または，X_class。

oblig_attr 必須プロパティの一覧（空白のスペースで分けられる）。

optional_attr オブジェクトを一意に特定するため，記述に追加される任意

で指定できるプロパティの降順のリスト（空白のスペースで

分けられる）。

default_check_prop オブジェクトの標準のステータス。

item 項目がオブジェクトなのかグリッドなのかを示します。次の

定数のいずれかを使用します。
DLPH_OBJ=0
DLPH_GRID=1

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Delphi をサポートしている WinRunner でのみ使用できます。

add_record_attr ユーザ定義／カスタム記録

カスタム・プロパティを記録します。
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add_record_attr ( attr_name, dll_name, query_func_name, verify_func_name );

attr_name 登録するカスタム・プロパティの名前。WinRunner の標準の

プロパティ名を指定することはできません。

dll_name クエリー関数と検証関数が定義されている DLL の完全パス。

query_func_name DLL に含まれているクエリー関数の名前。

verify_func_name WinRunner の標準のプロパティ検証関数（下記参照），また

は DLL に含まれているカスタム・プロパティ検証関数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

add_record_message ユーザ定義／カスタム記録

Windows メッセージ・リストにメッセージを追加します。

add_record_message ( message_number );

message_number Windows メッセージの番号または識別子。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ascii 標準／文字列

文字列の先頭文字の ASCII コードを返します。

ascii ( string );

string 文字列式。
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戻り値

文字列の先頭の文字の ASCII コードを返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

atan2 標準／算術

y/x のアークタンジェント（逆正接）を返します。

atan2 ( y, x );

戻り値

この関数は実数を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

button_check_info コンテキスト・センシティブ ／ボタン・オブジェクト

ボタンのプロパティの値を検査します。

button_check_info ( button, property, property_value );

button ボタンの論理名または物理的記述。

property 検査するプロパティ。

property_value プロパティの値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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button_check_state コンテキスト・センシティブ／ボタン・オブジェクト

ラジオ・ボタンまたはチェック・ボタンの状態を検査します

button_check_state ( button, state );

button ボタンの論理名または物理的記述。

state ボタンの状態。値は 1 （ON）か 0 （OFF）のいずれかです。

値 2 はボタンが DIMMED の状態であることを示します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

button_get_info コンテキスト・センシティブ／ボタン・オブジェクト

ボタンのプロパティの値を返します。

button_get_info ( button, property, out_value );

button ボタンの論理名または物理的記述。

property ユーザーズ・ガイドにリストされているプロパティのどれ

か。 

out_value 指定されたプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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button_get_state コンテキスト・センシティブ／ボタン・オブジェクト

ラジオ・ボタンまたはチェック・ボタンの状態を返します。

button_get_state ( button, out_state );

button ボタンの論理名または物理的記述。

out_state ボタンの状態を格納する出力変数。チェック・ボタンとラジ

オ・ボタンの値は 1 （ON）か 0 （OFF）のいずれかです。

Mi 値 2 はボタンが DIMMED の状態であることを示します。

プッシュ・ボタンの値は 0 です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

button_press コンテキスト・センシティブ／ボタン・オブジェクト

プッシュ・ボタンをクリックします。

button_press ( button );

button ボタンの名前または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

button_set コンテキスト・センシティブ／ボタン・オブジェクト

ラジオ・ボタンとチェック・ボタンの状態を設定します。
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button_set ( button, state );

button ボタンの論理名または物理的記述。

state DIMMED，ON，OFF または TOGGLE のいずれかの状態を

チェック・ボタンで指定できます。TOGGLE のオプション

は，現在の ON と OFF の状態を反転します。

ラジオ・ボタンの状態は ON または OFF です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

button_wait_info コンテキスト・センシティブ／ボタン・オブジェクト

ボタンのプロパティの値を待ちます。

button_wait_info ( button, property, value, time );

button ボタンの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』にリストされているプロ

パティのどれか。

value プロパティの値。

time 次のステートメントを実行するまでの最長の待ち時間を秒単

位で示します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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calendar_activate_date コンテキスト・センシティブ ／カレンダ

カレンダの指定された日付をダブルクリックします。

calendar_activate_date ( calendar, date );

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は ActiveX コントロール用にサポートされています。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_get_selected コンテキスト・センシティブ／カレンダ

カレンダで選択された日付を取得し，数えます。

calendar_get_selected (calendar, selected_dates, selected_dates_count 
[ , selected_time ] );

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

selected_dates カレンダで選択された日付を格納する出力変数。

selected_dates_count カレンダで選択された日付の総数を格納する出力変数。

selected_time 選択された時間を格納する出力変数。このパラメータは，

Date Time コントロールのみで有効です。

戻り値

この関数は，日付を表す文字列と，選択された日付の数を表す整数を返します。

使用可能範囲

この関数は ActiveX コントロール用にサポートされています。
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この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_get_status コンテキスト・センシティブ／カレンダ

選択の状態を取得します。

calendar_get_status ( calendar, selection_status ); 

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

selection_status 日付の状態。有効または無効のどちらかです。

日付の妥当性に基づいて calendar_get_status は整数 1（有効）または 0（無効）を取

得します。

戻り値

この関数は状態が有効な場合は 1，無効の場合は 0 という整数を返します。

使用可能範囲

この関数は Date Time コントロールのみでサポートされています。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_get_valid_range コンテキスト・センシティブ／カレンダ

calendar コントロールに使用できる値の範囲を取得します。

calendar_get_valid_range ( calendar, in_range_type, allowed_min_time, 
allowed_max_time );         

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

in_range_type DATE_TYPE (1) を指定した場合，コントロールに使用できる

最小と最大の日付の値を取得します。

TIME_TYPE (0) を指定した場合，コントロールに使用できる

最小と最大の時刻の値を取得します。

allowed_min_time in_range_type パラメータに従って，コントロールの日付また

は時刻の最小値を取得します。
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allowed_max_time in_range_type パラメータに従って，コントロールの日付また

は時刻の最大値を取得します。

戻り値

この関数は，使用できる値の最大と最小の日付を表す 2 つの文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は，Date Time および Month Calendar コントロールのみに使用できます。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_select_date コンテキスト・センシティブ／カレンダ

カレンダで指定された日付をクリックします。

calendar_select_date ( calendar, date );

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

date DD-MMM-YYYY 形式で記録された日付。月名には，数値ま

たは文字が使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください

使用可能範囲

この関数は，ActiveX コントロール用にサポートされています。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_select_range コンテキスト・センシティブ／カレンダ

日付の範囲を DD-MM-YYYY 形式で選択します。

calendar_select_range ( calendar, start_date, end_date );

calendar カレンダの論理名または物理的記述。
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start_date 範囲の最初の日。

end_date 範囲の最後の日。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，複数の指定方法を持つ Month Calendar コントロールにのみ使用できま

す。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_select_time コンテキスト・センシティブ／カレンダ

日付が時刻と一緒に記録されると，WinRunner はこの関数を使って時刻を HH:MM:SS 形式で記

録します。

calendar_select_time ( calendar, time );

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

time HH:MM:SS 形式で選択された時刻。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Date Time コントロールのみに有効です。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

calendar_set_status コンテキスト・センシティブ／カレンダ

選択の状態を設定します。
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calendar_set_status ( calendar, selection_status );

calendar カレンダの論理名または物理的記述。

selection_status 日付の状態は有効（1）または無効（2）です。選択状態が有

効ならば，チェックボックスがチェックされ，無効ならば ,
チェックボックスがクリアされます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Date Time コントロールのみに有効です。

この関数は Windows Common Controls（Comctl32.dll）コレクションに含まれている

カレンダーで使用可能です。

call 標準／呼び出しステートメント

テスト・スクリプト内からテストを呼び出します。

call test_name ( [ parameter1, parameter2, ... parametern ] );

test_name 呼び出すテストの名前。

parameter 呼び出し先のテストに定義されているパラメータ。

call ステートメントは関数ではありません。したがって，関数ジェネレータには表示

されません。

call ステートメントは，eval 関数を使ってパラメータ化できます。これにより，1 回
の call ループ内で複数のテストと関連パラメータを呼び出すことができます。詳細に

ついては，193 ページで eval 関数を参照してください。

テストから call ステートメントを使用して，他の WinRunner テストを呼び出すことが

できます。 スクリプト化コンポーネントから call ステートメントを使用して，他のス

クリプト化コンポーネントを呼び出すことができます。スクリプト化コンポーネント

とビジネス・プロセス・テストを使った作業の詳細については，『WinRunner ユー
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ザーズ・ガイド』の「ビジネス・プロセス・テストを使った作業」の章と『ビジネ

ス・プロセス・テスティング・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

QuickTest テストをコンポーネントから呼び出すには，call_ex 関数を使用します。詳

細については，142 ページを参照してください。

戻り値

call ステートメントは，呼び出されたテストが treturn または texit を使用している式

を返す場合を除いては，空の文字列を返します。 

使用可能範囲

このステートメントは常に使用できます。

注：call ステートメントは関数ではありません。したがって，［関数ジェネレータ］に

は表示されません。

call_chain_get_attr 標準／呼び出しステートメント

呼び出しチェーン内のテストまたは関数に関する情報を返します。

call_chain_get_attr ( property, level, out_value );

property 下の表に示すプロパティの 1 つ。

level 呼び出しチェーン内のテストまたは関数を示す数値。0 は現

在のテスト / 関数を示し，1 は現在の項目を呼び出したテス

ト / 関数を示し，2 は現在の項目より 2 つ上のレベルを示し

ます。

out_value 指定された property の値を格納する出力変数。

プロパティ 説明

testname level で指定されたテスト / 関数の名前。

line_no テスト呼び出しステートメント，または関数呼び出しのある行の番号。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

call_chain_get_depth 標準／呼び出しステートメント

呼び出しチェーン内の項目の数を返します。

call_chain_get_depth ( );

call_chain_get_depth ステートメントは，現在の呼び出しチェーン内のテストの数ま

たは関数を返します。

戻り値

このステートメントは，呼び出しチェーン内の項目の数，または呼び出しチェーンが

空のときは 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

call_close 標準／呼び出しステートメント

スクリプト内からテストを呼び出し，テスト終了時にそのテストを閉じます。

call_close test_name ( [ parameter1, parameter2, ... parametern ] );

test_name 呼び出すテストの名前。

parameter 呼び出し先のテストに定義されているパラメータ。

type 呼び出す項目がテストか関数かを示します。

function 指定された呼び出し項目が関数である場合は，その名前。

プロパティ 説明
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注：call_close ステートメントは，eval 関数を使ってパラメータ化できます。これによ

り，1 回の call_close ループ内で，複数のテストと関連パラメータを呼び出すことがで

きます。詳細については，193 ページの eval を参照してください。

戻り値

call_close ステートメントは，呼び出されたテストが treturn または texit を使用してい

る式を返す場合を除いては，空の文字列を返します。 

使用可能範囲

このステートメントは常に使用できます。

注：call_close ステートメントは関数ではありません。したがって，［関数ジェネレー

タ］には表示されません。

call_ex 標準／呼び出しステートメント

WinRunner テスト・スクリプト内から QuickTest テストを起動し，テスト実行の成功または失敗

のステータスを返します。

統一レポート・ビューを使用して，WinRunner と QuickTest のテスト・ステップの詳細を同じテ

スト結果ウィンドウで表示できます。統一レポート・ビューを表示するには，［ツール］＞［一

般オプション］＞［実行］カテゴリを選択して［統一レポート ビュー］を選択します。 詳細に

ついては，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

WinRunner と QuickTest はテストの実行に同様の技術を使用しているため，対応するアドイン環

境を WinRunner と呼び出される QuickTest テストの両方にロードしてはなりません。

WinRunner テストへの呼び出しを含む QuickTest テストの呼び出しはサポートされていません。
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call_ex ( QT_test_path [ , run_minimized, close_QT ] );

QT_test_path QuickTest テストの完全パスを引用符で囲んで指定します。

あるいは，すでにテストの完全パスで定義されている変数を

入力することもできます。

run_minimized QuickTest を最小化して実行するかどうかを指定します。こ

のオプションは，QuickTest Professional 6.5 以降でのみサポー

トされます。

取り得る値：

1 = 最小化

0 = WinRunner が最後に起動されたときのサイズに応じて回

復または最大化

close_QT テストの実行後，QuickTest を閉じるかどうかを指定します。

取り得る値：

1 = 実行後テストを閉じる。

0 = 実行後，QuickTest を開いたままにする。

戻り値

QuickTest テストが成功すると 0 を返し，テスト実行が失敗すると -1 を返します。他

のエラーの場合は，戻り値の一覧からどれかの値を返します。詳細については，112 
ページ「一般的な戻り値」を参照してください。

注：WinRunner 7.5 では，この関数は，テストが成功すると 1 を返し，その他の結果

では 0 を返しました。WinRunner 7.5 で作成されたテストがあり，この関数の戻り値

を使用する場合は，新しい戻り値を反映するようテストを変更する必要があります

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。ただし，テストの呼び出しを実行しているコンピュー

タに QuickTest がインストールされていなければ，このステートメントは，結果とし

てエラーを返します。

check_window アナログ／ビットマップ・チェックポイント

ウィンドウのビットマップと期待ビットマップを比較します。
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注：この関数は，後方互換性を保つために提供されています。コンテキスト・センシ

ティブ対応の win_check_bitmap 関数と obj_check_bitmap 関数の使用をお勧めしま

す。

check_window ( time, bitmap, window, width, height, x, y [ , relx1, rely1, relx2, rely2 ] );

time 先行する入力イベントとビットマップ・キャプチャとの間の

インターバルを，秒単位で示します。このインターバルはテ

スト実行中に timeout_msec テスト・オプションに加算されま

す。合計した値は，テスト実行時には先行する入力イベント

とビットマップ・キャプチャとの間のインターバルの秒数と

なります。

bitmap キャプチャしたビットマップを識別する文字列。文字列は最

大で 6 文字まで指定できます。

window ウィンドウ・タイトルに表示されている名前を示す文字列。

width, height ピクセル単位のウィンドウのサイズ。

x, y ウィンドウの左上角の位置（画面に対する相対座標）。

MDI 子ウィンドウの場合は，その位置は親ウィンドウに対す

る相対座標です。

relx1, rely1 部分イメージを指定します。対象領域の左上角の座標。クラ

イアント・ウィンドウの左上角（x，y パラメータ）の座標か

らの相対座標です。 

relx2, rely2 部分イメージを指定します。対象領域の右下角の座標。クラ

イアント・ウィンドウの右下角（x，y パラメータ）の座標か

らの相対座標です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

check_window 関数は，UNIX のプラットフォームで実行している LoadRunner の GUI 
仮想ユーザでは使用できません。この場合，check_window ステートメントを

wait_window ステートメントとして扱います。

click アナログ／入力デバイス

マウス・ボタンのクリックを入力します。 

click ( mouse_button [ , time ] );

mouse_button アクティブにするマウス・ボタンの名前。ボタン名（Left，
Right，Middle）は，システム構成ファイルの中の 
XR_INP_MKEYS システム・パラメータによって定義されてい

ます。

time クリックが入力される前に経過するインターバルを秒単位で

指定します。time を指定しない場合の標準は 0 です。

戻り値

関数の戻り値は常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

click_on_text アナログ／入力デバイス

文字列をクリックします。

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されています。コンテキスト・センシ

ティブ対応の obj_click_on_text 関数と win_click_on_text 関数の使用をお勧めします。

click_on_text ( string, x1, y1,x2, y2 [ , click_sequence ] );

string 完全な文字列。文字列を囲む引用符の外側には空白文字を指

定します。空白文字を含まない正規表現も指定できます。
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x1,y1,x2,y2 四角形の対角の座標 x1，y1，x2，y2 で指定される，検索対

象となる画面の領域。インタープリタはこの四角形によって

定義される領域の中でテキストを検索します。

click_sequence 文字列入力の一部としてのマウス・ボタンのクリック。マウ

ス・ボタンの入力は，click 関数の規則に従って文字列として

評価されます（詳細は click の説明を参照してください）。

click_sequence を指定しなかった場合，標準はマウスの左ボ

タンのシングル・クリックになります。

戻り値

この関数はテキストがみつかったら 0 を，見つからなかったら 1 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

compare_text 標準／文字列

2 つの文字列を比較します。

compare_text ( str1, str2 [ , chars1, chars2 ] );

str1, str2 比較を行う 2 つの文字列。

chars1 最初の文字列の 1 つ以上の文字。

chars2 2 番目の文字列の １ つ以上の文字。これらの文字は chars1 
の文字で置き換えられます。

戻り値

この関数は，2 つの文字列が同じであれば １ を返し，違う場合は 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

cos 標準／算術

角度のコサインを算出します。
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cos ( x );

x ラジアンで表された角度を指定します。

戻り値

この関数は実数値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

create_browse_file_dialog ユーザ定義／カスタム・ユーザ・インタフェース

ユーザがファイルを選択するファイル参照ボックスを表示します。

create_browse_file_dialog ( filter1 [ ; filter2; filter3; ...filtern ] );

filter ファイル参照ダイアログ・ボックス内に表示するファイル用

のフィルタを 1 つ以上設定します。完全に一致するものがあ

る場合でも，ワイルドカードを使用して，すべてのファイル

（*.*）または特定のファイルのみ（*.exe，*.txt など）を表示

する必要があります。複数していする場合には，セミコロン

で区切り，全体を単独の文字列として指定します。

戻り値

この関数は，選択されたファイルのラベルを表す文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

create_custom_dialog ユーザ定義／カスタム・ユーザ・インタフェース

カスタム・ダイアログ・ボックスを作成します。

create_custom_dialog ( function_name, title, button_name, edit_name1 [ , 
edit_name2, check_name1 [ , check_name2 ] ] );

function_name 「実行」ボタンを押すと実行される関数の名前。

title ダイアログ・ボックスのウィンドウ・タイトルに表示される

文字列式。
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button_name 「実行」ボタン上に表示されるラベル。このボタンを押すと，

対応する関数が実行されます。

edit_name ダイアログ・ボックス内の編集ボックスのラベル。複数の編

集ボックスのラベルを指定する場合には，コンマで区切っ

て，単独の文字列として指定します。ダイアログ・ボックス

内に編集ボックスがない場合，このパラメータは空文字列

（空の二重引用符）でなければいけません。

check_name ダイアログ・ボックスにチェック・ボックスのラベル。複数

のチェック・ボックスのラベルを指定する場合には，コンマ

で区切って，単独の文字列として指定します。ダイアログ・

ボックス内にチェック・ボックスがない場合，このパラメー

タは空文字列（空の二重引用符）でなければいけません。

戻り値

この関数は，「実行」ボタンがクリックされたときに実行された関数の戻り値を示す

文字列を返し，［キャンセル］ボタンがクリックされた場合には空文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

create_input_dialog ユーザ定義／カスタム・ユーザ・インタフェース

編集ボックスを持つダイアログ・ボックスを作成します。

create_input_dialog ( message );

message 任意の文字列式。このメッセージはダイアログ・ボックス内

に，1 行で表示されます。

戻り値

この関数は文字列を返します。文字列が見つからなかったり，ダイアログ・ボックス

の［キャンセル］ボタンが押されると，関数は NULL を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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create_list_dialog ユーザ定義／カスタム・ユーザ・インタフェース

項目のリストを表示するダイアログ・ボックスを作成します。

create_list_dialog ( title, message, item_list );

title ダイアログ・ボックスのタイトルに表示する文字列式。

message ユーザへのメッセージ。

item_list リストを構成する項目。コンマで区切って指定します。

戻り値

この関数は文字列を返します。文字列が見つからなかったり，ダイアログ・ボックス

の［キャンセル］ボタンが押されると，関数は NULL を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

create_password_dialog ユーザ定義／カスタム・ユーザ・インタフェース

パスワード入力ダイアログ・ボックスを作成します。

create_password_dialog ( login, password, login_out, password_out 
[ , encrypt_password ] );

login ユーザ名入力用の最初の編集ボックスのラベル。空の文字列

（空の二重引用符）を指定すると，標準のラベル「Login」が

表示されます。

password パスワード入力用の 2 つ目の編集ボックスのラベル。空の文

字列（空の二重引用符）を指定すると，標準のラベル

「Password」が表示されます。この編集ボックスにパスワー

ドを入力すると，画面上には文字の代わりにアスタリスクが

表示されます。

login_out 最初の編集ボックス（ログイン）の内容が渡されるパラメー

タの名前。このパラメータを使用してログインの編集ボック

スの内容を検証します。
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password_out 2 つ目の編集ボックス（パスワード）の内容が渡されるパラ

メータの名前。このパラメータを使用して，パスワードの編

集ボックスの内容を検証します。

encrypt_password 出力編集フィールド値を暗号化するための Boolean パラメー

タ。このパラメータが空の場合には，標準値は「FALSE」で

す。

戻り値

この関数は［OK］ボタンが押されると，数字の 1 を返し，［キャンセル］ボタンが押

されると，0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

datawindow_button_press コンテキスト・センシティブ ／ PowerBuilder

指定された DataWindow のボタンを押します。

datawindow_button_press ( datawindow_name , button_name , identifier );

datawindow_name DataWindow オブジェクトの論理名または物理的記述。

button_name 押すボタンの論理名または物理的記述。

identifier 位置依存または内容依存。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は， PowerBuilder のアドインがロードされていれば使用できます。

datawindow_get_info コンテキスト・センシティブ ／ PowerBuilder

PowerBuilder エンジンを使用して，DataWindow オブジェクトのプロパティの値を取得します。
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datawindow_get_info ( DataWindow_object, property, out_value );

DataWindow_object DataWindow オブジェクトの論理名または物理的記述。

property プロパティの完全な記述（obj.property などの PowerBuilder 
Describe 関数の形式に似ています）。

DataWindow コントロールでサポートされているプロパティ

は次のとおりです。

Border，BorderStyle，BringToTop，ClassDefinition，
ControlMenu，DataObject，DragAuto，DragIcon，Enabled，
Height，HscrollBar，HsplitScroll，Icon，LiveScroll，MaxBox，
MinBox，Object，Resizable，RightToLeft，TabOrder，Tag，
Title，TitleBar，Visible，VscrollBar，Width，X

詳細については，PowerBuilder のマニュアルを参照してくだ

さい。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数（上限は 2,000 
文字）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は， PowerBuilder のアドインがロードされていれば使用できます。

datawindow_text_click コンテキスト・センシティブ ／ PowerBuilder

DataWindow のテキスト・オブジェクトをクリックします。

datawindow_text_click ( DataWindow_object, DataWindow_text_object );

DataWindow_object DataWindow のオブジェクトの論理名または物

理的記述。

DataWindow_text_object DataWindow オブジェクトのテキスト・プロパ

ティ（PowerBuilder 内の名前ではありません）。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

152

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は， PowerBuilder のアドインがロードされていれば使用できます。

datawindow_text_dbl_click コンテキスト・センシティブ ／ PowerBuilder

DataWindow のテキスト・オブジェクトをダブルクリックします。

datawindow_text_dbl_click ( DataWindow_object, DataWindow_text_object );

DataWindow_object DataWindow のオブジェクトの論理名または物

理的記述。

DataWindow_text_object DataWindow オブジェクトのテキスト・プロパ

ティ（PowerBuilder 内の名前ではありません）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は， PowerBuilder のアドインがロードされていれば使用できます。

db_check コンテキスト・センシティブ ／ データベース

現在のデータベース内のデータとデータベースの期待データを比較します。db_check ステート

メント（最初の 2 つのパラメータを含む場合のみ）は，データベース・チェックポイントを作

成するとスクリプトに挿入されます。

db_check ( checklist, expected_results_file [ , max_rows [ , paramater_array ] ] ); 

checklist 実行する検査を指定するチェックリストの名前。

expected_results_file データベースの期待データを格納するファイルの名前。
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max_rows データベースから取得する最大の行数。最大の行数を指定し

ない場合は，標準で行数に上限がなくなります。テスト・ス

クリプト内で記録した db_check ステートメントの中にある

このパラメータを変更する場合は，テストを［検証］実行

モードで実行する前に［更新］実行モードで実行しなければ

なりません。

paramater_array SQL ステートメントのパラメータの配列。この機能の使用方

法の詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の

「データベースの検査」という章を参照してください。

注：db_check で使用される SQL クエリの長さは 4Kb に制限されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧からどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_connect コンテキスト・センシティブ ／ データベース

新しいデータベース・セッションを作成して，ODBC データベースへの接続を確立します。

db_connect ( session_name, connection_string [,timeout]);

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

connection_string ODBC データベースへの接続パラメータ。

timeout ログインがタイム・アウトとなるまでの秒数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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db_disconnect コンテキスト・センシティブ ／ データベース

データベースへの接続を切断し，データベース・セッションを終了します。

db_disconnect ( session_name );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_dj_convert コンテキスト・センシティブ ／ データベース

Data Junction のエクスポート・ファイル（*.djs ファイル）を実行します。 

db_dj_convert ( djs_file [ , output_file [ , headers [ , record_limit ] ] ] );

djs_file Data Junction のエクスポート・ファイル。

output_file 出力先ファイルの名前をオーバーライドするための任意のパ

ラメータ。

headers のエクスポート・ファイルでカラム・ヘッダを含めたり除外

したりする任意の Boolean パラメータ。

record_limit 変換する最大のレコード数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Data Junction で作業しているユーザのみ使用できます。
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db_execute_query コンテキスト・センシティブ ／ データベース

SQL ステートメントに基づいてクエリーを実行し，レコード・セットを作成します。

db_execute_query ( session_name, SQL, record_number );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

SQL SQL ステートメント。

record_number 結果クエリー内のレコード数を返す出力パラメータ。

この機能の詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「データベースの

検査」という章を参照してください。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_get_field_value コンテキスト・センシティブ ／ データベース

データベース内の単一のフィールドの値を返します。

db_get_field_value ( session_name, row_index, column );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

row_index 行の数値インデックス（先頭の行は常に「#0」と番号付けさ

れます）。

column データベース内のカラムのフィールド名または数値インデッ

クス（先頭のカラムは常に「#0」と番号付けされます）。

戻り値

エラーが発生した場合，関数は空文字列を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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db_get_headers コンテキスト・センシティブ ／ データベース

クエリー内のカラム・ヘッダの数と内容を返します。戻り値は連結され，タブで区切られます。

db_get_headers ( session_name, header_count, header_content );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

header_count クエリー内のカラム・ヘッダの数。

header_content 連結してタブで区切られたカラム・ヘッダ。文字列が 1024 
文字を超えると，それ以降は切り捨てられるので注意してく

ださい。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_get_last_error コンテキスト・センシティブ ／ データベース

ODBC または Data Junction の最後のオペレーションにおける最後のエラー・メッセージを返し

ます。

db_get_last_error ( session_name, error );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

error エラー・メッセージ。

注：Data Junction で作業する場合，session_name パラメータは無視されます。

戻り値

エラー・メッセージがない場合は，空の文字列を返します。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_get_row コンテキスト・センシティブ ／ データベース

行の内容を返します。戻り値は連結され，タブで区切られます。

db_get_row ( session_name, row_index, row_content );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

row_index 行の数値インデックス（先頭の行は常に「#0」と番号付けさ

れます）。

row_content フィールドの値をタブで区切り連結した行内容。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_record_check コンテキスト・センシティブ ／ データベース

データベースで対応する記録の現在の値を使ってテストを実行している間に，テスト中のアプ

リケーションに出現する情報を比較します。［Runtime Record verification］ウィザードを使って

db_record_check ステートメントを挿入します。詳細については，，『WinRunner ユーザーズ・

ガイド』を参照してください。

db_record_check ( ChecklistFileName , SuccessConditions, RecordNumber 
[,Timeout]);

ChecklistFileName WinRunner によって作成され，テストのチェックリスト・

フォルダに保存されているファイル。このファイルには，テ

スト実行中にキャプチャされるデータおよびデータベースで

対応するフィールドに関する情報が含まれます。このファイ

ルは，［Runtime Record Verification］ウィザードで入力された

情報に基づいて作成されます。
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SuccessConditions 以下の情報のうちのいずれかを含みます。

DVR_ONE_OR_MORE_MATCH －一致するデータベースの

記録が 1 つ以上見つかった場合に成功するチェックポイン

ト。

DVR_ONE_MATCH －完全に一致するデータベースの記録

が 1 つ見つかった場合に成功するチェックポイント。

DVR_NO_MATCH －一致するデータベースの記録が見つか

らなかった場合に成功するチェックポイント。

RecordNumber データベースの記録数を返す外部パラメータ。

Timeout クエリがタイム・アウトとなるまでの秒数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」および 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

db_write_records コンテキスト・センシティブ ／ データベース

レコード・セットをテキスト・ファイルに出力します。戻り値はタブで区切られます。

db_write_records ( session_name, output_file [ , headers [ , record_limit ] ] );

session_name データベース・セッションの論理名または物理的記述。

output_file レコード・セットを出力するテキスト・ファイルの名前。

headers テキスト・ファイルに出力するレコード・セットにカラム・

ヘッダを含めたり除外したりする任意の Boolean パラメー

タ。

record_limit テキスト・ファイルに出力するレコード・セット内の最大の

カラム・ヘッダ数。NO_LIMIT（標準値）は，レコード・

セットのレコード数に上限がないことを示します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 118 ページ「データベース関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

dbl_click アナログ／ 入力デバイス

マウス・ボタンをダブル・クリックします。

dbl_click ( mouse_button [ , time ] );

mouse_button アクティブにするマウス・ボタン。名前（「Left」，「Right」，
「Middle」）はシステム構成ファイルの中の XR_INP_MKEYS シ
ステム・パラメータで定義します。

time クリックが入力される前に経過するインターバルを秒単位で

表します。time が指定されていない場合，標準は 0 です。

戻り値

この関数の戻り値は常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_close コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル・ファイルを閉じます。

ddt_close ( data_table_name );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前は，テーブルの変数名，

Microsoft Excel のファイル名かタブ区切りのテキスト・ファ

イル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。テ

キスト・ファイルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれて

います。
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注：ddt_close はデータ・テーブルへの変更を保存しません。データ・テーブルを変更

する場合は，ddt_close を使ってテーブルを閉じる前に ddt_save 関数を使って変更を

保存します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 118 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_close_all_tables コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

開いているすべてのテストで開いているすべてのテーブルを閉じます。

ddt_close_alltables()；

このクローズ関数には，テーブル・エディタで開いているすべてのテーブルおよび，

ddt_open や ddt_show 関数または［データ駆動型テスト］ウィザードを使って開いて

いるテーブルが含まれます。

この関数は，データ・テーブルに行われた変更を保存しません。ddt_save 関数を使用

して，データ・テーブルを閉じる前に変更を保存してください。

ddt_export コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

1 つのデータ・テーブル・ファイルの情報を別のデータ・テーブル・ファイルにエクスポート

します。
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ddt_export ( data_table_filename1, data_table_filename2 );

data_table_filename1 エクスポート元のデータ・テーブル・ファイル名。

data_table_filename2 エクスポート先のデータ・テーブル・ファイル名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

注：他の ddt_ 関数を使う前に，ソースのデータ・テーブルを開くための ddt_open ス
テートメントを使う必要があります。

ddt_get_current_row コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブルのアクティブな行を取得します。

ddt_get_current_row ( data_table_name, out_row );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前は，テーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。テキ

スト・ファイルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれてい

ます。この行には 0 というラベルが付けられます。

out_row データ・テーブル内のアクティブな行を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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ddt_get_parameters コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル内のすべてのパラメータの一覧を返します。

ddt_get_parameters ( table, params_list, params_num );

table データ・テーブルのパス名。

params_list この出力パラメータは，データ・テーブル内のすべてのパラ

メータの一覧をタブで区切って返します。

params_num この出力パラメータは，params_list 内のパラメータ数を返し

ます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_get_row_count コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル内の行数を取得します。

ddt_get_row_count ( data_table_name, out_rows_count );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前は，テーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。テキ

スト・ファイルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれてい

ます。

out_rows_count データ・テーブル内の行の総数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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ddt_is_parameter コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル内のパラメータが有効であるかどうかを返します。

ddt_is_parameter ( data_table_name, parameter );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前は，テーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。

parameter データ・テーブル内で検査するパラメータの名前。

戻り値

この関数は rc = 0 の場合に TRUE を返し，それ以外の場合には FALSE を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_next_row コンテキスト・センシティブ ／データ駆動型テスト

データ・テーブル内の現在アクティブな行を次の行に変更します。

ddt_next_row ( data_table_name );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキス

ト・ファイル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名

です。テキスト・ファイルの 1 行目にはパラメータの名前が

含まれます。

戻り値

アクティブな行がデータ・テーブルの最後の行である場合，E_OUT_OF_RANGE を返

します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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ddt_open コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

WinRunner がアクセスできるようにデータ・テーブル・ファイルを作成したり開いたりします。

ddt_open ( data_table_name [ , mode ] );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。ファ

イルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。この行に

は 0 というラベルが付けられます。

mode データ・テーブルを開くモード。DDT_MODE_READ（読み

取り専用）または DDT_MODE_READWRITE（読み取りまた

は書き込み）を指定できます。何も指定しなければ，標準設

定モードは DDT_MODE_READ（読み取り専用）になりま

す。

注：データ・テーブルを変更する場合は，ddt_close を使ってテーブルを閉じる前に 
ddt_save 関数を使って変更を保存します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_report_row コンテキスト・センシティブ／データ駆動型テスト

データ・テーブル内のアクティブな行をテスト結果に報告します。

ddt_report_row ( data_table_name );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。ファ
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イルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。この行に

は 0 というラベルが付けられます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_save コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブルに情報を保存します。

ddt_save ( data_table_name );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_set_row コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル内のアクティブな行を設定します。

ddt_set_row ( data_table_name, row );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。ファ

イルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。ここの行

には 0 というラベルが付けられます。
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row データ・テーブル内の新しいアクティブな行。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_set_val コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブルの現在の行に値を設定します。

ddt_set_val ( data_table_name, parameter, value );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。ファ

イルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。この行に

は 0 というラベルが付けられます。

parameter 値を挿入するカラムの名前。

value テーブルに書き込む値。

注：この関数は，データ・テーブルを DDT_MODE_READWRITE（読み取りまたは書

き込みモード）で開いていなければ使えません。

テーブルの新しい内容または変更した内容をデータ・テーブルに保存するには，

ddt_set_val ÉXÉeÅ[ÉgÉÅÉìÉgÇÃå„Ç… ddt_save ステートメントを追加します。テスト

の最後で，ddt_close ステートメントを使ってテーブルを閉じます。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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ddt_set_val_by_row コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブルの指定された行に値を設定します。

ddt_set_val_by_row ( data_table_name, row, parameter, value );

data_table_name データ・テーブル・ファイルの名前。この名前はテーブル変

数名，Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・

ファイル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名で

す。ファイルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。

この行には 0 というラベルが付けられます。

row テーブル内の行番号。

parameter 値を挿入するカラムの名前。

value テーブルに書き込む値。

注：この関数は，データ・テーブルを DDT_MODE_READWRITE（読み取りまたは書

き込みモード）で開いていなければ使えません。

テーブルの新しい内容または変更した内容をデータ・テーブルに保存するには，

ddt_set_val ÉXÉeÅ[ÉgÉÅÉìÉgÇÃå„Ç… ddt_save ステートメントを追加します。テスト

の最後で，ddt_close ステートメントを使ってテーブルを閉じます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_show コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

指定したデータ・テーブルのテーブル・エディタを表示したり隠したりします。
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ddt_show ( data_table_name, show_flag );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前は，テーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。

show_flag エディタの表示または非表示を示す値。テーブル・エディタ

を表示する場合には show_flag の値を 1 にし，隠す場合には

値を 0 にします。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_sort コンテキスト・センシティブ／データ駆動型テスト

指定したデータ・テーブルのセルを最大 3 つのキーに従ってソートします。

ddt_sort ( table_file, row1, col1, row2, col2, sort_by_rows, key1 [ , key2, key3 ] );

table_file データ・テーブルのファイル名。 

row1 左上セルの行番号。

col1 左上セルのカラム番号。

row2 右下セルの行番号。

col2 右下セルのカラム番号。

sort_by_rows ソート方法：行またはカラムのどちらか。データを行でソー

トした場合は，選択範囲のデータの各行が 1 つのレコードと

みなされ，ソートされます。データをカラムでソートした場

合は，選択範囲の各カラムが 1 つのレコードとみなされま

す。行でソートする場合は 1，カラムでソートする場合は 0 
を入力します。

key1 第 1 キー。行でソートする場合は，キーはカラム番号になり

ます。カラムでソートする場合は，キーは行番号になりま

す。昇順キーにするには，正数を使用します。降順キーにす
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るには，負数を使用します。例えば，選択範囲の 2 番目のカ

ラムを第 1 降順キーに指定するには，key1 に -2 の降順キー

を指定します。

key2 第 2 キー。行でソートする場合，キーはカラム番号になりま

す。 カラムでソートする場合は，キーは行番号になります。

昇順キーにするには，正数を使用します。降順キーにするに

は，負数を使用します。 例えば，選択範囲の 2 番目のカラム

を第 2 降順キーに指定するには，key2 に -2 の降順キーを指

定します。

key3 第 3 キー。行でソートする場合，キーはカラム番号になりま

す。  カラムでソートする場合は，キーは行番号になります。 
昇順キーにするには，正数を使用します。 降順キーにするに

は，負数を使用します。例えば，選択範囲の 2 番目のカラム

を第 3 降順キーに指定するには，key3 に -2 の降順キーを指

定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_update_from_db コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データベースからデータ・テーブルにデータをインポートします。

ddt_update_from_db ( data_table_name, file, out_row_count [ , max_rows, timeout] 
data_table_name データ・テーブル・ファイルの名前。

file ODBC クエリーを含む *.sql ファイルまたは Data Junction で
定義した変換を含む *.djs ファイル。

out_row_count データ・テーブルから取得した行数を含む出力パラメータ。

max_rows データベースから取得する最大の行数を指定する入力パラ

メータ。最大の行数を指定しない場合，標準では行数の上限

はありません。
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timeout クエリがタイム・アウトとなるまでに経過する秒数。

注：この関数を使用する前に，ddt_open ステートメントを使用して READWRITE 
モードでデータ・テーブルを開かなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_val コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル内のアクティブな行のパラメータの値を返します。

ddt_val ( data_table_name, parameter );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。ファ

イルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。

parameter データ・テーブル内のパラメータの名前。

戻り値

この関数は，データ・テーブル内のアクティブな行のパラメータの値を返します。

エラーが発生した場合，関数は空文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

ddt_val_by_row コンテキスト・センシティブ ／ データ駆動型テスト

データ・テーブル内の指定された行のパラメータの値を返します。
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ddt_val_by_row ( data_table_name, row_number, parameter );

data_table_name データ・テーブルの名前。この名前はテーブル変数名，

Microsoft Excel ファイル名かタブ区切りのテキスト・ファイ

ル名，あるいはテーブルの完全パスとファイル名です。ファ

イルの 1 行目にはパラメータの名前が含まれます。この行に

は 0 というラベルが付けられます。

row_number データ・テーブル内の行数。

parameter データ・テーブル内のパラメータの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

declare_rendezvous 標準／負荷テスト

ランデブーを宣言します。

declare_rendezvous ( rendezvous_name );

rendezvous_name ランデブーの名前。文字列定数を指定します。変数または式

を指定してはいけません。rendezvous_name には 128 文字ま

で指定できます。空白を含めることはできません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，LoadRunner の GUI 仮想ユーザのみ使用できます。

declare_transaction 標準／負荷テスト

トランザクションを宣言します。
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この関数は LoadRunner GUI 仮想ユーザに最も役立ちます。 

［挿入］＞［トランザクション］＞［トランザクションの宣言］を選択して，end_transaction ス
テートメント挿入することもできます。

declare_transaction ( transaction_name );

transaction_name トランザクションの名前。文字列定数を指定します。変数ま

たは式を指定してはいけません。transaction_name には 128 
文字まで指定できます。空白を含めることはできません。名

前の先頭は数字であってはなりません。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

define_object_exception 標準／例外処理

オブジェクトの例外イベント用の簡単な回復シナリオを定義します。

define_object_exception (recovery_scenario_name, function, window, object, 
property 
[ , value ] );

recovery_scenario_name 回復シナリオの名前。名前にスペースを含めることはできま

せん。

function イベントが発生したときに実行する回復関数の名前。

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

object オブジェクトの論理名または物理的記述。 

property 値が変化したときに例外をトリガする，オブジェクトのプロ

パティ。

value 検出するオブジェクトのプロパティの値。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

define_popup_exception 標準／例外処理

ポップアップ例外イベント用の簡単な回復シナリオを定義します。

define_popup_exception ( recovery_scenario_name, function, window );

recovery_scenario_name 回復シナリオの名前。名前にスペースを含めることはできま

せん。

function イベント発生時に実行する回復関数の名前。 この関数は，組

み込み関数かユーザ定義関数です。組み込み関数の一覧は，

下記を参照してください。

window ポップアップ・ウインドウの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

組み込み回復関数 説明

win_press_cancel ウィンドウの［キャンセル］ボタンをクリックします。

win_press_ok ウィンドウの［OK］ボタンをクリックします。

win_press_return Return キーを押します（ウィンドウで標準のボタンをクリッ

クするのと同じです）。
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define_tsl_exception 標準／例外処理

TSL 例外イベントの簡単な回復シナリオを定義します。

define_tsl_exception ( recovery_scenario_name, function, return_code [ , 
TSL_function );

recovery_scenario_name 回復シナリオの名前。名前にスペースを含めることはできま

せん。

function イベント発生時に実行する回復関数の名前。

return_code 検出するリターン・コード。ゼロ未満の値を持つすべてのリ

ターン・コードを検出するには，引数として

E_ANY_ERROR を設定します。

TSL_function 監視対象 TSL 関数。TSL 関数が指定されていない場合は，

いずれかの TSL 関数に指定されている回復関数が実行され

ます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

delete 標準／配列

配列から要素を削除します。または配列全体を削除します。

delete array [ subscript ];

array 削除する要素のある配列。

subscript 削除する配列要素の添字を示す式。配列全体を削除するに

は，空の括弧（[ ]）を入力します。

戻り値

この関数は，常に空文字列を返します。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

delete_record_attr カスタマイズ ／カスタム記録

add_record_attr を使用して登録されたカスタム・プロパティを削除します。

delete_record_attr ( attr_name [ , dll_name, query_func_name, verify_func_nam ] );

attr_name 削除するカスタム・プロパティの名前。WinRunner の標準プ

ロパティはどれも削除できません。

dll_name クエリー関数と検証関数が定義されている DLL（Dynamic 
Link Library）の完全パス。

query_func_name カスタム・プロパティを登録した add_record_attr ステート

メントが呼び出したユーザ定義クエリー関数の名前。

verify_func_name カスタム・プロパティを登録した add_record_attr ステート

メントが呼び出した検証関数の名前（WinRunner の標準プロ

パティ検証関数または DLL に含まれているカスタム・プロ

パティ検証関数のどちらか）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

desktop_capture_bitmap コンテキスト・センシティブ ／ Window オブジェクト

デスクトップ全体またはデスクトップの選択した領域のビットマップをキャプチャします。

desktop_capture_bitmap (image_name [, x, y, width, height]);

image_name ビットマップを保存するファイル名。ファイルのパスや拡張

子を入力してはいけません。ビットマップは，.bmp 拡張子付

きでテスト結果フォルダのサブフォルダに自動的に保存され

ます。
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例： ..\MyTest\res1\MyTest\whole_deskop1.bmp
各画像名には，連番付きのサフィックスが割り当てられるた

め，ファイル名はフォルダ内で一意となります。

x, y 選択した領域のビットマップの場合：キャプチャする領域の

左上の座標。

width, height 選択した領域のビットマップの場合：選択した領域のサイズ

（単位：ピクセル）。

戻り値

この関数は戻り値の一覧からどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

dlph_edit_set コンテキスト・センシティブ ／ Delphi

Delphi 編集オブジェクトの中身全体を置き換えます。

dlph_edit_set ( edit, text );

edit Delphi 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text Delphi 編集オブジェクトの新しい中身。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Delphi がサポートされた WinRunner でのみ使用できます。

dlph_list_select_item コンテキスト・センシティブ ／ Delphi

Delphi リスト項目を選択します。
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dlph_list_select_item ( list, item );

list Delphi リストの論理名または物理的記述。

item Delphi リスト内で選択する項目。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Delphi がサポートされた WinRunner でのみ使用できます。

dlph_obj_get_info コンテキスト・センシティブ ／ Delphi

Delphi オブジェクトの値を取得します。

dlph_obj_get_info ( name, property, out_value );

name Delphi オブジェクトの論理名または物理的記述。

property Delphi オブジェクトに関連付けられている任意のプロパ

ティ。

out_value プロパティの値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Delphi がサポートされた WinRunner でのみ使用できます。

dlph_obj_set_info コンテキスト・センシティブ ／ Delphi

Delphi オブジェクトの値を設定します。

dlph_obj_set_info ( name, property, in_value );

name Delphi オブジェクトの論理名または物理的記述。
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property Delphi オブジェクトに関連付けられている任意のプロパ

ティ。

in_value Delphi のプロパティの新しい値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Delphi がサポートされた WinRunner でのみ使用できます。

dlph_panel_button_press コンテキスト・センシティブ ／ Delphi

Delphi パネル内でボタンをクリックします。

dlph_panel_button_press ( panel, button, x, y );

panel オブジェクト。

button Delphi の名前。

x, y ボタンを押す位置を xy（ピクセル）座標で表します。これ

はウィンドウの左上角からの相対座標です。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Delphi がサポートされた WinRunner でのみ使用できます。

dos_system 標準／オペレーティング・システム

WinRunner のテスト・スクリプト内から，DOS のシステム・コマンドを実行します。

dos_system ( expression );

expression 実行するシステム・コマンドを指定する文字列式。
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注：MS-DOS プロンプト（Windows 95/98），またはコマンド・コム（Windows NT）を

使っている場合，dos_system の式は 127 文字に制限されます。コマンド・プロンプト

（Windows NT）を使っている場合は，それ以上の文字数を式で使うことができます。

制限に問題になる場合，より短いコマンドを使うことや，長いコマンドを短く分割す

ることをお勧めします。例えば，ファイル １ をファイル ２ にコピーする場合で，ど

ちらにも非常に長い名前がついている場合，dos_system（”copy file1 file2”）を使うか

わりに，以下のコマンドで短い名前のついた第 ３ のファイルを使います。

dos_system("copy file1 tmpfile") ;
dos_system("copy tmpfile file2") ; 

戻り値

実行される DOS システム・コマンドの戻り値がこの関数の戻り値となります。

使用可能範囲

この関数は PC プラットフォーム上で動作している WinRunner と LoadRunner の GUI 
仮想ユーザのみ使用できます。Windows の実行ファイルを実行するには

invoke_application を使用します。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

180

edit_activate コンテキスト・センシティブ ／編集オブジェクト

Oracle，Java または Developer 2000 アプリケーション内のオブジェクトをダブルクリックしま

す。

edit_activate ( object );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は Oracle，Java または Developer 2000 のアドインがサポートされている 
WinRunner で使用できます。

edit_check_info コンテキスト・センシティブ／編集オブジェクト 

編集オブジェクトのプロパティの値を検査します。

edit_check_info ( edit, property, property_value );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 検査するプロパティ。

property_value プロパティの値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Oracle または Java アドインがサポートされている WinRunner で使用でき

ます。
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edit_check_selection コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

選択された文字列を検査します。

edit_check_selection ( edit, selected_string );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

selected_string 選択された文字列。文字列は 256 文字までに限られていま

す。これは，関数ジェネレータで使う場合は，自動的には評

価されません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_check_text コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトの内容を検査します。

edit_check_text ( edit, text, case_sensitive );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトの内容（256 文字まで）。

case_sensitive 大文字と小文字を区別して比較するかどうかを示します。こ

の値は TRUE か FALSE のどちらかです。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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edit_delete コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトの内容を削除します。

edit_delete ( edit, start_column, end_column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

start_column テキストが始まるカラム。

end_column テキストが終わるカラム。このカラムが先頭の行の最後のカ

ラムより大きい場合，あとに続く行の部分も削除されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_delete_block コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトからテキスト・ブロックを削除します。

edit_delete_block ( edit, start_row, start_column, end_row, end_column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

start_row テキスト・ブロックが始まる行。

start_column テキスト・ブロックが始まるカラム。

end_row テキスト・ブロックが終わる行。

end_column テキスト・ブロックが終わるカラム。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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edit_get_block コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトからテキストのブロックを返します。

edit_get_block ( edit, start_row, start_column, end_row, end_column, out_string );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

start_row テキスト・ブロックが始まる行。

start_column テキスト・ブロックが始まるカラム。

end_row テキスト・ブロックが終わる行。

end_column テキスト・ブロックが終わるカラム。

out_string テキストの文字列を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_get_info コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトのプロパティの値を返します。

edit_get_info ( edit, property, out_value );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に載っているプロパティ

のどれか。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_get_row_length コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトの行の長さを返します。

edit_get_row_length ( edit, row, out_length );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

row 長さを求める行。

out_length 行の文字数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_get_rows_count コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトに書かれている行の番号を返します。

edit_get_rows_count ( edit, out_number );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_number 編集オブジェクトに書かれている行番号を格納する出力変

数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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edit_get_selection コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクト内の選択されている文字列を返します。 

edit_get_selection ( edit, out_string );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_string 選択された文字列を格納する出力変数。文字列は 256 文字ま

でに限られています。これは，関数ジェネレータで使う場合

は，自動的には評価されません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_get_selection_pos コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト 

選択されているブロックのはじめと終わりの位置を返します。

edit_get_selection_pos ( edit, out_start_row, out_start_column, out_end_row, 
out_end_column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_start_row 選択されているブロックが始まる行を格納する出力変数。

out_start_column 選択されているブロックが始まるカラムを格納する出力変

数。

out_end_row 選択されているブロックが終わる行を格納する出力変数。

out_end_column 選択されているブロックが終わるカラムを格納する出力変

数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_get_text コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトの中のテキストを返します。

edit_get_text ( edit, out_string );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_string 編集オブジェクトにある文字列を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_insert コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトの最初の行にテキストを挿入します。

edit_insert ( edit, text, column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトに挿入するテキスト。

column 挿入の対象となるカラム。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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edit_insert_block コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

複数行の編集オブジェクトにテキストを挿入します。

edit_insert_block ( edit, text, row, column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトに挿入されるテキスト。

row 挿入の対象となる行。

column 挿入の対象となるカラム。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_replace コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトの内容を置き換えます。

edit_replace ( edit, text, start_column, end_column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトの新しい内容。

start_column テキスト・ブロックが始まるカラム。

end_column テキスト・ブロックが終わるカラム。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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edit_replace_block コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトのテキストのブロックを置き換えます。

edit_replace_block ( edit, text, start_row, start_column, end_row, end_column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトの新規の内容。

start_row テキストのブロックが始まる行。

start_column テキストのブロックが始まるカラム。

end_row テキストのブロックが終わる行。

end_column テキストのブロックが終わるカラム

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_set コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトのすべての内容を置き換えます。

edit_set ( edit, text );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトの新しい内容。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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edit_set_focus コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

Oracle，Java または Developer 2000 アプリケーションのオブジェクトをフォーカスします。

edit_set_focus ( object );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は Oracle，Java または Developer 2000 のアドインがサポートされている 
WinRunner で使用できます。

edit_set_insert_pos コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクト内の指定されたポイントにカーソルを置きます。

edit_set_insert_pos ( edit, row, column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

row 挿入ポイントを置く行の位置。

column 挿入ポイントを置くカラムの位置。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_set_selection コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクト内のテキストを選択します。
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edit_set_selection ( edit, start_row, start_column, end_row, end_column );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

start_row 選択が始まる行。

start_column 選択が始まるカラム。

end_row 選択が終わる行。

end_column 選択が終わるカラム。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_type コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト

編集オブジェクトに文字列を入力します。

edit_type ( edit, text );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 編集オブジェクトに入力する文字列。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

edit_wait_info コンテキスト・センシティブ／ 編集オブジェクト 

編集オブジェクトのプロパティの値を待ちます。
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edit_wait_info ( edit, property, value, time );

edit 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に載っているプロパティ

のどれか。 

value プロパティの値。

time テストが実行を再開する前に待機する最大の時間。

time テストが実行を再開する前に待機する最大の時間。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

email_send_msg 標準／その他

1 人または複数の受信者へ電子メールを送信します。

注：

email_send_msg 関数を実行する前に，［一般オプション］ダイアログ・ボックスの

［通知］＞［電子メール］カテゴリで電子メールの設定を設定する必要があります。

［一般オプション］ダイアログ・ボックスの［通知］カテゴリを使用して，チェック

ポイントが失敗するたび，テストが失敗するたび，あるいはテスト実行後テキスト形

式のテスト結果を電子メールするたびに指定した受信者に電子メールが送信されるよ

う設定することもできます。

email_send_msg (recipients, subject, message [, type]);

recipients 電子メールを送信する電子メール・アドレスのリスト。受信

者が複数の場合は，セミコロン（;）で区切ります。

注：メール・サーバによっては（例えば，設定により 
Microsoft Exchange など），Microsoft Outlook 以外のメール・

クライアントから組織外に電子メールを送信できないものも
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あります。 ［一般オプション］ダイアログ・ボックスの［電

子メール］カテゴリで設定した送信メール・サーバがこうし

た制限を持つよう設定されている場合は，電子メール・サー

バのドメイン名と一致するドメイン名を持つ電子メール・ア

ドレスのみ指定してください。外部の受信者を指定する場合

は，WinRunner メール・クライアントはメール・サーバに電

子メール・メッセージを送信しますが，電子メール・サーバ

は受信者にメッセージを送信しません。多くの場合，電子

メール・サーバは，こうした状況で送信者にエラー・メッ

セージを送信しません。 

subject 電子メール・メッセージの件名。

message 電子メール・メッセージの本文。

type メッセージをテキスト形式と HTML 形式のどちらで送信す

るかを指定します。

取り得る値：TEXT_FORMAT または HTML_FORMAT

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

end_transaction 標準／負荷テスト

パフォーマンス分析のトランザクションの終わりを示します。

この関数は，LoadRunner GUI 仮想ユーザに最も役立ちます。 

end_transaction ステートメントを［挿入］＞［トランザクション］＞［トランザクションの終

了］を選択して挿入することもできます。

end_transaction ( transaction [ , status ] );

transaction トランザクションを示す空白を含まない文字列。

status トランザクションのステータス（PASS または FAIL）。値を

指定しないと，標準の値が LR_PASS になります。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

error_message 標準／負荷テスト

コントローラにエラー・メッセージを送ります。

error_message ( message );

message 任意の文字列。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，LoadRunner GUI 仮想ユーザにのみ使用できます。

eval 標準／その他

括弧で囲まれた TSL ステートメントを評価し，実行します。

eval ( statement1 [ ; statement2; ... statementn ; ] );

statement 1 つまたは複数の TSL ステートメントを指定できます。

戻り値

この関数は通常は空の文字列を返します。評価の対象が treturn ステートメントの場

合，eval は括弧で囲まれた引数の値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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exception_off 標準／例外処理

指定した回復シナリオを無効にします。

exception_off ( recovery_scenario_name );

recovery_scenario_name 回復シナリオの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

exception_off_all 標準／例外処理

すべてのアクティブな回復シナリオを無効にします。

exception_off_all ( );

戻り値

この関数に戻り値はありません。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

exception_on 標準／例外処理

指定した回復シナリオを有効にします。

exception_on (recovery_scenario_name );

recovery_scenario_name 回復シナリオの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

exp 標準／算術

指数関数を計算をします。自然対数の底を e，指数を「x」とするときの e の x 乗の値を返しま

す。

exp ( x );

戻り値

この関数は，実数値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

file_close 標準／ I/O

file_open で開かれたファイルを閉じます。

file_close ( file_name );

file_name 閉じるファイルの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

file_compare 標準／ I/O

2 つのファイルの内容を比較します。
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file_compare ( file1, file2 [ , save_file, ingore_white_chars] );

file1  file2 と比較するファイルの名前。ファイルが現在のテスト・

ディレクトリにない場合は，完全パスを指定します。

file2 ファイルが現在のテスト・ディレクトリにない場合は，完全

パスを指定します。

save_file 将来的な参照のためのファイルを格納するファイルの名前。

ignore_white_chars " ", "\r" , "\n" , "\t" などの表示されない文字を無視するかどう

かを指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

file_getline 標準／ I/O

ファイルから次の行を読み取り，それを変数に代入します。

file_getline ( file_name, out_line );

file_name 開いているファイルの名前。

out_line 読み取った行を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

file_open 標準／ I/O

ファイルを開くか新しいファイルを作成します。
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file_open ( file_name, mode );

file_name 開くファイルの名前，または作成するファイルの名前。

mode ファイルのモード。 

FO_MODE_READ，または 0（読み取り専用）

FO_MODE_WRITE，または 1（書き込み専用）

FO_MODE_APPEND，または 2（書き込み専用，ファイルの

最後に追加）

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

file_printf 標準／ I/O

開いているファイルに書式化された出力を出力します。

file_printf ( file_name, format, exp1 [ , exp2, ... exp30 ] );

file_name 出力先のファイル。

format 出力するテキストそのもの，あるいは書式指定文字列を指定

できます。

exp1, exp2,... exp30 書式化して出力する式。

書式化指定

引数 format の書式化指定文字列の最初の文字は，必ずパーセント記号（%）です。書

式化指定文字列の最後の文字は，書式の種類を示す文字コードです。書式化指定文字

列の最初と最後の文字の間には，1 つ以上の書式修飾子を指定できます（以下を参

照）。

次の文字コードを指定できます。
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c 10 進表現の ASCII コードを文字に変換して出力します。

d 数値の整数部分を 10 進表現で出力します。

e 入力を指数形式に変換します。

f 少数点の右をゼロで埋めます。

g 不要なゼロを省いて 10 進表現で出力します。

o 数値の整数部分を 8 進表現で出力します。

s 文字列をそのまま出力します。

x 数値の整数部分を 16 進表現で出力します。

% パーセント記号（%）そのものを出力します。

書式の修飾

特定の書式化コードによる出力を修飾できます。パーセント記号（%）と書式化コー

ド文字との間には 3 種類の修飾子を指定できます。

-  ( 揃え ) ハイフン（-）を指定すると，出力がフィールド内で左寄せ

にされます。

フィールド幅 数値を単独でまたは小数点の左側に指定した場合，フィール

ドを何文字までパディングするかを示します。この数値の前

に 0 がある場合は，出力される値の左側がゼロによってパ

ディングされます。

精度 小数点の右側に数値を指定した場合，出力する文字列の最大

の幅または出力の小数点の右側に何桁出力するかを示しま

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

find_text アナログ／ I/O

画面領域の中の文字列を検索します。
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注：この関数は，後方互換性を保つために提供されています。コンテキスト・センシ

ティブ対応の win_find_text 関数と obj_find_text 関数の使用をお勧めします。 

find_text ( string, out_coord_array, search_area [ , string_def ] );

string 検索対象文字列。この文字列は空白を含まない完全なもので

なくてはなりません。文字列の前後にある引用符の外側には

空白文字を指定します。大文字と小文字を区別して文字どお

りに解釈されるべき文字列を指定するには，文字列を引用符

で囲みます。または，文字列変数の名前を指定します。文字

列変数の名前を指定する場合，この文字列変数には正規表現

を含められます。

out_coord_array テキストの画面座標を格納する配列の名前（以下の説明を参

照）。

search_area 検索の対象となる領域を，座標 x1,y1,x2,y2 を使って指定しま

す。これらの座標は，矩形の対角線上にある 2 つの角を示し

ます。インタープリタはこの矩形によって示された領域の中

でテキストを検索します。

string_def 実行する検索の種類を定義します。値を指定しないと（標準

は 0 または FALSE です）単独の完全な語だけが検索対象に

なります。1 または TRUE を指定した場合，検索対象は単独

の完全な語に限定されません。

戻り値

この関数は，テキストが見つかると 0 を返し，見つからないと 1 を返します。 

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

200

generator_add_category ユーザ定義／関数ジェネレータ

関数ジェネレータにカテゴリを追加します。

generator_add_category ( category_name );

category_name 追加するカテゴリの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

generator_add_function ユーザ定義／ 関数ジェネレータ

TSL 関数を関数ジェネレータに追加します。

generator_add_function ( function_name, description, arg_number, arg_name1, 
arg_type1, default_value1 [ , ... arg_namen, arg_typen, default_valuen 
] ); 

function_name 定義する関数の名前。文字列として指定します。

description 関数の簡単な説明。これは必ずしも有効な文字列である必要

はありません。つまり，文中に空白を含めることができま

す。

arg_number 定義する関数の引数の数。これは，0 から 8 までの任意の数

値を指定できます。

定義する関数のそれぞれの引数について，以下の各パラメータを繰り返します。

generator_add_function 関数を使って，8 つまでの引数を持つ関数を定義できます。

arg_name 引数の名前。

arg_type 関数ジェネレータの引数の値を指定する方法を定義します。

以下の方法を定義できます。

browse()：ファイル参照ダイアログ・ボックスでファイルを

選択します
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point_window：ウィンドウをポイントして指定します。

point_object：GUI オブジェクトをポイントして指定します。

select_list(0 1)：リストから値を選択します。関数ジェネレー

タでは，select_list 引数を定義するためにコンボ・ボックス

を使います。

type_edit：値を入力して指定します。

default_value 引数の標準値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

generator_add_function_to_category ユーザ定義／ 関数ジェネレータ

関数ジェネレータの中の関数をカテゴリに追加します。

generator_add_function_to_category ( category_name, function_name );

category_name 既存のカテゴリ名。

function_name 既存の関数名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

generator_add_subcategory ユーザ定義／ 関数ジェネレータ

関数ジェネレータの中のカテゴリにサブカテゴリを追加します。
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generator_add_subcategory ( category_name, sub_category_name );

category_name 既存のカテゴリ名。

sub_category_name 既存のカテゴリ名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

generator_set_default_function ユーザ定義／ 関数ジェネレータ

関数ジェネレータのカテゴリの標準関数を設定します。

generator_set_default_function ( category_name, function_name );

category_name 既存のカテゴリ。

function_name 既存の関数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

get_aut_var 標準／テスト・オプション

WinRunner におけるオブジェクト記述の学習方法，テストの記録方法，Java/Oracle アプレット

やアプリケーションへのテストの実行方法を指定する変数の値を返します。

get_aut_var ( variable, value );

variable 値を取得する変数。変数のリストは，『WinRunner Java アド

イン・ガイド』または『WinRunner Oracle アドイン・ガイ

ド』を参照してください。
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value 変数の値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。

get_class_map コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

カスタム・クラスに関連付けられている標準クラスを返します。

get_class_map ( custom_class, out_standard_class );

custom_class カスタム・クラスの名前。

out_standard_class カスタム・クラスに関連付けられている Mercury クラスまた

は標準の MS Windows クラスを格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，PC プラットフォーム上の WinRunner と LoadRunner の仮想ユーザにおい

てのみ使えます。

get_host_name 標準／負荷テスト

ホストの名前を返します。

get_host_name ( );

戻り値

この関数は，操作が成功するとホスト名を返し，操作が失敗すると NULL を返しま

す。
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使用可能範囲

この関数は，LoadRunner の GUI 仮想ユーザにおいてのみ使用できます。

get_master_host_name 標準／負荷テスト

コントローラのホスト名を返します。

get_master_host_name ( );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，LoadRunner の GUI 仮想ユーザにのみ使用できます。

get_record_attr コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

オブジェクト・クラスに記録されたプロパティを返します。

get_record_attr ( class, out_obligatory, out_optional, out_selector );

class Mercury クラス，MSW_class，X_class の名前。

out_obligatory 必ず記録される必須プロパティのリストを格納する出力変

数。

out_optional 任意で指定できるプロパティのリストを格納する出力変数。

out_selector 対象 GUI オブジェクト・クラスに使われるセレクタを格納

する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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get_record_method コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

オブジェクト・クラスに使用される記録方法を返します。

get_record_method ( class, out_method );

class オブジェクト・クラス名。

out_method オブジェクト・クラスに使用される記録方法。利用できる記

録方法を下に示します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

get_text アナログ／テキスト・チェックポイント

画面からテキストを読み取ります。

記録方法 説明

RM_RECORD コンテキスト・センシティブ関数を用いて操作を記録します。これはオ

ブジェクト・クラスを除くすべての標準クラスの標準の記録方法です

（オブジェクト・クラスの標準の記録方法は MIC_MOUSE です）。

RM_IGNORE 記録を行いません。

RM_AS_OBJECT WinRunner に対して，GUI オブジェクトに対する操作をすべて，オブ

ジェクト・クラスに対して行われたものとして記録するよう指示しま

す。

RM_PASSUP マウス操作（オブジェクトの親からの相対的な位置での）とキーボード

入力を記録します。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

206

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されています。コンテキスト・センシ

ティブ対応の win_get_text 関数と obj_get_text 関数の使用をお勧めします。RTL 形式

のウィンドウで作業を行っている場合は，str_map_logical_to_visual 関数を使用して

ください。

-get_text ( location );

get_text 関数は，location によって指定された画面の領域からテキストを読み取りま

す。location は，次のいずれかの方法で指定します。 

x1,y1,x2,y2 読み取り対象テキストを囲む四角形を示します。この座標の

組を使って四角形の対角線上にある 2 つの角を表します。

x, y 画面上のある 1 点の座標。このパラメータで指定した座標点

に最も近いところにある文字列が読み取られます。指定した

点の回りの検索半径は，XR_TEXT_SEARCH_RADIUS パラメータ

で定義されます。

( ) location に何も指定しない場合（空の括弧）は，マウス・ポ

インタの位置に最も近い文字列が読み取られます。ポインタ

の位置の回りの検索半径は，XR_TEXT_SEARCH_RADIUS パラ

メータで定義されます。

戻り値

この関数は，文字列を返します。標準では，返された文字列の先頭あるいは末尾には

空白文字は含まれません（これは wrun.ini ファイル内の XR_TEXT_REMOVE_BLANKS パ
ラメータによって決まります）。文字列が見つからないときは，空の文字列を返しま

す。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

get_time 標準／時間関連

get_time 関数は，現在のシステム時刻を返します。現在のシステム時刻は，1970 年 1 月 1 日の

GMT（グリニッジ標準時）の 0 時 0 分からの経過秒数で表されます。 
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get_time ( );

戻り値

この関数は整数を返します。 

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

get_unique_filename 標準／その他

指定された接頭辞に基づいて，指定のフォルダ内で一意のファイル名を生成します。

get_unique_filename ( folder_path , file_prefix , file_extension , out_filename , 
with_underscore );

folder_path WinRunner が一意のファイル名を決定する際にチェックする

フォルダのパス。

file_prefix 一意のファイル名の基になる文字列。 

file_extension ファイルの拡張子。標準では「"" 」（なし）。

out_filename WinRunner が生成する一意のファイル名。

with_underscore 連続する識別子の前に下線を付けるかどうかを示します。標

準では「0」（FALSE）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

get_x アナログ／入力デバイス

マウス・ポインタの現在の位置の x 座標を返します。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

208

get_x ( );

戻り値

この関数は整数を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

get_y アナログ／入力デバイス

マウス・ポインタの現在の位置の y 座標を返します。

get_y ( );

戻り値

この関数は整数を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

getenv 標準／その他

WinRunner のランタイム環境または wrun.ini の［WrEnv］セクションで定義されている環境変数

の値を返します。

getenv ( environment_variable );

environment_variable wrun.ini ファイル内の [WrEnv] セクションの環境変数リスト

にある変数。

戻り値

この関数は，指定した環境変数の値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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getvar 標準／テスト・オプション

テスト・オプションの値を返します。

getvar ( option );

option テスト・オプション。

getvar 関数は，テスト・オプションの現在値を読み取ります。getvar オプションの詳

細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』を参照してください。 

戻り値

この関数は指定したテスト・オプションの値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_add コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

オブジェクトを GUI マップ・ファイルに追加します。

GUI_add ( file path, window, object, physical_desc );

file オブジェクトを追加する有効な GUI マップ・ファイル。空

の文字列を指定した場合，オブジェクトは一時 GUI マップ・

ファイルに追加されます。

window オブジェクトを含むウィンドウの論理名または物理的記述。

object オブジェクトの論理名または物理的記述。

physical_desc オブジェクトの物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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GUI_buf_get_desc コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルにあるオブジェクトの物理的記述を返します。

GUI_buf_get_desc ( file, window, object, out_desc );

file オブジェクトを含む GUI マップ・ファイルの完全パス。

window オブジェクトを含むウィンドウの論理名または物理的記述。

object オブジェクトの論理名または物理的記述。NULL 文字列を指

定した場合，関数はウィンドウ自体の物理的記述を返しま

す。

out_desc 物理的記述を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_buf_get_desc_attr コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイル内の GUI オブジェクトのプロパティの値を返します。

GUI_buf_get_desc_attr ( file, window, object, property, out_prop_value );

file オブジェクトを含んでいる GUI マップ・ファイルの完全パ

ス。

window オブジェクトを含んでいるウィンドウの論理名または物理的

記述。

object オブジェクトの論理名または物理的記述。object を指定しな

かった場合，関数はウィンドウ自体の物理的記述を返しま

す。

property 対象となるプロパティ。

out_prop_value プロパティの値を格納する出力変数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_buf_get_logical_name コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイル内にあるオブジェクトの論理名を返します。

GUI_buf_get_logical_name ( file, physical_desc, window, out_name );

file オブジェクトを含む GUI マップ・ファイルの完全パス。

physical_desc GUI オブジェクトの物理的記述。

window GUI オブジェクトを含むウィンドウ。

out_name 論理名を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_buf_new コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

新しい GUI マップ・ファイルを作成します。

GUI_buf_new ( file );

file 作成する GUI マップ・ファイル。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_buf_set_desc_attr コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルにあるオブジェクトのプロパティの値を設定します。

GUI_buf_set_desc_attr ( file, window, object, property, value );

file オブジェクトを含む GUI マップ・ファイルの完全パス。

window オブジェクトを含むウィンドウ。

object オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 値を設定するプロパティ。

value プロパティに設定する値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_close コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルを閉じます。

GUI_close ( file );

file 閉じる GUI マップ・ファイルの完全パス。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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GUI_close_all コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

一時 GUI マップ・ファイルを除くすべての GUI マップ・ファイルを閉じます。一時 GUI マッ

プ・ファイルを閉じるには，GUI_close 関数を閉じます。

GUI_close_all ( );

GUI_close_all 関数は，現在ロードされているまたは開いているすべての GUI マップ・

ファイルを閉じます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_delete コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルからオブジェクトを削除します。

GUI_delete ( file, window, obj );

file オブジェクトを含む GUI マップ・ファイルの完全パス。

window オブジェクトを含むウィンドウの論理名または物理的記述。

obj 削除するオブジェクトの論理名または物理的記述。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_desc_compare コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

2 つの物理的記述を比較します。
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GUI_desc_compare ( desc1, desc2 );

desc1, desc2 比較する物理的記述。

戻り値

この関数は，比較に失敗すると 1 を返し，成功すると 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_desc_get_attr コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

物理的記述からプロパティの値を取得します。

GUI_desc_get_attr ( physical_desc, property, out_property_value );

physical_desc GUI オブジェクトの物理的記述。

property 返されるプロパティ。

out_property_value プロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_desc_set_attr コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

プロパティの値を設定します。

GUI_desc_set_attr ( physical_desc, property, value );

physical_desc オブジェクトの物理的記述。これは定数ではなく，変数でな

ければなりません。

property プロパティ名。

value プロパティの値。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_get_name コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

テスト対象アプリケーションの GUI の種類を返します。

GUI_get_name ( out_name, out_version );

out_name 現在の GUI の名前を格納する出力変数。

out_version GUI の現在のバージョンを格納する出力変数。 可能な出力変

数を下に示します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_get_window コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップのアクティブなウィンドウを返します。

ÉIÉyÉåÅ[ÉeÉBÉìÉOÅEÉV
ÉXÉeÉÄ 名前

バージョ
ン

Microsoft Windows NT 「Windows NT」 “4.0”

Microsoft Windows 2000 「Windows 2000」 “5.0”

Microsoft Windows XP 「Windows XP」 “5.1”

Microsoft Windows 2003 「Windows 2003」 “5.2”
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GUI_get_window ( );

戻り値

この関数は，成功するとアクティブなウィンドウの名前を返し，失敗すると空の文字

列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_list_buf_windows コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイル内のすべてのウィンドウのリストを表示します。

GUI_list_buf_windows ( file, out_windows, out_number );

file GUI マップ・ファイルの完全パス。

out_windows GUI マップ・ファイル内のすべてのウィンドウを配列として

格納する出力変数。

out_number GUI マップ・ファイル内のウィンドウの数に割り当てられる

出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_list_buffers コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

開いている GUI マップ・ファイルのすべてのリストを表示します。

GUI_list_buffers ( out_files, out_number );

out_files 開いているすべての GUI マップ・ファイルを配列として格

納する出力変数。

out_number 開いている GUI マップ・ファイルの数を格納する出力変数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_list_desc_attrs コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI オブジェクトのプロパティの値のリストを表示します。

GUI_list_desc_attrs ( physical_desc, out_array );

physical_desc GUI オブジェクトの物理的記述。

out_array オブジェクトのプロパティと値を配列として格納する出力変

数。各配列要素の添字は，プロパティの名前です。各配列要

素の値は，プロパティの値です。例えば，out_array が
property_value という名前であれば，property_value ["attr1"] = 
"val1" というようになります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_list_map_buffers コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

ロード済みのすべての GUI マップ・ファイルのリストを表示します。

GUI_list_map_buffers ( out_file, out_number );

out_file ロード済みのすべての GUI マップ・ファイルを配列として

格納する出力変数。

out_number ロード済みの GUI マップ・ファイルの数を格納する出力変

数。
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注：GUI マップ・ファイルは，開くだけではなく，ロードしていなければなりませ

ん。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_list_win_objects コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

ウィンドウ内のすべてのオブジェクトのリストを表示します。

GUI_list_win_objects ( file, window, out_objects, out_number );

file GUI マップ・ファイルの完全パス。

window オブジェクトを含むウィンドウの名前。

out_objects ウィンドウ内のすべてのオブジェクトを配列として格納する

出力変数。

out_number ウィンドウ内のオブジェクトの数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_load コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルをロードします。
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GUI_load ( file_name );

file_name GUI マップの完全パス。

注：完全パスを指定しない場合，WinRunner は現在のファイル・システム・ディレク

トリに関連する GUI マップを検索します。したがって，WinRunner が確実に GUI 
マップを見つけるように完全パスを常に指定する必要があります。［テストごとの

GUI マップファイル］モードを使っている場合，GUI マップ・ファイルを手動でロー

ドまたはアンロードしないでください。

戻り値

この関数は常に 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_map_get_desc コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ内のオブジェクトの記述を返します。

GUI_map_get_desc ( window, object, out_desc, out_file );

window GUI オブジェクトを含んでいるウィンドウの名前。

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_desc GUI オブジェクトの記述を格納する出力変数。

out_file 記述を含んでいる GUI マップ・ファイルを格納する出力変

数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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GUI_map_get_logical_name コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ内のオブジェクトの論理名を返します。

GUI_map_get_logical_name ( physical_desc, window, out_obj, out_file );

physical_desc オブジェクトの物理的記述。「物理的記述」に関しての詳細

は，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「GUI マップの紹

介」を参照してください。

window オブジェクトを含んでいるウィンドウの論理名または物理的

記述。ウィンドウを指定しなかった場合，関数は自動的に

ウィンドウを探します。

out_obj オブジェクトの論理名を格納する出力変数。

out_file オブジェクトを含む GUI マップ・ファイルの名前を格納す

る出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_open コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルを開きます。

GUI_open ( file_name );

file_name 開く GUI マップ・ファイルの完全パス名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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GUI_save コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルを保存します。

GUI_save ( file_name );

file_name 保存する GUI マップ・ファイルの完全パス。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_save_as コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルを新しい名前で保存します。

GUI_save_as ( current_file_name, new_file_name );

current_file_name 保存する GUI マップ・ファイルの名前。

new_file_name 新しいファイルの名前。

注：名前（current_file_name）が特に決められていない一時 GUI マップ・ファイルを

保存するときには，次のような形式のステートメントを使います。

GUI_save_as ( “”, “new_file_name” );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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GUI_set_window コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップにおいて，GUI を識別する適用範囲を設定します。

GUI_set_window ( window_name );

window_name アクティブにするウィンドウの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

GUI_unload コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

GUI マップ・ファイルをアンロードします。

GUI_unload ( file );

file アンロードする GUI マップ・ファイルの完全パス。

戻り値

この関数は常に 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

注：［テストごとの GUI マップファイル］モードを使っている場合，GUI マップ・

ファイルを手動でロードまたはアンロードしないでください。

GUI_unload_all コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ・エディタ

ロード済みのすべての GUI マップ・ファイルをアンロードします。
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注：［テストごとの GUI マップファイル］モードを使っている場合，GUI マップ・

ファイルを手動でロードまたはアンロードしないでください。

GUI_unload_all ( );

戻り値

この関数の戻り値は常に 0 です。すべての GUI マップ・ファイルがアンロードされる

と，戻り値が返されます。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

gui_ver_add_check ユーザ定義／ GUIチェックポイント 

新しい GUI の検査を登録します。

gui_ver_add_check ( check_name, capture_function, comparison_function 
[ , display_function ] [ , type ] );

check_name 追加する検査の名前。

capture_function 検査に対して定義されているキャプチャ関数の名前。

comparison_function 検査に対して定義されている比較関数の名前。

comparison_function を指定しなかった場合，標準の表示が使

用されます。

display_function 検査結果を表示する関数の名前。

type 検査対象となる GUI オブジェクトの種類。 
ウィンドウの場合は 1，それ以外のすべての GUI オブジェク

ト・クラスの場合は 0 です。type を指定しないと，標準は 0 
とみなされます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

gui_ver_add_check_to_class ユーザ定義／ GUI チェックポイント

オブジェクト・クラスに検査を追加します。オブジェクト・クラスは，［GUI チェック］ダイ

アログ・ボックスに表示できます。

gui_ver_add_check_to_class ( class, check_name );

class クラスの名前。

check_name 追加する検査の名前。検査は，gui_ver_add_check で定義さ

れています。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

gui_ver_add_class ユーザ定義／ GUI チェックポイント

新しいクラスに GUI チェックポイントを作成します。

gui_ver_add_class ( TOOLKIT_class [ , ui_function [ , default_check_function ] ] );

TOOLKIT_class オブジェクトの MSW_class または X_class。

ui_function カスタマイズされたユーザ・インタフェースを使って GUI 
チェックポイント・フォームを開発し表示するのに使われる

関数の名前。

default_check_function オブジェクトの標準の検査を制御する関数の名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

gui_ver_set_default_checks ユーザ定義／ GUI チェックポイント

オブジェクト・クラスに標準の GUI 検査を設定します。

gui_ver_set_default_checks ( class, check_names );

class オブジェクト・クラスの名前。

check_names 標準として設定される空白で区切られた検査の名前。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

icon_move コンテキスト・センシティブ／ アイコン・オブジェクト

画面の新しい位置にアイコンを移動します。

icon_move ( icon, x, y );

icon アイコンの論理名または物理的記述。

x, y アイコンの左上角の新しい位置。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は PC プラットフォームで動作している WinRunner と LoadRunner の GUI 仮
想ユーザにのみ使用できます。
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icon_select コンテキスト・センシティブ／ アイコン・オブジェクト

マウス・クリックでアイコンを選択します。

icon_select ( icon );

icon アイコンの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は PC プラットフォームで動作している，WinRunner と LoadRunner の GUI 仮
想ユーザにのみ使用できます。

index 標準／文字列

特定の文字列の中にある別の文字列の位置を示します。

index ( string1, string2 );

string1, string2 2 つの文字列式。

戻り値

戻り値は文字列の位置を示します。文字列がない場合は，0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

int 標準／算術

実数値の整数部を返します。

int ( x );

戻り値

この関数は，整数を返します。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

invoke_application 標準／オペレーティング・システム

テスト・スクリプト内から Windows アプリケーションを呼び出します。

invoke_application ( file, command_option, working_dir, show );

file 呼び出すアプリケーションの完全パス。

command_option 使用するコマンド・ライン・オプション。

working_dir 指定したアプリケーションで実行するディレクトリ。

show ウィンドウを開いたときのアプリケーションの表示方法を指

定します。このパラメータは次の中から指定できます。

値 説明

SW_HIDE ウィンドウを非表示にし，別のウィンドウをアクティブに

します。

SW_MINIMIZE ウィンドウを最小化し，システム・リスト内の最上位の

ウィンドウをアクティブにします。

SW_RESTORE ウィンドウをアクティブにし，表示します。ウィンドウが

最小化または最大化されている場合には，WinRunner は元

のサイズと位置に返します（SW_SHOWNORMAL と同じよ

うに）。

SW_SHOW ウィンドウをアクティブにし，現在のサイズと位置で表示

します。

SW_SHOWMAXIMIZED ウィンドウをアクティブにし，最大化ウィンドウで表示し

ます。

SW_SHOWMINIMIZED ウィンドウをアクティブにし，アイコンで表示します。

SW_SHOWMINNOACTIVE アイコンでウィンドウを表示します。現在アクティブな

ウィンドウはアクティブなままです。

SW_SHOWNA ウィンドウを現在の状態で表示します。現在アクティブな

ウィンドウはアクティブなままです。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は PC プラットフォームで動作している WinRunner と LoadRunner GUI 仮想

ユーザについてのみ使用できます。

java_activate_method コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

指定されたオブジェクトに対して要求した Java メソッドを呼び出します。

iint java_activate_method ( object_name, method_name, retval [ , param1, ... param8 ] 
);

object_name オブジェクト名。

method_name 呼び出す Java メソッドの名前。

retval 呼び出したメソッドからの戻り値を格納する出力変数。* 関

数がブール値の出力を返した場合は，retval パラメータは出

力の文字列表現（「true」または「false」） を返します。

これは戻り値の型が void の Java メソッドでも必要になりま

す。

param1...8 Java メソッドに渡すパラメータ。パラメータは，サポートさ

れている Boolean，boolean，Integer，int，String 型，または

jco オブジェクトのいずれかでなければなりません。jco オブ

ジェクトの詳細については， 233 ページの jco_create を参照

してください。

SW_SHOWNOACTIVATE ウィンドウを最も新しいサイズと位置で表示します。現在

アクティブなウィンドウはアクティブなままです。

SW_SHOWNORMAL ウィンドウをアクティブにし，表示します。ウィンドウが

最小化または最大化されている場合には，WinRunner は元

のサイズと位置に返します（SW_SHOWRESTORE と同じよ

うに）。

値 説明
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner 専用です。

java_activate_static コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

任意の Java クラスの静的メソッドを呼び出します。

int java_activate_static ( class_name, method_name, retval );

class_name 完全修飾 Java クラス名。

method_name 呼び出す静的 Java メソッドの名前。

retval 呼び出されるメソッドからの戻り値を保持する出力変数名。

関数がブール値の出力を返した場合は，retval パラメータは

出力の文字表現（「true」または「false」）を返します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle をサポートしている WinRunner 専用です。

Java_fire_evet コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

Java オブジェクトでのイベントをシミュレートします。

java_fire_event ( object , class [ , constructor_param1,..., constructor_paramX ] );

object Java オブジェクトの論理名または物

理的記述。

class アクティブになるイベントを表す 
Java のクラス名。
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constructor_param1...constructor_paramX オブジェクト・コンストラクタの必須

パラメータ（オブジェクト・パラメー

タの中で指定されたオブジェクト・

ソースを除く）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。

java_get_field コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

オブジェクトのフィールドの現在値を取得します。

java_get_field ( object, field_name, value );

object フィールドが取得されたオブジェクトの論理名，または以前

の java_get_field 関数または他の任意の Java 関数から返され

たオブジェクト。

field_name 取得されるフィールドの名前。

value 取得されるフィールドからの戻り値を保持する出力値の名

前。関数がブール値の出力を返した場合は，out_value パラ

メータは出力の文字表現（「true」または「false」）を返しま

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

231

231

java_get_static コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

静的フィールドの現在値を取得します。

java_get_static ( class, field_name, value );

class 完全修飾 Java クラス名。

field_name 取得されるフィールドの名前。

value 取得されるフィールドからの戻り値を保持する出力変数。関

数がブール値の出力を返した場合は，out_value パラメータは

出力の文字表現（「true」または「false」）を返します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。

java_link_click コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

Java エディタ・オブジェクトのリンクをクリックします。

java_link_click (object, link);

object Java エディタ・オブジェクトの論理名または物理的記述。

link リンク名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。
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java_set_field コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

オブジェクト・フィールドの特定の値を設定します。

java_set_field ( object, field_name, value );

object 以前の java_set_field 関数または他の任意の Java 関数から返

されたオブジェクトの論理名または値。

field_name 値が設定されるフィールドの名前。

value フィールドの新しい値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。

java_set_static コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

静的フィールドの特定の値を設定します。

java_set_static ( class, field_name, value );

class 完全修飾 Java クラス名。

field_name 値が設定されるフィールドの名前。 

value フィールドの新しい値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。
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jco_create コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

アプリケーションやアプレット内，またはアプリケーションやアプレット内にある既存のオブ

ジェクトのコンテキスト内に Java オブジェクトを作成します。

jco_create ( object ,  jco , class [ , constructor_param1 , ... , constructor_param8 ] );

object 新規オブジェクトが作成されるコンテキス

トとして使われるオブジェクト。これはメ

イン・アプリケーション，アプレット・

ウィンドウ，またはアプリケーションやア

プレット内にあるその他の Java オブジェク

トである場合もあります。

jco 返される新規のオブジェクト。

class Java のクラス名。

constructor_param1...constructor_paramx すべてのコンストラクタ・パラメータのリ

スト。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java がサポートされている WinRunner でのみ使用できます。

jco_free コンテキスト・センシティブ／ Java

メモリから指定された jco オブジェクトを開放します。

jco_free ( object_name );

object_name 開放される jco オブジェクトの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。

jco_free_all コンテキスト・センシティブ／ Java

メモリからすべての jco オブジェクトを開放します。

jco_free_all();

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できま

す。

jdc_aut_connect コンテキスト・センシティブ／ Java

WinRunner と Java アプリケーションの接続を確立します。

jdc_aut_connect ( in_timeout );

timeout 次のステートメントが実行されるまでの最大インターバルの

結果を出す 通常の［チェックポイントと CS ステートメント

のタイムアウト（［ツール］＞［一般オプション］＞［実行］

＞［設定］カテゴリ）］に追加される時間（秒単位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java がサポートされている WinRunner でのみ使用できます。
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length 標準／文字列

文字列の文字数を数えます。

length ( string );

string 有効な文字列式。

戻り値

関数の戻り値は引数の文字列の文字数を示します。文字列がないとき，length は値 0 
を返します。

使用可能範囲

この関数は，常に使用できます。

list_activate_item コンテキスト・センシティブ／ List オブジェクト

リスト内の項目をアクティブにします。

list_activate_item ( list, item [ , offset ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item アクティブにするリスト項目。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（この引数は省略可能です）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，常に使用できます。
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list_check_info コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト・プロパティの値を検査する。

list_check_info ( list, property, property_value );

list リストの論理名または物理的記述。

property 検査するプロパティ。

property_value プロパティの期待値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_check_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト内の項目の内容を検査します。

list_check_item ( list, item_num, item_content );

list リストの論理名または物理的記述。

item_num 指定されたリスト内の項目の位置。リスト内の最初の項目に

は 0 という番号が与えられます。

item_content 項目の期待内容。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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list_check_selected コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

指定した項目が選択されているかどうかを検査します。

list_check_selected ( list, selected_items );

list リストの論理名または物理的記述。

selected_item リスト内で選択されているべき項目。複数の項目がある場合

はカンマで区切られます。この引数は文字列または文字列の

リストでなければいけません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_collapse_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

TreeView オブジェクトの項目を非表示にします。

list_collapse_item ( list, item [ , mouse_button ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item 拡張された見出し。この下に項目が表示されます。 

mouse_button 使用するマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，ま

たは RIGHT のいずれかを指定します。標準は左（LEFT）ボ

タンです。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，TreeView オブジェクトについてのみサポートされています。
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list_deselect_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト項目の選択を解除します。

list_deselect_item ( list, item [ , mouse_button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item 選択を解除するリスト項目。

mouse_button 使用するマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，ま

たは RIGHT のいずれかを指定します。何もボタンを指定し

ない場合，標準は左（LEFT）ボタンになります。 

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（任意）。このパラメータは，mouse_button 
引数が使用されている場合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_deselect_range コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

指定した 2 つの項目の間にあるすべての項目の選択を解除します。

list_deselect_range ( list, item1, item2 [ , offset ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item1 範囲の先頭の項目。

item2 範囲の末尾の項目。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（任意）。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_drag_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

ソース・リストから項目をドラッグします。

list_drag_item ( source_list, item [ , mouse_button ] );

source_list リストの論理名または物理的記述。

item リストからドラッグする項目。 

mouse_button 項目をドラッグする間押し続けるマウス・ボタンを示す定

数。LEFT，MIDDLE，または RIGHT のいずれかを指定しま

す。ボタンを指定しない場合，選択を行うためのボタンが標

準で使われます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，リスト・ボックス・オブジェクト上ではサポートされません。

list_drop_on_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

ターゲットのリスト項目の上にオブジェクトをドロップします。

list_drop_on_item ( target_list, target_item );

target_list リストの論理名または物理的記述。

target_item ソース・オブジェクトをドロップするリスト項目。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，リスト・ボックス・オブジェクト上ではサポートされません。

list_expand_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

ツリー・ビュー・オブジェクトの非表示項目を表示します。

list_expand_item ( list, item [ , mouse_button ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item 拡張されたヘッディング。この下に項目が表示されます。

mouse_button 使用するマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，ま

たは RIGHT のいずれかを指定します。標準は左（LEFT）ボ

タンです。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，ツリー・ビュー・オブジェクト上でのみサポートされています。

list_extend_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

選択されている項目のリストに項目を 1 つ追加します。

list_extend_item ( list, item [ , button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item リストに追加する項目。

button 使用するマウス・ボタン（任意）。リスト・ビューやツ

リー・ビューではないコンボ・オブジェクトまたはリストの

場合，左マウス・ボタンしか使用できません。
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offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（任意）。この引数は button 引数を指定した

場合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_extend_multi_items コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト内ですでに選択されている項目に複数の項目を追加します。

list_extend_multi_items ( list, item_list, [ , mouse_button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item_list 選択する項目。カンマによって区切られます。

mouse_button 使用するマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，ま

たは RIGHT のいずれかを指定します。標準は左（LEFT）ボ

タンです。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（任意）。この引数は button 引数を指定した

場合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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list_extend_range コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

項目の範囲を選択し，現在選択されている項目に追加します。

list_extend_range ( list, item1, item2 [ , button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item1 範囲の先頭の項目。

item2 範囲の末尾の項目。

button 使用するマウス・ボタン（任意）。リスト・ビューやツ

リー・ビューではないコンボ・オブジェクトまたはリストの

場合，左マウス・ボタンしか使用できません。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（任意）。この引数は button 引数を指定した

場合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_get_checked_items コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

チェック印が付けられている項目の値と数を取得します。

list_get_checked_items ( list, items, number );

list チェック・ボックスを持っているリスト・ビューまたはツ

リー・ビューの論理名または物理的記述。

items 選択された状態のチェック・ボックスを持っている項目の戻

り値の連結リスト。

number 選択された状態のチェック・ボックスを持っている項目の

数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_get_column_header コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

ListView のカラム・ヘッダの値を返します。

list_get_column_header ( listview_object, in_column_index, out_header_value );

listview_object リストの名前。

in_column_index カラム・インデックス。

out_header_value 返されるカラム・ヘッダ。

注：list_get_column_header 関数はレポート・ビュー（スタイル）を持つ ListView の
オブジェクトにのみ有効です。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

list_get_column_header 関数はレポート・ビュー（スタイル）を持つ ListView のオブ

ジェクトにのみ有効です。

list_get_info コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト・プロパティの値を返します。

list_get_info ( list, property, out_value );

list リストの論理名または物理的記述。
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property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』のリストにあるプロパ

ティのどれか。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_get_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト項目の内容を返します。

list_get_item ( list, item_num, out_value );

list リストの論理名または物理的記述。

item_num 指定されたリスト内の項目の位置。リスト内の先頭の項目に

は 0 という番号が与えられる点に注意してください。

out_value 指定された項目の内容。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_get_item_coord コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト項目の配列と座標をかえします。

list_get_item_coord ( list, item, out_x, out_y, out_width, out_height );

list リスト名。

item 項目の文字列。
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out_x, out_y 項目の長方形の X，Y 座標を格納する出力変数。

out_width, out_height 項目の長方形の幅と高さを格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は JFC のリストおよびツリー・オブジェクトにのみ使用できます。

list_get_item_info コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト項目の状態を返します。

list_get_item_info ( list, item, state, out_value );

list リストの論理名または物理的記述。

item リスト内の項目。

state 項目の状態プロパティ。状態のプロパティは次のとおりです。
CHECKED
SELECTED：リストビュー・オブジェクトまたはツリー

ビュー・オブジェクトにのみ関連します。

IMAGE_INDEX：指定した項目と関連するアイコンのイン

デックス。リストビュー・オブジェクトまたはツリービュー・

オブジェクトにのみ関連します。

out_value 状態プロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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list_get_item_num コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト項目の位置を返します。

list_get_item_num ( list, item, out_num );

list リストの論理名または物理的記述。

item 項目の文字列。

out_num リスト項目の位置を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_get_items_count コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リストの項目数を返します。

list_get_items_count ( list, out_num );

list リストの論理名または物理的記述。

out_num リスト内の項目数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，次の WinRunner アドインに使用できます。

VisualAge for Smalltalk，NatStar/NSDK，Forte/SUN One。
WinRunner Stingray アドインを使用する場合は，この関数はツリー・オブジェクトの

みサポートします。
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list_get_selected コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト内で選択されている項目の数値と文字列値を返します。

list_get_selected ( list, out_item, out_num );

list リストの論理名または物理的記述。

out_item 選択されている項目の名前を格納する出力変数。複数選択の

リストでは，変数は，項目のリストを含み，アルファベット

順に並べられ，［ツール］＞［設定］＞［一般オプション］

ダイアログ・ボックスの［記録］＞［スクリプト形式］カテ

ゴリで設定された文字で区分けされます。標準設定の文字は

コンマです (,)。

注：Java または Oracle アドインでこの関数を使用する場合，上記の［記録］＞［スク

リプト形式］カテゴリの文字セットではなく，常に特殊文字の ASCII24（太い垂直

バー）をセパレータとして使用します。

out_num 項目を格納する出力変数。リストの先頭の項目には 0 という

番号が与えられることに注意してください。標準のリストで

は，選択されている項目のインデックスを格納します。複数

選択のリストでは，選択されている項目の数を格納します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_get_subitem コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

ListView の副項目の値を返します。
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list_get_subitem ( list, item, subitem_index, subitem );

list ListView の論理名または物理的記述。

item 項目名。

subitem_index 要求した副項目のフィールドを示すインデックス。

subitem 返された副項目の値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_rename_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

ListView 項目または TreeView 項目のラベルの編集モードをアクティブにし，名前を変更しま

す。

list_rename_item ( list, item );

list ListView または TreeView の論理名または物理的記述。

item 選択して名前を変更する項目。

注：項目の名前を変更するには list_rename_item ステートメントのあとに type ステー

トメントを使用しなければなりません。item には，項目の論理名または数値インデッ

クスを指定できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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list_select_item コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト項目を選択します。

list_select_item ( list, item [ ,button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item 選択するリスト項目。

button 使用するマウス・ボタン（任意）。リスト・ビューやツ

リー・ビューではないコンボ・オブジェクトまたはリストの

場合，左マウス・ボタンしか使用できません。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定ます（任意）。この引数は button 引数を指定した場

合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_select_multi_items コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト内で複数の項目を選択します。

list_select_multi_items ( list, item_list [ , mouse_button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item_list 選択する項目。コンマで区切って指定します。

mouse_button 使用するマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，ま

たは RIGHT のいずれかを指定します。標準は左（LEFT）ボ

タンです。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と
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して指定します（任意）。この引数は button の引数が定義さ

れている場合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_select_range コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

指定された 2 つの項目の間にあるすべての項目を選択します。

list_select_range ( list, item1, item2 [ , button [ , offset ] ] );

list リストの論理名または物理的記述。

item1 範囲の先頭の項目。

item2 範囲の末尾の項目。

button 使用するマウス・ボタン（任意）。リスト・ビューやツ

リー・ビューではないコンボ・オブジェクトまたはリストの

場合，左マウス・ボタンしか使用できません。

offset クリック位置の横方向オフセット（ピクセル単位）。このオ

フセットは，項目のテキストの左マージンからの相対座標と

して指定します（任意）。この引数は button 引数を指定した

場合にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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list_set_item_state コンテキスト・センシティブ／リスト 

指定したリスト・ビューまたはツリー・ビューの項目の状態を設定します。

list_set_item_state ( list, item, value [ , button ] );

list リスト・ビューまたはツリー・ビューの論理名または物理的

記述。

item 項目の名前。

value 状態アイコン（チェック・ボックス）の値。この値は 1 
（ON）または 0 （OFF）の場合もあります。

button マウス・ボタン（任意）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

list_wait_info コンテキスト・センシティブ／リスト・オブジェクト

リスト・プロパティの値が返されるまで待機します。

list_wait_info ( list, property, value, time );

list リストの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』のリストにあるプロパ

ティのどれか。

value プロパティの値。

time 次のステートメントを実行するまでの最長のインターバルを

秒単位で指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

load 標準／コンパイル済みモジュール

コンパイル済みモジュールをメモリにロードします。

load ( module_name [ ,1|0 [ ,1|0 ] ] );

module_name 既存のコンパイル済みモジュール名を示す文字列式。

1|0 1 はシステム・モジュールであることを示します。0 はユー

ザ・モジュールであることを示します。標準値は 0 です。

1|0 1 は，ロードしたユーザ・モジュールが開き続けないことを

示します。

0 は，モジュールが WinRunner のウィンドウで開いたままに

なることを示します。標準値は 0 です。

注：ロードしたコンパイル済みモジュールの関数に変更を加えた場合，コンパイル済

みモジュールをアンロードして再ロードしなければ，変更内容が有効になりません。

戻り値

この関数は，成功したときは 0 を返し，失敗したときは 1 を返します。

load_16_dll 標準／その他

16 ビットのダイナミック・リンク・ライブラリ（外部の）を実行時にロードします。

load_16_dll ( pathname );

pathname ロードするダイナミック・リンク・ライブラリ（DLL）の完

全パス名。
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注：外部関数を呼び出すには，extern 関数宣言によって宣言しなくてはならないこと

に注意してください。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

load_dll 標準／その他

ダイナミック・リンク・ライブラリ（外部）を実行時にロードします。

load_dll ( pathname [, load_action ] );

pathname ロードするダイナミック・リンク・ライブラリ（DLL）の完

全パス名。
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load_action モジュールのロード時に行う動作（任意）。このパラメータ

の値は次の定数のいずれかです。

注：外部関数を呼び出すには，extern 関数宣言によって宣言しなくてはならないこと

に注意してください。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

値 記述

DONT_RESOLVE_DLL_REFERENCES Windows NT/2000/XP：この値が使用され，実

行可能モジュールが DLL の場合，プロセスと

スレッドの初期化および終了の DllMain は呼び

出されません。また，指定されたモジュールに

よって参照される追加の実行可能モジュールは

ロードされません。 

LOAD_LIBRARY_AS_DATAFILE この値が使用されると，システムは，まるで

データ・ファイルのように，ファイルの呼び出

しプロセスの仮想アドレスにマップします。

マップされたファイルを実行または実行の準備

のために行われることはありません。このフラ

グは，ＤＬＬ をロードし，メッセージまたは

リソースを抽出する場合のみ使います。

Windows NT/2000/XP：リソースで操作する関

数すべてに結果モジュール・ハンドルを使用で

きます。Windows 95/98/Me：リソース管理関数

にのみ結果モジュール処理を使用できます。

LOAD_WITH_ALTERED_SEARCH_PATH この値が使用されると，pathname がパスを指

定し，システムは選択的なファイル検索方法を

使い，指定されたモジュールをロードする関連

実行可能モジュールを検索します。 
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log 標準／算術

指定された数値の自然対数（底を e とする）を返します。

log ( x );

x 正のゼロでない数値を指定します。

戻り値

この関数は実数を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

lov_get_item コンテキスト・センシティブ／ Oracle Developer

Oracle アプリケーションの候補値リストから項目を取得します。

lov_get_item ( list, column, row, out_value );

list 候補値リスト名。

column 項目のカラム番号。

row 項目の行番号。

out_value 項目が格納されるパラメータ。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

lov_select_item コンテキスト・センシティブ／ Oracle Developer

Oracle アプリケーションの候補値リストの項目を選択します。
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lov_select_item ( list, item );

list リスト名。

item 項目の論理名または物理的記述。

注：この関数は記録できません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Developer 2000 サポート機能付きの WinRunner についてのみサポートさ

れています。

lr_whoami 標準／負荷テスト

スクリプトを実行している仮想ユーザの情報を返します。

lr_whoami ( vuser [ , sgroup ] );

vuser 仮想ユーザの ID を格納する出力変数。

sgroup Sgroup の名前を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は LoadRunner GUI 仮想ユーザについてのみ使用できます。

match 標準／文字列

文字列の中で，指定された正規表現に一致する文字列を探します。
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match ( string, regular_expression );

string 対象文字列。

regular_expression 文字列の中で探す文字列を示す正規表現。

戻り値

この関数は，正規表現に一致する文字列が始まる文字の位置を返します。一致するも

のがなければ，値 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

menu_get_desc コンテキスト・センシティブ／メニュー・オブジェクト

メニューの物理的記述を返します。

menu_get_desc ( menu, oblig, optional, selector, out_desc );

menu セミコロンで区切られた，メニューの論理名とメニュー項目

で構成される完全メニュー・パス（例えば，file;open）。サブ

メニューのパスには，メニュー名，メニュー項目，サブメ

ニュー項目を含めて指定します。

oblig 必須プロパティのリスト（空白文字で区切ります）。

optional 任意で指定できるプロパティのリスト（空白文字で区切りま

す）。

selector 任意で指定できるプロパティのリスト（空白文字で区切りま

す）。

out_desc メニューの記述を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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menu_get_info コンテキスト・センシティブ／メニュー・オブジェクト

指定されたメニューのプロパティの値を返します。

menu_get_info ( menu, property, out_value );

menu セミコロンで区切られた，メニューの論理名とメニュー項目

で構成される完全メニュー・パス（例えば，file;open）。サブ

メニューのパスには，メニュー名，メニュー項目，サブメ

ニュー項目を含めて指定します。

property 検査するプロパティ。次のプロパティを指定できます。

class，label，value，enabled，MSW_id，sub_menu，count，
sys_menu，position。

out_value 指定されたプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

menu_get_item コンテキスト・センシティブ／メニュー・オブジェクト

メニュー項目の内容を返します。

menu_get_item ( menu, item_number, out_contents );

menu メニューの論理名または物理的記述。サブメニューの完全パ

スは，セミコロンで区切られた，メニューの論理名とメ

ニュー項目で構成されます（例えば，file;type）。

item_number メニューの項目の位置番号。先頭の位置は 0 という番号が付

けられていることに注意してください。

out_contents 指定されたメニューの値を格納する出力変数。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

259

259

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

menu_get_item_num コンテキスト・センシティブ／メニュー・オブジェクト

メニュー項目の位置を返します。

menu_get_item_num ( menu, item, out_position );

menu メニューの論理名または物理的記述。サブメニューの完全パ

スは，セミコロンで区切られた，メニューの論理名とメ

ニュー項目で構成されます（例えば，file;type）。

item メニューに表示される項目の名前（文字列値）。

out_position 項目の位置番号を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

menu_select_item コンテキスト・センシティブ／メニュー・オブジェクト

メニューから項目を選択します。

menu_select_item ( menu; item [ x, y ] );

menu メニューの論理名または物理的記述。

item 選択する項目。

x,y x と y 座標（ピクセル）で表されたマウス・クリックの位置。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

menu_wait_info コンテキスト・センシティブ／メニュー・オブジェクト

メニュー・プロパティの値を待機します。

menu_wait_info ( menu, property, value, time );

menu メニューの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に記載されている任意の

プロパティ。 

value プロパティの値。

time 次のステートメントが実行されるまでの秒単位の最長イン

ターバールを示します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

method_wizard コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

Java メソッド・ウィザードを起動します。このウィザードで，アプリケーションまたはアプ

レット内の jco オブジェクトに関連するメソッドを参照し，表示されたメソッドのいずれかに

対して正確な java_activate_method ステートメントを生成できます。

method_wizard ( [ object ] );

object ［Java メソッドウィザード］に表示されるメソッドのあるオ

ブジェクトの名前。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle をサポートする WinRunner 専用です。

move_locator_abs アナログ／入力デバイス

マウス・ポインタを新しい絶対座標へ動かします。

move_locator_abs ( x, y [ , time ] );

x, y ポインタの新しい位置の画面上の絶対座標（ピクセル単位）。

time ポインタを移動する前に経過させるインターバル時間（ミリ

秒単位）。

戻り値

この関数は常に 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

move_locator_rel アナログ／入力デバイス

マウス・ポインタを新しい相対的な位置へ動かします。

move_locator_rel ( x, y [ , time ] );

x, y 現在のポインタの位置から相対的に示されるポインタの新し

い位置の画面上の座標（ピクセル単位）。

time ポインタを移動する前に経過させるインターバル時間（ミリ

秒単位）。

戻り値

この関数の戻り値は常に 0 です。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

move_locator_text アナログ／入力デバイス

画面ポインタを文字列まで動かします。

move_locator_text ( string, search_area [ , x_shift [ ,y_shift ] ] );

string 有効な文字列式。この文字列は，文字列の前と後ろに空白文

字を指定する完全なものでなくてはなりません。空白文字を

含めない正規表現も指定できます。

search_area 検索する領域。四角形の対角上の 2 つの角を定義する，座標

x1, y1, x2, y2 で指定します。インタープリタはその四角形で

定義された領域の中のテキストを検索します。

x_shift, y_shift 指定された文字列からのポインタの位置のオフセットをピク

セル単位で示します。

戻り値

この関数は，テキストが見つかったら 0 を，見つからない場合は，1 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

move_locator_track アナログ／入力デバイス

記録した軌跡にそってマウス・ポインタを動かします。

move_locator_track ( track_id );

track_id テスト・データベースに保存されている移動軌跡情報を示す

コード。指定する移動軌跡は，キーボードやマウスからの入

力による割り込みのない一連の連続したポインタの動きで

す。

戻り値

この関数は，常に値 0 を返します。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

mtype アナログ／入力デバイス

マウス・ボタンの入力を指定します。

mtype ( button_input [ , technical_id ] );

button_input マウス・ボタンの入力を表す文字列式。

technical_id 内部的なタイミングや同期化データを示します。このパラ

メータは，mtype ステートメントを記録したときにだけ存在

します。

戻り値

この関数は常に値 0 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

nargs 標準／その他

渡された引数の数を返します。

nargs ( );

戻り値

この関数は関数やテストの定義で指定された数ではなく，実際に渡された引数の数を

返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_check_bitmap コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクト・ビットマップと期待ビットマップを比較します。
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obj_check_bitmap ( object, bitmap, time [ , x, y, width, height ] );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

bitmap キャプチャされたビットマップを識別する文字列式。

time 直前の入力イベントから現在の GUI データをキャプチャす

るまでの間の最大のインターバル秒数。このインターバルは

テスト・オプションの timeout_msec に加算されます。詳細に

ついては，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「テスト・

スクリプトからのテスト・オプションの設定」の章を参照し

てください。

x, y 領域ビットマップ：この領域を含むウィンドウからの相対座

標で示される領域ビットマップの左上角の座標点。

width, height 領域ビットマップ：領域サイズ（ピクセル）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_check_gui コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

現在の GUI オブジェクトのデータと期待データを比較します。

obj_check_gui ( object, checklist, expected_results_file, time );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。 

checklist GUI チェックを定義するチェックリスト名。

expected_results_file 期待 GUI データを格納するファイル名。

time 直前の入力イベントから現在の GUI データをキャプチャす

るまでのインターバルの最大秒数。このインターバルはテス

ト・オプションのタイムアウトに加算されます。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_check_info コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトのプロパティの値を検査します。

obj_check_info ( object, property, property_value [, timeout ] );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

property 検査するプロパティ。

property_value プロパティの値。

timeout このパラメータで指定された時間まで，プロパティが利用可

能になるのを待機します（任意）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_check_text コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトまたは領域のテキストを指定した期待テキストと比較して検査します。
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注：

画像ベースのテキスト認識メカニズムを使用する場合は，obj_check_text はテキストを 1 行し

か読み取りません。オブジェクトまたは指定された領域に複数行のテキストがが含まれる場合

は，最も左側から開始される行が読み取られます。左側の同じ場所から複数行が開始された場

合は，最後の行が読み取られます。画像ベースのテキスト認識の詳細については，

『WinRunner ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

1 つの obj_check_text ステートメントでキャプチャされる最大文字数は 2048 文字です。

obj_check_text ( object, expected_text [, x1, y1, x2, y2 ] );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。オブジェクト

の属するクラスは問いません。

expected キャプチャされるテキストの期待値。

x1,y1,x2,y2 指定したオブジェクトに関連してテキストが取得される四角

形の座標（単位：ピクセル）。2 組の座標で，四角形の任意

の対角の座標を指定できます。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_click_on_text コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトの中のテキストをクリックします。

obj_click_on_text ( object, string [ , search_area ] [ , string_def [ , mouse_button ] ] ); 

object 検索するオブジェクトの論理名または物理的記述。

string 検索するテキスト。大文字小文字を区別するリテラル文字列

を指定するには，検索文字列を引用符で囲みます。また，正

規表現を含む文字列変数を指定することもできます。正規表

現の先頭を感嘆符にする必要はありません。 
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search_area オブジェクトからの相対座標で示す検索対象オブジェクトの

領域。この領域は，矩形の検索領域の対角線上の 2 つの座標

を指定する x1，y1，x2，y2 によって定義します。

search_area が定義されない場合，オブジェクト全体が検索領

域と見なされます。

string_def テキストの検索方法を定義します。string_def を指定しな

かった場合（標準設定の 0 あるいは FALSE），インタプリ－

タは単語全体が完全に一致する単独の語だけを検索します。

1 あるいは TRUE が指定された場合は，単語の一部が一致す

るものも検索します。

mouse_button テキスト文字列をクリックするマウス・ボタンを指定しま

す。LEFT，MIDDLE あるいは RIGHT のいずれかを指定しま

す。ボタンを指定しなかった場合の標準設定は左ボタンで

す。string_def に 1 または TRUE を指定した場合には，使用

するマウス・ボタンを指定しなければなりません。同様に，

使用するマウス・ボタンを指定した場合，string_def を指定

しなければなりません 。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_drag コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

ドラッグ元オブジェクトからオブジェクトをドラッグします。

obj_drag ( source_object, x, y [ , mouse_button ] );

source_object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。 

x, y ドラッグ元オブジェクト上でクリックされたときのマウス・

ポインタの x，y 座標。ドラッグ元オブジェクトの左上角か

らの相対座標。
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mouse_button ドラッグ中に押し続けているマウス・ボタンを指定する定

数。LEFT，MIDDLE または RIGHT のいずれかを指定しま

す。ボタンを指定しない場合，標準ではセレクト機能を行う

ボタンになります。このオプションのパラメータは 
WinRunner にのみ使用できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_drop コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトをドラッグ先のオブジェクトにドロップします。

obj_drop ( target_object, x, y );

target_object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述 。任意のクラ

スのオブジェクトを指定できます。 

x, y ドラッグ先のオブジェクトの上でドロップしたときのマウ

ス・ポインタの x，y 座標。ドラッグ先のオブジェクトの左

上角からの相対座標として指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_exists コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

指定されたオブジェクトが画面上に表示されているかどうかを検査します。
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obj_exists ( object [ , time ] );

object オブジェクトの論理名または物理的記述 。任意のクラスの

オブジェクトを指定できます。

time 標準のタイムアウト設定（timeout_msec テスト・オプション

で指定）に追加する時間の合計（秒単位）。これにより，以

降のステートメントが実行されるまでの最大待機時間が新し

くなります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_find_text コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクト内の文字列の場所を返します。

obj_find_text ( object, string, result_array [ , search_area [ , string_def ] ] );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラスのオ

ブジェクトを指定できます。

string 有効な文字列式または正規表現を含められる文字列変数の名

前。ただし，感嘆符「!」はリテラル文字列として扱われる

ので，正規表現を指定するときには含めないでください。

result_array 文字列の位置を格納する 4 つの要素の配列の名前。要素には 
1 から 4 までの番号が振られます。要素 1 と 2 は領域を指定

する長方形の左上角の x と y の座標を格納し，要素 3 と 4 は
右下角の座標を格納します。

search_area 検索する画面上の領域を座標を使って示します。長方形の任

意の対角線上の 2 つの角を x と y の座標組で定義します。座

標は result_array に格納されます。

string_def 実行する検索の種類を定義します。値が指定されていない場

合（0 あるいは FALSE），完全に一致する単一の単語のみを
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検索します。1 または TRUE が指定された場合，単語の一部

が一致するものも検索します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_get_desc コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトの物理的記述を返します。

obj_get_desc ( object, oblig, optional, selector, out_desc );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

oblig 必須プロパティのリスト（空白文字で区切られます）。

optional 任意で指定できるプロパティのリスト（空白文字で区切られ

ます）。

selector このオブジェクト・クラスで使われるセレクタのタイプ

（location あるいは index）。

out_desc GUI オブジェクトの記述を格納する出力変数。

戻り値

oblig，optional，selector がヌルの文字列の場合，obj_get_desc はオブジェクトで現在

学習している構成設定を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_get_info コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトのプロパティの値を返します。
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obj_get_info ( object, property, out_value );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。 

out_value 指定されたプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_get_text コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトからテキストを読み取ります。

obj_get_text ( object, out_text [ , x1, y1, x2, y2 ] );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

out_text キャプチャされたテキストを格納する出力変数の名前。

x1,y1,x2,y2 指定したオブジェクトからの相対座標で，テキストを読み取

る位置を示すパラメータ（任意）。対象領域を表す長方形の

対角線上の任意の 2 つの角の座標を指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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obj_highlight コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトを強調表示します。

obj_highlight ( object [ , flashes ] );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラスのオ

ブジェクトを指定できます。

flashes 画面上でオブジェクトを点滅させる回数。標準設定は 4 回で

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_key_type コンテキスト・センシティブ ／ Java/Oracle

Java コンポーネントにキーイベントを送ります。

obj_key_type ( object, keyboard_input );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。

keyboard_input キーストロークを示す文字列式。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照ください。

使用可能範囲

この関数は Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できます。

obj_mouse_click コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトをクリックします。
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obj_mouse_click ( object, x, y [ , mouse_button ] );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラスのオ

ブジェクトを指定できます。

x, y x と y 座標（ピクセル）で表されたマウス・クリックの位置。

座標は，GUI オブジェクトの左上角からの相対座標を指定し

ます。

mouse_button クリックするマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE 
あるいは RIGHT のいずれかを指定します。ボタンを指定し

なかった場合，セレクト機能を行うボタンが標準のボタンと

なります。

注：obj_mouse_click ステートメントによりテストを実行する場合には，マウスがク

リックする object は完全に表示されなくてはなりません。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_mouse_dbl_click コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトの中でダブルクリックを実行します。

obj_mouse_dbl_click ( object, x, y [ , mouse_button ] );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

x, y x と y 座標（ピクセル）で表されたダブルクリックの位置。

座標は，GUI オブジェクトの左上角からの相対座標として指

定します。

mouse_button クリックするマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE 
あるいは RIGHT のいずれかを指定します。ボタンを指定し
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なかった場合，セレクト機能を行うボタンが標準設定のボタ

ンとなります。

注：obj_mouse_dbl_click ステートメントによりテストを実行する場合には，マウスが

クリックする object は完全に表示されなくてはなりません。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_mouse_drag コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクト内でマウスをドラッグします。

obj_mouse_drag ( object, start_x, start_y, end_x, end_y [ , mouse_button ] );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラスのオ

ブジェクトを指定できます。

start_x, start_y マウス・ドラッグの起点の x と y の座標。座標は GUI オブ

ジェクトの左上角からの相対座標として指定します。

end_x, end_y マウス・ドラッグの終点の x と y の座標。座標は GUI オブ

ジェクトの左上角からの相対座標として指定します。

mouse_button クリックするマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE 
あるいは RIGHT のいずれかを指定します。ボタンを指定し

なかった場合，セレクト機能を実行するボタンが標準設定の

ボタンとなります。

注：obj_mouse_drag ステートメントを持つテストを実行する場合には，マウスがド

ラッグする object は完全に表示されなくてはなりません。 
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_mouse_move コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクト内でマウス・ポインタを移動します。

obj_mouse_move ( object, x, y );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラス

のオブジェクトを指定できます。

x, y x と y 座標（ピクセル）で表されたマウス・ポインタの位置。

座標はオブジェクトの左上角からの相対座標として指定しま

す。この位置はオブジェクトの左上角からの相対的です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_move_locator_text コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

マウス・ポインタをオブジェクトの中の文字列に移動します。

obj_move_locator_text ( object, string [ , search_area ] [ , string_def ] ); 

object オブジェクトの論理名または物理的記述。

string 検索するテキスト。大文字小文字を区別するリテラル文字列

を指定するには，検索文字列を引用符で囲みます。または，

文字列変数を指定できます。文字列変数の値には正規表現を

含めることができます（正規表現の先頭を感嘆符にする必要

はありません）。 
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search_area ウィンドウからの相対座標で示される検索対象オブジェクト

の領域。この領域は，矩形検索領域の対角線上の 2 つ座標を

指定する x1，y1，x2，y2 によって定義します。このパラ

メータが定義されていない場合，オブジェクト全体が検索領

域と見なされます。

string_def テキストの検索方法を定義します。string_def を指定しな

かった場合（標準のパラメータの 0 あるいは FALSE），イン

タープリタは単語全体が完全に一致するものだけを検索しま

す。1 あるいは TRUE が指定された場合は，単語の一部が一

致するものも検索します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_set_info コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

オブジェクトのプロパティの値。

obj_set_info ( object, property, value );

object Java オブジェクトの論理名。任意のクラスのオブジェクトを

指定できます。

property set メソッドを持つ任意のプロパティ。

value プロパティの新しい値を格納する変数。

戻り値

この関数は標準の戻り値のいずれか１つを返します。次のいずれかの場合には，指定

されたプロパティ（値など）について E_ATTR_NOT_SUPPORTED を返します。

➤ オブジェクトが setValue メソッドを持っていない。

➤ setValue メソッドは存在するが，複数のパラメータを有するか，またはパラメータが

次の Java クラスのいずれにも属さない。String，int，boolean，Integer，Boolean。
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➤ TSL コール・ステートメントに与えられたパラメータを上記の Java クラスに変換でき

ない。

➤ コール・ステートメントで提供されたパラメータを使用するときに，setValue メソッ

ドが Java 例外を投げる。

使用可能範囲

この関数は Java または Oracle がサポートされている WinRunner でのみ使用できます。

obj_type コンテキスト・センシティブ／オジェクト

キーボード入力をオブジェクトに送ります。

obj_type ( object, keyboard_input );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。

keyboard_input キーストロークを示す文字列式。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Java をサポートする WinRunner 専用です。

obj_type コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

キーボード入力をオブジェクトに送ります。

obj_type ( object, keyboard_input );

object GUI オブジェクトの論理名または物理的記述。

keyboard_input キーストロークを示す文字列式。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_wait_bitmap コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

画面上に描かれるビットマップを待機します。

obj_wait_bitmap ( window, bitmap, time [ , x, y, width, height ] );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。任意のクラスのオ

ブジェクトを指定できます。

bitmap キャプチャされたビットマップを識別する文字列式。

time 直前の入力イベントから現在のビットマップをキャプチャす

るまでのインターバルを秒単位で示します。このインターバ

ルは timeout_msec テスト・オプションのタイムアウトに加算

され，その合計値が WinRunner がビットマップのキャプチャ

を待機する時間を表します。

x, y 領域ビットマップ：選択領域を含むオブジェクトからの相対

座標で示される，領域ビットマップの左上角の座標点。

width, height 領域ビットマップ： 選択領域のサイズ（ピクセル）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

obj_wait_info コンテキスト・センシティブ／オブジェクト

オブジェクトのプロパティの値を待機します。

obj_wait_info ( object, property, value, time );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。
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property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている任

意のプロパティ。 

value 関数が待機するプロパティの値。

time 次のステートメントが実行されるまでのインターバル（秒単

位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

optionset_select コンテキスト・センシティブ／ ActiveX/VIsual Basic

OptionSet Infragistics（Sheridan） Data Widgets コントロールでいずれかのオプション・ボタンを

選択します。

optionset_select ( button_set , button , [ by_keyboard ] );

button_set オプション・ボタン・セットの論理名または物理的記述。

button 選択するボタン。ボタン名（ラベル），またはインデックス 
ID （ボタンのインデックスが付いた番号）です。最初のボ

タンのインデックスは「0」です。

by_keyboard 任意。キーボード操作による選択（「1」）か，マウス操作に

よる選択（「0」）を指定します。オプション・セットが散在

している場合は，マウスによる入力が正しく機能しないこと

があるため，このパラメータを「1」（キーボード入力）に設

定することをお勧めします。標準設定は「0」（マウス操作に

よる選択）です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，OptionSet Infragistics（Sheridan） Data Widgets コントロールのテスト中に，

ActiveX アドインにのみ使用できます。

ora_obj_get_info コンテキスト・センシティブ／ Oracle Developer

指定された項目の値を取得します。

ora_obj_get_info ( object , property , out_value );

object オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 次の Oracle のプロパティのいずれかです。

out_value プロパティの戻り値。

Oracle のプロパティ :

AUTO_HINT, AUTO_SKIP，BASE_TABLE, BORDER_BEVEL， 
CASE_INSENSITIVE_QUERY，CASE_RESTRICTION，

CURRENT_RECORD_ATTRIBUTE，DATABASE_VALUE, DATATYPE DIRECTION，

DISPLAYED, ECHO，EDITOR_NAME, EDITOR_X_POS，EDITOR_Y_POS, ENABLED， 
ENFORCE_KEY，FIXED_LENGTH，FORMAT_MASK，HEIGHT, HINT_TEXT，
ICON_NAME，ICONIC_BUTTON，INSERT_ALLOWED，ITEM_CANVAS，
ITEM_IS_VALID，ITEM_NAME，ITEM_TYPE，KEEP_POSITION，LABEL, LIST，
LOCK_RECORD_ON_CHANGE，LOV_VALIDATION，LOV_X_POS, LOV_Y_POS，
MAX_LENGTH，MOUSE_NAVIGATE，MULTI_LINE, NAVIGABLE，
NEXT_NAVIGATION_ITEM，NEXTITEM，PREVIOUS_NAVIGATION_ITEM， 
PREVIOUSITEM，PRIMARY_KEY，QUERY_LENGTH，QUERY_ONLY, 
QUERYABLE，RANGE_HIGH, RANGE_LOW，REQUIRED，SCROLLBAR, SECURE，
TEXT，UPDATE_COLUMN，UPDATE_NULL，UPDATE_PERMISSION，

UPDATEABLE，VISUAL_ATTRIBUTE，WIDTH，WINDOW_HANDLE，
WRAP_STYLE，X_POS, Y_POS

これらのプロパティの詳細については，Oracle Developer のマニュアルを参照してく

ださい。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，Developer 2000 サポート機能付きの WinRunner においてのみサポートさ

れています。

output_message 標準／負荷テスト

コントローラにメッセージを送ります。

output_message ( message );

message 任意の文字列。

output_message 関数は仮想ユーザ・スクリプトからコントローラの［出力］ウィンド

ウにメッセージを送ります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は LoadRunner の GUI 仮想ユーザにのみ使用できます。

password_edit_set 標準／パスワード

パスワード編集フィールドの値を指定した値に設定します。

password_edit_set ( edit_object, encrypted_password ); 

edit_object 編集オブジェクトの論理名または物理的記述。

encrypted_password スクリプトに表示される暗号化されたパスワード。

注：edit_set, type，obj_type TSL 関数を使用してパスワードを設定できます。

password_edit_set 関数は，テスト・スクリプトからパスワードを排除することで，よ

り高い機密性を提供します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

password_encrypt コンテキスト・センシティブ／パスワード

平文のパスワードを暗号化します。

password_encrypt ( password );

password 平文のパスワード。

戻り値

この関数は，暗号化したパスワードを返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

pause 標準／ I/O

テスト実行を一時停止し，メッセージ・ボックスを表示します。

pause ( [ expression ] );

expression 任意の有効な式。

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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phone_append_text コンテキスト・センシティブ／ WAP

指定されたテキスト文字列を，phone エディタの現在の値に追記します。

phone_append_text ( text );

text phone エディタに追記するテキスト文字列。

注：この関数は，phone が編集モードになっているときに使用できます。phone が編

集モードになっていないときにこの関数を使うと，違法な処理を返します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。また，この関数は Nokia 
および Phone.com エミュレータに対してもサポートされています。

phone_edit_set コンテキスト・センシティブ／ WAP

phone エディタの内容を指定されたテキスト文字列と置換します。

phone_edit_set ( text );

text phone エディタに挿入するテキスト文字列。

注：この関数は，phone が編集モードになっている場合に使用できます。phone が編

集モードになっていない場合にこの関数を使うと，違法な処理を返します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。また，この関数は Nokia 
および Phone.com エミュレータに対してもサポートされています。

phone_get_name コンテキスト・センシティブ／ WAP

phone のモデル名を返します。

phone_get_name ( name );

name phone のモデル名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。また，この関数は Nokia 
および Phone.com エミュレータに対してもサポートされています。

phone_GUI_load コンテキスト・センシティブ／ WAP

現在ロードされている GUI マップ・ファイルをアンロードし，指定された Phone.com phone に
GUI マップをロードします。

phone_GUI_load ( [ name ] );

name phone のモデル名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。この関数は Phone.com エ
ミュレータに対してのみサポートされています。
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phone_key_click コンテキスト・センシティブ／ WAP

phone キーをクリックします。

phone_key_click ( key [ , delay [ , timeout ] ] ); 

key phone キーの論理名または物理的記述。

delay 編集中に，新しい文字の挿入に対する補正に追加的な遅れが

生じていることを示す Boolean 型パラメータ。

timeout キーを押し下げする間の合計時間（ミリ秒単位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。また，この関数は Nokia 
および Phone.com エミュレータに対してもサポートされています。

phone_navigate コンテキスト・センシティブ／ WAP

指定されたサイトへの接続を phone に指示します。

phone_navigate ( URL [ , timeout ] );

URL phone がナビゲートする URL。

timeout 接続を確立している間に phone が待機する合計時間（ミリ秒

単位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。また，この関数は Nokia 
および Phone.com エミュレータに対してもサポートされています。
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phone_sync コンテキスト・センシティブ／ WAP

Nokia エミュレータで phone がナビゲートした後に記録され，次の処理の準備ができるまで 
WinRunner に待機するよう指示します。

phone_sync ( [ redirect [ , timeout ] ] );

redirect 別の URL へのリダイレクトを phone が待機する合計追加時

間を示す任意の Boolean 型パラメータ。

timeout 接続の確立を phone が待機する合計時間（ミリ秒単位）。

注：ナビゲートを含む phone_key_click ステートメントが Nokia phone で記録された

後，この関数は自動的にテスト・スクリプトに挿入されます。タイムアウトは，

WinRunner がナビゲートの終了を期待する時間帯です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WAP アドインに対してサポートされています。

この関数は Nokia エミュレータに対してのみサポートされています。また，この関数

は，Nokia および phone.com エミュレータでのテスト実行に対してサポートされてい

ます。

popup_select_item コンテキスト・センシティブ／ Java/Oracle

Java ポップアップ・メニューから項目を選択します。

popup_select_item ( "menu component;menu item" );

menu メニューを含む Java コンポーネントの論理名または物理的

記述。

item 選択する項目。
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注：JDK 1.2 - 1.2.2_001 上で popup_select_item 項目を使用する場合，ポップアップ・

メニューを開くステートメント（多くの場合，obj_mouse_click()）の前に次のステー

トメントを挿入します。

set_aut_var("USE_LOW_LEVEL_EVENTS", "all"); 

このパラメータを次のステートメント使って，popup_select_item ステートメントの後

の空の文字列（" "）に戻すように変更できます。

set_aut_var("USE_LOW_LEVEL_EVENTS", "");

ステートメントは，WinRunner がマウス・ドライバを使用するユーザの操作（ポップ

アップ・メニューでのクリック操作）をシミュレートできるようにします。このモー

ドでテストを実行すると，記録されたユーザ操作を実行しているかのようにカーソル

が画面上を移動します。

USE_LOW_LEVEL_EVENTS ステートメントを上記のように挿入しないと，テスト結

果に表示されたことを知らせるメッセージが表示されます。

USE_LOW_LEVEL_EVENTS 変数の詳細については，『WinRunner Java アドイン・

ユーザーズ・ガイド』または『WinRunner Oracle アドイン・ユーザーズ・ガイド』

を参照してください。

戻り値

この関数は標準の戻り値のいずれか １ つを返します。次のいずれかの場合には，指

定されたプロパティ（値など）について E_ATTR_NOT_SUPPORTED を返します。

➤ オブジェクトが setValue メソッドを持っていない。

➤ setValue メソッドは存在するが，複数のパラメータを有するか，またはパラメータが

次の Java クラスのいずれにも属さない。String，int，boolean，Integer，Boolean。 

➤ TSL 呼び出しステートメントで指定されたパラメータを上記の Java クラスに変換でき

ない。

➤ 呼び出しステートメントで提供されたパラメータを使用するときに，setValue メソッ

ドが Java 例外をスローする９。
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使用可能範囲

この関数は，Java アドインまたは Oracle アドインをサポートする WinRunner に対して

のみ使用可能です。

qcdb_add_defect 標準／ Quality Center

（以前の tddb_add_defect）

WinRunner が接続されているプロジェクトの Quality Center 不具合データベースに新規不具合を

追加します。

qcdb_add_defect (summary, description, defect_fields);

summary 不具合のサマリ。

description 不具合の説明。

defect_fields 不具合に含めるフィールドの名前と値。次の形式を使用します。

"FieldName1=Value1;FieldName2=Value2;FieldNameN=Valu
eN".

注：フィールド・ラベルではなくフィールド名を入力しま

す。例えば，フィールド・ラベルが Detected By の場合は，

フィールド名の BG_DETECTED_BY を使用します。詳細に

ついては，Quality Center のマニュアルを参照してください。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，WinRunner が Quality Center プロジェクト・データベースに接続されてい

るときだけ使用できます。

qcdb_get_step_value 標準／ Quality Center

（以前の tddb_get_step_value）

Quality Center プロジェクト内の「dessteps」テーブルのフィールドの値を返します。
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qcdb_get_step_value ( field, step_index [ , qc_path ] );

field フィールドの論理名または物理的記述。

step_index ステップのインデックス。

qc_path .Quality Center テスト・パス（任意の引数 － 標準設定は現在

のテスト）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，WinRunner が Quality Center プロジェクト・データベースに接続されてい

るときだけ使用できます。

qcdb_get_test_value 標準／ Quality Center

（以前の tddb_get_test_value)

.Quality Center プロジェクト内の「test」テーブルのフィールドの値を返します。

qcdb_get_test_value ( field [ , qc_path ] );

field フィールドの論理名または物理的記述。

qc_path Quality Center テスト・パス（任意の引数 － 標準設定は現在

のテスト）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，WinRunner が Quality Center プロジェクト・データベースに接続されてい

るときだけ使用できます。
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qcdb_get_testset_value 標準／ Quality Center

（以前の tddb_get_testset_value）

Quality Center プロジェクト・データベース内の「testcycl」テーブルのフィールドの値を返しま

す。

qcdb_get_testset_value ( field [, qc_path [, test_set ] ] ); 

field フィールドの論理名または物理的記述。

qc_path Quality Center テスト・パス（任意の引数 － 標準設定は現在

のテスト）。

test_set テスト・セット名（任意の引数 － 標準設定は現在の 
TestSet）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，WinRunner が Quality Center プロジェクト・データベースに接続されてい

るときだけ使用できます。

qcdb_load_attachment 標準／ Quality Center

（以前の tddb_load_attachment）

テストの添付ファイルをローカル・キャッシュにダウンロードし，ファイルがダウンロードさ

れるローカル・キャッシュのファイル・システム・パスを返します。

qcdb_load_attachment ( attachment [ , path ] ); 

attachment 添付ファイル名。

path 添付ファイルをダウンロードする Quality Center のサブジェ

クト・パス。

戻り値

この関数は，添付ファイルをダウンロードする，ローカル・キャッシュのパスを返し

ます。
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使用可能範囲

この関数は，WinRunner が Quality Center プロジェクト・データベースに接続されてい

るときだけ使用できます。

qt_force_send_key 標準／ QuickTest 2000

情報を挿入すると，画面が変わる編集フィールドを認識するよう指定します。

qt_force_send_key ( window_name, field_name [ , additional_key ] );

window_name ウィンドウの名前。

field_name 編集フィールドの名前。

additional_key 画面の変更を引き起こすキー。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，QuickTest 2000 にのみ使用できます。

qt_reset_all_force_send_key 標準／ QuickTest 2000

以前に qt_force_send 関数を使って作成された画面変更の設定を無効にします。

qt_reset_all_force_send_key ( ); 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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qt_force_send_key 標準／ QuickTest 2000

情報を挿入すると，画面が変わる編集フィールドを認識するよう指定します。

qt_force_send_key ( window_name, field_name [ , additional_key ] );

window_name ウィンドウ名。

field_name 編集フィールドの名前。

additional_key 画面変更を引き起こすキー。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は QuickTest 2000 でのみ使用できます。

qt_reset_all_force_send_key 標準／ QuickTest 2000

以前に qt_force_send_key 関数を使って作成された画面変更の設定を無効にします。

qt_reset_all_force_send_key ( ); 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

rand 標準／算術

0 ＜ n ＜ 1 の範囲で擬似乱数（浮動小数点 n）を返します。
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rand ( );

戻り値

この関数は，実数値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

reload 標準／コンパイル済みモジュール

メモリからコンパイル済みモジュールを取り除き，再びロードします。

reload ( module_name [ ,1|0 [ ,1|0 ] ] );

module_name 既存のコンパイル済みモジュール名を表す文字列式。

1|0 1 はシステム・モジュールを表し，0 はユーザ・モジュール

を表します。標準設定は 0 です。

1|0 このパラメータの指定は任意であり，2 番目のパラメータが

実装されない限り，実装されません。1 は，ロード後のユー

ザ・モジュールが開いたままではないことを表します。

0 はモジュールが WinRunner のウィンドウ内で開いたままに

なっていることを表します。標準値は 0 です。

注：ロードしたコンパイル済みモジュールの関数に変更を加えた場合，コンパイル済

みモジュールをアンロードして再ロードしなければ，変更内容が有効になりません。

詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「コンパイル済みモジュール

の作成」の章を参照してください。

戻り値

この関数は，成功すると 0 を返し，失敗すると 1 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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rendezvous 標準／負荷テスト

仮想ユーザ・スクリプトにランデブー・ポイントを設定します。

rendezvous ( rendezvous_name );

rendezvous_name declare_rendezvous ステートメントで宣言されているランデ

ブー名。

戻り値

この関数は操作が成功すると 0 を返します。失敗すると，以下のエラー・コードのい

ずれか 1 つを返します。

使用可能範囲

この関数は LoadRunner の GUI 仮想ユーザにのみ使用できます。

report_msg 標準／ I/O

テスト・レポートにメッセージを書き込みます。

report_msg ( message );

message 有効な文字列式。

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。

エラー・コード 番号 説明

E_OK 0 操作が成功しました。

E_TIMEOUT -10016 操作実行前にタイムアウトになりました。

E_REND_NF -10218 ランデブーが未定義です。

E_REND_NOT_MEM -10219 ランデブーに仮想ユーザが参加者として定義され

ていません。

E_REND_INVALID -10220 ランデブーが無効です。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

return 標準／呼び出しステートメント

式を関数内で排他的に使用して，呼び出し元関数あるいはテストに返します。また，呼び出し

関数の実行も停止して，関数またはテストの呼び出しにコントロールを戻します。

注：return ステートメントは関数ではありません。したがって，［関数ジェネレータ］

には表示されません。

return [ expression ];

expression 返される式。

配列についての注意：関数から配列を返すことはできません。配列の値を返すために

は，関数で OUT パラメータとして配列を宣言する必要があります。

関数の戻り値は次のいずれかです。

➤ char 型（署名ありおよび署名無し）

➤ string 型（C 言語の char 型と同じ）

➤ short 型（署名ありおよび署名無し）

➤ int 型（署名ありおよび署名無し）

➤ long 型（署名ありおよび署名無し）

➤ float 型

➤ double 型
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戻り値

式を指定しなかった場合，空文字列が返されます。 あるいは，return ステートメント

は戻り値を持ちません。

使用可能範囲

このステートメントは常に使用できます。

戻り値

式を指定しなかった場合，空文字列が返されます。 あるいは，return ステートメント

は戻り値を持ちません。

使用可能範囲

このステートメントは常に使用できます。
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scroll_check_info コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロール・プロパティの値を検査します。

scroll_check_info ( scroll, property, property_value );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

property 検査するプロパティ。

property_value プロパティの期待値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

scroll_check_pos コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロールの現在位置を検査します。

scroll_check_pos ( scroll, position );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

position スクロールの期待位置を示す数字。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

scroll_drag コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

指定した位置までスクロールします。
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scroll_drag ( scroll, orientation, position );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または 
HSCROLL （水平方向）を指定する。

position スクロール内の絶対位置。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

scroll_drag_from_min コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

最小位置からスクロールします。

scroll_drag_from_min ( scroll, orientation, position );

scroll スクロール・オブジェクトの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または 
HSCROLL （水平方向）を指定する。

注：orientation パラメータは，Java オブジェクトには使用できません。

position 最小位置からスクロールをドラッグする単位数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。
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scroll_get_info コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロール・プロパティの値を返します。

scroll_get_info ( scroll, property, out_value );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』のリストにあるプロパ

ティのどれか。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

scroll_get_max コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロールの最大（終点）位置を返します。

scroll_get_max ( scroll, orientation, out_max );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または

HSCROLL （水平方向）を指定する。

out_max スクロールの最大値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。
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scroll_get_min コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロールの最小（開始）位置を返します。

scroll_get_min ( scroll, orientation, out_min );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または

HSCROLL （水平方向）を指定する。

out_min スクロールの最小（開始）値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

scroll_get_pos コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロールの現在位置を返します。

scroll_get_pos ( scroll, orientation, out_pos );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL（垂直方向）または

HSCROLL（水平方向）を指定する。

out_pos スクロールの現在位置を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。
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scroll_get_selected コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スライダの選択範囲の最小値と最大値を返します。

scroll_get_selected ( slider, min_value, max_value );

slider スライダの論理名または物理的記述。

min_value 選択範囲の最小値を格納する出力変数。

max_value 選択範囲の最大値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

scroll_get_selected 関数は，TBS_ENABLESELRANGE フラグが設定されているスライ

ダ・オブジェクトにのみ使用できます。このフラグはスクロール内の選択範囲が表示

されるようにします。

scroll_line コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

指定した行数分スクロールします。

scroll_line ( scroll, orientation, [+|-] lines );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または

HSCROLL （水平方向）を指定する。

lines スクロールする行数。「+」は下方向または右方向にスクロー

ルします。「-」は上方向または左方向にスクロールします。

標準設定は「+」です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

scroll_max コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロールを最大（終点）位置に設定します。

scroll_max ( scroll, orientation );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または

HSCROLL （水平方向）を指定する。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

scroll_min コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロールを最小（開始）位置に設定します。

scroll_min ( scroll, orientation );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または

HSCROLL （水平方向）を指定する。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。
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scroll_page コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

指定したページ数スクロールを移動します。

scroll_page ( scroll, orientation, [+|-] pages );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

orientation スクロールの方向。VSCROLL （垂直方向）または

HSCROLL （水平方向）を指定する。

pages スクロールするページ数。「+」は下方向または右方向にスク

ロールします。「-」は上方向または左方向にスクロールしま

す。標準設定は「+」です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

scroll_wait_info コンテキスト・センシティブ／スクロール・オブジェクト

スクロール・プロパティの値を待機します。

scroll_wait_info ( scroll, property, value, time );

scroll スクロールの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』のリストにあるプロパ

ティのどれか。

value プロパティの値。

time 次のステートメントが実行されるまでのインターバル（秒単

位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数はスクロール・バーおよびスライダ・オブジェクトに使用できます。

set_aut_var 標準／テスト・オプション

Java/Oracle アプレットまたはアプリケーションでの WinRunner のオブジェクトの記述の学習方

法，テストの記録方法，テストの実行方法を設定します。

set_aut_var ( variable, value );

variable 設定する変数。変数のリストについては，『WinRunner Java 
アドイン・ガイド』または『WinRunner Oracle アドイン・

ガイド』を参照してください。

value 変数の値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は Java または Oracle がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

set_class_map コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

カスタム・クラスを標準クラスに関連付けます。

set_class_map ( custom_class, standard_class );

custom_class アプリケーションで使用するカスタム・クラスの名前。

standard_class カスタム・クラスと同じように動作する Mercury クラスまた

は MS Windows 標準クラスの名前。

注：set_class_map ステートメントは，初期化テストに記述すべきです。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

305

305

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，PC プラットフォームで動作する WinRunner と GUI 仮想ユーザについて

のみ使用できます。

set_record_attr コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

オブジェクト・クラスについて学習させるプロパティを設定します。

set_record_attr ( class, oblig_prop, optional_prop, selector );

class Mercury クラス，MSW_class あるいは X_class の名前。

oblig_prop 常に記録させるプロパティのリスト（空白文字で区切りま

す）。

optional_prop オブジェクトを一意に識別できるまで記述に追加されるプロ

パティの降順のリスト（空白文字で区切ります）。

selector 必須プロパティと任意のプロパティの両方を使用してもオブ

ジェクトを一意に識別できない場合に適用するセレクタの種

類。index または location のいずれかを指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

set_record_method コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

クラスの記録方法を指定します。

set_record_method ( class, method );

class 標準クラス，MSW_class，あるいは TOOLKIT_class の名前。
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method 使用する記録方法。以下の表のいずれかを指定できます。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

set_window コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

以降の入力を受け取るウィンドウを指定し，指定されたウィンドウを待機する合計時間を指定

します（任意）。

set_window ( window [ ,time ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

time 次のステートメントが実行されるまでの最大間隔を指定する

タイムアウトのオプション（［ツール］＞［一般オプション］

ダイアログ・ボックスの［実行］カテゴリで設定）に追加さ

れた秒単位の合計時間。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

メソッド 説明

RM_RECORD コンテキスト・センシティブ関数を使って操作を記録します。

これが，すべての標準クラスの標準メソッドです。オブジェク

ト・クラスだけは例外です（標準設定は MIC_MOUSE）。

RM_IGNORE 記録を停止します。

RM_PASSUP マウス操作（オブジェクトの親からの相対位置で）とキーボー

ド入力を記録します。

RM_AS_OBJECT すべてのウィンドウまたはオブジェクトを一般的なオブジェク

ト・クラス（obj_mouse_click または win_mouse_click）として

記録します。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

_set_window コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

入力を受け取るウィンドウを指定します。

_set_window ( desc, time );

desc ウインドウの物理的記述。

time time は，timeout_msec テスト・オプションに加算されます。

これにより，次のステートメントが実行されるまでの最長の

インターバルを秒単位で指定できるようになります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

setvar 標準／テスト・オプション

テスト・オプションの値を設定します。

setvar ( option, value );

option テスト・オプション

value テスト・オプションに割り当てる値。

setvar 関数はテスト・オプションの値を変更します。setvar オプションのリストおよ

び詳細については『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「テスト・スクリプトから

のテスト・オプションの設定」を参照してください。

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

siebel_click_history コンテキスト・センシティブ／ Siebel

Siebel の履歴ボタンをクリックします。

siebel_click_history ( thread_bar_object );

thread_bar_object 履歴ボタンを含む Siebel バー・オブジェクトの論理名または

物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_connect_repository コンテキスト・センシティブ／ Siebel

Siebel のリポジトリ・データベースに接続します。

siebel_connect_repository ( connection_string );

connection_string Siebel のリポジトリ・データベースへの接続をアクティブに

する文字列。

注：この関数は各接続で 1 回だけ呼び出す必要があります。

既存の DSN を使ったレポジトリへの接続が難しい場合は，Windows のコントロール・

パネルから［ODBC データソースの管理者］を使用して，Siebel Repository データ

ベースを参照する新しい User Data Source （DSN）を定義します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_get_active_applet コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなアプレットの名前を返します。

siebel_get_active_applet ( applet_name );

applet_name アクティブなアプレットの名前を格納する出力変数。

注：正確なアプリケーション・ウィンドウに入力が送られるように，この関数の前に

は set_window ステートメントがなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_get_active_buscomp コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなビジネス・コンポーネントの名前を返します。

siebel_get_active_buscomp ( bus_comp_name );

bus_comp_name アクティブなビジネス・コンポーネントの名前を格納する出

力変数。
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注：正確なアプリケーション・ウィンドウに入力が送られるように，この関数の前に

は set_window ステートメントがなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_get_active_busobj コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなビジネス・オブジェクトの名前を返します。

siebel_get_active_busobj ( bus_obj_name );

bus_obj_name アクティブなビジネス・オブジェクトの名前を格納する出力

変数。

注：正確なアプリケーション・ウィンドウに入力が送られるように，この関数の前に

は set_window ステートメントがなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_get_active_control コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなコントロールの名前を返します。
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siebel_get_active_control ( control_name );

control_name アクティブなコントロールの名前を格納する出力変数。

注：この関数によって，siebel_get_control_value 関数と siebel_set_control_value 関数

が使えるようになります。正確なアプリケーション・ウィンドウに入力が送られるよ

うに，この関数の前には set_window ステートメントがなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_get_active_view コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなビューの名前を返します。

siebel_get_active_view ( view_name );

view_name アクティブなビュー・オブジェクトの名前を格納する出力変

数。

注：正確なアプリケーション・ウィンドウに入力が送られるように，この関数の前に

は set_window ステートメントがなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。
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siebel_get_chart_data コンテキスト・センシティブ／ Siebel

指定したチャートの凡例のデータと値を返します。

siebel_get_chart_data ( chart_object, ret_legend_array, ret_values_array );

chart_object チャートまたはチャートの凡例の論理名または物理的記述。

ret_legend_array 凡例の要素の配列を格納する出力変数。

ret_values_array チャートの値の配列を格納する出力変数。

注：凡例またはチャートのどちらかを選択でき，両方とも同じデータを返します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_get_control_value コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなコントロールの値を返します。

siebel_get_control_value ( value );

value アクティブなコントロールの値を格納する出力変数。

注：アクティブなコントロールを設定するために，このステートメントの前には 
siebel_set_active_control 関数がなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_goto_record コンテキスト・センシティブ／ Siebel

指定したレコードに移動します。

siebel_goto_record ( direction );

direction 現在のレコードから必要なレコードへの移動方向。「First」，
「Last」，「Previous」または「Next」という値を指定できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_navigate_view コンテキスト・センシティブ／ Siebel

指定したビューに移動します。

siebel_navigate_view ( view_name );

view_name 移動先のビューの内部名。

注：移動は，レコードのコンテキストに依存します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。
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siebel_obj_get_info コンテキスト・センシティブ／ Siebel

Siebel リポジトリ・データベースから 1 つの Siebel オブジェクト・プロパティの値を返します。

siebel_obj_get_info ( obj_type, obj_name, applet_name, property_name, ret_prop_val 
);

obj_type 属性を取得する Siebel オブジェクトの種類。

このパラメータに指定できる値は，次のとおりです。

S_APPLET，S_BUSCOMP，S_BUSOBJ，S_CONTROL，
S_FIELD または S_VIEW。

obj_name 属性を取得する内部のオブジェクト名。

applet_name アプレットの名前。

obj_type CONTROL や FIELD でのみ必要になります。ほかの

すべての obj_types には「""」と入力します。

property_name 取得するプロパティの名前。

ret_prop_val 指定したオブジェクト・プロパティの値を格納する出力変

数。

注：この関数を使う前には，siebel_connect_repository ステートメントを使用して 
Siebel レポジトリ・データベースに接続しなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。
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siebel_obj_get_properties コンテキスト・センシティブ／ Siebel

Siebel リポジトリ・データベース内の指定した siebel オブジェクトのプロパティをすべて返しま

す。

siebel_obj_get_properties ( obj_type, obj_name, applet_name, ret_prop_array );

obj_type プロパティを取得する Siebel オブジェクトの種類。

このパラメータに指定できる値は，次のとおりです。

S_APPLET，S_BUSCOMP，S_BUSOBJ，S_CONTROL，
S_FIELD または S_VIEW。

obj_name プロパティを取得する内部のオブジェクト名。

applet_name アプレットの名前。

obj_type CONTROL や FIELD でのみ必要になります。ほかの

すべての obj_types には「""」と入力します。

ret_prop_array 指定したオブジェクト・プロパティの値を格納する出力変

数。

注：この関数を使う前には，siebel_connect_repository ステートメントを使用して 
Siebel レポジトリ・データベースに接続しなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_select_alpha コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アルファ・タブ・バーから文字キーを選択します。
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siebel_select_alpha ( alpha_tab_object, key );

alpha_tab_object アルファ・タブ・オブジェクトの論理名または物理的記述。

通常は「alpha tab」になります。

key アルファ・タブから選択する文字キー。 

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_set_active_applet コンテキスト・センシティブ／ Siebel

指定したアプレットをアクティブなアプレットとして設定します。

siebel_set_active_applet ( applet_name );

applet_name アクティブにするアプレットの内部名。

指定したアプレットの内部名が分からない場合は，

siebel_get_active_applet を使って取得できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_set_active_control コンテキスト・センシティブ／ Siebel

指定したコントロールをアクティブなコントロールとして設定します。

siebel_set_active_control ( control_name );

control_name 指定したコントロールをアクティブなコントロールとして設

定します。
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指定したコントロールの内部名が分からない場合は，

siebel_get_active_control を使って取得できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_set_control_value コンテキスト・センシティブ／ Siebel

アクティブなコントロールの値を設定します。

siebel_set_control_value ( new_value );

new_value アクティブなコントロールに割り当てる値。

注：アクティブなコントロールを設定するために，このステートメントの前には 
siebel_set_active_control 関数がなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

siebel_terminate コンテキスト・センシティブ／ Siebel

Siebel アプリケーションを閉じます。
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siebel_terminate ( );

注：この関数は，Siebel アプリケーションを終了させる位置で呼び出すか，手作業で

アプリケーションを終了した直後に記録されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel がサポートされている WinRunner にのみ使用できます。

sin 標準／算術

ラジアンで表された角度の正弦を計算します。

sin (x);

戻り値

この関数は実数値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_get_info コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・プロパティの値を返します。

spin_get_info ( spin, property, out_value );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。 

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_get_pos コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・オブジェクトの現在の位置を返します。

spin_get_pos ( spin, out_value );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。

out value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_get_range コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・オブジェクトの最小位置と最大位置を返します。

spin_get_range ( spin, out_min_pos, out_max_pos );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_min_pos スピン・オブジェクトの最小値を格納する出力変数。

out_max_pos スピン・オブジェクトの最大値を格納する出力変数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_max コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・オブジェクトを最大値に設定します。

spin_max ( spin );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_min コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・オブジェクトを最小値に設定します。

spin_min ( spin );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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spin_next コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・オブジェクトを次の値に設定します。

spin_next ( spin [ , index ] );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

index スピン・オブジェクト内のテキスト・フィールドの数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_prev コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピン・オブジェクトを直前の値に設定します。

spin_prev ( spin );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_set コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

項目にスピン・オブジェクトを設定します。

spin_set ( spin, item );

spin スピン・オブジェクトの論理名または物理的記述。
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item スピン・オブジェクト内で選択する項目。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

spin_wait_info コンテキスト・センシティブ／スピン・オブジェクト

スピンのプロパティが特定の値になるまで待機します。

spin_wait_info ( spin, property, value, time );

spin スピンの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。

value 関数が待機するプロパティの値。

time 次のステートメントが実行されるまでのインターバル（秒単

位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

split 標準／配列

入力文字列をフィールドに分割して，それらを配列に格納します。

split ( string, array [ , field_separators ] );

string 有効な文字列式。

array 格納配列の名前。
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field_separators 文字列をフィールドに分割する際に指定する文字。各文字を

フィールド・セパレータとして使用できます。

注：配列のインデックスにある最初の要素の番号は 1 です。配列の要素数と分割結果

は等しく，すべての配列と同様に，順に続く整数です。

戻り値

この関数は配列内の要素の数を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

sprintf 標準／ I/O

書式化された文字列を変数に返します。

sprintf ( format, exp1, exp2, ... expn );

format 出力されるリテラル文字列と書式の仕様を含められます。

exp 書式化する式。

戻り値

この関数は書式化された文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

sqrt 標準／算術

引数の平方根を返します。

sqrt ( x );

x 変数。
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戻り値

この関数は実数値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

srand 標準／算術

0 < n < 1 の範囲内で擬似乱数の浮動点の数「n」を返す，rand 関数のシード・パラメータを定

義します。

srand ( [ x ] );

x シード・パラメータを指定します。シード・パラメータに入

力がない場合，現在の時刻がシード・パラメータの値になり

ます。

注：srand によって提供されるシード・パラメータで乱数シーケンスが開始されます。

戻り値

この関数はユーザが定義したシード・パラメータを示す実数値，あるいはシード・パ

ラメータが与えられない場合には，get_time から返された値を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

start_transaction 標準／負荷テスト

パフォーマンス分析のために，トランザクションの開始を示します。

この関数は，LoadRunner GUI 仮想ユーザで最も役に立ちます。

［挿入］＞［トランザクション］＞［トランザクション開始］を選択して，end_transaction ス
テートメントを挿入することもできます。 
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start_transaction ( transaction_name );

transaction_name トランザクション名を示す文字列式。この文字列に空白文字

を入れてはなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

static_check_info コンテキスト・センシティブ／静的テキスト・オブジェクト

静的テキスト・オブジェクトのプロパティを検査します。

static_check_info ( static, property, property_value );

static 静的テキスト・オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 検査対象プロパティ。

property_value 期待するプロパティの値。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

static_check_text コンテキスト・センシティブ／静的テキスト・オブジェクト

静的テキスト・オブジェクトの内容を検査します。

static_check_text ( static, text );

static 静的テキスト・オブジェクトの論理名または物理的記述。

text 静的テキスト・オブジェクトの内容。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

static_get_info コンテキスト・センシティブ／静的テキスト・オブジェクト

静的テキスト・オブジェクトのプロパティの値を返します。

static_get_info ( static, property, out_value );

static 静的テキスト・オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

static_get_text コンテキスト・センシティブ／静的テキスト・オブジェクト

静的テキスト・オブジェクトの内容を返します。

static_get_text ( static, out_string );

static 静的テキスト・オブジェクトの論理名または物理的記述。

out_string 静的テキスト・オブジェクトで発見された文字列を格納する

出力変数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

static_wait_info コンテキスト・センシティブ／静的テキスト・オブジェクト

静的テキスト・オブジェクトのプロパティの値を待機します。

static_wait_info ( static, property, value, time );

static 静的テキスト・オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。

value 期待するプロパティの値。

time 次のステートメントが実行されるまでの最大インターバル

（秒単位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

statusbar_get_field_num コンテキスト・センシティブ／ステータス・バー

ステータス・バー上のフィールドのインデックス番号を返します。

statusbar_get_field_num ( statusbar, field, field_index );

statusbar ステータス・バーの論理名または物理的記述。

field ステータス・バー・フィールドの中のテキスト。フィールド

内のテキストが変わる場合には，正規表現を使用できます。
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field_index フィールドのインデックス番号を格納する出力変数。 ステー

タス・バーの最初のフィールドには 0 という番号が与えられ

ます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

statusbar_get_info コンテキスト・センシティブ／ステータス・バー

ステータス・バーのプロパティの値を返します。

statusbar_get_info ( statusbar, property, out_value );

statusbar ステータス・バーの論理名または物理的記述。

property 次のプロパティを指定できます。abs_x，abs_y，active，
attached_text，class，count，displayed，enabled，focus，
handle，height，label，MSW_class，MSW_id，nchildren，
parent，value (default)，width，x，y。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

statusbar_get_text コンテキスト・センシティブ／ステータス・バー

ステータス・バーのフィールドからテキストを読み込みます。

statusbar_get_text ( statusbar, field_index, out_text );

statusbar ステータス・バーの論理名または物理的記述。
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field_index 読み込みたいテキストを含むフィールドのインデックス番

号。ステータス・バーの中の最初のフィールドは 0 番と付け

られます。

out_text テキストを格納する出力変数名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

statusbar_wait_info コンテキスト・センシティブ／ステータス・バー

ステータス・バーのプロパティの値を待ちます。

statusbar_wait_info ( statusbar, property, value, time );

statusbar ステータス・バーの論理名または物理的記述。

property 待機するプロパティ。次のプロパティを指定できます。

abs_x，abs_y，active，attached_text，class，count，displayed，
enabled，focus，handle，height，label，MSW_class，MSW_id，
nchildren，parent，value (default)，width，x，y。

value プロパティの値。

time 次のステートメントが実行されるまでの，秒単位のインター

バルの表示。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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str_map_logical_to_visual 標準／ I/O

論理文字列をビジュアル文字列に変換するか，あるいはビジュアル文字列を論理文字列に変換

します。

str_map_logical_to_visual ( logical_string, visual_string );

logical_string 有効な論理文字列式。

visual_string 論理式に対応する，返された有効なビジュアル文字列式。

str_map_logical_to_visual 関数は，有効な論理文字列式に対して有効なビジュアル文

字列式を返します。または，有効なビジュアル文字列式に対して有効な論理文字列式

を返します。

注：この関数は主に RTL 形式のウィンドウでの使用を目的としています。RTL 形式

のウィンドウのアプリケーションで作業する場合，get_text 関数はビジュアル文字列

の代わりに，論理文字列を返すことがあります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

substr 標準／文字列

文字列から部分文字列を抽出します。

substr ( string, position [ , length ] );

string 有効な文字列式。

position 部分文字列の最初の文字の位置を示す整数。文字列の最初の

文字の位置は 1 で，2 番目は 2 となります。
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length 部分文字列に含める文字数を（position を始点として）定義

します。

戻り値

この関数は文字列を返します。position の値が指定した文字列の長さの値より大きい

場合，関数は null 文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

system 標準／オペレーティング・システム

オペレーティング・システムのコマンドを実行します。

system ( expression );

expression 実行するシステム・コマンドを指定する文字列式。

戻り値

この関数の戻り値は実行したオペレーティング・システム・コマンドの値です。

使用可能範囲

system 関数は，移植と後方互換性を目的とする他のプラットフォームもサポートしま

す。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

332

tab_get_info コンテキスト・センシティブ／タブ・オブジェクト

タブのプロパティの値を返します。

tab_get_info ( tab, property, out_value );

tab タブ・オブジェクトの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。

out_value 指定したプロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

tab_get_item コンテキスト・センシティブ／タブ・オブジェクト

タブの項目名を返します。

tab_get_item ( tab, item_num, out_item );

tab タブの論理名または物理的記述。

item_num タブの項目の位置。プロパティ・シートの先頭のタブの項目

番号には 0 が振られます。

out_item タブ名を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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tab_get_selected コンテキスト・センシティブ／タブ・オブジェクト

選択したタブの項目の名前と数を返します。

tab_get_selected ( tab, out_item, out_num );

tab タブの論理名または物理的記述。

out_item 選択されているタブの項目の名前を格納する出力変数。プロ

パティ・シートの先頭のタブの項目番号には 0 が振られてい

ます。

out_num 選択されているタブの項目インデックスを格納する出力変

数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

tab_select_item コンテキスト・センシティブ／タブ・オブジェクト

タブの項目を選択します。

tab_select_item ( tab, item );

tab タブの論理名または物理的記述。

item 選択する項目。項目は名前または数値インデックスを指定で

きます。インデックスは，先頭がシャープ記号「#」で始ま

る文字列として指定します。先頭のタブの項目番号には 0 が
振られます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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tab_wait_info コンテキスト・センシティブ／タブ・オブジェクト

タブのプロパティの値を待ちます。

tab_wait_info ( tab, property, value, time );

tab タブの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている，

任意のプロパティ。

value 関数が待つプロパティ値。

time 次のステートメントが実行されるまでの秒単位の最長イン

ターバル。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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tbl_activate_cell コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定したセルをダブルクリックします。

tbl_activate_cell ( table, row, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row 位置依存：#< 行位置 >
テーブル内で「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で

始まる文字列で指定された行の位置。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，row に次

の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 >=< カラム内容 1
[ カラム内容 n....]>
行内の 1 つまたは複数のセルの内容。

「Flight_Number=306;From=LAX」のように，先頭がこの内容

を表示するカラムの名前と等号で始まり，セミコロンで分け

られます。行を特定するには，指定したすべてのセルの内容

が一致しなければなりません。行内のセルの内容によって行

を指定するには，この形式を選びます。同じセルの内容が複

数の行に表示される場合には，複数のセルを指定して，その

内容によって行を一意に特定できるようにします。

column column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

カラム名を指定すると，WinRunner は，アプリケーションか

らではなく，データベース自体から名前を取得します。

注：「内容依存」を使って row を指定する場合は，column も「内容依存」を使って指

定しなければなりません。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は WebTest ではサポートされていません。

この関数は，Java または Oracle をサポートしている WinRunner でサポートされていま

す。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC，EWT （Oracle），KLG）でサ

ポートされています。

この関数は，PowerBuilder をサポートしている WinRunner についてのみサポートされ

ます。

この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6
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tbl_activate_col コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で指定したカラムをダブルクリックします。

tbl_activate_col ( table, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

column column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

nfragistics (Sheridan) Option Set SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oacle をサポートしている WinRunner でのみサポートされて

います。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC および KLG）でサポート

されています。

tbl_activate_header コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で指定したカラム・ヘッダをダブルクリックします。

tbl_activate_header ( table, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

column column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は WebTest ではサポートされていません。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

339

339

この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX Control ProgID (MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3
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Sheridan OLEDBData Command SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Sheridan UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX Control ProgID (MSW_class）
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tbl_activate_row コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した行をダブルクリックします。

tbl_activate_row ( table, row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row row には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle をサポートしている WinRunner でのみ使用できます。

この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，KLG）でサポート

されています。

tbl_click_cell アナログ／テーブル

テーブル内のセルをクリックします。

tbl_click_cell ( table_name, cell_index, column_name [ , mouse_button, modifier] );

table_name テーブル名。

cell_index カラム内のセルの場所を示すインデックス番号。インデック

ス番号は「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で始ま

ります。

column_name セルの置かれているカラムの名前。

mouse_button セルをクリックするために使用するマウス・ボタン（任意）。

modifier セルをクリックしたときに同時に押されたキーボードのキー

（省略可能）。
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取り得る値：NONE（標準設定），CONTROL，SHIFT，
CONTROL_SHIFT。

注：WinRunner は set_aut_var 関数を使って TABLE_RECORD_MODE 変数を 
ANALOG に設定した後にのみ，この関数を記録します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。

tbl_dbl_click_cell アナログ／テーブル

テーブル内のセルをダブルクリックします。

tbl_dbl_click_cell ( table_name, cell_index, column_name [ , mouse_button, modifier] 
);

table_name テーブル名。

cell_index カラム内のセルの場所を示すインデックス番号。インデック

ス番号は「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で始ま

ります。

column_name セルの置かれているカラムの名前。

mouse_button セルをクリックするために使用するマウス・ボタン（任意）。

modifier セルをダブルクリックしたときに同時に押されたキーボード

のキー（省略可能）。

取り得る値：NONE（標準設定），CONTROL，SHIFT，
CONTROL_SHIFT。
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注：WinRunner は set_aut_var 関数を使って TABLE_RECORD_MODE 変数を 
ANALOG に設定した後にのみ，この関数を記録します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。

tbl_deselect_col コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定したカラムの選択を解除します。

tbl_deselect_col ( table, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

column column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle をサポートしている WinRunner でのみ使用できます。

この関数は，JFC Java ツールキット・パッケージでサポートされています。
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tbl_deselect_cols_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した範囲のカラムの選択を解除します。

tbl_deselect_cols_range ( table, from_column, to_column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

from_column from_column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

to_column to_column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle をサポートしている WinRunner でのみ使用できます。

この関数は，JFC Java ツールキット・パッケージでサポートされています。
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tbl_deselect_row コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した行の選択を解除します。

tbl_deselect_row ( table, row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row row には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，KLG）で

サポートされています。
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tbl_deselect_rows_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した範囲の行の選択を解除します。

tbl_deselect_rows_range ( table, from_row, to_row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

from_row from_row には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

to_row to_row を指定します。 

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC および Visual Cafe）でサ

ポートされています。
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tbl_drag アナログ／テーブル

テーブル内の異なる場所にセルをドラッグします。

tbl_drag ( table_name, start_row, start_col, end_row, end_col [ , mouse_button, 
modifier] );

table_name テーブル名

start_row ドラッグ操作開始位置のセルがある行のインデックス番号，

または名前。インデックス番号は，例えば「#3」のように，

シャープ記号で始まります。

start_col ドラッグ操作開始位置のセルがあるカラムのインデックス番

号，または名前。インデックス番号は，例えば「#2」のよう

に，シャープ記号で始まります。

end_row ドラッグ操作終了位置のセルがある行のインデックス番号，

または名前。インデックス番号は，例えば「#5」のように，

シャープ記号で始まります。

end_col ドラッグ操作終了位置のセルがあるカラムのインデックス番

号，または名前。インデックス番号は，例えば「#7」のよう

に，シャープ記号で始まります。

mouse_button セルをドラッグするマウス・ボタン。（任意）。

modifier セルをドラッグしたときに同時に押されたキーボードのキー

（省略可能）。

取り得る値：NONE（標準設定），CONTROL，SHIFT，
CONTROL_SHIFT。

注：WinRunner は set_aut_var 関数を使って TABLE_RECORD_MODE 変数を 
ANALOG に設定した後にのみ，この関数を記録します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。
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使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。

tbl_extend_col コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で現在選択されているカラムにカラムを追加します。

tbl_extend_col ( table, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

column column には，次のどちらかを指定します。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は，JFC Java ツールキット・パッケージでサポートされています。

tbl_extend_cols_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で現在選択されているカラムにカラムを追加します。

tbl_extend_cols_range ( table, from_column, to_column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

from_column  from_column には，次のどちらかを指定できます。
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位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

to_column to_column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は，JFC Java ツールキット・パッケージでサポートされています。

tbl_extend_row コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で現在選択されている行に行を追加します。

tbl_extend_row ( table, row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row row には，次のどちらかを指定します。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。
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使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，KLG）で

サポートされています。

tbl_extend_rows_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で現在選択されている行に行を追加します。

tbl_extend_rows_range ( table, from_row, to_row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

from_row from_row にはつぎのどちらかを指定します。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

to_row to_row には，次のどちらかを指定します。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC および Visual Cafe）でサ

ポートされています。
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tbl_get_cell_data コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルで指定したセルの内容を取得します。

tbl_get_cell_data ( table, row, column, out_text );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row 位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，row に次

の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 1>=< カラム内容 1;[...;
< カラム名 N>=< カラム内容 N>] 
行内の 1 つまたは複数のセルの内容。

「Flight_Number=306;From=LAX」のように，先頭がこの内容

を表示するカラムの名前と等号で始まり，セミコロンで分け

られます。行を特定するには，指定したすべてのセルの内容

が一致しなければなりません。行内のセルの内容によって行

を指定するには，この形式を選びます。同じセルの内容が複

数の行に表示される場合には，複数のセルを指定して，その

内容によって行を一意に特定できるようにします。

column 位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の

位置。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では， column に
次の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

カラム名を指定すると，WinRunner は，アプリケーションか

らではなく，データベース自体から名前を取得します。

out_text Oracle，Java または WebTest をサポートしている WinRunner 
では，出力変数 out_text に，指定したセル内で見つかった文

字列が格納されます。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，出力変数 
out_text に，指定したセル内で見つかった文字列が格納され

ます。実際に取得する文字列は，次に示すように，セルのス

タイルによります。
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DropDown：選択した項目の名前。

Radio Button：セル内で選択したラジオ・ボタンのラベル

（PowerBuilder のみ）。

Edit：セルの内容。

EditMask：セルの内容。 

Checkbox：セルの内容。

注：WinRunner がサポートする最大のテーブル・サイズは 327,680 バイトです。テー

ブルがこのサイズより大きい場合，out_text パラメータの値が「!」または「Null」に

なることがあります。

注：「内容依存」を使って row を指定する場合，column も「内容依存」を使って指定

しなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

この関数は Oracle，PowerBuilder をサポートしている WebTest および WinRunner でサ

ポートされています。
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この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント
ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コ
ントロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール

FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コント
ロール

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール l MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コン
トロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン
トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3
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tbl_get_cols_count コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内のカラム数を取得します。

tbl_get_cols_count ( table, out_cols_count );

table テーブルの論理名または物理的記述。

out_cols_count テーブル内のカラムの総数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

この関数は，PowerBuilder または Siebel をサポートしている WebTest および 
WinRunner でサポートされています。

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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この関数は次の ActiveX コントロールについてサポートされています。

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread (OLEDB) コントロー

ル 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3
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tbl_get_column_name コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定したカラムのカラム・ヘッダ名を取得します。

tbl_get_column_name ( table, col_index, out_col_name );

table テーブルの論理名または物理的記述。

col_index テーブル内のカラムの数値インデックスを整数として指定し

ます。

out_col_name 取得した名前を格納するパラメータ。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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この関数は次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread（OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3
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tbl_get_column_names コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルのカラムの名前と数を取得します。

tbl_get_column_names ( table, out_col_names, out_cols_count );

table テーブルの名前。

out_col_names テーブル内のカラム名を格納する出力変数。

out_cols_count テーブル内のカラム総数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，PowerBuilder をサポートしている WinRunner でのみサポートされていま

す。PowerBuilder をサポートしていない WinRunner でこれに相当する関数は

tbl_get_column_name です。

この関数は WebTest ではサポートされていません。

tbl_get_rows_count コンテキスト・センシティブ／テーブル

指定したテーブルの行数を取得します。

tbl_get_rows_count ( table, out_rows_count );

table テーブルの論理名または物理的記述。

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

359

359

out_rows_count テーブル内の行の総数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

注：Oracle テーブルを使用して作業する場合，この関数はテーブル内のすべての行で

はなく，可視の行数しか返しません。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

この関数は，PowerBuilder または Siebel をサポートしている WebTest および 
WinRunner でサポートされています。

この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid
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tbl_get_selected_cell コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルで現在フォーカスの当たっているセル（カラム名と行番号）を返します。

注：

カラム名は，アプリケーションからではなく，データベースから取得されます。

複数のセルが選択されている場合，WinRunner はテーブルないで最初に選択されたセルの行数

と名前を返します。

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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tbl_get_selected_cell ( table, out_row, out_column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

out_row セルの行番号を格納する出力値。

out_column セルのカラム名を格納する出力変数。

Java または Oracle アドイン・ユーザの方へ：Java のテーブルにこの関数を使うと，

行とカラムパラメータは数字索引（「＃」記号のない）として返されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でサポートさ

れています。この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC および EWT 
（Oracle））でサポートされています。

この関数は，Oracle または PowerBuilder をサポートする WinRunner でサポートされて

います。

この関数は次の ActiveX コントロールについてサポートされています。  

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3
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FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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tbl_get_selected_row コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルで現在選択されている行を返します。

PowerBuilder がサポートされている WinRunner の場合：指定された行からテーブルを検索して，
テーブルで最初に選択された行を取得します。 

tbl_get_selected_row ( table, row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row テーブル内で「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で

始まる文字列で指定された行の位置。

PowerBuilder がサポートされている WinRunner をお使いの場合は，row 引数の行の値

を含む変数を入力し，検索を開始する行を指定できます。この関数は，提供された 
row パラメータに選択された行を返します。

この行の値 には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：「#2」など，# < 行位置 > の形式で指定された検索を開始する場所。

内容依存：同じセルの内容が複数の行に表示される場合には，次の形式のように，セ

ミコロンで分けられた行を一意に特定できる内容を含む複数のセルを指定します。 

<Column_name1>=<column_content1> [ ; ... ; <Column_nameN>= <column_contentN>]

「Flight_Number=306;From=LAX」などのように，行を指定するには，指定されたセル

のすべての内容が必要です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

この関数は，PowerBuilder または Oracle Developer, Oracle Application がサポートされ

ている WinRunner でサポートされています。
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この関数は WebTest ではサポートされていません。

この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3
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tbl_select_cells_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した範囲のセルをクリックします。

tbl_select_cells_range ( table, start_row, start_col, end_row, end_col );

table テーブルの論理名または物理的記述。

start_row start_row には，次のどちらかを指定します。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_2」などのカラム名。

start_col start_column を指定します。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

end_row end_row には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< 行の名前 > 「Flight_2」のような行の名前。

end_col end_column を指定します。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Sheridan OLEDBData Command SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Sheridan UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle をサポートしている WinRunner でのみ使用できます。

この関数は，Java ツールキット・パッケージ（JFC および KLG）でサポートされてい

ます。

tbl_select_col_header コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルで指定したカラム・ヘッダを選択します。

tbl_select_col_header ( table, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

column column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Siebel ，Oracle または Java アドインをサポートしている WinRunner で使

用できます。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，KLG）

でサポートされています。

この関数は WebTest ではサポートされていません。
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この関数は次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3
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tbl_select_cols_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した範囲のカラムをクリックします。

tbl_select_cols_range ( table, from_column, to_column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

from_column from_column を指定します。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

to_column to_column を指定します。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC および KLG）でサポート

されています。

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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tbl_select_rows_range コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定した範囲の行を選択します。

tbl_select_rows_range ( table, from_row, to_row );

table テーブルの論理名または物理的記述。

from_row from_row には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

to_row to_row には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭

がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，KLG）でサ

ポートされています。

tbl_set_cell_data コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定されたテキストにセルの内容を設定します。

tbl_set_cell_data ( table, row, column, data );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row 位置依存：# < 行位置 >
テーブル内で「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で

始まる文字列で指定された行の位置。
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PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，row に次

の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 1>=< カラム内容 1;[...;
< カラム名 N>=<column_contentN>] 
行内の 1 つまたは複数のセルの内容。

「Flight_Number=306;From=LAX」のように，先頭がこの内容

を表示するカラムの名前と等号で始まり，セミコロンで分け

られます。行を特定するには，指定したすべてのセルの内容

が一致しなければなりません。行内のセルの内容によって行

を指定するには，この形式を選びます。同じセルの内容が複

数の行に表示される場合には，複数のセルを指定して，その

内容によって行を一意に特定できるようにします。 

column 位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の

位置。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，column に
次の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」などのカラム名。

data Oracle Developer,，Oracle，Java および WebTest をサポートし

ている WinRunner では，data に指定した文字列が，指定した

セルに入力されます。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，data に指

定した文字列が，指定したセルに入力されます。文字列の内

容は，次に示すようにセルのスタイルによります。

DropDown DataWindow：選択した項目の名前。

Radio Button：セル内で選択したラジオ・ボタンのラベル。

Edit： セルの内容。

EditMask：セルの内容。

Checkbox： 「OFF」または「ON」 
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PowerBuilder ユーザの方へ：「内容依存」を使って row を指定する場合，column も
「内容依存」を使って指定しなければなりません。

カラム名を指定すると，WinRunner は，アプリケーションからではなく，データベー

ス自体から名前を取得します。

カラムが DropDown DataWindow スタイルの場合，data はテーブルで表示されている

カラムだけではなく，任意のカラムの内容も指定できます（次の使用例を参照）。カ

ラムが DropDow DataWindow または DropDown リスト・スタイルの場合，セルの行番

号を示す，先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列を項目として指定できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，EWT （Oracle），KLG）でサ

ポートされています。

この関数は WebTest ではサポートされていません。

この関数は，PowerBuilder，Oracle Developer または Siebel をサポートしている 
WinRunner についてのみサポートされています。

この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid
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FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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tbl_set_cell_focus コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内で指定したセルにフォーカスを当てます。

tbl_set_cell_focus ( table, row, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存： # < 行位置 > 

テーブル内で「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で

始まる文字列で指定された行の位置。

内容依存： < カラム名 >=< カラム内容 1 [ カラム内容 n....]> 

行内の 1 つまたは複数のセルの内容。

「Flight_Number=306;From=LAX」のように，先頭がこの内容

を表示するカラムの名前と等号で始まり，セミコロンで分け

られます。行を特定するには，指定したすべてのセルの内容

が一致しなければなりません。行内のセルの内容によって行

を指定するには，この形式を選びます。同じセルの内容が複

数の行に表示される場合には，複数のセルを指定して，その

内容によって行を一意に特定できるようにします。値が複数

の行と一致する場合，WinRunner は，最初に一致した行を参

照します。

column column には，次のどちらかを指定できます。

位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存： < カラム名 > 「Flight_Number」のようなカラム

名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」，と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。
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使用可能範囲

この関数は，Siebel をサポートしている WinRunner でのみサポートされています。

tbl_set_selected_cell コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルの指定したセルを選択（クリック）します。

tbl_set_selected_cell ( table, row, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

row 位置依存：# < 行位置 > 
テーブル内で「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で

始まる文字列で指定された行の位置。

PowerBuilder と Java をサポートしている WinRunner では，

row に次の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 >=< カラム内容 1
[ カラム内容 n....]> 
行内の 1 つまたは複数のセルの内容。

「Flight_Number=306;From=LAX」のように，先頭がこの内容

を表示するカラムの名前と等号で始まり，セミコロンで分け

られます。行を特定するには，指定したすべてのセルの内容

が一致しなければなりません。行内のセルの内容によって行

を指定するには，この形式を選びます。同じセルの内容が複

数の行に表示される場合には，複数のセルを指定して，その

内容によって行を一意に特定できるようにします。 

column 位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定された行の

位置。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では， Column に
次の形式も指定できます。

内容依存：< カラム名 > 「Flight_Number」のようなカラム

名。カラム名を指定すると，WinRunner は，アプリケーショ

ンからではなく，データベース自体から名前を取得します。
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注：「内容依存」を使って row を指定する場合は，column も「内容依存」を使って指

定しなければなりません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

この関数は WebTest ではサポートされていません。

この関数は，PowerBuilder，Oracle Developer，または Seibel をサポートしている 
WinRunner についてのみサポートされています。

この関数は，次の ActiveX コントロールについてサポートされています。

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1
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tbl_set_selected_col コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブル内の指定したカラムを選択します。

tbl_set_selected_col ( table, column );

table テーブルの論理名または物理的記述。

column column には，次のどちらかを指定します。

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan)OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，

先頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたカラ

ムの位置。

内容依存： < カラム名 > 「Flight_Number」のようなカラム

名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner でのみ使用で

きます。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC および EWT （Oracle））で

サポートされています。

tbl_set_selected_row コンテキスト・センシティブ／テーブル

テーブルで指定した行を選択します。

tbl_set_selected_row ( table, row );

table テーブルの論理名。

row 位置依存：# < 行位置 > 
テーブル内で「#2」のように，先頭がシャープ記号「#」で

始まる文字列で指定された行の位置。

PowerBuilder をサポートしている WinRunner では，row を次

の書式でも指定できます。

内容依存：< カラム名 >=< カラム内容 1
[ カラム内容 n....]> 
行内の 1 つまたは複数のセルの内容。

「Flight_Number=306;From=LAX」のように，先頭がこの内容

を表示するカラムの名前と等号で始まり，セミコロンで分け

られます。行を特定するには，指定したすべてのセルの内容

が一致しなければなりません。行内のセルの内容によって行

を指定するには，この形式で指定します。同じセルの内容が
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複数の行に表示される場合には，複数のセルを指定して，そ

の内容によって行を一意に特定できるようにします。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」と 119 ページ「PowerBuilder/ テーブル関数の戻り値」を参照して

ください。

使用可能範囲

この関数は，Java または Oracle アドインをサポートしている WinRunner で使用できま

す。この関数は Java ツールキット・パッケージ（JFC，Visual Cafe，EWT （Oracle），
KLG）でサポートされています。

この関数は WebTest ではサポートされていません。

この関数は，PowerBuilder，Oracle Developer，または Siebel をサポートしている 
WinRunner についてのみサポートされています。

この関数は次の ActiveX コントロールについてサポートされています。 

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）

ComponentOne True DBGrid コント

ロール

TrueDBGrid50.TDBGrid
TrueDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid60.TDBGrid

ComponentOne True OLE DBGrid コン

トロール

TrueOleDBGrid60.TDBGrid
TrueOleDBGrid70.TDBGrid

FarPoint Spread コントロール FPSpread.Spread.1 
FPSpread.Spread.2
FPSpread.Spread.3

FarPoint Spread （OLEDB）コント

ロール 
FPSpreadADO.fpSpread.2
FPSpreadADO.fpSpread.3

Microsoft Data Bound Grid コントロー

ル

MSDBGrid.DBGrid

Microsoft DataGrid コントロール MSDataGridLib.DataGrid.1

Microsoft FlexGrid コントロール MSFlexGridLib.MSFlexGrid.1

Microsoft Grid コントロール MSGrid.Grid
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TE_add_screen_name_location コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面の名前の位置を追加します。

TE_add_screen_name_location ( x, y, length );

x 検索する新しい領域の x 座標。

y 検索する新しい領域の y 座標。

length Y の位置の右側にある文字の数。WinRunner はここで文字列

を検索します。標準の長さは 256 （最大）です。

Microsoft Hierarchical FlexGrid コント

ロール

MSHierarchicalFlexGridLib.MSHFlexGrid.6

Infragistics (Sheridan) Data Grid コン

トロール

SSDataWidgets.SSDBGridCtrl.1
SSDataWidgets.SSDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBGrid SSDataWidgets.SSOleDBGridCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData Option 
Set

SSDataWidgets.SSDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Option Set

SSDataWidgets.SSOleDBDataOptionSetCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBCombo SSDataWidgets.SSDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLE DBCombo SSDataWidgets.SSOleDBComboCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) DBData 
Command

SSDataWidgets.SSDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) OLEDBData 
Command

SSDataWidgets.SSOleDBCommandButtonCtrlApt.3

Infragistics (Sheridan) UltrGrid 
（テストを実行する場合のみサポー

ト）

UltraGrid.SSUltraGrid.2

ActiveX コントロール ProgID （MSW_class）
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_bms2gui コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

WinRunner に BMS ファイルからユーザ・インタフェースを学習させます。

TE_bms2gui ( bms_filename, gui_filename, LEARN|RELEARN );

bms_filename アプリケーションのユーザ・インタフェースの記述を含む 
BMS ファイルの完全パス。

gui_filename 学習した記述を記憶する GUI マップ・ファイルの完全パス。

ファイル名を指定しなかった場合，標準でテストの一時 GUI 
マップ・ファイルが使われます。

LEARN|RELEARN WinRunner に，BMS ファイル内での名前 / 記述の矛盾の処理

方法を指示します。

戻り値

この関数には，戻り値はありません。

使用可能範囲

この関数は，3270 メインフレームで稼動するアプリケーションにのみ使用できます。

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_check_text コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

端末エミュレータ・ウィンドウ内のテキストをキャプチャして比較します。
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TE_check_text ( file_name [ , start_column, start_row, end_column, end_row ] );

file_name キャプチャしたウィンドウを識別する文字列式。WinRunner 
で指定します。

start_column/row キャプチャしたテキストを開始するカラムと行。

end_column/row キャプチャしたテキストを終了するカラムと行。

戻り値

この関数は，成功すると 0，失敗すると -1，不一致が見つかった場合は 1，見つから

なかった場合は標準の値を返します。詳細については，112 ページ「一般的な戻り値」

と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_create_filter コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

テスト・データベースにフィルタを作成します。

TE_create_filter ( filter_name, start_column, start_row,
 end_column, end_row, EXCLUDE|INCLUDE, screen_name);

filter_name フィルタ名。

start_column/row フィルタを開始するカラムと行。

end_column/row フィルタを終了するカラムと行。

EXCLUDE/INCLUDE フィルタの種類。

screen_name フィルタを作成する画面の名前または ALL_SCREENS。
ALL_SCREENS を指定すると，アプリケーション内のすべて

の画面にフィルタが作成されます。

戻り値

この関数は，関数が成功すると 0，パラメータに不正な数字が見つかると -1，指定し

たフィルタがすでに存在すると 2，IO エラーが生じると 5 を返します。 詳細について

は，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」

を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_date_check コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

（以前の Y2K_check_date と date_check）

端末エミュレータ・アプリケーションの現在の画面にあるすべての日付を検査します。

TE_date_check ( filename [ , start_column, start_row, end_column, end_row ] );

filename 日付チェックポイントの期待結果を含むファイル。

start_column/row 取得データの開始位置のカラムと行。

end_column/row 取得データの終了位置のカラムと行。

戻り値

この関数は，成功すると 0 を，失敗すると 1 を返します。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner 7.5 以上

に対してのみサポートされています。

TE_date_set_attr コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

（以前の Y2K_set_attr と date_set_attr）

フィールドの記録設定モードを設定します。

TE_date_set_attr ( mode );

mode 記録設定モード（INDEX または ATTACHED TEXT）。

戻り値

この関数は，関数が成功すると 0，パラメータに不正な数字が見つかると -1，指定し

たフィルタがすでに存在すると 2，IO エラーが生じると 5 を返します。詳細について

は，112 ページ「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_date_set_capture_mode コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

（以前の Y2K_set_capture_mode と date_set_capture_mode）

WinRunner が端末エミュレータ・アプリケーションで日付をキャプチャする方法を指定します。

TE_date_set_capture_mode ( mode );

mode 日付のキャプチャ・モード。次のいずれかを選択します。

FIELD_METHOD ：端末エミュレータの画面とフィールドか

ら日付をキャプチャします（コンテキスト・センシティブ）。

標準のモードです。

POSITION_METHOD：画面のフォーマットされていない

ビューに従って日付を特定しキャプチャします。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner 7.5 以上

に対してのみサポートされています。

TE_define_sync_keys コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

type， win_type，obj_type コマンドの自動同期化を有効にするキーを設定します。

TE_define_sync_keys ( keys, string, mode [ , x1, y1, x2, y2 ] );

keys 自動同期化を有効にするキーを含む文字列。各キーは，キー

名の前に k という文字を付け，大なり記号と小なり記号（< 
>）で囲んで示します。キーはコンマで区切って指定します

（例： 「<kReturn>, <kCtrl>, ...」。複数のキーが同時に押される
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キー・シーケンスは，ハイフン（-）でつなぎます（例：

「<kCtrl-kC>, ...」。

string 画面上の文字列。WinRunner は，この文字列が現れる，また

は消えるまで待機します。

mode 待機モード。

SYNC_WHILE ： WinRunner は，文字列が消えるまで待機し

ます。

SYNC_UNTIL ： WinRunner は，文字列が現れるまで待機しま

す。

SYNC_DEFAULT ： WinRunner は，TE_wait_sync 関数が同期

化のときに標準で待機する時間だけ待機します。

x1, y1, x2, y2 文字列を検索する範囲を示す画面上の領域を定義する任意の

パラメータ。パラメータがない場合，画面全体が対象となり

ます

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_delete_filter コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

指定したフィルタをテスト・データベースから削除します。

TE_delete_filter ( filter_name );

filter_name 削除するフィルタ。

戻り値

この関数は，関数が成功すると 0，パラメータに不正な数字が見つかると -1，指定し

たフィルタがすでに存在すると 2，IO エラーが生じると 5 を返します。詳細について

は，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」

を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_edit_field コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

書き込み保護されていないフィールドにテキストを挿入します。

TE_edit_field ( field_logical_name, string [ , x_shift ] );

field_logical_name 文字列を挿入するフィールドの論理名または物理的記述。

string フィールドに挿入するテキスト。

x_shift フィールド内の最初の文字から挿入位置までのオフセットを

文字数で示します。オフセットが指定されていない場合，標

準値は 0 になります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_edit_hidden_field コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

非表示のフィールドにテキストを挿入します。

TE_edit_hidden_field ( field_logical_name, coded_string );

field_logical_name フィールドの論理名または物理的記述。

coded_string WinRunner がデコードしてフィールドに挿入する，コード化

された文字列へのポインタ。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_edit_screen コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面で指定した場所に文字列を入力します。

TE_edit_screen ( x, y, string );

x,y 文字列を挿入する画面上の座標。

string 画面に書き込まれるテキスト。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_find_text コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

指定した文字列の場所を返します。

TE_find_text ( string, out_x_location, out_y_location [ , x1, y1, x2, y2 ] );

string 検索するテキスト。

out_x_location テキスト文字列の x 座標を格納する出力変数。

out_y_location テキスト文字列の y 座標を格納する出力変数。

x1, y1, x2, y2 検索領域の境界を定義する四角形を指定します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_force_send_key コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面を変更するキーを定義します。

TE_force_send_key ( in_screen, in_field [ , in_key ] ); 

in_screen フィールドを含む画面の名前。

in_field フィールドの名前。

in_key 画面を変更するキー（任意）。キーの名前には，ニーモニッ

ク（例えば，Enter には @E）または WinRunner のマクロを

指定できます。詳細については， TE_send_key 関数を参照し

てください。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_active_filter コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

指定されたアクティブなフィルタの座標を返します。 

TE_get_active_filter ( filter_num [ , out_start_column, out_start_row, out_end_column, 
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out_end_row ] , screen_name ); 

filter_num テストでフィルタが有効になった順番を表すフィルタ番号。

0 から始まります。

out_start_column フィルタの開始カラムを格納する出力変数。 

out_start_row 開始行を格納する出力変数。

out_end_column 終了カラムを格納する出力変数。

out_end_row 終了行を格納する出力変数。

screen_name アクティブなフィルタを持つ画面の名前を格納する出力変

数。アプリケーション内のすべての画面にフィルタが表示さ

れる場合，この関数は ALL_SCREENS を返します。

戻り値

この関数はフィルタがあると 0，パラメータに不正な数字があると -1，フィルタが

データベース内に見つからないと 1 を返します。詳細については，112 ページ「一般

的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_auto_reset_filters コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

テスト実行の最後でフィルタが自動的に無効になるかどうかを示します。

TE_get_auto_reset_filters ( );

戻り値

この関数は，テスト実行の最後ですべてのフィルタが自動的に無効化される場合には 
ON を返し，フィルタが自動的に無効化されない場合には OFF を返します。詳細につ

いては，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り

値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_get_auto_verify コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

自動テキスト検証が設定されているかどうかを示します。

TE_get_auto_verify ( );

戻り値

この関数は，自動テキスト検証がアクティブな場合は ON，アクティブでない場合は 
OFF を返します。詳細については，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端

末エミュレータ関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_cursor_position コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

カーソル位置を返します。

TE_get_cursor_position ( x, y );

x,y 画面上の現在のカーソル座標を示します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_get_field_content コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

フィールドの内容を変数に返します。

TE_get_field_content ( field_name, content );

field_name フィールドの論理名または物理的記述。

content フィールドの内容を文字列として格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_filter コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

指定したフィルタのプロパティを返します。

TE_get_filter ( filter_name [ , out_start_column, out_start_row, out_end_column, 
out_end_row, out_type, out_active, screen_name ] );

filter_name フィルタの名前。

out_start_column フィルタの開始カラムを格納する出力変数。

out_start_row 開始行を格納する出力変数。

out_end_column 終了カラムを格納する出力変数。

out_end_row 終了行を格納する出力変数。

out_type フィルタの種類（INCLUDE|EXCLUDE）を格納する出力変

数。

out_active フィルタの状態を格納する出力変数。

screen_name 画面の名前を格納する変数。
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戻り値

この関数は，関数が成功すると 0，不正なパラメータを使用すると -1，フィルタが見

つからない場合 1，パラメータの値が正しくない場合 2 を返します。詳細については，

112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参

照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_merge_rule コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

端末エミュレータ・アプリケーション内でフィールドをマージするための規則を取得します。

TE_get_merge_rule ( from_field, to_field, rule );

from_field マージされる最初のフィールドの論理名または物理的記述。

to_field マージされる最後のフィールドの論理名または物理的記述。

rule マージ規則。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_get_refresh_time コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面をリフレッシュするまで WinRunner が待機する時間を返します。

TE_get_refresh_time ( );

戻り値

この関数の戻り値は，リフレッシュ時間を表す整数です。詳細については，112 ペー

ジ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してく

ださい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_screen_name_location コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面の名前の位置を返します。

TE_get_screen_name_location ( index, x, y, length );

index 0 ～ 10 の数字。0 は，TE_set_screen_name_location 関数に

よって画面の名前の場所が設定されたことを示します。1 ～ 
10 は，TE_add_screen_name_location 関数によって画面の名

前が追加されたことを示します。

x,y 画面の座標。WinRunner はこの座標に基づいて画面の名前の

論理名を見つけます。

length WinRunner が画面の名前の文字列を検索する Y 軸右方向の文

字数。標準の長さは 256 文字です（最大）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_get_screen_size コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面上の行番号と列番号を返します。

TE_get_screen_size ( x, y );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_sync_time コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

システムの同期時間を返します。

TE_get_sync_time ( );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_get_text コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面からテキストを読み取り，文字列に格納します。

TE_get_text ( x1, y1, x2, y2 );

x1, y1, x2, y2 読み取るテキストを囲む四角形を表します。x 座標と y 座標

の対は，四角形の任意の対角を指定できます。

戻り値

この関数は，画面から読み取ったテキストを返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_get_timeout コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

現在の同期タイムアウトを返します。

TE_get_timeout ( );

戻り値

戻り値は，タイムアウトの現在値です。詳細については，112 ページ「一般的な戻り

値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_merge_fields コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

端末エミュレータ・アプリケーション内でフィールドをマージするための規則を設定します。

TE_merge_fields ( rule );

rule マージ規則。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_reset_all_filters コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

テスト内のすべてのフィルタを無効にします。

TE_reset_all_filters ( );

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。 

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_reset_all_force_send_key コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

TE_force_send_key 関数の実行を無効にします。

TE_reset_all_force_send_key ( );

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。 

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_reset_all_merged_fields コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

端末エミュレータ・アプリケーションのフィールドのマージを無効にします。

TE_reset_all_merged_fields ( );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_reset_filter コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

指定されたフィルタを無効にします。

TE_reset_filter ( filter_name );

filter_name 無効にするフィルタ名を示します。 

または

TE_reset_filter ( start_column, start_row, end_column, end_row, EXCLUDE | 
INCLUDE, screen_name );

start_column/row フィルタを開始するカラム / 行。

end_column/row フィルタを終了するカラム / 行。

EXCLUDE/INCLUDE フィルタの種類。

screen name フィルタを含む画面の名前。

戻り値

この関数は，関数が成功すると 0，不正なパラメータを使用すると -1，フィルタが見

つからない場合は 1，パラメータの値が正しくない場合は 2 を返します。詳細につい

ては，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」

を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_reset_screen_name_location コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面の名前の場所を 0 にリセットします。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

398

TE_reset_screen_name_location ( );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_send_key コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

指定されたファンクション・キー機能をメインフレームに送ります。

TE_send_key ( key );

key 送るファンクション・キー。この関数でサポートされるキー

については『TSL オンライン・リファレンス』を参照してく

ださい。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_auto_date_verify コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

（以前のバージョン： Y2K_set_auto_date_verify と date_set_auto_date_verify）

端末エミュレータ・アプリケーション内の現在の画面の日付チェックポイントを自動的に生成

します。 
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TE_set_auto_date_verify ( ON|OFF );

ON|OFF ON であれば，WinRunner は，現在の画面の日付チェックポ

イントを自動的に生成します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner 7.5 以上

に対してのみサポートされています。

TE_set_auto_reset_filters コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

テスト実行が完了したらフィルタの自動リセットを無効にします。

TE_set_auto_reset_filters ( ON|OFF );

ON|OFF ON を指定した場合，テスト実行が完了すると，すべての

フィルタが無効になります。OFF を指定した場合，フィルタ

は自動的には無効になりません。標準値は ON です。

戻り値

この関数は，成功すると 0，失敗すると -1 を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_auto_transaction コンテキストセンシティブ／端末エミュレータ

記録済みの TE_wait_sync ステートメントをトランザクションとして定義します。
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TE_set_auto_transaction ( ON|OFF );

ON|OFF ON を指定した場合，自動トランザクションの設定が有効に

なります。OFF （標準設定）を指定した場合，自動トランザ

クションの設定が無効になります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_auto_verify コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

自動テキスト検証を有効 / 無効にします。

TE_set_auto_verify ( ON|OFF [, x1 ,y1 ,x2 ,y2 ] );

または

TE_set_auto_verify ( ON|OFF [, FIRST|LAST ] );

ON|OFF 記録中に自動テキスト検証を有効または無効にします。

x1, y1, x2, y2 検証対象テキストを囲む四角形を示します。x，y 座標の対

で，四角形の任意の 2 つの対角を指定できます。 

FIRST|LAST 使用する部分チェック座標を示す任意のパラメータ。FIRST 
はスクリプト内で最初に行われたテキストの部分キャプチャ

の座標を使うことを示し，LAST は現在のステートメントの

直前の部分テキストを示します。

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。
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使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_BMS_name_tag コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

BMS ファイル内の名前タグを変更できます。

TE_set_BMS_name_tag ( name );

name 設定する名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，3270 メインフレームで稼動するアプリケーションにのみ使用できます。

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_cursor_position コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

メインフレーム・アプリケーションの画面で指定された場所のカーソル位置を定義します。

TE_set_cursor_position ( x, y );

x,y 画面上で現在カーソルがある場所の座標。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_set_field コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

以降の入力を受け取るフィールドを指定します。

TE_set_field ( field_logical_name [ , x_offset ] );

field_logical_name フィールド名。

x_offset フィールド内の先頭の文字から挿入位置までのオフセットを

文字数で示します。オフセットが指定されていない場合，標

準値は 0 になります。プロパティ・バイトは -1 です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_filter コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

フィルタを作成し，有効にします。

TE_set_filter ( filter_name [ , start_column, start_row, end_column, end_row, 
EXCLUDE|INCLUDE, screen_name ] );

filter_name フィルタ名。

start_column/row フィルタを開始するカラムと行。

end_column/row フィルタを終了するカラムと行。

EXCLUDE/INCLUDE フィルタの種類。

screen_name フィルタを設定する対象となる画面の名前。アプリケーショ

ン内のすべての画面にフィルタを設定する場合は，

ALL_SCREENS を指定します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_filter_mode コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

すべての画面と現在の画面のどちらにフィルタを適用するか指定します。

TE_set_filter_mode ( mode );

mode モード：

ALL_SCREENS：すべての画面にフィルタを適用します。

CURRENT_SCREEN：現在の画面にフィルタを適用します

（標準）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_set_record_method コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

端末エミュレータのオブジェクトを対象とした操作の記録方法を指定します。

TE_set_record_method ( method );

method FIELD_METHOD （または 2），または POSITION_METHOD 
（または 1）のいずれかの定数を指定できます。

FIELD_METHOD は標準設定です。すべての記録をコンテキ

スト・センシティブ・モードで行う場合に指定します。

POSITION_METHOD （部分的にコンテキスト・センシティ

ブ・モードで記録）を指定すると，メインフレーム・アプリ

ケーションのオブジェクトを対象とする操作の中でキーボー

ド入力とマウス入力だけが記録されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

VT100 上で稼動しているアプリケーションに使用できるのは，POSITION_METHOD 
だけです。
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TE_set_refresh_time コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面がリフレッシュされるまで WinRunner が待機するインターバルを設定します。

TE_set_refresh_time ( time );

time 画面がリフレッシュされるまで WinRunner が待機するイン

ターバル（秒単位）。

標準設定では， WinRunner 画面がリフレッシュされるまでに最大で 1 秒待機します。

この値は TE_set_refresh_time 関数を使って必要に応じて変更でき，テスト実行を継

続する前に画面が完全にリフレッシュされるを WinRunner に待機させることができま

す。この関数に設定した時間は，WinRunner を終了するまで有効になります。

WinRunner を開始するたびに，標準設定の 1 秒にリセットされます。

戻り値

この関数の戻り値は，常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_screen_name_location コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面の名前の位置を 0 にリセットしてから，画面の論理名を検索する場所を WinRunner に指示

します。

TE_set_screen_name_location ( x, y, length );

x,y テストで，WinRunner が全画面の論理名の検索を開始する座

標。標準の位置は 1,1 です。

length Y の位置の右側にある文字の数。WinRunner はここで文字列

を検索します。標準の長さは 256 （最大値）です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，120 ページ

「端末エミュレータ関数の戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」

を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_sync_time コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

システムの同期時間を定義します。WinRunner は，応答がホストから得られたかどうかを検査

する前に最低でもこの時間常に待機します。

TE_set_sync_time ( time );

time WinRunner がホストの応答を待機する最少秒数。この秒数だ

け待ってから，同期したものとみなしてテスト実行を続行し

ます。 

標準設定では，WinRunner はホストが応答を受け取ったかどうかを確認するまでに 1 
秒間待機します。TE_set_sync_time 関数，この秒数を変更できます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_timeout コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

WinRunner がホストからの応答を待機する最大時間を設定します。

TE_set_timeout ( timeout );

timeout WinRunner がテスト実行を続行する前にホストからの応答を

待機するインターバル（秒単位）。

標準設定では， WinRunner はホストの応答を最大 60 秒待機します。この値は，

TE_set_timeout 関数を使用して，必要に応じて変更できます。この関数に設定した時

間は，WinRunner を終了するまで有効になります。WinRunner を開始するたびに 60 秒
という標準設定のタイムアウト値にリセットされます。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_set_trailing コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

テスト実行中に WinRunner がフィールドにスペースやタブを入力するかどうかを指定します。

TE_set_trailing ( mode, field_length );

mode ON と OFF のモードのどちらか 1 つを指定できます。 

field_length トレーリング・モードの影響を受けるフィールドの長さ。例

えば，フィールドの長さが 5 であれば，空白文字を 5 つまで

含むすべてのフィールドが影響を受けます。指定したフィー

ルドの長さより長いフィールドは影響を受けません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_user_attr_comment コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

GUI マップにあるフィールドの物理的記述にユーザ定義のコメント・プロパティを追加できる

ようにします。

TE_user_attr_comment ( name );

name ユーザ定義のコメント・プロパティ名。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」を参照してくだ

さい。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_user_reset_all_attr_comments コンテキスト・センシティブ／端末エミュレー

タ

ユーザ定義のコメント・プロパティをすべてリセットします。

TE_user_reset_all_attr_comments ( );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を 120 ページ「端末エミュレータ関数の戻り値」参照してくださ

い。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_wait_field コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

画面上で指定したフィールドに指定した文字列が表示されるまで待機します。

TE_wait_field ( field_logical_name, content [, timeout ] );

field_logical_name フィールドの論理名または物理的記述。

content WinRunner が待機するテキスト文字列。

timeout テスト実行を続行する前に，WinRunner が文字列の表示を待

機する秒数。
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戻り値

この関数は，文字列が見つかると 0，文字列が見つからないと 1，関数が失敗すると -
1 を返します。詳細については，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末

エミュレータ関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

TE_wait_string コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

文字列が画面上に表示されるまで待機します。

TE_wait_string ( string [ , start_column, start_row, end_column, end_row [, timeout ] ] );

string WinRunner が待機するテキスト。

start_column/row テキストを開始するカラム / 行。

end_column/row テキストを終了するカラム / 行。

timeout テスト実行を続行する前に，インタプリタが文字列の表示を

待機する秒数。

注：この関数は，テスト結果に対するユーザ・メッセージを送ります。

戻り値

この関数は，文字列が見つかると 0，文字列が見つからないと 1，関数が失敗すると -
1 を返します。詳細については，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末

エミュレータ関数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。
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TE_wait_sync コンテキスト・センシティブ／端末エミュレータ

入力を受け取る準備ができていることを示すホストからの応答を WinRunner を待機させます。

TE_wait_sync ( );

TE_wait_sync 関数は，実行中，入力を受け取る準備ができたことをホストが応答す

るまで WinRunner に待機させます。 

戻り値

この関数は，端末エミュレータ画面が再描画するのにかかる実際の時間を返します。

詳細については，112 ページ「一般的な戻り値」と 120 ページ「端末エミュレータ関

数の戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，端末エミュレータ・アドインがサポートされている WinRunner に対して

のみサポートされます。

この関数は VT100 で実行するアプリケーションには適用されません。

texit 標準／呼び出しステートメント

現在のテストの実行を停止します。

注：texit ステートメントは関数ではありません。したがって，［関数ジェネレータ］

には表示されません。

texit ( [ expression ] );

expression 呼び出し先テストを呼び出した call ステートメントに返され

る値。

戻り値

texit ステートメントは，関数ではなくキーワードです。戻り値はありません。
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使用可能範囲

このステートメントは常に使用できます。

time_str 標準／時間関連

get_time 関数によって返される整数を文字列に変換します。

time_str ( [ expression ] );

expression この値は，get_time 関数によって生成される形式で表示しな

くてはなりません（1970 年 1 月 1 日 GMT00:00 より経過した

秒数）。expression を省略した場合（NULL），time_str は 
get_time によって返される現在値を変換します。

戻り値

この関数は，「曜日 月 日 時 : 分 : 秒年」形式で文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

tl_step 標準／その他

テスト・スクリプトをセクションに分け，前のセクションのテスト結果にステータス・メッ

セージを挿入します。

tl_step ( step_name, status, description );

step_name テスト・ステップ名。

status ステップの成功 / 失敗を指定します。成功なら 0，失敗なら

任意の整数を指定します。

description ステップの短い説明。

tl_step 関数は，テスト・スクリプトをセクションに分け，セクションごとに成功 / 失
敗を判定します。テスト実行が終了すると，［テスト結果］ウィンドウにテスト結果

が表示されます。レポートには，定義したステップごとに結果（成功 / 失敗）が表示

されます。
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WinRunner が Quality Center プロジェクトに接続されている場合，メッセージは 
Quality Center の「ステップ」テーブルにも挿入されます。

戻り値

この関数は，ステップが成功すると 0 を返します。戻り値が 0 でない場合は失敗で

す。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

tl_step_once 標準／その他

テスト・スクリプトをセクションに分け，前のセクションのテスト結果にステータス・メッ

セージを挿入します。

tl_step_once ( step_name, status, description );

step_name テスト・ステップ名。

status ステップの成功 / 失敗を指定します。成功なら 0，失敗なら

任意の整数を指定します。

description ステップの短い説明。

tl_step_once 関数は，テスト・スクリプトをセクションに分け，セクションごとに成

功 / 失敗を判定します。テスト実行が終了すると，［テスト結果］ウィンドウにテス

ト結果が表示されます。レポートには，定義したステップごとに結果（成功 / 失敗）

が表示されます。

WinRunner が Quality Center プロジェクトに接続されている場合，メッセージは 
Quality Center の「ステップ」テーブルにも挿入されます。メッセージは step_name ご
とに 1 度だけ Quality Center の「step」テーブルに挿入されます。

戻り値

この関数は，ステップが成功すると 0 を返します。戻り値が 0 でない場合は失敗で

す。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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tolower 標準／文字列

文字列の中のすべての小文字を大文字に変換します。

tolower ( string );

string 文字列式。

戻り値

この関数は大文字の文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

toolbar_button_press コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

ツールバー・ボタンをクリックします。

toolbar_button_press ( toolbar, button, mouse_button );

toolbar ツールバーの論理名または物理的記述。

button 押すボタン。論理名またはボタンの数値インデックスを指定

できます。論理名は，ボタンの付属テキスト（ツールチッ

プ）を反映します。インデックスは，先頭がシャープ記号

（#）で始まる文字列として指定します。ツールバーの先頭の

ボタンは #0 です。

mouse_button ツールバーのボタンを押すときに押すマウス・ボタンの名

前。名前（Left，Right，Middle）は，システム構成ファイル

内のシステム・パラメータ xr_inp_mkeys によって定義されて

います。このパラメータは任意です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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toolbar_get_button コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

ツールバーのボタン名を返します。

toolbar_get_button ( toolbar, button_num, out_text );

toolbar ツールバーの論理名または物理的記述。

button_num ツールバー・ボタンの数値インデックス。

out_text テキストを格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

toolbar_get_buttons_count コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

ツールバーのボタン数を返します。

toolbar_get_buttons_count ( toolbar, out_num );

toolbar ツールバーの論理名または物理的記述。

out_num ツールバーのボタン数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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toolbar_get_button_info コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

ツールバーのボタンのプロパティの値を返します。

toolbar_get_button_info ( toolbar, button, property, out_value );

toolbar ツールバーの論理名または物理的記述。

button ボタンの論理名または数値インデックス。論理名は，ボタン

の付属テキスト（ツールチップ）を反映します。インデック

スは，先頭がシャープ記号（#）で始まる文字列として指定

します。ツールバーの先頭のボタンは #0 です。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「GUI マップの構成設

定」の任意のプロパティ。

out_value 指定した属性の値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

toolbar_get_button_num コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

ツールバーのボタンの位置を返します。

toolbar_get_button_num ( toolbar, button, out_num );

toolbar ツールバーの論理名または物理的記述。 

button ボタンの論理名または物理的記述。論理名は，ボタンの付属

テキストを反映します。インデックスは，先頭がシャープ記

号（#）で始まる文字列として指定します。ツールバーの先

頭のボタンは #0 です。

out_num ツールバー上のボタンの位置を表す数値を格納する出力変

数。最初のボタンは自動的に 0 になります。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

toolbar_get_buttons_count コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

ツールバーのボタン数を返します。

toolbar_get_buttons_count ( toolbar, out_num );

toolbar ツールバーの論理名または物理的記述。 

out_num ツールバーのボタン数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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toolbar_select_item コンテキスト・センシティブ／ツールバー・オブジェクト

Microsoft Internet Explorer などのメニューに似たツールバーから項目を選択します。

toolbar_select_item ( toolbar, toolbar_item_chain [ , mouse_button ] );

toolbar toolbar_item_chain 内の先頭の項目を含んでいるツールバー

の論理名または物理的記述。

toolbar_item_chain ツリー・ビューで使う区切り文字（標準では，セミコロン）

で区切られたツールバー項目のつながり。［一般オプション］

ダイアログ・ボックスを使って，区切り文字を構成できま

す。項目の文字列を記録できないときには，項目のインデッ

クスが代わりに記録されます。

mouse_button toolbar_item_path 内で，最後の項目を選択するときに押され

るマウス・ボタンの名前。名前（Left，Right，Middle）は，

システム構成ファイル内のシステム・パラメータ 
xr_inp_mkeys によって定義されています。このパラメータは

任意です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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toupper 標準／文字列

文字列の中のすべての小文字を大文字に変換します。

toupper ( string );

string 文字列式。

戻り値

この関数は大文字の文字列を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

treturn 標準／呼び出しステートメント

呼び出し先のテストを停止し，コントロールを呼び出し元のテストに返します。

treturn ステートメントは，テスト呼び出し時に使用されます。このステートメントは現在のテ

ストの実行を停止し，呼び出し元テストにコントロールを返します。treturn ステートメント

は，呼び出し先テストには戻り値を返します。

注：treturn ステートメントは，関数ではありません。したがって，関数ジェネレー

タには表示されません。

treturn [ ( expression ) ];

expression 呼び出し先のテストを呼び出した call ステートメントに返さ

れる値。値を指定しないと，call ステートメントの戻り値は 
0 になります。

戻り値

treturn ステートメントは，関数ではなく，キーワードであり，戻り値はありません。

使用可能範囲

このステートメントは常に使用できます。
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type アナログ／入力デバイス

キーボード入力を指定します。

type ( keyboard_input [, technical_id ] );

keyboard_input キーストロークを示す文字列式。

technical_id タイミングと同期データを示します。このパラメータは，

type ステートメントが記録時に生成された場合にのみ指定さ

れます。

type 関数は，テスト対象アプリケーションに送信されたキーボード入力を記述しま

す。キーボード入力は，以下の規則を使って文字列として評価されます。『TSL オン

ライン・リファレンス』 には，文字列へのキーボード入力を評価する規定が含まれて

います。

戻り値

この関数の戻り値は常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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unload 標準 ／コンパイル済みモジュール

メモリからコンパイル済みモジュールまたは選択された関数を削除します。

unload ( [ module | test [, function_name ] ] );

module | test 既存のコンパイル済みモジュールまたはテストの名前を示す

文字列式。

function_name 既存のコンパイル済み関数の名前を示す文字列式。

unload 関数は，メモリのすべてのモジュールまたは選択された関数を削除できます。

1 つのモジュールまたはテスト名だけが指定されている場合は，そのモジュールまた

はテスト内のすべての関数が削除されます。

引数が指定されていない場合，unload 関数は， メモリからコンパイル済みモジュール

をすべて削除します。

システム・モジュールは，一般にテスト者からは「見えない」閉じたモジュールで

す。システム・モジュールは，ロードされたときには表示されず，足を踏み入れるこ

とも，［一時停止］コマンドで停止させることもできません。システム・モジュール

は，パラメータなしで unload ステートメントを実行してもアンロードされません。

ユーザ・モジュールはこの点で，システム・モジュールと対照的です。一般に，ユー

ザ・モジュールは，まだ開発途中のものです。こうしたモジュールには，変更を行っ

たり，こまめにコンパイルしたりできます。

注：ロードされているコンパイル済みモジュール内の関数を変更する場合は，変更が

適用されるよう，コンパイル済みモジュールを一度アンロードしてからロードし直し

てください。

戻り値

この関数は，成功すると 0 を返し，失敗すると 1 を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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unload_dll 標準／その他

DLL をメモリからアンロードします。

unload_dll ( pathname );

pathname アンロードするダイナミック・リンク・ライブラリ（DLL）
の完全パス名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

unset_class_map コンテキスト・センシティブ／ GUI マップ構成設定

標準クラスとカスタム・クラスの関連付けを解除します。

unset_class_map ( custom_class );

custom_class 関連付けを解除するカスタム・クラス名。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については， 112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，PC プラットフォームで動作している WinRunner と GUI 仮想ユーザに対

してのみ使用できます。

user_data_point 標準／負荷テスト

ユーザ定義のデータ・サンプルを記録します。

int user_data_point (sample_name, value );

sample_name サンプルの種類の名前を示す文字列。
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value 記録する値。

戻り値

この関数は，成功すると 0 を返し，サンプルのデータの書き込みに失敗すると -1 を返

します。

使用可能範囲

この関数は，LoadRunner の GUI 仮想ユーザでのみ使用できます。

vb_get_label_names コンテキスト・センシティブ／ ActiveX/Visual Basic

指定されたフォーム・ウィンドウですべてのラベル・コントロールの名前を取得します。名前

が配列の添え字として格納されます。

vb_get_label_names ( window, name_array, count );

window Visual Basic フォームの論理名または物理的記述。

name_array 格納配列の名前を含む出力パラメータ。

count 配列内の要素の数を含む出力パラメータ。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，Visual Basic アドイン専用です。

wait 標準／時間関連

テストの実行を一時停止します。

wait ( seconds [ , milliseconds ] );

seconds 一時停止の長さ（秒単位）。このパラメータの有効範囲は，0
～ 32,767 秒です。

milliseconds seconds に加算するミリ秒の数値。
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戻り値

この関数の戻り値は常に 0 です。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

wait_window アナログ／同期化関数

ウィンドウ・ビットマップが現れるのを待ちます。

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されているものです。コンテキスト・

センシティブ・バージョンは win_check_bitmap と obj_check_bitmap です。これらの

関数を使用することを推奨します。

wait_window ( time, image, window, width, height, x, y [ , relx1, rely1, relx2, rely2 ] );

time time が timeout_msec テスト・オプションに加算されて，先行

する入力イベントと画面キャプチャの最大インターバルが求

められます。 

image キャプチャされたビットマップを識別する文字列式。

window ウィンドウ・タイトルの名前を示す文字列式。

width, height ピクセル単位でのウィンドウのサイズ。

x, y ウィンドウの左上角の位置。

relx1, rely1 領域ビットマップ用：ウィンドウの左上角を基準にした，四

角形の左上角の相対座標（x と y のパラメータ）。ピクセル単

位。

relx2, rely2 領域ビットマップ用：ウィンドウの右下角を基準にした，四

角形の右下角の相対座標（x と y のパラメータ）。ピクセル単

位。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

_web_set_tag_attr コンテキスト・センシティブ ／ Web

WinRunner に，指定した Web オブジェクト・クラスの論理名に指定した属性を使用するよう指

示します。

_web_set_tag_attr(class, attribute); 

class Web オブジェクトの MSW_ クラス。

attribute 論理名に使用する属性。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，WebTest にのみ使用できます。

web_browser_invoke コンテキスト・センシティブ／ Web

ブラウザを起動し，指定されたサイトを開きます。

web_browser_invoke ( browser, site );

browser ブラウザの名前（Microsoft Internet Explorer または Netscape）。

site サイトのアドレス。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。
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web_cursor_to_image コンテキスト・センシティブ／ Web

ページ上で画像へカーソルを移動します。 

web_cursor_to_image ( image, x, y );

image 画像の論理名または物理的記述。

x,y 画像へ移動するマウス・ポインタの最終的な xy 座標を，画

像の左上角からの相対位置として指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されているものです。

web_cursor_to_label コンテキスト・センシティブ／ Web

ページ上でラベルへカーソルを移動します。

web_cursor_to_label ( label, x, y );

label ラベルの名前。

x,y ラベルに移動するマウス・ポインタの最終的な xy 座標を，

ラベルの左上角からの相対位置として指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。
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注：この関数は，後方互換性を保つために提供されているものです。

web_cursor_to_link コンテキスト・センシティブ／ Web

ページ上でリンクへカーソルを移動します。

web_cursor_to_link ( link, x, y );

link リンクの名前。

x,y リンクへ移動するマウス・ポインタの最終的な xy 座標を，

リンクの左上角からの相対位置として指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されているものです。

web_cursor_to_obj コンテキスト・センシティブ／ Web

ページ上でオブジェクトへカーソルを移動します。

web_cursor_to_obj ( object, x, y );

object オブジェクトの名前。

x,y オブジェクトへ移動するマウス・ポインタの最終的な xy 座
標を，オブジェクトの左上角からの相対位置として指定しま

す。
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web_cursor_to_obj 関数は，フレーム上でオブジェクトへカーソルを移動します。オ

ブジェクトへ移動するマウス・ポインタの最終的な xy 座標は，オブジェクトの左上

角からの相対位置です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

この関数は，Microsoft Internet Explorer を使う場合に限り有効です。

web_event コンテキスト・センシティブ／ Web

指定したオブジェクトを対象にイベントを実行します。

web_event ( object, event_name [ , x, y ] );

object 記録したオブジェクトの論理名または物理的記述。

event_name イベント・ハンドラの名前。以下のイベントのどれか 1 つを

指定します。

blur：フォーカスされているオブジェクト，ウィンドウまた

はフレームがフォーカスを失うと，イベントが発生します。

change：オブジェクトの値を変更するとイベントが発生しま

す。

click：オブジェクトをクリックするとイベントが発生しま

す。

focus：マウスをクリックしたりキーボードの Tab キーを押し

たりしてオブジェクトにフォーカスを当てると，イベントが

発生します。

mousedown：マウス・ボタンを押したままにするとイベント

が発生します。

mouseout：オブジェクト上のマウス・ポインタをオブジェク

トの外に移動するとイベントが発生します。
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mouseover：マウス・ポインタをオブジェクトの上に移動す

るとイベントが発生します。

mouseup：マウス・ボタンを押した状態から解放するとイベ

ントが発生します。

x,y オブジェクトへ移動するマウス・ポインタの xy 座標を，オ

ブジェクトの左上角からの相対位置として指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_file_browse コンテキスト・センシティブ／ Web

参照ボタンをクリックします。

web_file_browse ( object );

object ファイル型オブジェクト。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

この関数は，Microsoft Internet Explorer を使う場合に限り有効です。

web_file_set コンテキスト・センシティブ／ Web

ファイル型オブジェクトにテキストの値を設定します。

web_file_set ( object, value );

object ファイル型オブジェクト。
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value テキスト文字列。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

この関数は，Microsoft Internet Explorer を使う場合に限り有効です。

web_find_text コンテキスト・センシティブ／ Web

フレーム内のテキストの場所を返します。

web_find_text ( frame, text_to_find, result_array [ , text_before, text_after, index, 
show ] );

frame フレームの名前。

text_to_find 検索対象に指定されたテキスト文字列。

result_array 文字列の場所を 4 つの要素を持つ配列として格納する出力変

数の名前。

text_before 特定のテキスト文字列を検索する領域の開始位置を定義しま

す。

text_after 特定のテキスト文字列を検索する領域の終了位置を定義しま

す。

index 見つける個数（標準設定では 1）。

show 文字列の場所を強調表示するかどうかを示します。TRUE 
（標準時のパラメータ）を指定すると，文字列の場所が強調

表示されます。FALSE （標準時のパラメータ）を指定する

と，文字列の場所は強調表示されません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_frame_get_text コンテキスト・センシティブ／ Web

フレーム内のテキストの内容を取得します。

web_frame_get_text ( frame, out_text [ , text_before, text_after, index ] );

frame フレームの論理名。

out_text キャプチャするテキストの内容。

text_before 特定のテキスト文字列を検索する領域の開始位置を定義しま

す。

text_after 特定のテキスト文字列を検索する領域の終了位置を定義しま

す。

index 見つける個数（標準設定では 1）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_frame_get_text_count コンテキスト・センシティブ／ Web

フレーム内で正規表現に一致する文字列の発生回数を返します。

web_frame_get_text_count ( frame, regex_text_to_find, count );

frame フレームの名前。

regex_text_to_find 検索対象に指定された正規表現。

count 見つかった個数を格納する出力変数。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_frame_text_exists コンテキスト・センシティブ／ Web

テキスト値がフレーム内にあれば返します。

web_frame_text_exists ( frame, text_to_find [ , text_before, text_after ] );

frame 検索するフレームの名前。

text_to_find 検索する文字列。

text_before 特定のテキスト文字列を検索する領域の開始位置を定義しま

す。

text_after 特定のテキスト文字列を検索する領域の終了位置を定義しま

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_get_run_event_mode コンテキスト・センシティブ／ Web

現在の実行モードを返します。

web_get_run_event_mode ( out_mode );

out_mode 使用している実行モード。FALSE （標準のパラメータ）を指

定すると，テストの実行はマウス操作に基づいて行われま

す。TRUE を指定すると，テストはイベントに基づいて実行

されます。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_get_timeout コンテキスト・センシティブ／ Web

WinRunner が Web からの応答を待つ最大時間を返します。

web_get_timeout ( out_timeout );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_image_click コンテキスト・センシティブ／ Web

ハイパーグラフィック・リンクまたは画像をクリックします。

web_image_click ( image, x, y );

image 画像の論理名または物理的記述。

x,y ハイパーグラフィック・リンクまたは画像がクリックされた

ときのマウス・ポインタの xy 座標。座標は，画像の左上角

からの相対位置です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。
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web_label_click コンテキスト・センシティブ／ Web

指定されたラベルをクリックします。

web_label_click ( label );

label ラベルの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されているものです

web_link_click コンテキスト・センシティブ／ Web

ハイパーテキスト・リンクをクリックします。

web_link_click ( link );

link リンクの名前。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_link_valid コンテキスト・センシティブ／ Web

リンクの URL 名が有効かどうかを（破棄されていないかどうか）検査します。
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web_link_valid ( name, valid );

name リンクの論理名。

valid リンクのステータスは，有効（TRUE）または無効（FALSE）
のどちらか。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_obj_click コンテキスト・センシティブ／ Web

フレーム内のオブジェクトをクリックします。

web_obj_click ( object, x, y );

object オブジェクトの名前。

x,y オブジェクトがクリックされたときのマウス・ポインタの 
xy 座標。座標は，オブジェクトの左上角からの相対位置で

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

この関数は，Microsoft Internet Explorer を使う場合に限り有効です。

web_obj_get_child_item コンテキスト・センシティブ／ Web

オブジェクト内の子に関する情報を返します。

web_obj_get_child_item ( object, table_row, table_column, object_type, index, 
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out_object );

object オブジェクトの名前。

table_row テーブル内の行の数。

table_column テーブル内の列の数。

object_type オブジェクトの種類を指定します。

index オブジェクトに割り当てられている一意の番号。

out_object 情報を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_obj_get_child_item_count コンテキスト・センシティブ／ Web

オブジェクト内の子の数を返します。

web_obj_get_child_item_count ( object, table_row, table_column, object_type, 
object_count );

object オブジェクトの名前。

table_row テーブル内の行番号。

table_column テーブル内の列番号。

object_type オブジェクトの種類を指定します。

object_count オブジェクトの個数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。
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web_obj_get_info コンテキスト・センシティブ／ Web

オブジェクトのプロパティの値を返します。

web_obj_get_info ( object, property_name, property_value );

object オブジェクトの名前。

property_name プロパティの名前。

各 Web オブジェクトに使用できるプロパティのリストにつ

いては，『TSL オンライン・リファレンス』または

『WinRunner ユーザーズ・ガイド』の「Web オブジェクトで

の作業」の章を参照してください。

property_value プロパティの値を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_obj_get_text コンテキスト・センシティブ／ Web

オブジェクトからテキスト文字列を返します。

web_obj_get_text ( object, table_row, table_column, out_text [ , text_before, text_after, 
index ] );

object オブジェクトの名前。

table_row オブジェクトがテーブルの場合は，テーブル内の行の位置を

指定します。文字列の前には「#」という文字を付けます。

table_column オブジェクトがテーブルの場合は，テーブル内の列の位置を

指定します。文字列の前には「#」という文字を付けます。

out_text テキスト文字列を格納する出力変数。

text_before 特定のテキスト文字列を検索する領域の開始位置を定義しま

す。
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text_after 特定のテキスト文字列を検索する領域の終了位置を定義しま

す。

index 見つける個数（標準設定では 1）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_obj_get_text_count コンテキスト・センシティブ／ Web

オブジェクト内で正規表現に一致する文字列の発生回数を返します。

web_obj_get_text_count ( object, table_row, table_column, regex_text_to_find, count 
);

object オブジェクトの名前。

table_row オブジェクトがテーブルの場合は，テーブル内の行の位置を

指定します。文字列の前には「#」という文字を付けます。 

table_column オブジェクトがテーブルの場合は，テーブル内の列の位置を

指定します。文字列の前には「#」という文字を付けます。

regex_text_to_find 検索対象に指定された正規表現。

count 発生回数を格納する出力変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。
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web_obj_text_exists コンテキスト・センシティブ／ Web

テキスト値がオブジェクト内にあれば返します。

web_obj_text_exists ( object, table_row, table_column, text_to_find [ , text_before, 
text_after ] );

object 検索するオブジェクトの名前。

table_row オブジェクトがテーブルの場合は，テーブル内の行の位置を

指定します。文字列の前には「#」という文字を付けます。

table_column オブジェクトがテーブルの場合は，テーブル内の列の位置を

指定します。文字列の前には「#」という文字を付けます。

text_to_find 検索する文字列。

text_before 特定のテキスト文字列を検索する領域の開始位置を定義しま

す。

text_after 特定のテキスト文字列を検索する領域の終了位置を定義しま

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_password_encrypt コンテキスト・センシティブ／ Web

Web ページのパスワードを暗号化します。

web_password_encrypt ( password );

password Web ページのパスワード。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は WebTest 専用 です。

web_refresh コンテキスト・センシティブ／ Web

WinRunner の接続を指定されたフレームにリセットします。

web_refresh ( frame );

frame フレームの論理名または物理的記述。

ヒント：フレームが動的に変化する場合および WinRunner がその変化をキャプチャし

ない場合に，この関数を呼び出します。

注：この関数は記録できません。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_restore_event_default コンテキスト・センシティブ／ Web

すべてのイベントを標準設定にリセットします。

web_restore_event_default ( );

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_set_event コンテキスト・センシティブ／ Web

イベントのステータスを設定します。

web_set_event ( class, event_name, event_type, event_status );

class オブジェクトの MSW クラス。 

event_name イベント・ハンドラの名前。以下のイベントのどれか 1 つを

指定します。

blur：フォーカスされているオブジェクト，ウィンドウまた

はフレームがフォーカスを失うと，イベントが発生します。

change：オブジェクトの値を変更するとイベントが発生しま

す。

click：オブジェクトをクリックするとイベントが発生しま

す。

focus：マウスをクリックしたりキーボードの Tab キーを押し

たりしてオブジェクトにフォーカスを当てると，イベントが

発生します。

mousedown：マウス・ボタンをクリックするとイベントが発

生します。

mouseout：オブジェクト上のマウス・ポインタをオブジェク

トの外に移動するとイベントが発生します。

mouseover：マウス・ポインタをオブジェクトの上に移動す

るとイベントが発生します。

mouseup：マウス・ボタンを解放するとイベントが発生しま

す。

event_type イベントのタイプ名。以下のどれか 1 つを指定します。

ANYCASE：状況に関係無くイベントに接続します。

BEHAVIOR：振る舞いがオブジェクト・クラスと関連付け

られている場合にのみイベントに接続します。
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HANDLER： ハンドラが HTML スクリプト内にある場合に

のみイベントに接続します。

BEHAVIOR_OR_HANDLER：ハンドラが HTML スクリプト

内にあるまたは振る舞いがオブジェクト・クラスと関連付け

られている場合にのみイベントに接続します。

event_status イベントのステータス名。以下のどれか 1 つを指定します。

ENABLE：イベントを記録できます。

DISABLE：オブジェクト・クラスの記録可能なイベントを

無効にします。ただし，この情報は記録可能なイベントの構

成ファイルに保存されます。

DELETE：オブジェクト・クラスの記録可能なイベントを無

効にします。記録可能なイベントの構成ファイルの情報を削

除します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_set_run_event_mode コンテキスト・センシティブ／ Web

イベントの実行モードを設定します。

web_set_run_event_mode ( mode );

mode イベントの実行モードには TRUE または FALSE を指定でき

ます。FALSE を指定すると，テストの実行はマウス操作に基

づいて行われます。TRUE を指定すると，テストはイベント

に基づいて実行されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_set_timeout コンテキスト・センシティブ／ Web

WinRunner が Web からの応答を待つ最長時間を設定します。

web_set_timeout ( timeout );

timeout 最大インターバル（秒単位）。

web_set_timeout 関数は，WinRunner が Web からの応答を待つ最長の時間を設定しま

す。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_set_tooltip_color コンテキスト・センシティブ／ Web

WebTest のツールヒントの色を設定します。

web_set_tooltip_color ( fg_color, bg_color );

fg_color 前景色の色値を表す 16 進数。標準設定では黒に設定されま

す。

bg_color 背景色の色値を表す 16 進数。標準設定では淡い緑青に設定

されます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。
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web_sync コンテキスト・センシティブ／ Web

フレームのナビゲーションが完了するまで待ちます。

web_sync ( timeout );

time 最大インターバル（秒単位）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_tbl_get_cell_data コンテキスト・センシティブ／ Web

指定された文字から始まるセルの内容を Web のテーブルから取得します。

web_tbl_get_cell_data ( table, row, column, starting_pos, out_text, 
out_actual_text_length );

table テーブルの倫理名または物理的記述。

row 位置依存：# < 行位置 > テーブル内で「#2」のように，先頭が

シャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたテーブル内

にある行の位置。

行は次の形式になることがあります。

column 位置依存：# < カラム位置 > テーブル内で「#2」のように，先

頭がシャープ記号「#」で始まる文字列で指定されたテーブ

ル内にあるカラムの位置。

starting_pos WinRunner がテキスト文字列の取得を開始するセルにある文

字のインデックス。

out_text 指定されたセルで見つかった文字列を格納する出力変数。

out_actual_text_length テーブルにあるテキスト文字列の実際の長さ。この長さは 
1023 文字が最大です。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

web_url_valid コンテキスト・センシティブ／ Web

URL が有効かどうかを検査します。

web_url_valid ( URL, valid );

URL リンクのアドレス。

valid リンクのステータスは，有効（TRUE）または無効（FALSE）
のどちらか。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WebTest 専用です。

win_activate コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウをアクティブにします。

win_activate ( window );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は WinRunner でのみ使用できます。
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win_capture_bitmap コンテキスト・センシティブ ／ウィンドウ・オブジェクト

アクティブなウィンドウまたは指定したウィンドウ，あるいはウィンドウの選択領域のビット

マップをキャプチャします。

desktop_capture_bitmap (image_name [, window, x, y, width, height]);

image_name ビットマップを保存するファイル名。ファイルのパスや拡張

子を入力してはいけません。ビットマップは，.bmp 拡張子付

きでテスト結果フォルダのサブフォルダに自動的に保存され

ます。

例： ..\MyTest\res1\MyTest\whole_deskop1.bmp
各画像名には，連番付きのサフィックスが割り当てられるた

め，ファイル名はフォルダ内で一意となります。

window キャプチャするウィンドウの論理名または物理的記述。指定

しない場合は，アクティブ・ウィンドウが使用されます。

x, y 領域ビットマップの場合：選択した領域が含まれるウィンド

ウの左上角の座標。

width, height 領域ビットマップの場合：選択した領域のサイズ（単位：ピ

クセル）。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_check_bitmap コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ・ビットマップと期待ビットマップを比較します。

win_check_bitmap ( window, bitmap, time [ , x, y, width, height ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

bitmap キャプチャしたビットマップを識別する文字列式。
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time 前の入力イベントから，現在のビットマップをキャプチャす

るまでの最大遅延を示すインターバル（単位：秒）。イン

ターバルは，次のステートメントを実行する前に 
timeout_msec テスト・オプションに加算されます。

x, y 領域ビットマップ：選択した領域を含むウィンドウの左上角

からの相対座標。

width, height 領域ビットマップ：選択した領域のサイズ（単位：ピクセ

ル）。

win_check_bitmap のアナログ・バージョンは， check_window です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_check_gui コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウの現在の GUI データと期待 GUI データを比較します。

win_check_gui ( window, checklist, expected_results_file, time );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

checklist 実行する検査を指定するチェックリストの名前。

expected_results_file 期待 GUI データを格納するファイルの名前。

time time がタイムアウト・テスト・オプションに加算されて，直

前の入力イベントと画面キャプチャの間に最長のインターバ

ルが求められます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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win_check_info コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

リクエストしたウィンドウのプロパティを検査します。

win_check_info ( window, property, property_value [, timeout ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

property 検査するプロパティ。

property_value プロパティの期待値。

timeout プロパティが利用可能になるまで，またはこのパラメータで

指定されている時間を超えるまで待機します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_check_text コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウまたはウィンドウ内の選択領域のテキストを指定した期待テキストと比較します。

win_check_text を使用する前に，必要に応じて，アプリケーションで使用されているフォント

が学習されていることを確認します。詳細については，『WinRunner ユーザーズ・ガイド』を

参照してください。

フォントの学習が実行されていると，win_check_text はテキストの 1 行だけを読み取ることが

できます。選択した領域に複数の行が含まれる場合は，最も左側から開始される行が読み取ら

れます。左側の同じ場所から複数行が開始された場合は，最後の行が読み取られます。 

1 つの win_check_text ステートメントでキャプチャされる最大文字数は 2048 文字です。

win_check_text ( window, expected_text [, x1, y1, x2, y2 ] );

window テキストが読み取られるウィンドウ。

expected キャプチャされるテキストの期待値。
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x1,y1,x2,y2 ウィンドウに対する，テキストが取得される四角形の座標

（単位：ピクセル）。2 対の座標は四角形の 2 つの対角を示し

ます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_click_help コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ・タイトル・バーの［ヘルプ］ボタンをクリックします。

win_click_help ( window );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_click_on_text コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内のテキストを検索します。

win_click_on_text (window, string [ ,search_area [ , string_def [ , mouse_button ] ] ] ); 

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

string 検索するテキスト。大文字小文字を区別するリテラル文字列

を指定するには，その文字列を引用符で囲むか，または文字

列変数の名前を指定します。文字列変数の値には正規表現

（正規表現は，先頭を感嘆符で始める必要はありません）を

含めることができます。
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search_area 検索対象オブジェクトの領域をウィンドウからの相対座標と

して指定します。この領域は，x1，y1，x2，y2 という対の

座標として定義します。x1，y1，x2，y2 を使用して，四角

形の検索領域の対角線上にある任意の 2 つの角を指定しま

す。このパラメータを定義しないと，指定した window 全体

が検索領域として認識されます。

string_def テキストの検索方法を定義します。string_def を指定しない

と（標準設定の 0 または FALSE が適用される），インタプリ

タは完全に一致する単語だけを検索します。1 または TRUE 
を指定すると，単独の完全に一致する単語だけに検索が限定

されません。文字列の定義に TRUE を指定する場合，上記の

検索対象の領域を定義しなければなりません。

mouse_button テキスト文字列をクリックするマウス・ボタンを指定しま

す。値には，LEFT，MIDDLE または RIGHT のいずれかを指

定します。ボタンを指定しないと，標準の左ボタンが適用さ

れます。

この関数のアナログ・バージョンは click_on_text になります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_close コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウを閉じます。

win_close ( window );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_drag コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ソース・ウィンドウからオブジェクトをドラッグします。

win_drag ( source_window, x, y [ , mouse_button ] );

source_window ウィンドウの論理名または物理的記述。

x,y ソース・ウィンドウ上で，クリックしたときのマウス・ポイ

ンタの座標。ソース・ウィンドウのクライアント領域の左上

角からの相対座標をピクセル単位で指定します。

mouse_button ドラッグしている間に押下するボタンを指定する定数。値に

は，LEFT，MIDDLE または RIGHT のいずれかを指定しま

す。ボタンを指定しなかった場合，標準設定ではセレクト機

能を実行するボタンが使われます。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_drop コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ターゲット・ウィンドウにオブジェクトをドロップします。

win_drop ( target_window, x, y );

target_window ウィンドウの論理名または物理的記述。

x,y ターゲット・ウィンドウ上で，解放した時のマウス・ポイン

タの座標。ソース・ウィンドウのクライアント領域の左上角

からの相対座標をピクセル単位で指定します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_exists コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウが画面に表示されているかどうかを検査します。

win_exists ( window [ , time ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

time 標準のタイムアウト設定（timeout_msec テスト・オプション

で指定）に追加する時間の合計（秒単位）。これにより，以

降のステートメントが実行されるまでの最大待機時間が新し

くなります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_find_text コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内の文字列の位置を返します。

win_find_text ( window, string, result_array [ , search_area [ , string_def ] ] );

window 検索するウィンドウの論理名または物理的記述。

string 検索するテキスト。大文字小文字を区別するリテラル文字列

を指定するには，その文字列を引用符で囲むか，または文字

列変数の名前を指定します。文字列変数の値には正規表現を

含めることができます。感嘆符（！）はリテラル文字として

扱われますが，正規表現には含められません。
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result_array 文字列の位置を ４ つの要素の配列として格納する出力変数

の名前。

search_area 検索対象オブジェクトの領域をウィンドウからの相対座標と

して指定します。この領域は，x1，y1，x2，y2 という対の

座標として定義します。x1，y1，x2，y2 を使用して，四角

形の検索領域の対角線上にある任意の 2 つの角を指定しま

す。このパラメータを定義しないと，指定した window 全体

が検索領域として認識されます。

string_def テキストの検索方法を定義します。 string_def を指定しないと

（標準設定の 0 または FALSE が適用されると），インタプリ

タは完全に一致する単語だけを検索します。1 または TRUE 
を指定すると，単独の完全に一致する単語だけに検索が限定

されません。 文字列の定義に TRUE を指定する場合，上記の

検索対象の領域を定義しなければなりません。

この関数のアナログ・バージョンは find_text になります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_get_desc コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウの物理的記述を返します。

win_get_desc ( window, obligatory, optional, selector, out_desc );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

obligatory 必須プロパティのリスト（空白文字で区切ります）。

optional オプションのプロパティのリスト（空白文字で区切ります）。

selector このオブジェクト・クラスに使われるセレクタのタイプ

（location または index）。

out_desc ウィンドウの物理的記述を格納する出力変数。



第 7 章 • アルファベット順リファレンス

453

453

戻り値

この関数は，成功すると 0 を返し，失敗すると -1 を返します。obligatory，optional，
selector が null 文字列の場合，win_get_desc は，オブジェクトに対する現在の学習構成

を返します。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_get_info コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウのプロパティの値を返します。

win_get_info ( window, property, out_value );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』に一覧表示されている任

意のプロパティ。

out_value 指定されたプロパティの値を格納する変数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_get_text コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

指示したウィンドウの領域からテキストを読み取ります。

win_get_text ( window, out_text [ , x1, y1, x2, y2 ] );

window テキストを読み込むウィンドウ。

out_text キャプチャしたテキストを保持する出力変数。

x1,y1,x2,y2 テキストを読み込む位置を定義するオプション・パラメー

タ。指定したウィンドウからの相対座標をピクセル単位で指

定します。対の座標を使用して，四角形の対角線上の任意の
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角を指定できます。インタプリタは，四角形で定義した領域

でテキストを検索します。

この関数のアナログ・バージョンは get_text になります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_highlight コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

指定されたウィンドウを強調表示します。

win_highlight ( window [ , flashes ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

flashes ウィンドウを画面上で点滅させる回数。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_max コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウを画面いっぱいに最大化します。

win_max ( window );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は，PC プラットフォームのもとで動作する WinRunner，および LoadRunner 
の GUI 仮想ユーザに対してのみ使用できます。

win_min コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウを最小化してアイコンにします。

win_min ( window );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は，PC プラットフォームのもとで動作する WinRunner，および LoadRunner 
の GUI 仮想ユーザについてのみ使用できます。

win_mouse_click コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内でマウス・クリックを実行します。

win_mouse_click ( window, x, y [ , mouse_button [ , modifier ] ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

x, y x と y 座標（ピクセル）で表したマウス・クリックの位置。

座標は，画面ではなくウィンドウのクライアント領域の左上

角からの相対座標として指定します。

mouse_button クリックするマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE， 
または RIGHT のいずれかを指定します。mouse_button を指

定しなかった場合，標準設定ではセレクト機能を実行するボ

タンです。

modifier マウス・ボタンと一緒に使用する修飾キーを指定する定数。

値は，CONTROL，SHIFT または CONTROL_SHIFT のいずれ

かを指定します。
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戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_mouse_dbl_click コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内でダブルクリックを実行します。

win_mouse_dbl_click ( window, x, y [ , mouse_button [ , modifier ] ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

x, y x と y 座標（ピクセル）で表したダブルクリックの位置。座

標は画面ではなく，ウィンドウのクライアント領域の左上角

からの相対座標として指定します。

mouse_button クリックするマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，
または RIGHT のいずれかを指定します。 mouse_button を指定

しなかった場合，標準設定ではセレクト機能を実行するボタ

ンです。

modifier マウス・ボタンと一緒に使用する修飾キーを指定する定数。

値は，CONTROL，SHIFT または CONTROL_SHIFT のいずれ

かを指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_mouse_drag コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内でマウス・ドラッグを実行します。

win_mouse_drag ( window, start_x, start_y, end_x, end_y [ , mouse_button 
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[ ,modifier ] ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

start_x, start_y マウス・ドラッグの起点の x と y のピクセル単位での座標。

座標は画面ではなく，ウィンドウのクライアント領域の左上

角からの相対座標として指定します。

end_x, end_y マウス・ドラッグの終点の x と y のピクセル単位での座標。

座標は画面ではなく，ウィンドウのクライアント領域の左上

角からの相対座標として指定します。

mouse_button クリックするマウス・ボタンを示す定数。LEFT，MIDDLE，
または RIGHT のいずれかを指定します。 mouse_button を指定

しなかった場合，標準設定ではセレクト機能を実行するボタ

ンです。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_mouse_move コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内で，マウス・ポインタを指定された位置に移動します。

win_mouse_move ( window, x, y );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

x, y x と y 座標（ピクセル）で表したマウス・ポインタの位置。

座標は画面ではなく，ウィンドウのクライアント領域の左上

角からの相対座標として指定します。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_move コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウを新しい絶対位置へ動かします。

win_move ( window, x, y );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

x, y x 座標と y 座標は画面の左上角からの相対位置です。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_move_locator_text コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ内の文字列にマウス・ポインタを移動します。

win_move_locator_text ( window, string [ , search_area [ ,s tring_def ] ] ); 

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

string 検索するテキスト。大文字小文字を区別するリテラル文字列

を指定するには，その文字列を引用符で囲むか，または文字

列変数の名前を指定します。文字列変数の値には正規表現

（正規表現は，先頭を感嘆符で始める必要はありません）を

含めることができます。

search_area 検索対象オブジェクトの領域をウィンドウからの相対座標と

して指定します。この領域は，x1，y1，x2，y2 という対の

座標として定義します。x1，y1，x2，y2 を使用して，四角

形の検索領域の対角線上にある任意の 2 つの角を指定しま

す。このパラメータを定義しないと，指定した window 全体

が検索領域として認識されます。
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string_def テキストの検索方法を定義します。string_def を指定しない

と（標準設定の 0 または FALSE が適用されると），インタプ

リタは完全に一致する単語だけを検索します。1 または 
TRUE を指定すると，単独の完全に一致する単語だけに検索

が限定されません。 

この関数のアナログ・バージョンは move_locator_text になります。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_open コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

アプリケーション・ウィンドウを開きます。

win_open ( window ); 

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_resize コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウのサイズを変更します。

win_resize ( window, width, height );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

width ウィンドウのピクセル単位の新しい幅。
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height ウィンドウのピクセル単位の新しい高さ。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_restore コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウを元のサイズに返します。

win_restore ( window );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_type コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

キーボード入力をウィンドウに送ります。

win_type ( window, keyboard_input );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

keyboard_input キーストロークを表示する文字列式。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。
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使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

win_wait_bitmap コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト

ウィンドウ・ビットマップを待ちます。

win_wait_bitmap ( window, bitmap, time [ , x, y, width, height ] );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

bitmap キャプチャしたビットマップを示す文字列式。

time time は，timeout_msec テスト・オプションに加算されて，先

行する入力イベントから画面をキャプチャするまでの間の最

長の秒単位のインターバルが求められます。 

x, y 領域ビットマップ：選択した領域を含むウィンドウの左上角

からのピクセル単位の相対座標。

width, height 領域ビットマップ：ピクセル単位の選択した領域のサイズ。

win_wait_bitmap のアナログ・バージョンについては wait_window を参照してくださ

い。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。

注：この関数は，後方互換性を保つために提供されているものです。この関数を使用

する代わりに，win_check_bitmap 関数と obj_check_bitmap 関数の使用をお奨めしま

す。
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win_wait_info コンテキスト・センシティブ／ウィンドウ・オブジェクト 

ウィンドウのプロパティの値を待ちます。

win_wait_info ( window, property, value, time );

window ウィンドウの論理名または物理的記述。

property 『WinRunner ユーザーズ・ガイド』で一覧表示されている任

意のプロパティ。 

value 関数が待機するプロパティの値。

time 次のステートメントを実行するまでの秒単位のインターバ

ル。

戻り値

この関数は，戻り値の一覧のどれかの値を返します。詳細については，112 ページ

「一般的な戻り値」を参照してください。

使用可能範囲

この関数は常に使用できます。
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!= 演算子 11
! 演算子 11
&& 演算子 11
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<= 演算子 11
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auto 変数 8

B
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button_check_enabled 51
button_check_info 関数 131

button_check_state 関数 132
button_get_info 関数 132
button_get_state 関数 133
button_get_value 51
button_press 関数 133
button_set 関数 134
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C
calendar_activate_date 関数 135
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calendar_get_status 関数 136
calendar_get_valid_range 関数 136
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calendar_select_range 関数 137
calendar_select_time 関数 138
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call_chain_get_attr ステートメント 140
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call_close ステートメント 141
call_ex statement 143
call_ex ステートメント 142
call ステートメント 139
case 51
char 51
check_file 51
check_wid 51
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click_on_text 関数 145
click 関数 145
comments 37
compare_text 関数 146
const 51
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continue ステートメント 19
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create_custom_dialog 関数 147
create_input_dialog 関数 148
create_list_dialog 関数 149
create_password_dialog 関数 149

D
Data Junction 63
datawindow_text_click 関数 151
datawindow_text_dbl_click 関数 152
date_check 関数 ,「TE_date_check 関数」参照 

382
date_set_attr 関数 ,「TE_date_set_attr 関数」参

照 382
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「TE_set_auto_date_verify 関数」参照 399
 383
db_check 関数 152
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db_disconnect 関数 154
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dbl_click 関数 159
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ddt_export 関数 161
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ddt_save 関数 165
ddt_set_row 関数 165
ddt_set_val_by_row 関数 167
ddt_set_val 関数 166
ddt_show 関数 168
ddt_update_from_db 関数 169
ddt_val_by_row 関数 171
ddt_val 関数 170
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default 51
define_object_exception 関数 172
define_popup_exception 関数 173
define_tsl_exception 関数 174
delete_record_attr 関数 175
delete 関数 24, 174
Delphi 関数 64
display_date_result 51
display_euro_result 51
dlph_button_panel_press 関数 178
dlph_edit_set 関数 176
dlph_list_select_item 関数 177
dlph_obj_get_info 関数 177
dlph_obj_set_info 関数 177
dos_system 関数 178
double 51
do ステートメント 18

E
edit_activate 関数 180
edit_check_content 51
edit_check_format 51
edit_check_info 関数 180
edit_check_selection 関数 181
edit_check_text 関数 181
edit_delete_block 関数 182
edit_delete 関数 182
edit_get_block 関数 183
edit_get_info 関数 183
edit_get_row_length 関数 184
edit_get_rows_count 関数 184
edit_get_selection_pos 関数 185
edit_get_selection 関数 185
edit_get_text 関数 186
edit_insert_block 関数 187
edit_insert 関数 186
edit_replace_block 関数 188
edit_replace 関数 187
edit_set_focus 関数 189
edit_set_insert_pos 関数 189
edit_set_selection 関数 190
edit_set 関数 188
edit_type 関数 190
edit_wait_info 関数 191
else 51
email_send_message 関数 191
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end_transaction 関数 192
endif 51
error_message 関数 193
eval 関数 193
exception_off_all 関数 194
exception_off 関数 194
exception_on_print 51
exception_on 関数 194
exit 51
exp 関数 195
extern 51

宣言 29–31
変数 8

F
file_close 関数 195
file_compare 関数 196
file_getline 関数 196
file_open 関数 197
file_printf 関数 197
find_text_ 関数 199
float 51
for ステートメント 17
function 51

G
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generator_add_function_to_category 関数 201
generator_add_function 関数 200
generator_add_subcategory 関数 202
generator_set_default_function 関数 202
get_aut_var 関数 202
get_class_map 関数 203
get_host_name 関数 203
get_lang 51
get_master_host_name 関数 204
get_obj_record_method 51
get_record_attr 関数 204
get_record_method 関数 205
get_runner_str 51
get_time 関数 207
get_unique_filename 関数 207
get_x 関数 208
get_y 関数 208
getenv 関数 208
getline 51

getvar 関数 209
grab 51
gsub 51
GUI_add 関数 209
GUI_buf_get_data 51
GUI_buf_get_data_attr 51
GUI_buf_get_desc_attr 関数 210
GUI_buf_get_desc 関数 210
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GUI_buf_new 関数 211
GUI_buf_set_data_attr 51
GUI_buf_set_desc_attr 関数 212
GUI_close_all 関数 213
GUI_close 関数 212
GUI_data_get_attr 51
GUI_data_set_attr 52
GUI_delete 関数 213
GUI_desc_compare 関数 214
GUI_desc_get_attr 関数 214
GUI_desc_set_attr 関数 214
GUI_get_name 関数 215
GUI_get_window 関数 216
GUI_list_buf_windows 関数 216
GUI_list_buffers 関数 216
GUI_list_data_attrs 52
GUI_list_desc_attrs 関数 217
GUI_list_map_buffers 関数 217
GUI_list_win_objects 関数 218
GUI_load 関数 219
GUI_map_get_desc 関数 219
GUI_map_get_logical_name 関数 220
GUI_mark 52
GUI_open 関数 220
GUI_point_to 52
GUI_replay_wizard 52
GUI_save_as 関数 221
GUI_save 関数 221
GUI_set_window 関数 222
GUI_unload_all 関数 223
GUI_unload 関数 222
gui_ver_add_check_to_class 関数 224
gui_ver_add_check 関数 223
gui_ver_add_class 関数 224
gui_ver_set_default_checks 関数 225
GUI チェックポイント関数

コンテキスト・センシティブ関数 66



索引

466

ユーザ定義関数 94
GUI マップ・エディタ関数 67
GUI マップ構成設定関数 67

I
i/o 関数 97
icon_move 関数 225
icon_select 関数 226
if 52
if/else ステートメント 14
in 52
index 関数 226
inout 52
input_to_description_int 52
int 関数 226
invoke_application 関数 227

J
Java/Oracle 関数 69
java_activate_method 関数 228
java_activate_static 関数 229
java_click_link 関数 231
java_get_field 関数 230, 231
java_set_field 関数 232
java_set_static 関数 232
jco_create 関数 233
jco_free_all 関数 234
jco_free 関数 233
jdc_aut_connect 関数 234

L
length 関数 235
list_activate_item 関数 235
list_check_info 関数 236
list_check_item 関数 236
list_check_multi_selection 52
list_check_row_num 52
list_check_selected 関数 237
list_check_selection 52
list_collapse_item 関数 237
list_deselect_item 関数 238
list_deselect_range 関数 238
list_drag_item 関数 239
list_drop_on_item 関数 239
list_expand_item 関数 240
list_extend_item 関数 240

list_extend_multi_items 関数 241
list_extend_range 関数 242
list_get_checked_items 関数 242
list_get_column_header 関数 243
list_get_info 関数 243
list_get_item_info 関数 245
list_get_item_num 関数 246
list_get_items_count 関数 246
list_get_item 関数 244
list_get_multi_selected 52
list_get_selected 関数 247
list_get_subitem 関数 248
list_rename_item 関数 248
list_select_item 関数 249
list_select_multi_items 関数 249
list_select_range 関数 250
list_set_item_state 関数 251
list_wait_info 関数 251
load_16_dll 関数 252
load_dll 関数 253
load 関数 252
log 関数 255
long 52
lov_get_item 関数 255
lov_select_item 関数 256
lr_whoami 関数 256

M
match 関数 257
menu_get_desc 関数 257
menu_get_info 関数 258
menu_get_item_num 関数 259
menu_get_items_count 52
menu_get_item 関数 258
menu_select_item 関数 259
menu_verify 52
menu_wait_info 関数 260
method_wizard 関数 260
move_locator_abs 関数 261
move_locator_rel 関数 261
move_locator_text 関数 262
move_locator_track 関数 262
move_mouse_abs 52
move_mouse_rel 52
move_window 52
mtype 関数 263



索引

467

467

N
next 52
not ( 単項 ) 演算子 11

O
obj_check_attr 52
obj_check_bitmap 関数 264
obj_check_enabled 52
obj_check_focused 52
obj_check_gui 関数 264
obj_check_info 関数 265
obj_check_label 52
obj_check_pos 52
obj_check_size 52
obj_check_style 52
obj_check_text 関数 266
obj_click_on_text 関数 266
obj_drag 関数 267
obj_drop 関数 268
obj_exists 関数 269
obj_find_text 関数 269
obj_get_desc 関数 270
obj_get_info 関数 271
obj_get_text 関数 271
obj_highlight 関数 272
obj_key_type 関数 272
obj_mouse_click 関数 273
obj_mouse_dbl_click 関数 273
obj_mouse_drag 関数 274
obj_mouse_move 関数 275
obj_move_locator_text 関数 275
obj_set_focus 52
obj_set_info 関数 276
obj_type 関数 277
obj_verify 52
obj_wait_bitmap 関数 278
obj_wait_info 関数 278
oracle 関数 74
or ( 論理 ) 演算子 11
out 52
output_message 関数 281

P
password_edit_set 関数 281
password_encrypt 関数 282
pause_test 52

pause 関数 282
phone_append_text 関数 283
phone_edit_set 関数 283
phone_get_name 関数 284
phone_GUI_load 関数 284
phone_key_click 関数 285
phone_navigate 関数 285
phone_sync 関数 286
popup_select_item 関数 286
PowerBuilder 関数 74

戻り値 119
printf 52
process_return_value 52
prvars 52
public 52
public 変数 8

Q
qcdb_add_defect 関数 288
qcdb_get_step_value 関数 289
qcdb_get_test_value 関数 289
qcdb_get_testset_value 関数 290
qcdb_load_attachment 関数 290
qt_force_send_key 関数 291, 292
qt_reset_all_force_send_key 関数 291, 292
quad_click 52
Quality Center 関数 108
QuickTest 2000 関数 100

R
rand 関数 293
reload 関数 293
rendezvous 関数 294
report_event 52
report_msg 関数 294
report_param_msg 52
reset_filter 52
reset_internals 52
return 52
return ステートメント 29, 295

S
save_report_info 52
scroll_check_info 関数 297
scroll_check_pos 関数 297
scroll_drag_from_min 関数 298



索引

468

scroll_drag 関数 298
scroll_get_info 関数 299
scroll_get_max 関数 299
scroll_get_min 関数 300
scroll_get_pos 関数 300
scroll_get_selected 関数 301
scroll_get_value 52
scroll_line 関数 301
scroll_max 関数 302
scroll_min 関数 302
scroll_page 関数 303
scroll_wait_info 関数 303
set_aut_var 関数 304
set_class_map 関数 304
set_filter 52
set_obj_record_method 52
set_record_attr 関数 305
set_record_method 関数 305
set_window 関数 306
setvar 関数 307
short 52
siebel_click_history 関数 308
siebel_connect_repository 関数 308
siebel_get_active_applet 関数 309
siebel_get_active_buscomp 関数 309
siebel_get_active_busobj 関数 310
siebel_get_active_control 関数 311
siebel_get_active_view 関数 311
siebel_get_chart_data 関数 312
siebel_get_control_value 関数 312
siebel_goto_record 関数 313
siebel_navigate_view 関数 313
siebel_obj_get_info 関数 314
siebel_obj_get_properties 関数 315
siebel_select_alpha 関数 316
siebel_set_active_applet 関数 316
siebel_set_active_control 関数 316
signed 52
sin 関数 318
spin_get_info 関数 318
spin_get_pos 関数 319
spin_get_range 関数 319
spin_max 関数 320
spin_min 関数 320
spin_next 関数 321
spin_prev 関数 321

spin_set 関数 321
spin_wait_info 関数 322
split 関数 24, 322
sprintf 関数 323
sqrt 関数 323
srand 関数 324
start_transaction 関数 325
static 52
static_check_info 関数 325
static_check_text 関数 325
static_get_info 関数 326
static_get_text 関数 326
static_wait_info 関数 327
static 変数 8
statusbar_get_field_num 関数 327
statusbar_get_info 関数 328
statusbar_get_text 関数 328
statusbar_wait_info 関数 329
str_map_logical_to_visual 関数 330
string 52
sub 52
substr 関数 330
switch ステートメント 15
system 関数 331

T
tab_get_info 関数 332
tab_get_item 関数 332
tab_get_page 52
tab_get_selected_page 53
tab_get_selected 関数 333
tab_select_item 関数 333
tab_select_page 53
tab_wait_info 関数 334
tbl_activate_cell 関数 335
tbl_activate_col 関数 337
tbl_activate_header 関数 338
tbl_activate_row 関数 341
tbl_dbl_click_cell 関数 342
tbl_deselect_cols_range 関数 344
tbl_deselect_col 関数 343
tbl_deselect_rows_range 関数 346
tbl_deselect_row 関数 345
tbl_extend_cols_range 関数 348
tbl_extend_col 関数 348
tbl_extend_rows_range 関数 350



索引

469

469

tbl_extend_row 関数 349
tbl_get_cell_coords 53
tbl_get_cell_data 関数 351
tbl_get_cols_count 関数 354
tbl_get_column_names 関数 358
tbl_get_column_name 関数 356
tbl_get_rows_count 関数 358
tbl_get_selected_cell 関数 361
tbl_get_selected_row 関数 363
tbl_select_cells_range 関数 365
tbl_select_col_header 関数 366
tbl_select_cols_range 関数 368
tbl_select_rows_range 関数 369
tbl_set_cell_data 関数 369
tbl_set_selected_cell 関数 374
tbl_set_selected_col 関数 376
tbl_set_selected_row 関数 377
tbl_synchronize 53
TDAPI 関数

テスト関数 102
テスト計画ツリー関数 106
テスト実行関数 105
テスト・ステップ関数 105
テスト・セット関数 104
不具合追跡関数 103
プロジェクト管理関数 107
プロジェクト接続関数 101

TDAPI 関数カテゴリ別
データベース管理関数 107
データベース接続関数 101
テスト関数 102
テスト計画ツリー関数 106
テスト実行関数 105
テスト・ステップ関数 105
テスト・セット関数 104
不具合追跡関数 103

TDAPI 関数
設計ステップ関数 103

TDAPI 関数カテゴリ別
設計ステップ関数 103

tddb 関数
qcdb 関数参照

TE date_set_capture_mode 関数 383
TE_add_screen_name_location 関数 379
TE_bms2gui 関数 380
TE_check_text 関数 381

TE_create_filter 関数 381
TE_date_check 関数 382
TE_date_set_attr 関数 382
TE_define_sync_keys 関数 383
TE_delete_filter 関数 384
TE_edit_field 関数 385
TE_edit_hidden_field 関数 385
TE_edit_screen 関数 386
TE_find_text 関数 386
TE_force_send_key 関数 387
TE_get_active_filter 関数 387
TE_get_auto_reset_filters 関数 388
TE_get_auto_verify 関数 389
TE_get_cursor_position 関数 389
TE_get_field_content 関数 390
TE_get_filter 関数 390
TE_get_merge_rule 関数 391
TE_get_refresh_time 関数 392
TE_get_screen_name_location 関数 392
TE_get_screen_size 393
TE_get_sync_time 関数 393
TE_get_text 関数 394
TE_get_timeout 関数 394
TE_merge_fields 関数 395
TE_reset_all_filters 関数 395
TE_reset_all_force_send_key 関数 396
TE_reset_all_merged_fields 関数 396
TE_reset_filter 関数 397
TE_reset_screen_name_location 関数 398
TE_send_key 関数 398
TE_set_auto_date_verify 関数 399
TE_set_auto_reset_filters 関数 399
TE_set_auto_transaction 関数 400
TE_set_auto_verify 関数 400
TE_set_BMS_name_tag 関数 401
TE_set_cursor_position 関数 401
TE_set_field 関数 402
TE_set_filter_mode 関数 403
TE_set_filter 関数 402
TE_set_record_method 関数 404
TE_set_refresh_time 関数 405
TE_set_screen_name_location 関数 405
TE_set_sync_time 関数 406
TE_set_timeout 関数 406
TE_set_trailing 関数 407
TE_user_attr_comment 関数 407



索引

470

TE_user_reset_all_attr_comments 関数 408
TE_wait_string 関数 409
TE_wait_sync 関数 410
tech 53
terminal emulator 関数 81
texit ステートメント 410
time_str 関数 411
tl_get_status 53
tl_set_status 53
tl_setvar 53
tl_step_once 関数 412
tl_step 関数 411
tolower 関数 413
toolbar_button_press 関数 413
toolbar_get_button_info 関数 415
toolbar_get_button_num 関数 415
toolbar_get_buttons_count 関数 414, 416
toolbar_get_button 関数 414
toolbar_get_info 53
toolbar_select_item 関数 417
toolbar_wait_info 53
toupper 関数 418
treturn 53
treturn ステートメント 418
trpl_click 53
tsl_set_module_mark 53
tsl_test_is_module 53
TSL オンライン・リファレンス vii
TSL 言語 5–31

はじめに 1–4
TSL リファレンス・ガイド vi
type 関数 419

U
ungrab 53
unload_dll 関数 421
unload 関数 420
unsigned 53
user_data_point 関数 421

V
vendor 53
Visual Basic 関数 60
vuser_status_message 53

W

wait_stable_window 53
wait_window 関数 423
wait 関数 422
WAP 関数

phone 関数 86
web_browser_invoke 関数 424
web_cursor_to_image 関数 425
web_cursor_to_label 関数 425
web_cursor_to_link 関数 426
web_cursor_to_obj 関数 426
web_event 関数 427
web_file_browse 関数 428
web_file_set 関数 428
web_find_text 関数 429
web_frame_get_text_count 関数 430
web_frame_get_text 関数 430
web_frame_text_exists 関数 431
web_get_run_event_mode 関数 431
web_get_timeout 関数 432
web_image_click 関数 432
web_label_click 関数 433
web_link_click 関数 433
web_link_valid 関数 434
web_obj_click 関数 434
web_obj_get_child_item_count 関数 435
web_obj_get_child_item 関数 434
web_obj_get_info 関数 436
web_obj_get_text_count 関数 437
web_obj_get_text 関数 436
web_obj_text_exists 関数 438
web_password_encrypt 関数 438
web_refresh 関数 439
web_restore_event_default 関数 439
web_set_event 関数 440
web_set_run_event_mode 関数 441
web_set_timeout 関数 442
web_set_tooltip_color 関数 442
web_sync 関数 443
web_tbl_get_cell_data 関数 443
web_url_valid 関数 444
WebTest 関数 87
Web 関数 87

「WebTest 関数」参照
Web テスト関数

テーブル 89
while ステートメント 17



索引

471

471

win_activate 関数 444
win_check_attr 53
win_check_bitmap 関数 445
win_check_gui 関数 446
win_check_info 関数 447
win_check_label 53
win_check_pos 53
win_check_size 53
win_check_text 関数 447
win_click_help 関数 448
win_click_on_text 関数 448
win_close 関数 449
win_drag 関数 450
win_drop 関数 450
win_exists 関数 451
win_find_text 関数 451
win_get_desc 関数 452
win_get_info 関数 453
win_get_text 関数 453
win_highlight 関数 454
win_max 関数 454
win_min 関数 455
win_mouse_click 関数 455
win_mouse_dbl_click 関数 456
win_mouse_drag 関数 456
win_mouse_move 関数 457
win_move_locator_text 関数 458
win_move 関数 458
win_open 関数 459
win_press_cancel 53
win_press_ok 53
win_press_return 53
win_resize 関数 459
win_restore 関数 460
win_set_focus 53
win_type 関数 460
win_verify 53
win_wait_bitmap 関数 461
win_wait_info 関数 462
WinRunner

オンライン・リソース vi
コンテキスト・センシティブ・ヘルプ 

vii
サンプル・テスト vii

WinRunner インストール・ガイド vi
WinRunner 基本機能ユーザーズ・ガイド vi

WinRunner 上級機能ユーザーズ・ガイド vi
WinRunner チュートリアル vi
WinRunner の新機能 vi
WinRunner ユーザーズ・ガイド v, 51, 139, 153, 

155, 157, 183, 191, 209, 220, 244, 260, 264, 
266, 271, 293, 332, 334, 415, 436, 447, 453, 
462

Y
Y2K_check_date 関数 ,「TE_date_check 関数」

参照 382
Y2K_set_attr 関数 ,「TE_date_set_attr 関数」参

照 382
Y2K_set_auto_date_verify 関数 ,

「TE_set_auto_date_verify 関数」参照 399
Y2K_set_capture_mode 関数 ,

「TE_date_set_capture_mode 関数」参照 
383

あ
アイコン・オブジェクト関数 69
アナログ関数

概要 3
カテゴリ別 56–58
座標の規則 3
番号付けの規則 3

アンパサンド文字 11

い
一般的な戻り値 112–116

う
ウィンドウ・オブジェクト関数 90

え
演算子 9–14

関係 11
算術 10
条件 12
代入 12
文字列 11
優先順位と統合規則 13

お
オブジェクト関数 73



索引

472

オブジェクトの特定 , 記述的プログラミング 
25

オブジェクトの命名規則，コンテキスト・セ
ンシティブ関数 3

オペレーティング・システム関数 100
オンライン・ヘルプ vii
オンライン・リソース vi

か
カスタム記録関数 92
カスタム・ユーザ・インタフェース関数 93
カテゴリごとの Quality Center API 関数 

101–107
カレンダ関数 61
関係演算子 7, 11
関数ジェネレータ関数 93
関数の種類，概要 2

き
記述的プログラミング 25

く
組み込み関数 24–25

構文 24
戻り値 25

け
結合規則 13

こ
コンテキスト・センシティブ関数

オブジェクトの命名規則 3
概要 3
カテゴリ別 58–92
番号付けの規則 4

コンパイル済みモジュール関数 96

さ
最初にお読みください vi
座標の規則，アナログ関数 3
サポート・オンライン vii
算術演算子 10

代入 12
文字列への適用 7

算術関数 95

サンプル・テスト vii

し
時間関連の関数 109
式 9–14
種類 ( 定数または変数 ) 6
条件演算子 12

す
スクロール・オブジェクト関数 75
ステータスバー関数 78
ステートメント 14
スピン・オブジェクト関数 77

せ
制御フロー 14–19

break ステートメント 18
continue ステートメント 19
do ステートメント 18
for ステートメント 17
if-else ステートメント 14
switch ステートメント 15
while ステートメント 17
ループ・ステートメント 18

静的テキスト・オブジェクト関数 77

そ
属性または＜プロパティ名＞表記法 27
その他の関数 99

た
代入演算子 12
多次元配列 22
タブ・オブジェクト関数 79
端末エミュレータ関数

戻り値 120

つ
ツールバー・オブジェクト関数 86

て
定数 5–9
定数宣言 9
データ・オブジェクト 5
データ駆動型テスト関数 63



索引

473

473

データベース関数 62
Data Junction での作業 63
戻り値 118

テーブル関数
Web テスト 89
アナログ 57
コンテキスト・センシティブ 79
戻り値 119

テキスト・チェックポイント関数
アナログ 58
コンテキスト・センシティブ 85

テスト・オプション関数 108
テスト，サンプル vii

と
同期化関数

アナログ 57
コンテキスト・センシティブ 78

に
入出力関数 24
入力デバイス関数 56

は
配列 19–24

for ループ 23
演算子 22
関数 24, 95
初期化 21
宣言 20
多次元 22

配列演算子 22
パスワード関数 100
番号付けの規則

アナログ関数 3
コンテキスト・センシティブ関数 4

ひ
ビットマップ・チェックポイント関数

アナログ 56
コンテキスト・センシティブ 61

等しい ( 関係 ) 演算子 11
等しくない ( 関係 ) 演算子 11
表記規則 vii
標準関数

概要 4
カテゴリ別 94–96

ふ
負荷テスト関数 98

へ
編集オブジェクト関数 65
変数 5–9

宣言 7–9
名前 5
未宣言 7

ほ
ボタン・オブジェクト関数 61

め
メニュー・オブジェクト関数 72

も
文字列 6

演算子 11
関数 100

戻り値 111–120
PowerBuilder 関数 119
一般的な 112–116
端末エミュレータ関数 120
データベース関数 118
テーブル関数 119

ゆ
ユーザ定義関数 27–29

return ステートメント 29
概要 4
カテゴリ別 92–94
クラス 27
宣言 29
パラメータ 28

優先順位 13

よ
呼び出しステートメント 96
予約語 51–53
より大きい演算子 11
より大きいか等しい演算子 11



索引

474

より小さい演算子 11
より小さいか等しい演算子 11

り
リスト・オブジェクト関数 71

る
ループ・ステートメント 17
ループ変更ステートメント 18

れ
例外処理関数 97
連結演算子 11

ろ
論理演算子 11


	Mercury WinRunner テスト・スクリプト言語リファレンス・ガイド
	目次

	TSL へようこそ
	本書の使い方
	WinRunner の関連のマニュアル
	オンライン・リソース
	表記規則

	概要
	関数の種類
	アナログ関数
	コンテキスト・センシティブ関数
	ユーザ定義関数
	標準関数

	言語
	変数と定数
	演算子と式
	ステートメント
	フロー制御
	配列
	入出力
	組み込み関数
	ユーザ定義関数
	関数の extern 宣言

	TSL を使うためのガイドライン
	テスト・スクリプト
	フロー制御
	戻り値
	パス名
	tl_step 関数
	GUI マップ
	ライブラリと関数

	予約語
	カテゴリ別関数
	アナログ関数
	コンテキスト・センシティブ関数
	ユーザ定義関数
	標準関数

	戻り値
	一般的な戻り値
	データベース関数の戻り値
	PowerBuilder/テーブル関数の戻り値
	端末エミュレータ関数の戻り値

	アルファベット順リファレンス
	索引



